
保険料クレジットカード支払特約 
 

ご契約者の方へ 
「ご契約のしおりー約款」の記載内容に一部変更がありますので、以下のとおりお知らせします。 

「ご契約のしおり」に記載の「ご契約後について／保険料の払込方法」（75 ページ）を 2023 年 5 月 27 日か

ら以下のとおり変更します。 
 

保険料の払込方法 
 
◇保険料の払込方法（回数）は月払です。 
◇保険料の払込方法（経路）には次のいずれかの方法があります。保険料領収証は発行しません。 
・契約者が指定した口座（当社が提携している金融機関等の口座に限ります。）から、毎月振替日に自動的に当

社に払込まれます。（口座振替扱） 
・クレジットカードによりお支払いいただきます。毎月の保険料の請求はクレジットカード会社より行います。（クレジットカ

ード扱） 
 ※クレジットカード扱の場合、保険料の払込みに楽天ポイントを利用できる場合があります。詳しくは、当社ホームペー

ジのポイントのルールと規約をご確認ください。 
 

「約款」に記載の「保険料クレジットカード支払特約」（194 ページ）を 2023 年 5 月 27 日から以下のとおり

変更します。（第 1 条、第 3 条を変更、第 13 条を追加） 
 

変更前 変更後 
（特約の適用） 
第 1 条 この特約は、主たる保険契約（以下、「主契約」といいま

す。）締結の際または保険料払込期間の中途において、保 
険契約者から、会社の指定するクレジットカード（以下、「指
定カード」といいます。）により保険料を払い込む旨の申出が
あり、かつ、会社がこれを承諾した場合に適用します。 

2.  前項の指定カードは、保険契約者が、会社の指定するクレジ
ットカード発行会社（以下、「カード会社」といいます。）との
間で締結された会員規約等（以下、「会員規約等」といいま
す。）にもとづき、カード会社より貸与されまたは使用を認めら
れたものであることを要します。 

（特約の適用） 
第 1 条 この特約は、主たる保険契約（以下、「主契約」といいま

す。）締結の際または保険料払込期間の中途において、保 
険契約者から、会社の指定するクレジットカード（以下、「指
定カード」といいます。）により保険料を払い込む旨の申出が
あり、かつ、会社がこれを承諾した場合に適用します。 

2.  前項の指定カードは、指定カードの名義人が、会社の指定す
るクレジットカード発行会社（以下、「カード会社」といいま
す。）との間で締結された会員規約等（以下、「会員規約
等」といいます。）にもとづき、カード会社より貸与されまたは使
用を認められたものであることを要します。 

（保険料の払込） 
第 3 条  保険料は、主約款の保険料の払込の規定にかかわら

ず、会社が指定カードの有効性の確認（利用限度内である
こと等の確認を含みます。以下同じ。）を得た上で、次の時
に、指定カードにより保険料相当額を決済すること（以下、
「クレジットカード支払」といいます。）によって会社に払い込ま
れるものとします。 
(1) 第 1 回保険料の場合は、会社がクレジットカード支払を

承諾した時 
(2) 第 2 回以後の保険料の場合は、払込期月中の会社の

定めた日 
2.  同一の指定カードで2件以上の保険契約のクレジットカード支

払を行う場合には、保険契約者は、会社に対して決済順序
を指定できないものとします。 

3.  保険契約者は、カード会社の会員規約等にしたがい、保険料
相当額をカード会社に支払うことを要します。  

 

（保険料の払込） 
第 3 条  保険料は、主約款の保険料の払込の規定にかかわら

ず、会社が指定カードの有効性の確認（利用限度内である
こと等の確認を含みます。以下同じ。）を得た上で、次の時
に、指定カードにより保険料相当額を決済すること（以下、
「クレジットカード支払」といいます。）によって会社に払い込ま
れるものとします。 
(1) 第 1 回保険料の場合は、会社がクレジットカード支払を

承諾した時 
(2) 第 2 回以後の保険料の場合は、払込期月中の会社の

定めた日 
2.  同一の指定カードで2件以上の保険契約のクレジットカード支

払を行う場合には、保険契約者は、会社に対して決済順序
を指定できないものとします。 
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4.  会社が指定カードの有効性の確認を得た後で、会社がカード
会社より保険料相当額を領収できなかった場合には、その払
込期月中の保険料（第 1 回保険料を含みます。）について
は、クレジットカード支払がなかったものとして取り扱います。 

5.  会社は、クレジットカード支払により払い込まれた保険料につい
ては領収証を発行しません。 

3.  会社が指定カードの有効性の確認を得た後で、会社がカード
会社より保険料相当額を領収できなかった場合には、その払
込期月中の保険料（第 1 回保険料を含みます。）について
は、クレジットカード支払がなかったものとして取り扱います。 

4.  会社は、クレジットカード支払により払い込まれた保険料につい
ては領収証を発行しません。 

（新 設） 

（ポイントの使用に関する特則） 
第 13 条 保険契約者は、楽天グループ株式会社（以下、「ポイ

ント発行会社」といいます。）が楽天会員規約にもとづき会員
登録をした会員に対して提供する楽天ポイント（以下、「ポイ
ント」といいます。）について、その保有するポイントを１ポイン
ト＝１円で換算した金額（以下、「ポイント相当額」といいま
す。）をもって保険料の全部または一部の払込に使用すること
ができます。ただし、保険契約者がポイントの使用時に保有す
る有効なポイントに限り、ポイント発行会社の会員規約または
所定のウェブサイト等で確認できる利用の下限および上限を
限度とします。 

2.  前項によりポイントを使用する場合には、保険契約者が、ポイ
ントを保険料の払込に使用する意思表示を行い、その保有す
るポイント残高が減算された時に、ポイント相当額について保
険料の払込があったものとみなします。この場合において、ポイ
ント相当額が保険料の一部であるときは、この特約の規定中
「第 1 回保険料」を「第 1 回保険料からポイント相当額を控
除した残額」と、「第 2 回以後の保険料」を「第 2 回以後の保
険料からポイント相当額を控除した残額」と、「保険料相当
額」を「保険料相当額からポイント相当額を控除した残額」と
読み替えます。 

3.  2 件以上の保険契約についてポイントの使用を行う場合に
は、保険契約者は、会社に対してポイントを使用する順序を
指定できないものとします。 

4.  主約款および主契約に付加された特約の規定により会社が
保険料を返還する場合は、主約款および主契約に付加され
た特約の規定に従い保険料を返還するものとし、ポイントによ
る返還は行いません。 

5.  ポイントの不正使用があった場合には、次のとおりとします。 
(1) 保険契約者が保険料の払込に使用したポイントが、他

人の ID の盗取等の不正行為により取得したものであっ
た場合には、ポイントの使用は行われなかったものとし、保
険契約者は、使用したポイント相当額の保険料を直ちに
会社に払い込まなければなりません。 

(2) 前号の場合には、会社は、保険契約者が不正に使用し
たポイントおよびポイント相当額の返還は行いません。 

6.  ポイント発行会社の財務および業務運営の状況等に照らし、
ポイントの使用の取扱の継続が困難であると会社が認めたとき
は、会社は、ポイントの使用の取扱を停止するための措置を
実施することができます。 

 

 

 

 

楽天生命保険株式会社 〒107-0062 東京都港区南青山 2-6-21 楽天クリムゾンハウス青山 

【お問い合わせ先】 楽天保険の総合窓口 0120-977-010 
（受付時間 9:00～18:00 年末年始を除く）※当社委託先が承ります。 

2-2023-024（2023.5.27） 120-163-01-2305 



取扱代理店（お問い合わせ先）

2023年4月作成

1-2022-×××（2023.4.1） 120-233-25-2304

0120-977-010（無料） 0120-977-002（無料）

楽天保険の総合窓口（ご契約者様およびご加入を検討いただいているお客様専用のお問い合わせ窓口）

保険に関するお問い合わせ

注意喚起情報
ご契約のしおり－約款

東京都港区南青山2-6-21
楽天クリムゾンハウス青山 〒107-0062
https://www.rakuten-life.co.jp/

楽天生命保険株式会社

保険金・給付金の請求（保険金・給付金ダイヤル）

2023年 4月

終身医療保険 2018［無配当］
終身医療保険 2018 健康還付特則付［無配当］
女性疾病保険［無配当］
終身がん治療保険（払戻金なし）［無配当］
認知症保険（払戻金なし）［無配当］
低解約払戻金型終身保険［無配当］
１年定期保険［無配当］

受付時間 9:00～18:00　年末年始を除く　　※当社委託先が承ります。
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͜ͷʮ஫ҙىש৘ใʯ͸ɺ͝ܖ約ͷਃࠐΈʹͯ͠ࡍಛʹ஫ҙ͍͖ͯͨͩͨ͠
ɻご契約前に͢·͍ͯ͠ࡌهΛ߲ࣄͱͬͯෆརӹͱͳΔʹ·΍͓٬߲͞ࣄ͍
必ずお読みいただき、内容をご確認・ご了解のうえ、申込みいただきますよ
うお願いします。
約ͷ͓͠Γܖ約֓ཁʯʮ͝ܖ͸ɺʮ͍ͯͭʹ߲ࣄ約ͷ಺༰ʹؔ͢Δܖ͝˞ -約款ʯ
ʹ΋͍ͯ͠ࡌه·͢ͷͰɺ͋Θͤͯ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ



1 終身医療保険2018健康還付特則付に加入する場合には、以下の事項にご留意く
ださい

˖ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇͸ɺ݈ؐ߁෇څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢ΔͨΊɺ݈ؐ߁෇ಛଇΛ෇Ճ͍ͯ͠ͳ
͍ऴ਎ҩྍอ2018ݥʹൺ΂ɺ݄෷อݥྉ͕͘ߴͳΓ·͢ɻ
෇ۚڅ෇ؐ߁約ͷ݈ܖ෷͍͕ͳ͍৔߹ɺओࢧ෇ۚ౳ʢ˞1ʣͷ͓څ約ͷೖӃܖ෷ֹ͸ɺओࢧ෇ۚͷڅ෇ؐ߁݈˖
ͱಉֹܭྉྦྷݥอࠐ४೔ʢ˞2ʣͷલ೔·Ͱͷ෷ج෷ࢧ ʢֹط෷ࠐอݥྉ૬౰ֹʣͱͳΓ·͢ɻಛ約͕෇Ճ͞Ε
͍ͯΔ৔߹ɺಛ約ͷอݥྉ͸ؚ·Ε·ͤΜɻ
約ͷೖӃܖΑͼओֹ͓ܭྉྦྷݥอࠐ約ͷ෷ܖ४೔ͷલ೔·Ͱͷओج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁෇ۚ͸ɺ݈څ෇ؐ߁݈˖
อࠐ約ͷ෷ܖͰͷओ·࣌ɺͦͷֹ͕ܭ߹෇ۚ౳ͷڅ約ͷೖӃܖɻओ͢·͠ࢉܭ΋ͱ͖ͮʹֹܭ߹෇ۚ౳ͷڅ
෇ۚ͸͋Γ·ͤΜɻڅ෇ؐ߁Λ্ճΔ৔߹ɺֹ݈ܭྉྦྷݥ
มʹؒظࠐྉ෷ݥɾอؒظݥ෇ಛଇ෇͓Αͼಛ約ͷอؐ߁2018݈ݥ΋ɺऴ਎ҩྍอޙ෇ۚडऔڅ෇ؐ߁݈˖
Έ͕ඞཁͰ͢ɻࠐྉͷ෷ݥ͸͋Γ·ͤΜɻҾ͖ଓ͖อߋ
˞ 1ɹऴ਎ҩྍอݥ ෇ۚڅ਷υφʔࠎ෇ۚɺڅྍ࣏෇ۚɺ์ࣹઢڅ෇ۚɺखज़څ෇ಛଇ෇ͷೖӃؐ߁2018݈
˞ 2ɹ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷೥ྸʹ౸ୡ͢Δ೥୯Ґͷܖ約Ԡ౰೔

2 申込日から20日以内であれば、申込みの撤回等ができます（クーリング・オフ制度）

Έͷఫࠐ約ͷਃܖ࿥ʹΑΓ͝ه೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ20೔Ҏ಺Ͱ͋Ε͹ɺॻ໘·ͨ͸ి࣓తࠐ約ͷਃܖ͝˖
ճ·ͨ͸͝ܖ約ͷղআΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ༣ศ·ͨ͸౰ࣾϗʔϜϖʔδॴఆͷ௨஌ϑΥʔϜʹΑΓ౰ࣾ
͋ͯʹ͝௨஌͍ͩ͘͞ɻ
˞͓खଓ͖ͷৄࡉʹ͍ͭͯ͸ʮ͝ܖ約ͷ͓͠Γʔ約款ʯΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

3 健康状態・職業等についてありのままを告知してください（告知義務）

͍ͯͭʹ஌ٛ຿ࠂ

஌ٛ຿ʣ͕ࠂ஌͍ͯͨͩٛ͘͠຿ʢࠂ͍ͯͭʹ౳ۀঢ়ଶɾ৬߁͸݈ʹऀݥ約ऀ΍ඃอܖ˖ ͋Γ·͢ɻご契約にあ
たっては、過去の傷病歴（傷病名、治療期間等）、現在の健康状態、身体の障害状態、職業等、当社がおたず
ねすることについて、事実をありのまま正確にもれなくお知らせ（告知して）ください。
˖ੜ໋อूืݥਓʢืू୅ཧళ΍౰ࣾͷి࿩ΦϖϨʔλʔ౳ΛؚΈ·͢ɻʣʹ ͸ࠂ஌Λड͚Δ͕ݶݖͳ͍ͨΊɺ
ੜ໋อूืݥਓʹޱ಄Ͱ͓࿩͞Εͯ΋ࠂ஌ͨ͜͠ͱʹ͸ͳΓ·ͤΜͷͰ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ

ਖ਼͘͠ࠂ஌͍͚ͨͩͳ͍৔߹

೔ʢ˞3ʣ࢝஌ͨ͠৔߹ɺ੹೚։ࠂͱҧ͏͜ͱΛ࣮ࣄ஌͠ͳ͔ͬͨΓɺࠂΛ࣮ࣄҙ·ͨ͸ॏେͳաࣦʹΑͬͯނ˖
͔Β2೥Ҏ಺Ͱ͋Ε͹ɺ「告知義務違反」としてご契約を解除することがありますɻ੹೚։࢝೔ʢ˞3ʣ͔ Β2
೥Λܦա͍ͯͯ͠΋ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕2೥Ҏ಺ʹੜ͍ͯͨ͡৔߹ʹ͸ɺ͝ܖ約Λղআ͢Δ͜ͱ
͕͋Γ·͢ɻ
෷͍Ͱ͖ͳࢧ෇ۚΛ͓څɾۚݥ༝͕ੜ͍ͯͯ͡΋ɺอࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅɾۚݥ約Λղআͨ͠৔߹ʹ͸ɺอܖ͝˖
͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ·ͨɺࠂ஌ٛ຿ҧ൓ͷ಺༰͕ಛʹॏେͳ৔߹ʹ͸ɺٗ࠮ʹΑΔऔফ͠Λཧ༝ͱͯ͠ɺอ
ʹޙաܦ஌ٛ຿ҧ൓ʹΑΔղআͷର৅֎ͱͳΔ2೥ࠂ෷͍Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻʢࢧ෇ۚΛ͓څɾۚݥ
΋͝ܖ約͕ٗ࠮ʹΑΔऔফ͠ͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻʣ
˞ 3ɹೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ৔߹͸ɺอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔

ইපྺ͕͋Δ৔߹ͷ͝ܖ約ͷ͓Ҿड͚ʹ͍ͭͯ

˖ইපྺ౳͕͋Δ৔߹Ͱ΋ɺͦ ͷ಺༰΍อݥछྨʹΑͬͯ͸͓Ҿड͚͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻࠂ஌಺༰౳ʹΑΓɺ
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͓Ҿड͚Ͱ͖ͳ͍͜ͱ΋͋Γ·͕͢ɺಛผͳ৚݅Λ͚͓ͭͯҾड͚͢Δ͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ
˖·ͨɺ౰ࣾͰ͸อݥྉ͸ׂ૿͠͞Ε͍ͯ·͕͢ɺ௨ৗͷอݥΑΓ΋Ҿडج४Λ؇࿨ͨ͠อݥ঎඼ΛऔΓѻͬ
͍ͯ·͢ɻ

4 申込内容等を確認させていただくことがあります

˖౰ࣾͷࣾһ·ͨ͸౰ࣾͷҕୗΛड͚ͨऀ͕ɺ͝ܖ約ͷਃࠐΈͷࡍ΍͝ܖ約ঝ୚ޙɺ·ͨ͸อۚݥɾڅ෇ۚͷ
੥ٻͷࡍʹɺਃࠐ಺༰ɺࠂ஌಺༰ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ੥ٻ಺༰౳ʹ͍ͭͯɺ֬ೝ͍ͤͯͨͩ͘͜͞ͱ͕͋Γ
·͢ɻ

5 ご契約の責任開始について

˖౰͕ࣾ͝ܖ約ͷਃࠐΈΛঝ୚ͨ͠৔߹ͷอোͷ։࢝͸࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
終身医療保険2018、終身医療保険2018健康還付特則付、女性疾病保険、終身がん治療保険（払戻金なし）、
低解約払戻金型終身保険、1年定期保険の場合
ਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢܖ約ऀ͕ೖྗͨ͠ਃࠐ಺༰͓Αͼࠂ஌Λ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣΛ੹೚։ظ࢝ͱ͠ɺ੹೚։࢝
ɻ͢·࢝͠ΒอোΛ։͔ظ

▲ ▲

ਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣ�੹೚։ظ࢝ʢอোΛ։࢝͠·͢ʣ�

಺༰Λૹ৴ࠐ஌͓Αͼਃࠂ ঝ୚

認知症保険（払戻金なし）の場合
ਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢܖ約ऀ͕ೖྗͨ͠ਃࠐ಺༰͓Αͼࠂ஌Λ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣΛอؒظݥͷظ࢝ͱ͠ɺอݥ
೔ʣ͔࢝աͨ͠೔ͷཌ೔ʢ੹೚։ܦͷଐ͢Δ೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λظ࢝ͷؒظ ΒอোΛ։࢝͠·͢ɻ

▲ ▲

ਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣ́ อؒظݥͷظ࢝

ঝ୚ࠂ஌͓Αͼਃࠐ಺༰Λૹ৴

੹೚։࢝೔ʢอোΛ։࢝͠·͢ʣ

�೥ؒ

˖౰ࣾͷੜ໋อूืݥਓʢืू୅ཧళ΍౰ࣾͷి࿩ΦϖϨʔλʔΛؚΈ·͢ɻʣ͸ɺ͓٬͞·ͱ౰ࣾͷอܖݥ
約క݁ͷഔհΛऀ͏ߦͰɺอܖݥ約క݁ͷ୅ཧݖ͸͋Γ·ͤΜɻ͕ͨͬͯ͠ɺ͝ܖ約͸͓٬͞·͔Βͷਃࠐ
Έʹରͯ͠౰͕ࣾঝ୚ͨ͠ͱ͖ʹ༗ޮʹ੒ཱ͠·͢ɻ
˖ਃࠐͷ೔ͷଐ͢Δ݄ͷཌʑʑ݄ͷ5೔·Ͱʹୈ1ճอݥྉͷ෷ࠐΈ͕ͳ͍৔߹ʹ͸ɺ͝ܖ約͸ແޮͱͳΓ·
͢ɻ

6 保険金・給付金のお支払いができない場合があります

Έͷ໔আ͕Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻࠐྉͷ෷ݥ෷͍΍อࢧ෇ۚͷ͓څɾۚݥͷΑ͏ͳ৔߹ʹ͸ɺอ࣍˖
ɾࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰͠ͳ͍৔߹ʢྫɿ੹೚։ظ࢝લʹੜͨ͡έΨ΍පؾΛݪҼͱ͢ΔೖӃɾखज़౳ɺ੹೚։࢝
೔͔Β90೔Ҏ಺ʹ਍அ֬ఆ͞Εͨѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺ΛݪҼͱ͢Δ৔߹ɺอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢
Δ೔͔Β1೥Ҏ಺ʹ਍அ֬ఆ͞Εͨೝ஌঱ͷ৔߹౳ʣ
ɾ໔੹ࣄ༝ʹ֘౰͍ͯ͠Δ৔߹ʢྫɿܖ約ऀɾඃอऀݥɾडऔਓͷނҙ·ͨ͸ॏେͳաࣦʹΑΓࢧ෷ࣄ༝ʹ
֘౰ͨ͠৔߹ɺ੹೚։࢝೔͔Β3೥Ҏ಺ͷࣗࡴͷ৔߹౳ʣ
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ɾࠂ஌ٛ຿ҧ൓ʹΑΓ͝ܖ約͕ղআ͞Εͨ৔߹
ɾٗ࠮ʹΑΔ΋ͷͱͯ͠͝ܖ約͕औফ͠ͱͳͬͨ৔߹
ɾෆ๏औಘ໨తʹΑΔ΋ͷͱͯ͠͝ܖ約͕ແޮͱͳͬͨ৔߹
ɾอۚݥɾڅ෇ۚΛ࠮औ͢Δ໨తͰނࣄΛͨ͜͠ىͱ͖΍ɺܖ約ऀɾඃอऀݥɾडऔਓ͕ɺ๫ྗஂؔऀ܎ɺ
ͦͷଞͷ൓ࣾձత੎ྗʹ֘౰͢ΔͱೝΊΒΕͨͱ͖౳ɺॏେࣄ༝ʹΑΓ͝ܖ約͕ղআ͞Εͨ৔߹
ɾอݥྉͷ෷ࠐΈ͕ͳ͔ͬͨͨΊɺ͝ܖ約͕ࣦޮ͍ͯ͠Δ৔߹
˖อۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍͕Ͱ͖ͳ͍৔߹౳ͷৄࡉʹ͍ͭͯ͸ɺʮ͝ܖ約ͷ͓͠Γʵ約款ʯΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

7 保険料は払込期月内に払込みください（ご契約の失効・復活）

˖ୈ2ճҎޙͷอݥྉͷ෷݄ظࠐ͸݄୯Ґͷܖ約Ԡ౰೔ͷଐ͢Δ݄ͷॳ೔͔Β຤೔·ͰͰ͢ɻ෷݄ظࠐ಺ʹ෷
ظ༛༧ࠐΈ͕ͳ͍৔߹ʹɺ෷ࠐ ʢؒ෷݄ظࠐͷཌ݄1೔͔Β຤೔·ͰʣΛઃ͚͍ͯ·͕͢ɺ෷ࠐ༛༧ؒظ಺ʹ
อݥྉͷ෷ࠐΈ͕ͳ͍ͱɺ͝ܖ約͸༛༧ؒظຬྃ೔ͷཌ೔͔Βࣦޮ͠·͢ɻ
約Λ෮ܖ಺Ͱ͋Ε͹ॴఆͷखଓ͖Λͱ͍͖ͬͯͨͩؒ͝ظ約͕ࣦޮͨ͠৔߹Ͱ΋ɺࣦޮͨ͠೔͔ΒҰఆܖ͝˖
ʢ˞4ʣ͔࣌ྉΛड͚औͬͨݥΛঝ୚ͨ͠৔߹ɺԆ଺อ׆Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ౰͕ࣾ෮ͤ͞׆ Βɺ͝ܖ約ͷ੹
೚։࢝ͱͳΓ·͢ɻ݈߁ঢ়ଶʹΑͬͯ͸෮׆Ͱ͖ͳ͍৔߹΋͋Γ·͢ɻ
˖ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣΛ෮͢׆Δ৔߹ͰɺԆ଺อݥྉΛड͚औͬͨ࣌ʢ˞4ʣ͕ ɺ੹೚։࢝೔ʢ˞5ʣલͷͱ
͖͸ɺ੹೚։࢝೔ʢ˞5ʣ͔ Β͝ܖ約ͷ੹೚։࢝ͱͳΓ·͢ɻ
˞ 4ɹࠂ஌લʹड͚औͬͨ৔߹͸ࠂ஌ͷ࣌
˞ 5ɹอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ 1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔

8 解約時の払戻金について

ऴ਎ҩྍอ2018ݥɺঁੑ࣬පอݥɺऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣɺೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣɺ1೥ఆظอ
߹ͷ৔ݥ

˖อܖݥ約Λղ約ͨ͠৔߹ͷ෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻ
˖ऴ਎ҩྍอ2018ݥɺঁੑ࣬පอݥɺऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣɺೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͓ Αͼ͜Ε
Βͷอݥछྨʹ෇ՃͰ͖Δಛ約͸ɺղ約ࢧʹ࣌෷͏෷໭ۚΛͳ͘͢࢓૊Έͱ͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷ࢓૊ΈͰอݥ
ྉͷࢉܭΛ͍ͯ͠ΔͨΊɺͦͷ෼ׂ҆ͳอݥྉͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇ͷ৔߹

४೔Ҏج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁Γɺղ約෷໭͕ۚ͋Γ·͢ɻ݈ݶʹ߹४೔લʹղ約͢Δ৔ج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈˖
͸ɺղ約෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻޙ
˖ղ約෷໭ۚ͸ɺੑผɾܖ約೥ྸɾอݥྉͷ෷ࠐ೥݄਺͓Αͼ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔ͷલ೔·Ͱͷओܖ約
ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹܭʹΑΓ͠ࢉܭ·͢ɻ͝ܖ約ޙ୹ؒظͰղ約͞Εͨ৔߹ɺղ約෷໭ۚ͸·ͬͨ͘ͳ͍
͔ɺ͋ͬͯ΋͘͝Θ͔ͣͰ͢ɻ·ͨɺओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹܭʹΑͬͯ͸ɺղ約෷໭͕ۚ·ͬͨ͘ͳ
͍৔߹΋͋Γ·͢ɻ
෦෼ʹ͍ͭͯɺղ約෷໭͕ۚ͋Δ৔߹ʹ͸ղֹݮ৔߹͸ɺֹͨ͠ݮʹ४೔ͷલ೔·Ͱج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈˖
約෷໭ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔Ҏֹ͢ݮʹޙΔ৔߹͸ɺղ約෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻ
˖͜ͷอݥʹಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ɺಛ約ʹ͸อؒظݥΛ௨ͯ͡ղ約෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻ

௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥͷ৔߹

˖௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ͸ղ約෷໭ۚΛ௿͘ઃఆ͓ͯ͠Γɺղ約෷໭ֹۚ͸ɺղ約෷໭ۚΛ௿͘ઃఆ͠ͳ͍
৔߹ͷ70ˋͱͳΓ·͢ɻ
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˖ղ約෷໭ۚ͸ܖ約೥ྸɺੑผɺอݥྉ෷ࠐ೥݄਺ʹΑΓ͠ࢉܭ·͢ɻղ約෷໭ۚ͸෷ࠐอݥྉͷ߹ֹܭΑΓ
গͳֹ͍ۚͱͳΓɺಛʹ୹ؒظͰղ約ͨ͠৔߹͸ɺ·ͬͨ͘ͳ͍͔ɺ͋ͬͯ΋͘͝Θ͔ͣͰ͢ɻ

9 現在ご契約の保険契約を解約・減額したうえで新たなご契約の申込みをする場合、
契約者にとって不利益となる事項があります

約ܖ͍ͯͭʹ߲ࣄͷ࣍ΈΛ͢Δ৔߹ɺࠐ約ͷਃܖݥͰ৽ͨͳอ͑͏ֹͨ͠ݮ約Λղ約ɾܖݥ約ͷอܖ͝ࡏݱ˖
ऀʹͱͬͯෆརӹͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
ɾଟ͘ͷ৔߹ɺղ約ɺֹݮΛͨ͠ͱ͖ͷ෷໭ۚ͸෷ࠐอݥྉͷ߹ֹܭΑΓগͳֹ͍ۚʹͳΓ·͢ɻಛʹ͝ܖ
約ޙ୹ؒظͰղ約ͨ͠ͱ͖ͷ෷໭ۚ͸ɺ·ͬͨ͘ͳ͍͔ɺ͋ͬͯ΋͘͝Θ͔ͣͰ͢ɻ
ɾҰఆؒظͷܖ約ܧଓΛ৚݅ʹൃੜ͢Δ഑౰ͷ੥ݖٻ౳Λࣦ͏͜ͱʹͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ
ɾ৽ͨͳอܖݥ約ͷਃࠐΈʹ͋ͨͬͯ͸ࠂ஌ٛ຿͕͋Γ·͢ɻࠂ஌͕ඞཁͳইපྺ౳͕͋Δ৔߹͸ɺ৽ͨͳ
อܖݥ約ͷ͓Ҿड͚͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨΓɺͦ ͷࠂ஌Λ͠ͳ͔ͬͨͨΊʹ৽ͨͳอܖݥ約͕ղআ͞ΕΔ͜ͱ΍ɺ
ΑΔऔফ͠ͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻʹٗ࠮
ɾ৽ͨͳอܖݥ約ʹ͍ͭͯ͸ɺೖӃ΍खज़౳ͷݪҼͱͳΔέΨ΍ප͕ؾ੹೚։ظ࢝લʹੜ͍ͯ͡Δ৔߹ɺ੹೚
։࢝೔͔Β3೥Ҏ಺ͷࣗࡴͷ৔߹౳ʹ͸ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ͕Ͱ͖ͳ͍͜
ͱ͕͋Γ·͢ɻ

10 保険会社の業務または財産の状況が変化した場合

˖อݥձࣾͷۀ຿·ͨ͸࢈ࡒͷঢ়گͷมԽʹΑΓɺ͝ܖ約࣌ͷอֹۚݥɾڅ෇ֹۚ౳͕͞ݮ࡟ΕΔ͜ͱ͕͋Γ
·͢ɻ
˖౰ࣾ͸ʮੜ໋อܖݥ約ऀอߏػޢʯʹ Ճೖ͍ͯ͠·͢ɻੜ໋อܖݥ約ऀอߏػޢͷձһͰ͋Δੜ໋อݥձ͕ࣾ
ͷાஔ͕ਤΒΕΔ͜ͱͱͳΓޢ約ऀอܖݥΑΓɺอʹߏػޢ約ऀอܖݥӦഁ୼ʹؕͬͨ৔߹ʹ͸ɺੜ໋อܦ
·͢ɻͨͩ͠ɺ͜ͷ৔߹ʹ΋ɺ͝ܖ約࣌ͷอֹۚݥɾڅ෇ֹۚ౳͕͞ݮ࡟ΕΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

11 保険金・給付金等をもれなく請求いただくために

อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝౳͕ੜͨ͡৔߹

˖อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝͕ੜͨ͡৔߹ʹ͸ɺ͢Έ΍͔ʹ౰ࣾ·Ͱ͝࿈བྷͩ͘
͍͞ɻ
ࢧ༝ʹ֘౰͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅɾۚݥछྨʹΑͬͯ͸ෳ਺ͷอݥ約͞Ε͍ͯΔอܖ͝˖
෷Մೳੑ͕͋ΔͱࢥΘΕΔ৔߹΍ෆ໌ͳ఺͕͋Δ৔߹౳ʹ΋͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ
˖౰͔ࣾΒͷॏཁͳ͝Ҋ಺Λ࣮֬ʹ͑ߦΔΑ͏ɺܖ約ऀͷॅॴ౳Λม͞ߋΕͨ৔߹ʹ͸ɺඞͣ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ
˖อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ɺอݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝ɺอۚݥɾڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖ͳ͍৔߹౳ͷৄࡉ
͸ʮ͝ܖ約ͷ͓͠Γʵ約款ʯΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

߹ಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔ٻఆ୅ཧ੥ࢦ

˖ඃอ͕ऀݥडऔਓͷ৔߹Ͱɺඃอ͕ऀݥอۚݥɾڅ෇ۚΛ੥ٻͰ͖ͳ͍ಛผͳࣄ৘͕͋Δͱ͖͸ɺ͋Β͔͡
Ίࢦఆ͞Εͨࢦఆ୅ཧ੥ٻਓʢඃอऀݥͷ഑ऀۮɺ3਌౳಺ͷ਌଒౳ɺ౰ࣾͷఆΊΔൣғͰࢦఆ͍͖ͨͩ·
͢ɻʣ͕ ඃอऀݥͷ୅ཧਓͱͯ͠ɺอۚݥɾڅ෇ۚΛ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
˖୅ཧ੥ٻʹؔͯ͠͸ɺࢦఆ୅ཧ੥ٻಛ約ͷ約款نఆ͕༏ઌͯ͠ద༻͞Ε·͢ɻʢঁੑ࣬පอݥɺ̍೥ఆظอ
ఆ͸ద༻͠·ͤΜɻʣنΔ約款ؔ͢ʹٻΑͼϦϏϯάɾχʔζಛ約ͷ୅ཧ੥͓ݥ
˖ສҰͷࡍʹඋ͑ɺࢦఆ୅ཧ੥ٻਓʹ͝ܖ約಺༰ɺࢧ෷ࣄ༝͓Αͼ୅ཧ੥ٻͰ͖ΔࢫΛ͋Β͔͡Ί͓఻͑ͩ͘
͍͞ɻ
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12 保険証券について

˖อ݊ূݥෆൃߦಛ約Λ෇Ճͨ͠৔߹ɺอ݊ূݥͷൃߦ͸͍ߦ·ͤΜɻ͝ܖ約ͷਃࠐΈΛঝ୚ͨ͠৔߹ʹ͸ɺ
౰ࣾॴఆͷి࣓తํ๏ʹΑΓܖ約ऀʹ௨஌͠·͢ɻ͝Ճೖޙͷ͝ܖ約಺༰͸ɺ౰ࣾॴఆͷܖ約ऀ༷ઐ༻αΠ
τʢϚΠϖʔδʣͰ֬ೝ͍͚ͨͩ·͢ɻܖ約ऀ༷ઐ༻αΠτʢϚΠϖʔδʣͰදࣔ͞Εͨ಺༰͕ɺਃࠐ಺༰ͱҧͬ
͍ͯͳ͍͔֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ΋͠ɺ಺༰͕૬ҧ͍ͯͨ͠Γɺෆ໌ͳ఺ͳͲ͋Γ·ͨ͠Βɺ౰ࣾ·ͨ͸ืू୅
ཧళ·Ͱ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻอ݊ূݥෆൃߦಛ約ͷղ約͸Ͱ͖·ͤΜɻอ݊ূݥෆൃߦಛ約Λ෇Ճͨ͠৔߹ɺ
อؒظݥΛ௨ͯ͡อ݊ূݥ͸ൃ͞ߦΕ·ͤΜͷͰɺ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ

13 生命保険契約は共済契約と区分して管理しています

˖౰͕ࣾక݁ͨ͠ੜ໋อܖݥ約͸ɺঝܧʹΑΓอ༗ͨ͠ܖࡁڞ約ͱ͸ଛӹΛ۠෼ͯ͠؅ཧ͍ͯ͠·͢ɻͦΕͧ
Εͷଛӹͷঢ়ࢉܾ͍ͯͭʹگऴྃ࡞ʹޙ੒͞ΕΔσΟεΫϩʔδϟʔࢿྉͰ͓஌Βͤ͠·͢ɻ

14 生命保険に関するお問い合わせ、苦情・ご相談は

˖ੜ໋อݥʹؔ͢Δ͓໰͍߹Θͤɺۤ৘ɾ͝૬ஊ͸ָఱอݥͷ૯߹૭ޱͰ͓ड͚͍ͯ͠·͢ɻ

ָఱอݥͷ૯߹૭ޱ

0120-977-010ʢແྉʣ
ड෇ؒ࣌ 9:00ʙ18:00೥຤೥࢝Λআ͘

˞౰ࣾҕୗઌ͕ঝΓ·͢ɻ

˖͜ͷ঎඼ʹ܎Δࢦఆฆ૪ղܾؔػ͸ʢҰࣾʣੜ໋อڠݥձͰ͢ɻ
ʢ̟Ұࣾʣੜ໋อڠݥձͷʮੜ໋อݥ૬ஊॴʯͰ͸ɺి࿩ɾจॻʢిࢠϝʔϧɾFAX͸ෆՄʣɾདྷ๚ʹΑΓੜ໋อݥ
ʹؔ͢Δ͞·͟·ͳ૬ஊɾরձɾۤ৘Λ͓ड͚͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺશ֤ࠃ஍ ʮʹ࿈བྷॴʯΛઃஔ͠ɺి࿩ʹͯ
͓ड͚͍ͯ͠·͢ɻʢϗʔϜϖʔδΞυϨεɹɹhttps://www.seiho.or.jp/ʣ
˖ͳ͓ɺੜ໋อݥ૬ஊॴ͕ۤ৘ͷਃग़Λड͚ͨ͜ͱΛੜ໋อݥձࣾʹ࿈བྷ͠ɺղܾΛґཔͨ͠ޙɺݪଇͱͯ͠

1ϱ݄Λܦաͯ͠΋ɺܖ約ऀ౳ͱੜ໋อݥձࣾͱͷؒͰղܾ͕͔ͭͳ͍৔߹ʹ͍ͭͯ͸ɺࢦఆฆ૪ղܾؔػ
ͱͯ͠ɺੜ໋อݥ૬ஊॴ಺ʹࡋఆ৹ࠪձΛઃ͚ɺܖ約ऀ౳ͷਖ਼౰ͳརӹͷอޢΛਤ͓ͬͯΓ·͢ɻ
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約ͷ͓͠Γܖ͝●
ʮ͝ܖ約ͷ͓͠ΓʯͰ͸ɺ͝ ɺอো಺༰ɺॾखଓ͖ɺ߲ࣄ約ʹ͋ͨͬͯͷॏཁܖ
੫๏্ͷಛయͳͲɺอܖݥ約ʹ͍ͭͯେ੾ͳ͜ͱ͕ΒΛΘ͔Γ΍͘͢આ໌
͍ͯ͠·͢ͷͰɺͥͻ͝Ұಡ͍ͩ͘͞ɻ
ෆ໌ͳ఺͕͍͟͝·ͨ͠Βɺ౰ࣾ·ͨ͸ืू୅ཧళ·Ͱ͓໰͍߹Θͤͩ͘͞
͍ɻ



目的別もくじ
ͬͨ͋ʹ約ܖ͝˖ ʢ͓͍ͯئͱ͓஌Βͤʣ

˖อো಺༰ʹ͍ͭͯ

保険のしくみや保障内容に
ついて知りたい

終身医療保険2018健康還付特則付 30 ページ

終身医療保険2018 24 ページ

37 ページ

女性疾病保険 44ページ

認知症保険（払戻金なし） 54ページ

認知症保険（払戻金なし）に付加
できる特約 57ページ

終身がん治療保険（払戻金なし） 48ページ

低解約払戻金型終身保険 61ページ

終身がん治療保険（払戻金なし）に
付加できる特約 52ページ

告知義務について知りたい 告知と告知義務 12 ページ

いつから保障が開始するのか
知りたい 保障の開始（責任開始期） 13 ページ

第1回保険料の払込方法につ
いて知りたい

第1回保険料の払込みとご契約
の無効 14 ページ

申込みを撤回したい クーリング・オフ制度 12 ページ

終身医療保険2018・終身医療保険2018
健康還付特則付に付加できる特約
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目的別もくじ
ͬͨ͋ʹ約ܖ͝˖ ʢ͓͍ͯئͱ͓஌Βͤʣ

˖อো಺༰ʹ͍ͭͯ

保険のしくみや保障内容に
ついて知りたい

終身医療保険2018健康還付特則付 30 ページ

終身医療保険2018 24 ページ

37 ページ

女性疾病保険 44ページ

認知症保険（払戻金なし） 54ページ

認知症保険（払戻金なし）に付加
できる特約 57ページ

終身がん治療保険（払戻金なし） 48ページ

低解約払戻金型終身保険 61ページ

終身がん治療保険（払戻金なし）に
付加できる特約 52ページ

告知義務について知りたい 告知と告知義務 12 ページ

いつから保障が開始するのか
知りたい 保障の開始（責任開始期） 13 ページ

第1回保険料の払込方法につ
いて知りたい

第1回保険料の払込みとご契約
の無効 14 ページ

申込みを撤回したい クーリング・オフ制度 12 ページ

終身医療保険2018・終身医療保険2018
健康還付特則付に付加できる特約

˖อۚݥɾڅ෇ۚͷ੥ٻɾ͓ࢧ෷͍ʹ͍ͭͯ

͍ͯͭʹޙ約ܖ͝˖

77 ページ保険契約を解約したい 解約と払戻金

75 ページ
保険料の払込みができなかっ
た 保険料の払込猶予期間と失効

75 ページ
失効した保険契約をもとに戻
したい ご契約の復活

76 ページ保険料の負担を減らしたい 保険料のお支払いが困難になっ
たとき

80 ページ住所・名前が変わった 各種変更手続き

64 ページ
保険金・給付金の請求手続
きについて知りたい 保険金・給付金等の請求手続き

67 ページ
保険金・給付金が支払われな
い場合について知りたい

保険金・給付金をお支払いでき
ない場合

81 ページ生命保険と税金税金について知りたい

70 ページ
保険金・給付金をお支払いでき
る場合、お支払いできない場合
の具体的事例

保険金・給付金を受け取れる
場合、受け取れない場合の具体
的な事例を知りたい

給付金受取人等が給付金等
を請求できない

保険金・給付金等の代理請求
（指定代理請求特約） 66 ページ

76 ページ保障内容の見直しをしたい 特約の中途付加

保険のしくみや保障内容に
ついて知りたい

１年定期保険 62ページ

リビング・ニーズ特約 63ページ
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あ行 受取人（うけとりにん）

อۚݥɾڅ෇ۚΛड͚औΔਓͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

か行 解除（かいじょ）

ͷؒظݥ஌ٛ຿ҧ൓͕͋ͬͨ৔߹ͳͲʹɺอࠂ
్தͰɺ౰͕ࣾ͝ܖ約Λফ໓ͤ͞Δ͜ͱΛ͍͍
·͢ɻ

約Λফ໓ͤ͞Δ͜ܖͷ్தͰؒ͝ظݥ約ऀ͕อܖ
ͱͰ͢ɻղ約͢ΔͱҎޙͷอো͸ͳ͘ͳΓ·͢ɻ

か行 契約年齢（けいやくねんれい）

ͷ೥ྸͷ͜ͱΛ͍͍ɺऀݥ約೔ʹ͓͚Δඃอܖ
ຬ೥ྸͰ͠ࢉܭ·͢ɻ
ʢྫʣ308ࡀϱ݄ͷඃอऀݥͷܖ約೥ྸ͸30ࡀͱ
ͳΓ·͢ɻ

契約日（けいやくび）

主な保険用語のご説明

෷͍ࢧ͓ʹ約ऀܖʹ約Λղ約ͨ͠৔߹ͳͲܖ͝
͢Δ͓ۚͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

解約払戻金（かいやくはらいもどしきん）

解約（かいやく）

（きゅうふきん）給付金

ඃอ͕ऀݥೖӃͨ͠ͱ͖΍खज़Λड͚ͨͱ͖ͳͲ
ʹ౰͔ࣾΒ͓ࢧ෷͍͢Δ͓ۚͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

クーリング・オフ制度（くーりんぐ・おふせいど）

೔͔Βɺͦͷ೔ΛؚΊͯ20೔Ҏ಺ࠐ約ͷਃܖ͝
Ͱ͋Ε͹ɺॴఆͷखଓ͖ʹΑΓɺ͝ܖ約ͷਃࠐ
Έͷఫճ·ͨ͸͝ܖ約ͷղআΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖
Δ੍౓ͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

契約応当日（けいやくおうとうび）

約೔ܖதʹܴ͑Δɺຖ೥ͷؒظݥͷอޙ約ܖ͝
ʹରԠ͢Δ೔ͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ·ͨɺ݄୯Ґ
ͷܖ約Ԡ౰೔ͱ͍ͬͨͱ͖͸ɺຖ݄ͷܖ約೔ʹ
ରԠ͢Δ೔Λ͍͍·͢ɻ

契約者（けいやくしゃ）

౰ࣾͱอܖݥ約Λక݁͠ɺ͝ܖ約্ͷݖརʢܖ
約಺༰ͷมߋͷ੥ݖٻͳͲʣͱٛ຿ʢอݥྉࢧ
෷ٛ຿ͳͲʣΛͭ࣋ਓͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

४೔ͱͳΔجͷࢉܭͳͲͷؒظݥ約೥ྸ΍อܖ
೔ͷ͜ͱͰɺ௨ৗ͸੹೚։࢝೔ͷଐ͢Δ݄ͷཌ
݄1೔͕ܖ約೔ͱͳΓ·͢ɻͨͩ͠ɺೝ஌঱อݥ
ʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ৔߹͸ɺอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢
Δ݄ͷཌ݄1೔͕ܖ約೔ͱͳΓ·͢ɻ

更新（こうしん）

อ͕ؒظݥຬྃͨ͠ͱ͖ʹɺ݈߁ঢ়ଶʹ͔͔Θ
Βͣɺॴఆͷ೥ྸ·ͰอোΛܧଓͰ͖Δ੍౓ͷ
͜ͱΛ͍͍·͢ɻܖ約ऀ͔Β͓ਃग़͕ͳ͚Ε͹
ࣗಈతʹߋ৽͞Ε·͢ɻ

告知（こくち）

ঢ়ଶ΍৬߁ͷ݈ࡏݱɺͯ͠ࡍʹΈࠐ約ͷਃܖ͝
ͷইපྺͳͲɺ౰͕͓ࣾͨͣͶ͢Δॏڈɺաۀ
ཁͳ͜ͱ͕Βʹ͍ͭͯɺ͋Γͷ··Λ͓౴͍͑
ͨͩ͘͜ͱͰ͢ɻܖ約ऀͱඃอऀݥ͸ɺࠂ஌Λ
͍ͯͨͩٛ͘͠຿ʢࠂ஌ٛ຿ʣ͕͋Γ·͢ɻ

告知義務違反（こくちぎむいはん）

ͱҧ͍ͬͯͨ৔࣮ࣄ஌͍͍ͯͨͩͨ͠಺༰͕ࠂ
߹ʹ͸ɺ౰ࣾ͸ʮࠂ஌ٛ຿ҧ൓ʯͱͯ͠ɺ͝ܖ
約Λղআ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

さ行 失効（しっこう）

อݥྉͷ෷ࠐΈͷ༛༧ؒظΛա͗ͯ΋อݥྉͷ
෷ࠐΈ͕ͳ͘ɺ͝ܖ約ͷޮྗ͕ࣦΘΕΔ͜ͱΛ
͍͍·͢ɻ

支払限度（しはらいげんど）

౓Λ͍͍·͢ɻ1ճݶ෷͍ʹؔ͢Δࢧ෇ۚͷ͓څ
ͷೖӃʹ͍ͭͯͷࢧ෷ݶ౓΍௨ࢧࢉ෷ݶ౓ͳͲ
͕͋Γ·͢ɻ
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は行

保険料（ほけんりょう）

อোͷରՁͱͯ͠ɺ౰ࣾʹ෷ࠐΜͰ͍͓ͨͩ͘
ۚͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

ま行 免責事由（めんせきじゆう）

อۚݥ΍څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖ͳ͍ࣄ༝Λ͍͍
·͢ɻ໔੹ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠৔߹ʹ͸ࢧ෷ࣄ༝ʹ
֘౰ͯ͠΋อۚݥ΍څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤ
Μɻ

や行 約款（やっかん）

΋ͷͰͨ͠ࡌه約ʹ͍ͭͯͷͱΓ͖ΊΛܖ͝
͢ɻ

猶予期間（ゆうよきかん）

อݥྉͷ෷ࠐΈʹ͸෷݄ظࠐͷཌ݄1೔͔Β຤
೔·Ͱͷ༛༧͕͋ؒظΓ·͢ɻ

さ行 支払事由

อۚݥɾڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢Δ৔߹ͷ͜ͱΛ͍
͍·͢ɻ

責任開始期（日）（せきにんかいしき・び）

౰͕ࣾ͝ܖ約ͷอোΛ։࢝͢Δظ࣌Λ੹೚։࢝
ͷଐ͢Δ೔Λ੹೚։ظ࢝ͱ͍͍ɺͦͷ੹೚։ظ
೔ͱ͍͍·͢ɻ࢝

は行 払込期月（はらいこみきげつ）

ୈ 2ճҎޙͷຖճͷอݥྉΛ෷ࠐΜͰ͍ͨͩ͘
݄ͷ͜ͱͰɺ݄୯Ґͷܖ約Ԡ౰೔ͷଐ͢Δ݄ͷ
ॳ೔͔Β຤೔·Ͱͷؒظͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

被保険者（ひほけんしゃ）

ੜ໋อݥͷର৅ͱͯ͠อ͚͔͕ݥΒΕ͍ͯΔਓ
ͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

復活（ふっかつ）

ʹ׆約Λ΋ͱʹ໭͢͜ͱͰ͢ɻ෮ܖͨ͝͠ޮࣦ
͋ͨͬͯ͸ɺ͋ΒͨΊͯࠂ஌Λ͍͖ͯͨͩ͠·
͕͢ɺ݈߁ঢ়ଶͳͲʹΑͬͯ͸෮׆Ͱ͖ͳ͍͜
ͱ΋͋Γ·͢ɻ

保険金（ほけんきん）

ඃอࢮ͕ऀݥ๢ͨ͠ͱ͖΍ߴ౓ো֐ঢ়ଶ౳ʹ֘
౰ͨ͠ͱ͖ʹ౰͔ࣾΒ͓ࢧ෷͍͢Δ͓ۚͷ͜ͱ
Λ͍͍·͢ɻ

保険証券（ほけんしょうけん）

ظݥྉɺอݥ෇ֹۚɺอڅɾֹۚݥ約ͷอܖ͝
ؒͳͲͷ͝ܖ約಺༰Λ۩ମతʹͨ͠ࡌه΋ͷͰ
͢ɻ

（しはらいじゆう）

ੜ໋อݥͷϕʔεͱͳΔ෦෼Ͱɺ約款ͷ͏ͪɺ
ී௨อݥ約款ʹ͞ࡌهΕ͍ͯΔ͝ܖ約ͷ಺༰ͷ
͜ͱΛ͍͍·͢ɻ

主契約（しゅけいやく）

ओܖ約ͷอো಺༰Λ͞Βʹॆ࣮ͤ͞ΔͨΊ΍อ
約ͱ͸ҟͳܖ࿏ʣͳͲɺओܦ๏ʢํࠐྉͷ෷ݥ
Δಛผͳ͓約ଋΛ͢Δ໨తͰओܖ約ʹ෇Ճ͢Δ
΋ͷͰ͢ɻओܖ約͕ফ໓ͨ͠ͱ͖͸ಛ約΋ফ໓
͠·͢ɻ

特約（とくやく）た行

保険期間の始期（ほけんきかんのしき）

ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ৔߹Ͱɺ͝ܖ約ͷ
ਃࠐΈͱࠂ஌ͷ͍ͣΕ͔஗͍࣌Λ͍͍·͢ɻ

保険期間（ほけんきかん）

౰͕ࣾ͝ܖ約্ͷอোΛ։͔ͯ࢝͠Βอܖݥ約
͕ऴྃ͢Δ·Ͱͷؒظͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ͜ͷ
༝͕ੜͨ͡৔ࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅ΍ۚݥ಺ʹอؒظ
߹ʹɺอۚݥ΍څ෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱͳΓ·͢ɻ
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˙ਃࠐը໘΁ͷೖྗ
ਃࠐը໘ʢࠂ஌ΛؚΈ·͢ɻʣ΁ͷೖྗ͸ܖ約 ʢऀඃอऀݥʣ͝ ࣗ਎͕͍ͩͯͬ͘͞ߦɻ࠷ऴ֬ೝը໘ʹͯɺ͢΂ͯͷೖྗ಺༰Λ
े෼͓͔֬Ίͷ͏͑ɺਃࠐΈʢૹ৴ͯ͠ʣ͘ ͍ͩ͞ɻ

˙ ΫʔϦϯάɾΦϑ੍౓
約ܖΈͷఫճ·ͨ͸͝ࠐ約ͷਃܖ࿥ʹΑΓ͝ه೔͔Βɺͦͷ೔ΛؚΊͯ20೔Ҏ಺Ͱ͋Ε͹ɺॻ໘·ͨ͸ి࣓తࠐ約ͷਃܖ͝˖
ͷղআʢΫʔϦϯάɾΦϑʣΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻୈ1ճอݥྉΛ෷ࠐΈ͍͍͍ͨͩͯΔ৔߹ʹ͸ɺୈ1ճอݥྉશֹΛ͓ฦ
͠͠·͢ɻ
˖ॻ໘ʹΑΓΫʔϦϯάɾΦϑΛ͢Δ৔߹ɺॻ໘ʹԼهͷ߲ࣄΛࡌهͷ͏͑ɺ༣ศʹΑΓ౰ࣾ͋ͯʹൃ৴͍ͯͩ͘͠͞ɻΫʔϦ
ϯάɾΦϑ͸ॻ໘ͷൃ৴࣌ʢ༣ศͷফҹ೔෇ʣʹ ޮྗΛੜ͡·͢ɻ

ɾ͝ܖ約ͷਃࠐΈͷఫճ·ͨ͸͝ܖ約ͷղআΛ͢Δࢫ
ɾܖ約ऀͷࢯ ʢ໊ࣗॺʣ
ɾܖ約ऀͷॅॴɾి࿩൪߸
ɾਃࠐ൪߸ɾอݥछྨɾඃอ໊ऀݥ

ʪૹ෇ઌʫɹ˟983-8790ɹ೔ຊ༣ศࣜגձࣾɹઋ୆౦༣ศہɹࢲॻശୈ18߸
ָఱੜ໋อࣜגݥձࣾࣄ຿ηϯλʔɹΫʔϦϯάɾΦϑ܎

˖ి࣓తه࿥ʹΑΓΫʔϦϯάɾΦϑΛ͢Δ৔߹ɺ౰ࣾϗʔϜϖʔδࡌܝͷํ๏ʹΑΓ͝௨஌͍ͩ͘͞ɻΫʔϦϯάɾΦϑ͸ɺ
౰ࣾॴఆͷ௨஌ϑΥʔϜͷൃ৴࣌ʢ௨஌ͷൃ৴೔෇ʣʹ ޮྗΛੜ͡·͢ɻ

˙ ˙ɺֹ͠ݮ約Λղ約·ͨ͸ܖݥ約ͷอܖ͝ࡏݱ ৽ͨͳอܖݥ約΁ͷਃࠐΈΛݕ౼͞Ε͍ͯΔํ΁
ɹܖ͝ࡏݱ約ͷอܖݥ約Λղ約·ͨ͸ֹ͠ݮɺ৽ͨͳอܖݥ約΁ͷਃࠐΈΛݕ౼͞Ε͍ͯΔ৔߹ɺ࣍ͷܖ͍ͯͭʹ߲ࣄ約ऀʹͱͬ
ͯෆརӹͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
˓ղ約ɺֹݮͷࡍʹ෷໭͞ΕΔֹۚ͸ɺଟ͘ͷ৔߹ɺ෷ࠐอݥྉͷ߹ܭ ʢֹֹݮͷ৔߹͸ֹݮ෦෼ʹରԠ͢Δ෷ࠐอݥྉʣΑΓ
΋গͳֹ͍ۚͱͳΓ·͢ɻಛʹɺ͝ܖ約ޙͷܦա೥਺͕୹͍৔߹ͷ෷໭ۚ͸ɺ·ͬͨ͘ͳ͍͔ɺ͋ͬͯ΋͘͝Θ͔ͣͰ͢ɻ
˓Ұఆؒظͷܖ約ܧଓΛ৚݅ʹൃੜ͢Δ഑౰ͷ੥ݖٻΛࣦ͏͜ͱͱͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ
˓৽ͨͳอܖݥ約ͷਃࠐΈΛ͢Δ৔߹ʹ͸ࠂ஌ٛ຿͕͋Γ·͢ɻࠂ஌͕ඞཁͳইපྺ͕͋Δ৔߹౳ɺඃอऀݥͷ݈߁ঢ়ଶ౳ʹ
Αͬͯ͸ɺ৽ͨͳอܖݥ約ͷ͓Ҿड͚͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨΓɺͦͷࠂ஌Λ͠ͳ͔ͬͨͨΊʹղআɺऔফ͠ͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
ʢ৽ͨͳอܖݥ約ͷਃࠐ೔Λࢉى೔ͱͯ͠ɺࠂ஌ٛ຿ҧ൓ʹΑΔղআͷنఆ͕ద༻͞Ε·͢ɻ·ͨɺٗ࠮ʹΑΔऔফ͠ͷنఆ
౳ʹ͍ͭͯ΋ɺ৽ͨͳอܖݥ約ͷక݁ʹͯ͠ࡍͷٗ࠮ͷߦҝ౳͕ద༻ͷର৅ͱͳΓ·͢ɻʣ
˓৽ͨͳอܖݥ約ʹ͍ͭͯ͸ɺೖӃ΍खज़౳ͷݪҼͱͳΔέΨ΍ප͕ؾ੹೚։ظ࢝લʹੜ͍ͯ͡Δ৔߹ɺ੹೚։࢝೔͔Β3೥
Ҏ಺ͷࣗࡴͷ৔߹౳ʹ͸ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ͕Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

˙ ஌ٛ຿ࠂ஌ͱࠂ
告知の重要性（告知義務）
˖契約者や被保険者には健康状態等について告知をしていただく義務（告知義務）があります。ੜ໋อݥ͸ଟ਺ͷਓʑ͕อݥྉΛ
ग़͠߹ͬͯ૬ޓʹอো͋͠͏੍౓Ͱ͢ɻ͕ͨͬͯ͠ɺॳΊ͔Β݈߁ঢ়ଶͷΑ͘ͳ͍ํ΍ݥة౓ͷ͍ߴ৬͍ͯ͠ࣄैʹۀΔํ౳
͕ແ৚݅ʹՃೖ͢Δͱɺอݥྉෛ୲ͷެฏੑ͕อͨΕ·ͤΜɻ͝ܖ約ʹ͋ͨͬͯ͸ɺաڈͷইප ʢྺইප໊ɺؒظྍ࣏౳ʣɺݱ
஌ॻʣʯͰ౰͕͓ࣾͨͣͶࠂ஌ը໘ʢॻ໘Λఏग़͍ͯͨͩ͘͠৔߹͸ɺ౰ࣾॴఆͷࠂ౳ɺʮۀঢ়ଶɺ৬֐ঢ়ଶɺ਎ମͷো߁ͷ݈ࡏ
͢Δ͜ͱʹ͍ͭͯɺ࣮ࣄΛ͋Γͷ··ʹਖ਼֬ʹ΋Εͳ͓͘஌Β ʢͤࠂ஌ͯ͠ʣ͘ ͍ͩ͞ɻ

告知をお受けできる権限（告知受領権）
ʹਓʢืू୅ཧళ΍౰ࣾͷి࿩ΦϖϨʔλʔΛؚΈ·͢ɻҎԼಉ͡ɻʣूืݥ͸౰͕ࣾ༗͍ͯ͠·͢ɻੜ໋อݖ஌डྖࠂ˖ ͸ࠂ஌
Λड͚Δ͕ݶݖͳ͍ͨΊɺੜ໋อूืݥਓʹޱ಄Ͱ͓࿩͞Εͯ΋ࠂ஌͍͍ͯͨͩͨ͜͠ͱʹ͸ͳΓ·ͤΜͷͰ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
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傷病歴等がある場合のご契約のお引受けについて
˖౰ࣾͰ͸ɺܖ約ऀؒͷެฏੑΛอͭͨΊɺඃอऀݥͷ݈߁ঢ়ଶ౳ʹԠͨ͡ҾडରԠΛ͍ͯͬߦ·͢ɻইපྺ౳͕͋Δ৔߹Ͱ΋ɺ
ͦͷ಺༰΍อݥछྨʹΑͬͯ͸͓Ҿड͚͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻࠂ஌಺༰౳ʹΑͬͯ͸ɺ͓Ҿड͚Ͱ͖ͳ͍͜ͱ΍ɺಛผͳ৚݅
Λ͚͓ͭͯҾड͚͢Δ͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ
˖·ͨɺ౰ࣾͰ͸อݥྉ͸ׂ૿͠͞Ε͍ͯ·͕͢ɺ௨ৗͷอݥΑΓ΋Ҿडج४Λ؇࿨ͨ͠อݥΛऔΓѻ͍ͬͯ·͢ɻৄ͘͠͸౰
ࣾ·ͨ͸ืू୅ཧళʹ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

告知義務違反について（正しく告知されない場合のデメリット）
ʹ஌ॻʯʣࠂ஌ը໘ʢॻ໘Ͱ͍ͨͩ͘৔߹͸ʮࠂ͸߲ࣄ஌͍ͯͨͩ͘͠ࠂ˖ දࣔ͠·͢ɻ΋͠ɺ͜ΕΒʹ͍ͭͯɺނҙ·ͨ͸ॏେͳ
աࣦʹΑ࣮ͬͯࣄΛࠂ஌͠ͳ͔ͬͨΓɺ࣮ࣄͱҟͳΔ͜ͱΛࠂ஌ͨ͠৔߹ɺ੹೚։࢝೔ʢೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ৔߹͸ɺ
อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔ʣ͔ Β2೥Ҏ಺Ͱ͋Ε͹ɺ౰ࣾ͸ʮࠂ஌ٛ຿ҧ൓ʯͱͯ͠͝ܖ約Λղআ͠ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷
͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ͕Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ੹೚։࢝೔ʢೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ৔߹͸ɺอؒظݥͷظ࢝ͷଐ
͢Δ೔ʣ͔ Β2೥Λܦա͍ͯͯ͠΋ɺอݥ ɾۚڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝͕2೥Ҏ಺ʹੜ͍ͯͨ͡৔߹ʹ͸ɺ
約Λղআ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻܖ͝
ʯ࣮ࣄҼͱͳͬͨݪ༝ͷൃੜʯͱʮղআͷࣄΈͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝·ͨ͸อࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅɾۚݥ約Λղআͨ͠৔߹Ͱ΋ʮอܖ͝˖
ͱͷҼՌؔ܎ʹΑͬͯ͸ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
͠ʹ४ج೔Λ࢝ͷ੹೚։ࡍͷ׆஌ٛ຿ҧ൓͕͋ͬͨ৔߹ʹ͸ɺ෮ࠂΓͨ͋ʹ׆஌͕ඞཁͰ͢ɻ෮ࠂΔ৔߹ʹ΋͢׆約Λ෮ܖ͝˖
約Λղআ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻܖͯ͝
Δ͜ͱΛ͛ࠂͰͳ͍͜ͱΛ࣮ࣄ஌Λ͠ͳ͍͜ͱ΍ࠂ஌Λ͢Δ͜ͱΛ๦͛ͨ৔߹ɺ·ͨ͸ࠂਓ͕ɺूืݥ஌ʹ͋ͨΓɺੜ໋อࠂ˖
ҝ͕ͳ͔ͬͨͱͯ͠΋ɺߦਓͷ͜͏ͨ͠ूืݥ約Λղআ͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻͨͩ͠ɺੜ໋อܖΊͨ৔߹ʹ͸ɺ౰ࣾ͸͝ק
ͱೝΊͨ͛ࠂͰͳ͍͜ͱΛ࣮ࣄͳ͔͔ͬͨɺ·ͨ͸͛ࠂΛ࣮ࣄɺ͍ͯͭʹ߲ࣄΊͨٻ஌Λࠂɺ౰͕͕ࣾऀݥ約ऀ·ͨ͸ඃอܖ
ΒΕΔ৔߹ʹ͸ɺ͝ܖ約Λղআ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
෷͍Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻͨͱ͑͹ɺ「現在ࢧ෇ۚΛ͓څɾۚݥ約Λղআ͢Δ৔߹Ҏ֎ʹ΋ɺอܖ஌ٛ຿ҧ൓ͱͯ͠͝ࠂ˞
の医療水準では治癒が困難または死亡危険が極めて高い疾患の既往症、現症等について故意に告知しなかった場合」等、告知
義務違反の内容が特に重大な場合、詐欺による取消しを理由として、保険金・給付金をお支払いできないことがあります。（告
知義務違反による解除の対象外となる2年経過後にもご契約が詐欺による取消しとなることがあります。）この場合、すでに払
込みいただいた保険料は払戻しません。

˙ ਃࠐ಺༰౳ͷ֬ೝ
˖౰ࣾͷࣾһ·ͨ͸౰ࣾͷҕୗΛड͚ͨऀ͕ɺ͝ܖ約ͷਃࠐΈͷࡍ΍͝ܖ約ঝ୚ޙɺ·ͨ͸อۚݥɾڅ෇ۚͷ੥ٻ౳ͷࡍʹɺਃ
಺༰౳ʹ͍ͭͯɺ֬ೝ͍ͤͯͨͩ͘͜͞ͱ͕͋Γ·͢ɻٻ෇ۚͷ੥څɾۚݥ஌಺༰ɺอࠂ಺༰ɺࠐ

˙ อোͷ։࢝ʢ੹೚։ظ࢝ʣ
終身医療保険2018、終身医療保険2018健康還付特則付、女性疾病保険、終身がん治療保険（払戻金なし）、低解約払
戻金型終身保険、1年定期保険の場合
˖౰͕ࣾ͝ܖ約ͷਃࠐΈΛঝ୚ͨ͠৔߹ɺਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢܖ約ऀ͕ೖྗͨ͠ਃࠐ಺༰ʢࠂ஌ΛؚΈ·͢ɻʣΛ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣ
Λ੹೚։ظ࢝ͱ͠ɺ੹೚։ظ࢝ʹ͔͞ͷ΅ͬͯ͝ܖ約ͷอোΛ։࢝͠·͢ɻ

▲ ▲

ਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣ=੹೚։ظ࢝ʢอোΛ։࢝͠·͢ʣ

಺༰Λૹ৴ࠐ஌͓Αͼਃࠂ ঝ୚

˖ਃࠐ೔ʢ੹೚։ظ࢝ͷଐ͢Δ೔ʣͷଐ͢Δ݄ͷཌ݄1೔͕ܖ約೔ͱͳΓ·͢ɻܖ約೥ྸ͓Αͼอؒظݥ͸ܖ約೔Λج४ʹ͠ࢉܭ
·͢ɻͨͩ͠ɺ੹೚։͔ظ࢝Βܖ約೔ͷલ೔·Ͱͷؒʹɺอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝·ͨ͸อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝͕ੜ͡
ͨ৔߹ʹ͸ɺਃࠐ೔ʢ੹೚։ظ࢝ͷଐ͢Δ೔ʣΛܖ約೔ͱ͠ɺܖ約೥ྸ͓Αͼอؒظݥ͸͜ͷ೔Λج४ʹ͠ࢉܭ࠶·͢ɻ

13

͝
ܖ
約
ʹ
͋
ͨ
ỳ
ͯ

ớ
͓
ئ
͍
ͱ
͓
஌
Β
ͤ
Ờ

อ
ݥ
ۚ
ɾ
څ
෇
ۚ
ͷ
੥
ٻ
ɾ

͓
ࢧ
෷
͍
ʹ
ͭ
͍
ͯ

อ
ো
಺
༰
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͝
ܖ
約
ޙ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

約
款
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認知症保険（払戻金なし）の場合
˖౰͕ࣾ͝ܖ約ͷਃࠐΈΛঝ୚ͨ͠৔߹ɺਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢܖ約ऀ͕ೖྗͨ͠ਃࠐ಺༰ʢࠂ஌ΛؚΈ·͢ʣΛ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣ
Λอؒظݥͷظ࢝ͱ͠·͢ɻ
˖อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʢ੹೚։࢝೔ʣ͔ Β͝ܖ約ͷอোΛ։࢝͠·͢ɻ

▲ ▲
಺༰Λૹ৴ࠐ஌͓Αͼਃࠂ ঝ୚

1೥ؒ

ਃࠐΈΛड͚ͨ࣌ʢ౰͕ࣾड৴ͨ࣌͠ʣ́ อؒظݥͷظ࢝ ੹೚։࢝೔ʢอোΛ։࢝͠·͢ʣ

˖ਃࠐ೔ʢอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔ʣͷଐ͢Δ݄ͷཌ݄1೔͕ܖ約೔ͱͳΓ·͢ɻܖ約೥ྸ͓Αͼอؒظݥ͸ܖ約೔Λج४ʹܭ
ɻ͢·͠ࢉ

˙ ୈ1ճอݥྉͷ෷ࠐΈͱ͝ܖ約ͷແޮ
第1回保険料の払込み
ǺΫϨδοτΧʔυѻǻ
˖ୈ1ճอݥྉ͸ΫϨδοτΧʔυʹΑΓ͓ࢧ෷͍͍͖ͨͩ·͢ɻΫϨδοτΧʔυʹΑΓ͓ࢧ෷͍͍ͨͩ͘ʹ͋ͨΓɺΫϨδο
τΧʔυͷ༗ޮੑ౳ͷ֬ೝΛ͍ߦ·͢ɻΫϨδοτΧʔυͷ༗ޮੑ౳͕֬ೝͰ͖ͳ͔ͬͨͱ͖ʹ͸ɺଞͷΫϨδοτΧʔυʹ
ม͔͍ͩͨͯ͘͠ߋɺ࠲ޱৼସʹΑΔ෷ํࠐ๏ʹมͯ͠ߋਃࠐΜͰ͍͖ͨͩ·͢ɻ
˖Χʔυܾࡁ೔͸ΫϨδοτΧʔυձࣾʹΑΓҟͳΓ·͢ͷͰɺΫϨδοτΧʔυձ͔ࣾΒͷΧʔυ͝ར༻໌ࡉͳͲͰ֬͝ೝ͘
͍ͩ͞ɻਃࠐ೔ʹΑͬͯ͸ɺୈ1ճอݥྉͱୈ2ճอݥྉΛ߹Θ͓ͤͯࢧ෷͍͍͖ͨͩ·͢ɻ

4 ʢ݄ਃ݄ࠐʣ 5݄ 6݄ 7݄
4/10ʢਃࠐ೔ʣ 5/1ʢܖ約೔ʣ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
有
効
性
等
の
確
認

申
込
み
の
受
付

Ҏޙຖ݄
ΫϨδοτ
Χʔυܾ
ࡁ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
よ
り
カ
ー
ド
ご

利
用
明
細
送
付

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
よ
り
カ
ー
ド
ご

利
用
明
細
送
付

第
２
回
保
険
料（
６
月
分
）カ
ー
ド
決
済
日

（
前
月
の
決
済
日
に
請
求
が
間
に
合
わ
な
か

っ
た
場
合
、第
１
回
保
険
料
と
第
２
回
保

険
料
を
合
わ
せ
た
金
額
を
決
済
し
ま
す
。）

第
１
回
保
険
料（
５
月
分
）カ
ー
ド
決
済
日

Ǻ࠲ޱৼସѻǻ
˖ୈ1ճอݥྉ͸ɺਃࠐ೔ͷଐ͢Δ ʢ݄ਃ݄ࠐʣͷཌ݄ͷৼସ೔ʹɺܖ約ऀ͕ࢦఆͨۚ͠༥ؔػͷ͔࠲ޱΒৼΓସ͑·͢ɻ
˖༬ۚߴ࢒ෆ଍౳ʹΑΓৼସ೔ʹৼସͰ͖ͳ͔ͬͨ৔߹ʹ͸ɺਃ݄ࠐͷཌʑ݄ͷৼସ೔ʹୈ1ճอݥྉͱୈ2ճอݥྉΛ߹Θͤ
ͯ੥͠ٻ·͢ɻ
˖ਃࠐ೔ʹΑͬͯ͸ɺୈ1ճอݥྉͷৼସ೔͕ਃ݄ࠐͷཌʑ݄ͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻʢ࠲ޱৼସґཔॻʹෆඋ͕͋ͬͨ৔߹ʹ΋ɺ
ୈ1ճอݥྉͷৼସ೔͕ਃ݄ࠐͷཌʑ݄ͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻʣ͜ ͷ৔߹ʹ΋ɺୈ1ճอݥྉͱୈ2ճอݥྉΛ߹Θͤͯ੥ٻ
͠·͢ɻ
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4 ʢ݄ਃ݄ࠐʣ 5݄ 6݄ 7݄
4/10ʢਃࠐ೔ʣ 5/1ʢܖ約೔ʣ 5/27 6/27

申
込
み
の
受
付

第
１
回
保
険
料（
５
月
分
）の
振
替
予
定
日

Ҏޙຖ݄
ৼସ࠲ޱ

第
２
回
保
険
料（
６
月
分
）の
振
替
予
定
日

（
前
月
の
振
替
日
に
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
、第
１
回
保
険
料
と
第
２
回
保
険
料
の

口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。）

ご契約の無効
˖申込月の翌々々月の5日（第1回保険料の払込期間満了日）までに第1回保険料の払込みがない場合には、ご契約は無効となり
ます。ୈ1ճอݥྉͷ෷ؒظࠐຬྃ೔·Ͱʹୈ1ճอݥྉͱୈ2ճอݥྉΛ෷ࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻ

4 ʢ݄ਃ݄ࠐʣ 5݄ 6݄ 7݄
4/10ʢਃࠐ೔ʣ 5/1ʢܖ約೔ʣ 5/27 6/27 7/5

申
込
み
の
受
付

第
１
回
保
険
料（
５
月
分
）の
振
替
予
定
日

↓
残
高
不
足
等
に
よ
り
振
替
不
能

第
１
回
保
険
料（
５
月
分
）お
よ
び
第
２
回

保
険
料（
６
月
分
）の
振
替
予
定
日

↓
残
高
不
足
等
に
よ
り
振
替
不
能

第
１
回
保
険
料
の
払
込
期
間
満
了
日

↓
こ
の
日
ま
で
に
払
込
み
が
な
け
れ
ば
無
効

当
社
よ
り「
生
命
保
険
契
約
無
効
の
ご
通

知
」送
付

その他
˖ୈ1ճอݥྉͷ෷ࠐΈ͕ͳ͍··ɺୈ1ճอݥྉͷ෷ؒظࠐຬྃ೔·Ͱʹɺอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕ੜͨ͡৔߹ʹ͸ɺ͓
དྷ͍ͯ͠Δ৔߹ʹ͸ୈ2ճ౸͕݄ظࠐྉͷ෷ݥྉΛࠩ͠Ҿ͖·͢ɻʢୈ2ճҎ߱ͷอݥ෇͔ۚΒୈ1ճอڅɾۚݥ෷͍͢Δอࢧ
Ҏ߱ͷอݥྉ΋ࠩ͠Ҿ͖·͢ɻʣ
˖ୈ1ճอݥྉྖऩূ͸ൃ͠ߦ·ͤΜɻ

˙ อ݊ূݥ
಺༰ͱҧ͍ͬͯͳ͍ࠐΕͨ಺༰͕ɺਃ͞ࡌهʹ݊ূݥΛ͓ૹΓ͠·͢ɻอ݊ূݥ約ऀʹอܖΈΛঝ୚ͨ͠৔߹ɺࠐ約ͷਃܖ͝˖
͔ɺ΋͏Ұ౓֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ΋͠ɺ಺༰͕૬ҧ͍ͯͨ͠Γɺෆ໌ͳ఺ͳͲ͋Γ·ͨ͠Βɺ౰ࣾ·ͨ͸ืू୅ཧళ·Ͱ͝࿈བྷ
͍ͩ͘͞ɻอ݊ূݥ͸େ੾ʹอ؅͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˖อ݊ূݥෆൃߦಛ約Λ෇Ճͨ͠৔߹ɺอ݊ূݥͷൃߦ͸͍ߦ·ͤΜɻ͝ܖ約ͷਃࠐΈΛঝ୚ͨ͠৔߹ʹ͸ɺ౰ࣾॴఆͷి࣓త
ํ๏ʹΑΓܖ約ऀʹ௨஌͠·͢ɻ͝Ճೖޙͷ͝ܖ約಺༰͸ɺ౰ࣾॴఆͷܖ約ऀ༷ઐ༻αΠτͰ֬͝ೝ͍͚ͨͩ·͢ɻܖ約ऀ༷
ઐ༻αΠτͰදࣔ͞Εͨ಺༰͕ɺਃࠐ಺༰ͱҧ͍ͬͯͳ͍͔֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ΋͠ɺ಺༰͕૬ҧ͍ͯͨ͠Γɺෆ໌ͳ఺ͳͲ͋
Γ·ͨ͠Βɺ౰ࣾ·ͨ͸ืू୅ཧళ·Ͱ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻอ݊ূݥෆൃߦಛ約ͷղ約͸Ͱ͖·ͤΜɻอ݊ূݥෆൃߦಛ約Λ෇
Ճͨ͠৔߹ɺอؒظݥΛ௨ͯ͡อ݊ূݥ͸ൃ͞ߦΕ·ͤΜͷͰɺ͝஫ҙ͍ͩ͘͞ɻ
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■ 個人情報の取扱い
当社（楽天生命保険株式会社）は、お客さまから信頼される保険会社を目指し、当社がお預かりしている個人情報および個人番
号（以下、「個人情報等」といいます。）の取扱いに関する方針「プライバシーポリシー」を当社ホームページに掲載しています。
その要旨は次のとおりです。詳細は当社ホームページにてご確認ください。

1.個人情報等保護に関する関係法令等の遵守
当社は、個人情報の保護に関する法律（以下、「個人情報保護法」といいます。）および行政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律（以下、「番号法」といいます。）をはじめ個人情報等保護に関する諸法令、国および関係機関
が定める指針・ガイドラインその他の規範および当社プライバシーポリシーを遵守します。

2.個人情報等の利用目的
当社は、お預かりしている個人情報等を、次の目的のために利用し、特定された利用目的の達成に必要な範囲を超えた取扱い
を行いません。また、そのための必要な措置を講じます。
（1）各種保険契約のお引受け、ご継続・維持管理、保険金・給付金等の支払い
（2）関連会社・提携会社を含む各種商品・サービス等のご案内・提供・維持管理（※）
（3）当社業務に関する情報提供・運営管理、商品・サービス等の開発・充実（※）
（4）その他上記業務に関連・付随する業務
※お客さまの取引履歴やウェブサイトの閲覧履歴、グループ会社等から取得した情報等を分析して、お客さまのニーズに応じ
た各種商品・サービスに関する広告等の配信等をすることを含みます。
ただし、個人番号および特定個人情報（個人番号を含む個人情報）については、次に掲げる事務に必要な範囲でのみ取扱うこと
とし、その範囲外で取得、利用または第三者提供を行うことはありません。
①源泉徴収票・支払調書作成事務
②報酬、料金、契約金および賞金の支払調書作成事務
③前①②に掲げる事務以外の法令に定める個人番号関連事務等

機微（センシティブ）情報の取扱いについて
保健医療情報などの「金融分野における個人情報保護に関するガイドライン（個人情報保護委員会・金融庁）第５条１項」に
定める機微（センシティブ）情報は、「保険業法施行規則第53条の10」により、保険事業の適切な業務運営を確保する必要
性から、お客さま等の同意に基づき業務遂行上必要な範囲で利用するなど、業務の適切な運営の確保その他必要と認めら
れる目的に利用目的が限定されています。当社は、機微（センシティブ）情報について、個人情報保護法その他の法令およ
びガイドラインに規定する場合を除くほか、取得、利用または第三者提供いたしません。

3．個人情報等の取得方法
当社は、業務上必要な範囲内で、法令等に照らして違法性のないように留意するとともに、社会的良識に照らして適正な方法
で個人情報等を取得します。主な取得方法は、次のとおりです。
（1）申込書・契約書・告知書のほか、ヒアリング・アンケートなどにより個人情報を取得させていただきます。
（2）キャンペーン等の実施の場合には、インターネット・はがき・電話等で個人情報を取得させていただく場合があります。
（3）当社へお申出いただいた照会内容等につきましては、業務運営・管理およびサービスの充実等、迅速かつ適切な対応を行
うため通話内容等を録音させていただく場合があります。

（4）窓口対応につきましては、防犯等の観点より録画させていただく場合があります。
4．お預かりしている個人情報
当社がお預かりしている個人情報の主な内容は、次のとおりです。
（1）氏名、住所、生年月日、電話番号、メールアドレス、性別、職業、勤務先、健康状態、金融機関情報、保健医療に関する
情報、生死に関する情報

（2）上記（1）に記載されている情報のほか、当社が取得した書面等（申込書・契約書・告知書、公的機関が発行する書類など）に
記載されている情報

（3）保険契約・委託契約等の維持管理に関する情報
（4）保険金・給付金等の支払いに関する情報
※上記には、吸収分割等により当社が承継した個人情報も含まれます。

5．個人情報等の安全管理措置
当社は、お預かりしている個人情報等を、正確かつ最新のものに保つよう努めるとともに、不正アクセス、紛失、破壊、改ざん
および漏洩等を予防するため、個人情報等の取扱いに関して、次のとおり安全管理措置を実施し、必要に応じ是正措置等を講じ
ます。
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ʢ1ʣ̓ શ؅ཧʹ͍ͭͯ໾৬һ౳ͷ੹೚ͱݶݖΛ໌֬ʹఆΊɺ҆શ؅ཧʹର͢Δنఔ౳Λ੔උӡ༻͠ɺͦͷ࣮ࢪঢ়گΛ֬ೝ͢Δ
ͱͱ΋ʹɺݸਓ৘ใ౳อޢͷదਖ਼ͳऔ૊ମ੍Λҡ࣋͠·͢ɻ

ʢ2ʣݸਓ৘ใ౳Λऔѻ͏৘ใγεςϜ΁ͷΞΫηε੍ޚɺෆਖ਼ιϑτ΢ΤΞରࡦɺ৘ใγεςϜͷࢹ؂౳ηΩϡϦςΟରࡦΛ
ɻ͢·͠ࢪ࣮

ʢ3ʣ໾৬һ౳ʹର͠ɺݸਓ৘ใ౳ͷඇ։ࣔܖ約ͷక݁΍ڭҭɾ܇࿅౳Λ͍ߦ·͢ɻ
ʢ4ʣ౰ࣾࢪઃ΁ͷೖୀࣨ؅ཧɺݸਓ৘ใ౳ͷ౪೉๷ࢭ౳ͷાஔΛ͡ߨ·͢ɻ
ʢ5ʣ֎ࠃʹ͋ΔୈݸʹऀࡾਓσʔλΛఏ͢ڙΔ৔߹ʹ͸ɺ౰֘֎ࠃͷݸਓ৘ใͷอޢʹؔ͢Δ੍౓౳Λ೺Ѳ্ͨ͠Ͱɺݸਓσʔ
λͷ҆શ؅ཧͷͨΊʹඞཁ͔ͭద੾ͳાஔΛ࣮͠ࢪ·͢ɻ

6．個人情報の第三者への提供
౰ࣾ͸ɺ࣍ͷ৔߹Λআ͖ɺऔಘͨ͠ݸਓ৘ใΛୈऀࡾʹ։ࣔɺఏڙΛ͍ߦ·ͤΜɻ
ʢ1ʣ๏ྩʹ΋ͱͮ͘৔߹
ʢ2ʣ͝ ຊਓ͕ಉҙ͞Ε͍ͯΔ৔߹
ʢ3ʣ͝ ຊਓ·ͨ͸ެڞͷརӹͷͨΊʹඞཁͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔ৔߹
ʢ4ʣ๏ྩʹΑΓཁ੥͞Εɺ͔ͭ౰͕ࣾ։ࣔΛଥ౰ͩͱ൑அͨ͠৔߹
ʢ5ʣ࠶อݥͷखଓ͖Λ͢Δ৔߹ʢৄࡉ͸ɺʮ࠶อݥձࣾ΁ͷఏڙʹ͍ͭͯʯΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ʣ
ʢ6ʣར༻໨తͷୡ੒ʹඞཁͳൣғ಺Ͱۀ຿ͷҰ෦Λҕୗɾڞಉར༻͢Δ৔߹
ʢ7ʣݸਓ৘ใอޢ๏ʹΑΓɺ͝ຊਓͷಉҙΛಘͣʹఏ͕ڙೝΊΒΕ͍ͯΔ৔߹
ͨͩ͠ɺಛఆݸਓ৘ใʹ͍ͭͯ͸൪߸๏ͰఆΊΔ৔߹Λআ͖ɺୈऀࡾʹఏ͍ͨ͠ڙ·ͤΜɻ

再保険会社への提供について
౰ࣾ͸ɺ͓Ҿड͚͢Δอܖݥ約ʹ͍ͭͯɺ࣍ͷͱ͓Γݸਓ৘ใΛ࠶อݥձ ʢࣾ֎ࠃʢຊ๜ͷҬ֎ʹ͋Δࠃ·ͨ͸஍Ҭʣʹ ͋Δ
΋ͷΛؚΉɻʣʹ ఏ͢ڙΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻͳ͓ɺద੾ͳݥة෼ࢄ౳ͷ؍఺͔ΒɺอݥҾड͓Αͼಉҙऔಘͷ࣌఺Ͱ͸࠶อ
ɺ͝ຊ͖ͮجʹ๏ྩ౳܎๏͓Αͼؔޢਓ৘ใอݸ৔߹ʹ͸ɺͨͬߦΛڙձࣾʹఏݥอ࠶ͷࠃ֎ձࣾΛಛఆͰ͖·ͤΜɻݥ
ਓͷٻΊʹԠͯ͡ɺ֎ࠃͷ໊শ౳ʹؔ͢Δ৘ใΛఏ͍ͨ͠ڙ·͢ɻ
˓ୈऀࡾʹఏ͢ڙΔ໨త
؅ཧɺอ࣋ଓɾҡܧ約ͷҾड͚ɺܖݥอ࠶ձࣾʹ͓͚Δݥอ࠶ͷͨΊɺࢄҾडϦεΫͷ෼ݥ૊ΈΛ௨ͨ͡อ࢓ͷݥอ࠶
෷͍ʹؔ͢Δར༻Λ໨తͱ͠·͢ɻࢧ෇ۚ౳څɾۚݥ
˓ఏ͢ڙΔݸਓ৘ใͷ߲໨
౳ͷֹۚݥɺੑผɺੜ೥݄೔ɺอ໊ࢯऀݥ約ऀͷ৘ใͷ΄͔ɺඃอܖݥ約ͷಛఆʹඞཁͳอܖݥͷର৅ͱͳΔอݥอ࠶
ਓ৘ใݸඞཁͳʹߦ຿਱ۀɾॅॴɺ਍அॻྨͳͲ໊ࢯडऔਓۚݥঢ়ଶʹؔ͢Δ৘ใɺอ߁約಺༰ʹؔ͢Δ৘ใɺ݈ܖ
˓ఏڙͷखஈ౳
౰ࣾ͸ɺ࠶อݥձࣾ΁ఏ͢ڙΔݸਓ৘ใΛ҉߸Խ౳ʹΑΓൿಗԽ͠ɺӡൖɺ༣ૹɺ୐഑ศ͓Αͼϝʔϧ౳ͷखஈͰ࠶อ
ɻ͢·͍ͨ͠ڙձࣾʹఏݥ
͍ͯͭʹ約ܖਓ৘ใͷऔѻ͍ʹؔ͢Δݸ˓
౰ࣾ͸ɺݸਓ৘ใͷऔѻ͍౳ʹؔ͢Δ৚߲Λنఆͨ͠ܖ約Λ࠶อܖݥ約ͷ૬खํͱక݁͠·͢ɻ

個人情報の共同利用について
˓ָఱάϧʔϓࣜגձࣾͱͷڞಉར༻ʹ͍ͭͯ
ָఱάϧʔϓࣜגձ͕ࣾӡӦ͢Δ͓͚޲·٬͞ϓϩάϥϜ΍ΩϟϯϖʔϯʢҎԼʮָఱ͓͚޲·٬͞Ωϟϯϖʔϯ౳ʯͱ͍
͍·͢ɻʣͷӡӦͷͨΊʹɺָఱ͓͚޲·٬͞Ωϟϯϖʔϯ౳ͷର৅ऀͱͳΒΕΔ͓٬͞·ͷ౰ࣾอܖݥ約ʢҎԼʮର৅อ
ʹ約ʯͱ͍͍·͢ɻʣܖݥ ͍ͭͯɺਃࠐॻྨ͓ΑͼͦͷෟଐॻྨɺΠϯλʔωοτ౳ి࣓తํ๏΍ి࿩ɾνϟοτ౳Λ௨ͯ͡
͝ఏ͍͍ͨͩͨڙਃࠐΈʹ͔͔Δݸਓ৘ใͦͷଞͷ͓٬͞·ͷݸਓ৘ใΛɺָఱάϧʔϓࣜגձࣾͱڞಉͰར༻͠·͢ɻ
ʢ1ʣڞಉར༻͢Δݸਓ৘ใͷ߲໨
ᶃ͓٬͞·Λࣝผ͢Δූ߸ͦͷଞͷ৘ใ
ᶄର৅อܖݥ約ਃࠐΈɾ͝Ճೖɾ͝ܧଓʹ͔͔Δ৘ใ౳ͷର৅อܖݥ約ͷεςΠλεʹ͍ͭͯͷ৘ใ
ᶅͦͷଞָఱ͓͚޲·٬͞Ωϟϯϖʔϯ౳ΛӡӦ͢Δ͏͑Ͱඞཁͳ৘ใ

ʢ2ʣڞಉར༻ͷར༻໨త
ָఱ͓͚޲·٬͞Ωϟϯϖʔϯ౳ʹ͍ͭͯɺ͓ ٬͞·ͷ৘ใ௨৴୺຤ը໘ʹɺ͓ ٬͞·ͷָఱ͓͚޲·٬͞Ωϟϯϖʔ
ϯ౳ͷར༻ঢ়͓گΑͼ͜Εʹ൐͏ಛయͷ஝ੵঢ়گͷදࣔΛͨ͏ߦΊ

ʢ3ʣσʔλ؅ཧ੹೚ऀ
ָఱੜ໋อࣜגݥձࣾ
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˓άϧʔϓձࣾͱͷڞಉར༻ʹ͍ͭͯ
ָఱΠϯγϡΞϥϯεϗʔϧσΟϯάεࣜגձ ʢࣾҎԼɺʮָఱΠϯγϡΞϥϯεϗʔϧσΟϯάεʯͱදهʣ͓ Αͼָఱ
ΠϯγϡΞϥϯεϗʔϧσΟϯάεͷࢠձࣾ౳ʢҎԼɺ͜ΕΒΛ૯শ͠ ʮָͯఱΠϯγϡΞϥϯεάϧʔϓʯͱදهʣͰ͸ɺ
άϧʔϓͷܦӦ؅ཧ΍֤छϦεΫ؅ཧΛ࣮͢ࢪΔͱڞʹɺΑΓ෇ՃՁ஋ͷ֤͍ߴछ঎඼ɾαʔϏεΛ։ൃɾఏڙ౳͢Δ
ͨΊɺҎԼͷͱ͓Γݸਓσʔλͷڞಉར༻Λ͍ߦ·͢ɻ
ʢ1ʣڞಉར༻͢Δݸਓσʔλͷ߲໨
ָఱΠϯγϡΞϥϯεάϧʔϓ͕อ༗͢Δݸਓͷ໊ࢯɺॅॴɺੑผɺੜ೥݄೔ɺి࿩൪߸ɺϝʔϧΞυϨεɺݸਓΛ
ࣝผ͢Δූ߸ɺอܖݥ約ͷਃࠐॻྨ͓Αͼͦͷෟଐॻྨ౳ʹ͞ࡌهΕ͍ͯΔ৘ใɺอۚݥɾڅ෇ۚ౳ͷࢧ෷͍ʹؔ͢
Δ৘ใɺอܖݥ約ͷҡ؅࣋ཧʹؔ͢Δ৘ใͦͷଞͷԼهར༻໨తୡ੒ͷͨΊʹඞཁͳݸਓʹؔ͢Δ৘ใ

ʢ2ʣڞಉར༻ऀͷൣғ
ָఱΠϯγϡΞϥϯεάϧʔϓ
˞ָఱΠϯγϡΞϥϯεάϧʔϓͷৄࡉʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺָఱΠϯγϡΞϥϯεϗʔϧσΟϯάεϗʔϜϖʔδ
ʢhttps://www.ins-hd.rakuten.co.jp/ʣͷʮάϧʔϓ৘ใʯΛ͝ࢀর͍ͩ͘͞ɻ

ʢ3ʣڞಉར༻ͷར༻໨త
ᶃܦӦ؅ཧɺ֤छϦεΫ؅ཧ͓Αͼ͜ΕΒʹ෇ଳ͢Δۀ຿ͳΒͼʹ๏ྩ౳ͷ९क
ᶄ֤छऔҾͷ։࢝ɾҡ؅࣋ཧʢ֤छอܖݥ約ͷ͓Ҿड͚΍͝ܧଓɾҡ؅࣋ཧɺอۚݥɾڅ෇ۚ౳ͷ͓ࢧ෷͍ΛؚΈ·͢ʣ
ᶅָఱΠϯγϡΞϥϯεάϧʔϓͷۀ຿ʹؔ͢Δ৘ใఏڙɾӡӦ؅ཧɺ঎඼ɾαʔϏεͷॆ࣮
ᶆָఱΠϯγϡΞϥϯεάϧʔϓ͕ఏ͢ڙΔ֤छ঎඼ɾαʔϏεͷ͝Ҋ಺ɺఏڙ
ᶇͦͷଞ্هʹؔ࿈ɾ෇ਵ͢Δۀ຿

ʢ4ʣݸਓσʔλ؅ཧ੹೚ऀ
౰֘ݸਓσʔλΛݪऔಘ֤ͨ͠ձࣾ

7．個人情報等取扱いの委託
౰ࣾ͸ɺར༻໨తͷୡ੒ʹඞཁͳൣғ಺Ͱɺݸਓ৘ใ౳ʹؔ͢Δऔѻ͍Λୈऀࡾ΁ҕୗ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻҕୗ͢Δ৔߹ʹ͸ɺ
ҕୗઌͷબఆج४ΛఆΊɺఆظత·ͨ͸ਵ࣌ʹҕୗઌͷ৘ใ؅ཧମ੍Λ֬ೝ͢ΔͳͲҕୗઌʹର͢Δඞཁ͔ͭద੾ͳ؂ಜΛߦ
͍·͢ɻ
ҕୗઌͷબఆʹ͋ͨͬͯ͸ɺҕୗઌʹ͓͚Δݸਓσʔλͷ҆શ؅ཧʹ܎Δ࣮ࢪମ੍ͷ੔උঢ়گɺͳΒͼʹҕୗઌ͔Β࠶ҕୗ͢
Δ৔߹ͷ࠶ҕୗઌͷݸਓσʔλͷ҆શ؅ཧʹ܎Δ࣮ࢪମ੍ͷ੔උঢ়܎ʹگΔج४ΛఆΊɺ͜ΕΛ९क͠·͢ɻ

8．情報交換制度等について
౰ࣾ͸ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձ͕ӡӦ͢Δ࣍ͷ੍౓ʹ͓͍ͯɺଞͷੜ໋อݥձࣾ౳ͱͷؒͰੜ໋อܖݥ約౳ʹؔ͢Δݸਓ
৘ใΛڞಉར༻͠·͢ɻ࣍ͷ੍౓ʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձͷϗʔϜϖʔδ΋͋Θͤͯ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ
約಺༰রձ੍౓ܖ約಺༰ొ࿥੍౓ɾܖ˓
রձ੍౓࣌෷ࠪఆࢧ˓
ͨͩ͠ɺಛఆݸਓ৘ใʹ͍ͭͯ͸ڞಉར༻͍ͨ͠·ͤΜɻ

9．外国にある第三者への提供について
౰ࣾ͸ɺݸਓ৘ใอޢҕһձنଇͰఆΊΔાஔΛͣߨΔ͜ͱʹΑͬͯݸਓσʔλΛ֎ࠃʹ͋Δୈऀࡾʹఏͨ͠ڙ৔߹ʹ͸ɺ͝
ຊਓ͔ΒͷٻΊʹԠͯ͡౰֘ાஔʹؔ͢Δ৘ใΛఏ͍ͨ͠ڙ·͢ɻ

10．ご本人からの開示等の請求
౰ࣾ͸ɺ͓٬͞·౳͔Β͝ຊਓʹؔ͢Δอ༗ݸਓσʔλͷར༻໨తͷ௨஌ɺ։ࣔɺ಺༰ͷగਖ਼ɾ௥Ճɾ࡟আɺར༻ͷఀࢭɾফ
࿥ͷ։هڙఏऀࡾͳΒͼʹୈࢭͷఀڙ΁ͷఏऀࡾΑͼୈ͓ڈ ʢࣔҎԼɺʮ։ࣔ౳ʯͱ͍͍·͢ɻʣͷґཔ͕͋ͬͨ৔߹͸ɺ͝ຊਓ
Ͱ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ্͍͍ͤͯͨͩͨ͞Ͱɺ๏ྩʹଇΓɺ଎΍͔ʹରԠ͠·͢ɻ·ͨɺ͝ຊਓʹ୅Θͬͯ։ࣔ౳ͷ͝੥ٻΛ͞Ε
Δ৔߹ʹ͸ɺͦͷ୅ཧݖͷଘࡏΛࣔ͢ࢿྉͷ͝ఏग़Λ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ
։ࣔ౳ͷ͝੥ٻʹؔ͢Δखଓ͖͸ɺ౰ࣾϗʔϜϖʔδ·ͨ͸11.ʹࡌهͷ͓໰͍߹Θͤ૭ޱͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

11．お問い合わせ窓口
౰ࣾ͸ɺݸਓ৘ใ౳ͷऔѻ͍ʹؔ͢Δۤ৘ɾ૬ஊʹର͠ɺਝ଎͔ͭద੾ʹରԠ͍ͨ͠·͢ɻ౰ࣾͷݸਓ৘ใ౳ͷऔѻ͍΍อ༗
Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ·هਓσʔλʹؔ͢Δ͝রձɾ͝૬ஊ౳͸ɺԼݸ

楽天生命　個人情報窓口 0120-977-677
ʢฏ೔9ɿ00ʙ19ɿ00ç౔೔ɾॕ೔9ɿ00ʙ17ɿ00ʗ೥຤೥࢝Λআ͘ʣ

ϗʔϜϖʔδΞυϨεɹhttps://www.rakuten-life.co.jp/

12．認定個人情報保護団体について
౰ࣾ͸ɺೝఆݸਓ৘ใอஂޢମͰ͋ΔҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձͷର৅ऀۀࣄͰ͢ɻಉڠձͰ͸ɺର৅ऀۀࣄͷݸਓ৘ใͷऔ
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ѻ͍ʹؔ͢Δۤ৘ɾ૬ஊΛड͚෇͚͍ͯ·͢ɻ

Ǻ͓໰͍߹Θͤઌǻ

Ұൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձɹੜ໋อݥ૬ஊࣨ
ʲి࿩൪߸ ɹr03-3286-2648

ʲॴࡏ஍ ɹr˟100-0005ɹઍ୅ాؙ۠ͷ಺3ʵ4ʵ1ɹ৽ࡍࠃϏϧ3֊
ʲड෇ؒ࣌ ɹr9:00ʙ17:00ʢ౔ɾ೔༵ɺॕ೔ɺ೥຤೥࢝Λআ͘ʣ
ʲϗʔϜϖʔδΞυϨε ɹrhttps://www.seiho.or.jp/

13．提供の任意性
౰ࣾ΁ͷݸਓ৘ใ౳ͷఏڙ͸͝ຊਓͷ೚ҙͰ͕͢ɺۀ຿্ඞཁͱͳΔ৘ใΛ͝ఏ͚͍ͩͨڙͳ͔ͬͨ৔߹ɺར༻໨తʹ͠ࡌه
֤ͨछ঎඼ɾαʔϏε౳ͷ͝ఏ͕ڙͰ͖ͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ

14．個人情報管理態勢の継続的改善
௚͠ɺվળʹ౒Ί·͢ɻ·ͨɺϓϥΠόγʔϙϦݟʹଓతܧங͠ɺߏਓ৘ใ؅ཧଶ੎ΛݸΔͨΊͷ͢ޢਓ৘ใ౳Λద੾ʹอݸ
γʔͷ಺༰ʹม͕ߋੜͨ͡৔߹ʹ͸ɺ౰ࣾͷϗʔϜϖʔδʢhttps://www.rakuten-life.co.jp/ʣʹ ɺެද͍ͨ͠·͢ɻ͠ࡌܝ

ʮ̇ܖ約಺༰ొ࿥੍౓ʯʮܖ約಺༰রձ੍౓ʯʮࢧ෷ࠪఆ࣌রձ੍౓ʯʹ ΋ͱͮ͘ɺ
˙ ଞͷੜ໋อݥձࣾ౳ͱͷอܖݥ約౳ʹؔ͢Δ৘ใͷڞಉར༻
ɹ౰ࣾ͸ɺੜ໋อ੍ݥ౓͕݈શʹӡӦ͞Εɺอ͓ۚݥΑͼೖӃڅ෇ۚ౳ͷ͓ࢧ෷͍͕ਖ਼࣮֬͘͠ʹߦΘΕΔΑ͏ɺʮܖ約಺༰ొ
࿥੍౓ʯɺʮܖ約಺༰রձ੍౓ʯ͓ Αͼʮࢧ෷ࠪఆ࣌রձ੍౓ʯʹ ΋ͱ͖ͮɺԼهͷͱ͓Γɺ౰ࣾͷอܖݥ約౳ʹؔ͢Δॴఆͷ৘
ใΛಛఆͷ΋ͷͱڞಉͯ͠ར༻͍ͯ͠·͢ɻ

契約内容登録制度・契約内容照会制度
お客さまのご契約内容が登録されることがあります。
౰ࣾ͸ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձՃໍͷଞͷ֤ੜ໋อݥձ͓ࣾΑͼશࡁڞࠃ೶ڠۀಉ૊߹࿈߹
ձʢҎԼɺʮ֤ੜ໋อݥձࣾ౳ʯͱ͍͍·͢ɻʣͱͱ΋ʹɺอܖݥ約΋͘͠͸ܖࡁڞ約·ͨ͸ಛ約෇ՃʢҎԼɺʮอܖݥ約౳ʯͱ͍͍
·͢ɻʣͷ͓Ҿड͚ͷ൑அ͋Δ͍͸อۚݥɺڅ෇ۚ΋͘͠͸ۚࡁڞ౳ʢҎԼɺʮอۚݥ౳ʯͱ͍͍·͢ɻʣͷ͓ࢧ෷͍ͷ൑அͷߟࢀ
ͱ͢Δ͜ͱΛ໨తͱͯ͠ɺʮܖ約಺༰ొ࿥੍౓ʯʢશࡁڞࠃ೶ڠۀಉ૊߹࿈߹ձͱͷؒͰ͸ʮܖ約಺༰রձ੍౓ʯͱ͍͍·͢ɻʣʹ
΋ͱ͖ͮɺ౰ࣾͷอܖݥ約౳ʹؔ͢ΔԼهͷొ࿥߲ࣄΛڞಉͯ͠ར༻͍ͯ͠·͢ɻ
อܖݥ約౳ͷਃࠐΈ͕͋ͬͨ৔߹ɺ౰ࣾ͸ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձʹɺอܖݥ約౳ʹؔ͢ΔԼهͷొ࿥߲ࣄͷશ෦·ͨ͸
Ұ෦Λొ࿥͠·͢ɻͨͩ͠ɺอܖݥ約౳Λ͓Ҿड͚Ͱ͖ͳ͔ͬͨͱ͖͸ɺͦͷొ࿥߲ࣄ͸ফ͞ڈΕ·͢ɻ
Ұൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձʹొ࿥͞Εͨ৘ใ͸ɺಉ͡ඃอऀݥʹ͍ͭͯอܖݥ約౳ͷਃࠐΈ͕͋ͬͨ৔߹·ͨ͸อۚݥ౳ͷ੥
約౳ͷ͓ܖݥձࣾ౳ʹ͓͍ͯɺอݥΕɺ֤ੜ໋อ͞ڙձࣾ౳ʹఏݥձ͔Β֤ੜ໋อڠݥ৔߹ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อ͕ͨͬ͋ٻ
Ҿड͚·ͨ͸͜ΕΒͷอۚݥ౳ͷ͓ࢧ෷͍ͷ൑அͷߟࢀͱ͍ͤͯͨͩͨ͘͞Ίʹར༻͞ΕΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
ͳ͓ɺొ࿥ͷؒظͳΒͼʹ͓Ҿड͚͓Αͼ͓ࢧ෷͍ͷ൑அͷߟࢀͱ͍ͤͯͨͩؒ͘͞ظ͸ɺܖ約೔ɺ෮׆೔ɺ૿ֹ೔·ͨ͸ಛ
約ͷத్෇Ճ೔ʢҎԼɺʮܖ約೔౳ʯͱ͍͍·͢ɻʣ͔ Β5೥ ʢؒඃอࡀ15͕ऀݥະຬͷอܖݥ約౳ʹ͍ͭͯ͸ɺʮܖ約೔౳͔Β5

೥ؒʯͱʮܖ約೔౳͔Βඃอࡀ15͕ऀݥʹ౸ୡ͢Δ·Ͱͷؒظʯͷ͍ͣΕ͔௕͍ؒظʣͱ͠·͢ɻ
֤ੜ໋อݥձࣾ౳͸͜ͷ੍౓ʹΑΓ஌Γಘͨ಺༰Λɺอܖݥ約౳ͷ͓Ҿड͚͓Αͼ͜ΕΒͷอۚݥ౳ͷ͓ࢧ෷͍ͷ൑அͷߟࢀ
ͱ͢ΔҎ֎ʹ༻͍Δ͜ͱ͸͋Γ·ͤΜɻ·ͨɺ֤ੜ໋อݥձࣾ౳͸ɺ͜ͷ੍౓ʹΑΓ஌Γಘͨ಺༰Λଞʹެ։͍ͨ͠·ͤΜɻ
౰ࣾͷอܖݥ約౳ʹؔ͢Δొ࿥߲ࣄʹ͍ͭͯ͸ɺ౰͕ࣾ؅ཧ੹೚Λෛ͍·͢ɻอܖݥ約ऀ·ͨ͸ඃอऀݥ͸ɺ౰ࣾͷఆΊΔख
ଓ͖ʹै͍ɺొ࿥߲ࣄͷ։ࣔΛٻΊɺͦͷ಺༰͕࣮ࣄͱ૬ҧ͍ͯ͠Δ৔߹ʹ͸ɺగਖ਼Λਃ͠ग़Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ·ͨɺ࣍ͷ
ΞʣʙΦʣʹ ֤هΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ্ٻΛڈ͸ফͨ·ࢭఀ༺༝Λཧ༝ͱ͢Δ৔߹ɺ౰ࣾͷఆΊΔखଓ͖ʹै͍ɺརࣄͷࡌه
खଓ͖ͷৄࡉʹ͍ͭͯ͸ɺ౰ࣾ·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ
Ξʣ౰͕ࣾ͋Β͔͡ΊຊਓͷಉҙΛಘͣར༻໨తͷୡ੒ʹඞཁͳൣғΛ௒͑ͯݸਓ৘ใΛऔѻ͍ͬͯΔ৔߹
Πʣ౰͕ࣾෆదਖ਼ͳݸਓ৘ใͷར༻ɾऔಘΛ͍ͯ͠Δ৔߹
΢ʣຊਓ͕ࣝผ͞ΕΔอ༗ݸਓσʔλΛ౰͕ࣾར༻͢Δඞཁ͕ͳ͘ͳͬͨ৔߹
Τʣ౰͕ࣾऔѻ͏ݸਓσʔλͷ࿙͍͑ɾ໓ࣦɾᆝଛͦͷଞͷݸਓσʔλͷ҆શͷ֬อʹ܎ΔࣄଶͰ͋ͬͯݸਓͷݖརརӹΛ֐
͢Δ͓ͦΕ͕େ͖͍৔߹

Φʣຊਓ͕ࣝผ͞ΕΔอ༗ݸਓσʔλͷऔѻ͍ʹΑΓɺຊਓͷݖར·ͨ͸ਖ਼౰ͳརӹ͕͞֐ΕΔ͓ͦΕ͕͋Δ৔߹
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ͬͨ͋ʹ約ܖ͝ ʢ͓͍ͯئͱ͓஌Βͤʣ

登録事項
ʢ1ʣอܖݥ約ऀ͓Αͼඃอऀݥͷ໊ࢯɺੜ೥݄೔ɺੑผͳΒͼʹॅॴʢࢢɾ۠ɾ܊·Ͱͱ͠·͢ɻʣ
ʢ2ʣࢮ๢อֹ͓ۚݥΑͼࢮ֐ࡂ๢อֹۚݥ
ʢ3ʣೖӃڅ෇ۚͷछྨ͓Αͼ೔ֹ
ʢ4ʣܖ約೔ɺ෮׆೔ɺ૿ֹ೔͓Αͼಛ約ͷத్෇Ճ೔
ʢ5ʣऔѻձ໊ࣾ
ͦͷଞɺਖ਼֬ͳ৘ใͷ೺ѲͷͨΊɺ͝ܖ約͓ΑͼਃࠐΈͷঢ়ଶʹؔͯ͠૬ޓʹরձ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

ʮ˞ܖ約಺༰ొ࿥੍౓ɾܖ約಺༰রձ੍౓ʯʹ ձϗʔڠݥձ໊ࣾʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อݥՃ͍ͯ͠Δ֤ੜ໋อࢀ
Ϝϖʔδʢhttps://www.seiho.or.jp/ʣͷʮՃໍձࣾʯΛ͝ࢀর͍ͩ͘͞ɻ

ʮܖ約಺༰ొ࿥੍౓ɾܖ約಺༰রձ੍౓ʯͷ࠷৽ͷ಺༰ʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ౰ࣾϗʔϜϖʔδʢhttps://www.rakuten-
life.co.jp/privacy/contract.htmlʣΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

支払査定時照会制度
อۚݥ౳ͷ੥͠ࡍʹٻɺ͓٬͞·ͷ͝ܖ約಺༰౳Λরձ͍ͤͯͨͩ͘͜͞ͱ͕͋Γ·͢ɻ
౰ࣾ͸ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձՃໍͷ֤ੜ໋อݥձࣾɺશࡁڞࠃ೶ڠۀಉ૊߹࿈߹ձɺશࠃ
࿑ಇऀࡁڞੜڠ׆ಉ૊߹࿈߹ձ͓Αͼ೔ຊίʔϓࡁڞੜڠ׆ಉ૊߹࿈߹ձʢҎԼɺʮ֤ੜ໋อݥձࣾ౳ʯͱ͍͍·͢ɻʣͱͱ΋ʹɺ
約౳ʯͱ͍͍·͢ɻʣͷղআɺऔফ͠΋͘͠͸ແޮͷ൑அʢҎܖݥ約౳ʢҎԼɺʮอܖࡁڞ約΋͘͠͸ܖݥ෷͍ͷ൑அ·ͨ͸อࢧ͓
Լɺʮ͓ࢧ෷͍౳ͷ൑அʯͱ͍͍·͢ɻʣͷߟࢀͱ͢Δ͜ͱΛ໨తͱͯ͠ɺʮࢧ෷ࠪఆ࣌রձ੍౓ʯʹ ΋ͱ͖ͮɺ౰ࣾΛؚΉ֤ੜ໋
อݥձࣾ౳ͷอ༗͢Δอܖݥ約౳ʹؔ͢ΔԼهͷ૬ޓরձࡌه߲ࣄͷ৘ใΛڞಉͯ͠ར༻͍ͯ͠·͢ɻ
อۚݥ౳ͷ੥͕ͨͬ͋ٻ৔߹΍ɺ͜ΕΒʹ܎Δอൃ͕ނࣄݥੜͨ͠ͱ൑அ͞ΕΔ৔߹ʹɺʮࢧ෷ࠪఆ࣌রձ੍౓ʯʹ ΋ͱ͖ͮɺ
૬ޓরձ߲ࣄͷશ෦·ͨ͸Ұ෦ʹ͍ͭͯɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อڠݥձΛ௨ͯ͡ɺଞͷ֤ੜ໋อݥձࣾ౳ʹরձ͠ɺଞͷ֤ੜ໋
อݥձࣾ౳͔Β৘ใͷఏڙΛड͚ɺ·ͨଞͷ֤ੜ໋อݥձࣾ౳͔Βͷরձʹର͠ɺ৘ใΛఏ͢ڙΔ͜ͱʢҎԼɺʮ૬ޓরձʯͱ
͍͍·͢ɻʣ͕ ͋Γ·͢ɻ૬ޓরձ͞ΕΔ৘ใ͸Լهͷ૬ޓরձݶʹ߲ࣄఆ͞Εɺ੥܎ʹٻΔইප໊ͦͷଞͷ৘ใ͕૬ޓরձ͞
ΕΔ͜ͱ͸͋Γ·ͤΜɻ·ͨɺ૬ޓরձʹ΋ͱ͖֤ͮੜ໋อݥձࣾ౳ʹఏ͞ڙΕͨ৘ใ͸ɺ૬ޓরձΛ֤ͨͬߦੜ໋อݥձࣾ
౳ʹΑΔ͓ࢧ෷͍౳ͷ൑அͷߟࢀͱ͢ΔͨΊར༻͞ΕΔ͜ͱ͕͋Γ·͕͢ɺͦͷଞͷ໨తͷͨΊʹར༻͞ΕΔ͜ͱ͸͋Γ·ͤ
ΜɻরձΛड͚֤ͨੜ໋อݥձࣾ౳ʹ͓͍ͯɺ૬ޓরձࡌه߲ࣄͷ৘ใ͕ଘ͠ࡏͳ͔ͬͨͱ͖͸ɺরձΛड͚࣮ͨࣄ͸ফ͞ڈ
Ε·͢ɻ֤ੜ໋อݥձࣾ౳͸ʮࢧ෷ࠪఆ࣌রձ੍౓ʯʹ ΑΓ஌Γ͑ͨ৘ใΛଞʹެ։͍ͨ͠·ͤΜɻ
౰͕ࣾอ༗͢Δ૬ޓরձࡌه߲ࣄͷ৘ใʹ͍ͭͯ͸ɺ౰͕ࣾ؅ཧ੹೚Λෛ͍·͢ɻอܖݥ約ऀɺඃอऀݥ·ͨ͸อۚݥ౳ͷड
औਓ͸ɺ౰ࣾͷఆΊΔखଓ͖ʹै͍ɺ૬ޓরձࡌه߲ࣄ৘ใͷ։ࣔΛٻΊɺͦͷ಺༰͕࣮ࣄͱ૬ҧ͍ͯ͠Δ৔߹ʹ͸ɺగਖ਼Λ
ਃ͠ग़Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ·ͨɺ࣍ͷΞʣʙΦʣʹ ༺༝Λཧ༝ͱ͢Δ৔߹ɺ౰ࣾͷఆΊΔखଓ͖ʹै͍ɺ౰֘৘ใͷརࣄͷࡌه
͸ɺ౰ࣾ·Ͱ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ͍ͯͭʹࡉखଓ͖ͷৄ֤هΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ্ٻΛڈ͸ফͨ·ࢭఀ
Ξʣ౰͕ࣾ͋Β͔͡ΊຊਓͷಉҙΛಘͣར༻໨తͷୡ੒ʹඞཁͳൣғΛ௒͑ͯݸਓ৘ใΛऔѻ͍ͬͯΔ৔߹
Πʣ౰͕ࣾෆదਖ਼ͳݸਓ৘ใͷར༻ɾऔಘΛ͍ͯ͠Δ৔߹
΢ʣຊਓ͕ࣝผ͞ΕΔอ༗ݸਓσʔλΛ౰͕ࣾར༻͢Δඞཁ͕ͳ͘ͳͬͨ৔߹
Τʣ౰͕ࣾऔѻ͏ݸਓσʔλͷ࿙͍͑ɾ໓ࣦɾᆝଛͦͷଞͷݸਓσʔλͷ҆શͷ֬อʹ܎ΔࣄଶͰ͋ͬͯݸਓͷݖརརӹΛ֐
͢Δ͓ͦΕ͕େ͖͍৔߹

Φʣຊਓ͕ࣝผ͞ΕΔอ༗ݸਓσʔλͷऔѻ͍ʹΑΓɺຊਓͷݖར·ͨ͸ਖ਼౰ͳརӹ͕͞֐ΕΔ͓ͦΕ͕͋Δ৔߹

相互照会事項
Δ΋ͷ͸আ͖·͢ɻ܎ʹ約ܖաͨ͠ܦ5೥Λޙ約ফ໓ܖরձ͞Ε·͢ɻͨͩ͠ɺޓ૬͕߲ࣄͷ࣍
ʢ1ʣඃอऀݥͷ໊ࢯɺੜ೥݄೔ɺੑผɺॅॴʢࢢɾ۠ɾ܊·Ͱͱ͠·͢ɻʣ
ʢ2ʣอൃނࣄݥੜ೔ɺࢮ๢೔ɺೖӃ೔ɾୀӃ೔ɺର৅ͱͳΔอނࣄݥʢهࠨͷ߲ࣄ͸ɺরձΛड͚ͨ೔͔Β5೥Ҏ಺ͷ

΋ͷͱ͠·͢ɻʣ
ʢ3ʣอݥछྨɺܖ約೔ɺ෮׆೔ɺফ໓೔ɺอܖݥ約ऀͷ໊͓ࢯΑͼඃอऀݥͱͷଓฑɺࢮ๢อۚݥ౳डऔਓͷ໊͓ࢯ

Αͼඃอऀݥͱͷଓฑɺࢮ๢อֹۚݥɺڅ෇ۚ೔ֹɺ֤ಛ約಺༰ɺอݥྉ͓Αͼ෷ํࠐ๏
ྉͱ͋ݥ෇ۚ೔ֹɺอڅɺۚݥ๢อࢮ約ऀɺܖݥछྨɺอݥɺอނࣄݥɺอऀݥɺඃอ͍͓ͯʹ߲ࣄরձޓ૬ه্
Δͷ͸ɺܖࡁڞ約ʹ͓͍ͯ͸ͦΕͧΕɺඃऀࡁڞɺނࣄࡁڞɺࡁڞछྨɺܖࡁڞ約ऀɺࢮ๢ۚࡁڞɺֹۚࡁڞɺڞ
ͱಡΈସ͑·͢ɻֻۚࡁ

ʮ˞ࢧ෷ࠪఆ࣌রձ੍౓ʯʹ //:ձϗʔϜϖʔδʢhttpsڠݥձ໊ࣾʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺҰൠࣾஂ๏ਓੜ໋อݥՃ͍ͯ͠Δ֤ੜ໋อࢀ

www.seiho.or.jp/ʣͷʮՃໍձࣾʯΛ͝ࢀর͍ͩ͘͞ɻ

ʮࢧ෷ࠪఆ࣌রձ੍౓ʯͷ࠷৽ͷ಺༰ʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ౰ࣾϗʔϜϖʔδʢhttps://www.rakuten-life.co.jp/privacy/
assess.htmlʣΛ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ
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˙൜ࡑऩӹҠస๷ࢭ๏ʹ΋ͱͮ͘औҾ֬࣌ೝ
˖൜ࡑऩӹҠస๷ࢭ๏ʢ൜ࡑʹΑΔऩӹͷҠస๷ࢭʹؔ͢Δ๏཯ʣʹ ΋ͱ͖ͮɺ͝ܖ約࣌ɺܖ約಺༰ม࣌ߋͳͲʹɺӡస໔ূڐ΍
ύεϙʔτͳͲͷެతূ໌ॻͳͲΛ͝ఏ͍͖ࣔͨͩɺຊਓಛఆࣄ ʢ໊߲ࢯɺॅॴɺੜ೥݄೔ͳͲʣɺ৬ۀ·ͨ͸ۀࣄͷ಺༰ͳͲ
ͷ֬ೝΛ͍ͤͯͨͩ͘͞৔߹͕͋Γ·͢ɻ͜Ε͸͓٬͞·ͷऔҾʹؔ͢Δه࿥ͷอଘΛ͜͏ߦͱͰɺۚ༥ؔػ౳͕ςϩϦζϜ
ʹର͢Δۚࢿఏڙʹར༻͞ΕͨΓɺϚωʔϩʔϯμϦϯάʹར༻͞ΕͨΓ͢Δ͜ͱΛ๷͙͜ͱΛ໨తͱͨ͠΋ͷͰ͢ɻ
˖֬ೝ͍͍ͤͯͨͩͨ͞಺༰ʹม͕ߋੜ͡Δ৔߹͸ɺ౰ࣾʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

˙ ࣮ಛ๏ʹ΋ͱͮ͘੫๏্ͷॅډ஍ࠃ౳ͷ֬ೝ
˖࣮ಛ๏ʢે੫৚約౳ͷ࣮ࢪʹ൐͏ॴಘ੫๏ɺ๏ਓ੫๏ٴͼ஍ํ੫๏ͷಛྫ౳ʹؔ͢Δ๏཯ʣʹ ΋ͱ͖ͮɺ੫๏্ͷॅډ஍ࠃ౳Λ
ࣄࡌهΒఏग़͍͍ͨͩͨಧग़ॻͷ͔·ձࣾ͸ɺ͓٬͞ݥಧग़ॻΛఏग़͍ͨͩ͘͜ͱ͕ඞཁͳ৔߹͕͋Γ·͢ɻੜ໋อͨ͠ࡌه
߲౳Λ֬ೝ͠ɺॴ׋ͷ੫຿ॺ௕ʹ͝ܖ約৘ใ౳Λใ͢ࠂΔ͜ͱ͕ٛ຿͚ͮΒΕ͍ͯ·͢ɻ
˖ಧग़ॻͷ͝ఏग़ޙɺ੫๏্ͷॅډ஍ࠃʹҟಈ͕͋ͬͨ৔߹΋͓खଓ͖͕ඞཁͰ͢ͷͰɺ౰ࣾʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

˙ FATCAʹ΋ͱͮ͘औҾ֬࣌ೝ
˖ถࠃ๏ʮ֎࠲ޱࠃ੫຿ίϯϓϥΠΞϯε๏ʢFATCAʣʯ࣮ ͳͲͷखଓ͖ͷ࣌約ܖிؒͷ੠໌ʹ΋ͱ͖ͮɺ͝׭܎Δ೔ถؔؔ͢ʹࢪ
Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ͍͢ئೲ੫ٛ຿ऀͰ͋Δ͔ͷ֬ೝΛ͓ࠃॴఆͷถ͕·ɺ͓٬͞ʹࡍ
˖֘౰͢Δ৔߹ʹ͸ถࠃ಺ࡀࠃೖிʹ͝ܖ約৘ใ౳ͷใࠂΛ͓ͯͬߦΓɺॴఆͷॻྨΛఏग़͍͖ͨͩ·͢ɻ
Δೲ੫ऀʹ֘౰͢Δ͜ͱͱͳͬͨ৔߹͸ɺ౰ࣾʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ͚͓ʹࠃͷมԽ౳ʹΑͬͯɺถڥɺ౉ถ౳ͷ؀ޙ約ܖ͝˖

˙ ੜ໋อूืݥਓ  

保険契約締結の「媒介」と「代理」について
◇媒　介……………生命保険募集人が保険契約締結の「媒介」を行う場合は、保険契約の申込みに対して保険会社が承諾したとき

に保険契約は有効に成立します。
◇代　理……………生命保険募集人が保険契約締結の「代理」を行う場合は、保険契約の申込みに対して生命保険募集人が承諾し

たときに保険契約は有効に成立します。

当社の生命保険募集人について
˖౰ࣾͷੜ໋อूืݥਓ͸͓٬͞·ͱ౰ࣾͷอܖݥ約క݁ͷഔհΛऀ͏ߦͰɺอܖݥ約క݁ͷ୅ཧݖ΍ࠂ஌ͷडྖݖ͸͋Γ·ͤ
Μɻ͕ͨͬͯ͠ɺอܖݥ約͸͓٬͞·͔ΒͷਃࠐΈʹରͯ͠౰͕ࣾঝ୚ͨ͠ͱ͖ʹ༗ޮʹ੒ཱ͠·͢ɻ͝ܖ約ͷ੒ཱܖ͝ʹޙ
約಺༰ͷมߋ౳Λ͢Δ৔߹ʹ΋ɺݪଇͱͯ͠͝ܖ約಺༰ͷมߋ౳ʹର͢Δ౰ࣾͷঝ୚͕ඞཁʹͳΓ·͢ɻ
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˙ੜ໋อݥձࣾͷۀ຿·ͨ͸࢈ࡒͷঢ়͕گมԽͨ͠৔߹
ɹੜ໋อݥձࣾͷۀ຿·ͨ͸࢈ࡒͷঢ়گͷมԽʹΑΓɺ͝ܖ約࣌ʹ͓約ଋͨ͠อֹۚݥɾڅ෇ֹۚ౳͕͞ݮ࡟ΕΔ͜ͱ͕͋Γ·
͢ɻͳ͓ɺੜ໋อܖݥ約ऀอߏػޢͷձһͰ͋Δੜ໋อݥձ͕ࣾܦӦഁ୼ͨ͠৔߹ɺੜ໋อܖݥ約ऀอߏػޢʹΑΓอܖݥ約
ऀอޢͷાஔ͕ਤΒΕΔ͜ͱͱͳΓ·͕͢ɺ͜ͷ৔߹ʹ΋ɺ͝ܖ約࣌ͷอֹۚݥɾڅ෇ֹۚ౳͕͞ݮ࡟ΕΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

˙ ੜ໋อܖݥ約ऀอߏػޢ
˖౰ࣾ͸ɺʮੜ໋อܖݥ約ऀอߏػޢʯʢҎԼɺʮอߏػޢʯͱ͍͍·͢ɻʣʹ Ճೖ͍ͯ͠·͢ɻอߏػޢͷ֓ཁ͸ɺҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
˓อߏػޢ͸ɺอۀݥ๏ʹ΋ͱ͖ͮઃཱ͞Εͨ๏ਓͰ͋ΓɺอߏػޢͷձһͰ͋Δੜ໋อݥձ͕ࣾഁ୼ʹؕͬͨ৔߹ɺੜ໋อ
อܧԉॿɺঝۚࢿ約ͷҠస౳ʹ͓͚ΔܖݥΔอ܎ʹձࣾݥԉॿ੍౓ͱͯ͠ɺ౰֘ഁ୼อޓ約ऀ౳ͷͨΊͷ૬ܖݥΔอ܎ʹݥ
ʹ౳͏ߦ౳ͷങऔΓΛݖٻ੥ۚݥԉॿ͓ΑͼอۚࢿΔ܎ʹ෷͍ࢧͷۚݥ約ͷҾड͚ɺิঈର৅อܖݥӦ؅ཧɺอܦձࣾͷݥ
ΑΓɺอܖݥ約ऀ౳ͷอޢΛਤΓɺ΋ͬͯੜ໋อۀݥʹର͢Δ৴པੑΛҡ࣋͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠·͢ɻ
˓อܖݥ約্ɺ೥ྸ΍݈߁ঢ়ଶʹΑͬͯ͸ܖ約͍ͯͨ͠ഁ୼อݥձࣾͱಉ༷ͷ৚݅Ͱ৽ͨʹՃೖ͢Δ͜ͱ͕ࠔ೉ʹͳΔ͜ͱ΋
͋ΔͨΊɺอݥձ͕ࣾഁ୼ͨ͠৔߹ʹ͸ɺอ͕ߏػޢอܖݥ約ͷҠస౳ʹۚࢿͯ͠ࡍԉॿ౳ͷࢧԉΛ͍ߦɺՃೖ͍ͯ͠Δอ
ଓΛਤΔ͜ͱʹ͍ͯ͠·͢ɻܧ約ͷܖݥ
˓อܖݥ約ͷҠస౳ʹ͓͚Δิঈର৅ܖ約͸ɺӡ༻࣮੷࿈ಈܕอܖݥ約ͷಛఆಛผצఆʢ*1ʣʹ܎Δ෦෼Λআ͍ͨࠃ಺ʹ͓͚Δ
๏౳ͰఆΊΒۀݥ約ʢ*2ʣΛআ͖ɺ੹೚४උۚ౳ʢ*3ʣͷ90ˋͱ͢Δ͜ͱ͕ɺอܖ༧ఆར཰ߴ౓͸ɺݶ約Ͱɺͦͷิঈܖݥडอݩ
Ε͍ͯ·͢ɻʢอۚݥɾ೥ۚ౳ͷ90ˋ͕ิঈ͞ΕΔ΋ͷͰ͸͋Γ·ͤΜɻʣ
˓ͳ͓ɺอܖݥ約ͷҠస౳ͷࡍʹ͸ɺ੹೚४උۚ౳ͷݮ࡟ʹՃ͑ɺอܖݥ約ΛҾଓ͖దਖ਼ɾ҆શʹҡ࣋͢ΔͨΊʹɺܖ約৚݅
ͷࢉఆૅجͱͳΔૅج཰ʢ༧ఆར཰ɺ༧ఆࢮ๢཰ɺ༧ఆۀࣄඅ཰౳ʣͷมߦ͕ߋΘΕΔՄೳੑ͕͋Γɺ͜Εʹ൐͍ɺอۚݥ ɾֹ
೥ֹۚ౳͕ݮগ͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ͋Θͤͯɺૣظղ約߇আ੍౓ʢอஂूݥΛҡ࣋͠ɺอܖݥ約ͷܧଓΛਤΔͨΊʹɺ௨
ৗͷղ約߇আͱ͸ผʹɺҰఆؒظಛผͳղ約߇আΛ੍͏ߦ౓ʣ͕ ઃ͚ΒΕΔՄೳੑ΋͋Γ·͢ɻ

ʢ*1ʣಛผצఆΛઃஔ͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍อܖݥ約ͷ͏ͪ࠷௿อ ʢূ࠷௿ࢮ๢อۚݥอূɺ࠷௿೥ۚࢿݪอূ౳ʣͷͳ͍อݥ
࡞ըΛܭਖ਼ߋͳ͍͠ݮ࡟ਖ਼खଓ͖ʹ͓͍ͯ͸ɺ౰֘෦෼ʹ͍ͭͯͷ੹೚४උۚΛߋఆΛ͞͠·͢ɻצΔಛผ܎ʹ約ܖ
੒͢Δ͜ͱ͕ՄೳͰ͢ɻʢ࣮͠ݮ࡟ʹࡍͳ͍͔൱͔͸ɺݸผͷߋਖ਼खଓ͖ͷதͰ֬ఆ͢Δ͜ͱͱͳΓ·͢ɻʣ

ʢ*2ʣഁ ୼࣌ʹա5ڈ೥ؒͰৗʹ༧ఆར཰͕ج४ར཰ʢ஫1ʣΛ௒͍͑ͯͨܖ約Λ͞͠· ʢ͢஫2ʣɻ౰֘ܖ約ʹ͍ͭͯ͸ɺ੹೚
४උۚ౳ͷิঈݶ౓͕ҎԼͷͱ͓ΓͱͳΓ·͢ɻͨͩ͠ɺഁ୼ձࣾʹରͯۚ͠ࢿԉॿ͕ͳ͔ͬͨ৔߹ͷหࡁ཰͕Լݶͱ
ͳΓ·͢ɻ
高予定利率契約の補償率＝90％－｛（過去5年間における各年の予定利率－基準利率）の総和÷2｝
ʢ஫1ʣج४ར཰͸ɺੜอ֤ࣾͷա5ڈ೥ؒͷฏۉӡ༻རճΓΛج४ʹɺۚ༥ி௕͓׭Αͼࡒ຿େਉ͕ఆΊΔ͜ͱͱͳͬ

͍ͯ·͢ɻࡏݱͷج४ར཰ʹ͍ͭͯ͸ɺ౰ࣾ·ͨ͸อߏػޢͷϗʔϜϖʔδͰ֬ೝͰ͖·͢ɻ
ʢ஫2ʣҰͭͷอܖݥ約ʹ͓͍ͯɺओܖ約ɾಛ約ͷ༧ఆར཰͕ҟͳΔ৔߹ɺओܖ約ɾಛ約Λ༧ఆར཰͕ҟͳΔ͝ͱʹಠཱ

ͨ͠อܖݥ約ͱΈͳͯ͠ɺߴ༧ఆར཰ܖ約ʹ֘౰͢Δ͔൱͔Λ൑அ͢Δ͜ͱʹͳΓ·͢ɻ·ͨɺۀاอݥ౳ʹ͓
͍ͯඃอ͕ऀݥอݥྉΛڌग़͍ͯ͠Δ৔߹Ͱඃอऀݥຖʹ༧ఆར཰͕ҟͳΔ৔߹ʹ͸ɺඃอऀݥຖʹಠཱͷอݥ
約ʹ֘౰͢Δ͔൱͔ͷ൑அΛ͢Δ͜ͱʹͳΓ·͢ɻͨͩ͠ɺܖ༧ఆར཰ߴ約͕క݁͞Ε͍ͯΔ΋ͷͱΈͳͯ͠ܖ
֬ఆڌग़೥ۚอܖݥ約ʹ͍ͭͯ͸ɺඃอ͕ऀݥอݥྉΛڌग़͍ͯ͠Δ͔൱͔ʹ͔͔ΘΒͣɺඃอऀݥຖʹߴ༧ఆ
ར཰ܖ約ʹ֘౰͢Δ͔൱͔Λ൑அ͢Δ͜ͱʹͳΓ·͢ɻ

ʢ*3ʣ੹೚४උۚ౳ͱ͸ɺকདྷͷอۚݥɾ೥ۚɾڅ෇ۚͷࢧ෷͍ʹඋ͑ɺอݥྉ΍ӡ༻ऩӹ౳Λݯࡒͱͯ͠ੵΈཱ͍ͯͯΔ४
උۚ౳Λ͍͍·͢ɻ
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〈しくみの概略図〉

○救済保険会社が現れた場合

破綻保険会社 会員保険会社

民間金融機関等

国救済保険会社保険契約者等

補償対象保険金支払いに
係る資金援助

負担金の拠出

補償対象保険金の支払い
（注２）

保険金請求権等の買取り（注２）

保険契約の全部・一部の移転
合併、株式取得

資金貸出

財政措置（注１）

資金援助

保険金等の支払い

保護機構

○

破綻保険会社 会員保険会社

民間金融機関等

国保険契約者等

補償対象保険金支払いに
係る資金援助 負担金の拠出

補償対象保険金の支払い
（注２）

保険金請求権等の買取り（注２）

資金貸出

財政措置（注１）

保険金等の支払い

保護機構
承継保険会社

保険契約の引受け

保険契約の承継

救済保険会社が現れない場合

ʢ஫1ʣ্ ग़ʹΑΔڌձࣾͷݥձ͕ࣾഁ୼ͨ͠৔߹ʹରԠ͢ΔાஔͰɺձһอݥ੓ાஔʯ͸ɺ2027೥3݄຤·Ͱʹੜ໋อࡒͷʮه
ෛ୲͚ۚͩͰۚࢿԉॿ౳ͷରԠ͕Ͱ͖ͳ͍৔߹ʹɺࠃձ৹ٞΛิͯܦॿ͕ۚೝΊΒΕͨߦʹࡍΘΕΔ΋ͷͰ͢ɻ

ʢ஫2ʣഁ ୼ॲཧதͷอނࣄݥʹ΋ͱͮ͘ิঈର৅ܖ約ͷอۚݥ౳ͷࢧ෷͍ɺอิ͕ߏػޢঈର৅ܖ約ʹ܎Δอۚݥ੥ݖٻ౳Λ
ങऔΔ͜ͱΛ͞͠·͢ɻ͜ͷ৔߹ʹ͓͚Δࢧ෷཰͓Αͼങऔ཰ʹ͍ͭͯ͸ɺ੹೚४උۚ౳ͷิঈݶ౓ͱಉ཰ͱͳΓ·͢ɻ
ʢߴ༧ఆར཰ܖ約ʹ͍ͭͯ͸ɺʢ*2ʣʹ ͷ཰ͱͳΓ·͢ɻʣࡌه

˖ิঈର৅ܖ約ͷൣғɾิঈର৅ܖ約ͷิঈݶ౓౳ΛؚΊɺຊࡌܝ಺༰͸͢΂ͯࡏݱͷ๏ྩʹ΋ͱ͍ͮͨ΋ͷͰ͋Γɺޙࠓɺ๏
ྩͷվਖ਼ʹΑΓม͞ߋΕΔՄೳੑ͕͋Γ·͢ɻ

〈生命保険会社が破綻した場合の保険契約の取扱いに関するお問い合わせ先〉
ੜ໋อܖݥ約ऀอߏػޢɹTEL 03-3286-2820

˞݄༵೔ʙ༵ۚ೔ʢॕ೔ɾ೥຤೥࢝Λআ͘ʣޕલ9࣌ʙਖ਼ޕɺ࣌1ޙޕʙ࣌5ޙޕ
ϗʔϜϖʔδΞυϨεɹhttps://www.seihohogo.jp/

˙ ౰ࣾͷձࣾܗଶ
ɹอݥձࣾͷձࣾ૊৫ܗଶʹ͸ʮࣜגձࣾʯͱʮ૬ޓձࣾʯ͕ ͋Γɺ౰ࣾ͸ࣜגձࣾͰ͢ɻࣜגձࣾ͸ɺגओͷग़ࢿʹΑΓӡӦ͞ΕΔ
΋ͷͰ͋Γɺࣜגձࣾͷܖ約ऀ͸૬ޓձࣾͷܖ約ऀͷΑ͏ ʮʹࣾһʯʢߏ੒һʣͱͯ͠ձࣾͷӡӦʹࢀՃ͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ
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˙ ऴ਎ҩྍอ2018ݥ

特徴としくみ

1 病気またはケガによる入院を一生涯保障します。
●පؾ·ͨ͸έΨͰೖӃͨ͠৔߹ʹ͸ɺೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●೔ؼΓೖӃʢ*ʣ΋ࢧ෷ର৅Ͱ͢ɻ

2 病気またはケガによる手術、放射線治療を一生涯保障します。
●පؾ·ͨ͸έΨͰॴఆͷखज़ɺ์ࣹઢྍ࣏Λड͚ͨ৔߹ʹ͸ɺखज़څ෇ۚɺ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ެతҩྍอ੍ݥ౓ର৅ͷखज़ɺ์ࣹઢࢧ͕ྍ࣏෷ର৅Ͱ͢ɻ

3 病気またはケガで所定の障害状態に該当した場合には、以後の保険料の払込みを免除します。

4 死亡時の保障や解約時の払戻金はありません。

5 特約を付加すれば、保障内容をさらに充実させることができます。
●͕Μಛ約ɿ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹҰۚ࣌Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
෷͍͠·͢ɻࢧΛ͓ۚ࣌΍೴ଔதͰೖӃͨ͠৔߹ʹҰ࠹伷ے৺ੑٸɾ೴ଔதಛ約ɿ࠹伷ے৺ੑٸ●
●௨Ӄಛ約ɿୀӃޙʹ௨Ӄͨ͠৔߹ʹ௨Ӄڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ೖӃҰۚ࣌ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣɿපؾɾέΨͰೖӃͨ͠৔߹ʢ೔ؼΓೖӃʢ*ʣ΋ؚΈ·͢ɻʣʹ Ұۚ࣌Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ઌਐҩྍಛ約2018ɿઌਐҩྍΛड͚ͨ৔߹ʹઌਐҩྍڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

6 無配当保険なので、契約者配当金はありません。

ʢ*ʣ೔ؼΓೖӃͱ͸ɺೖӃ೔ͱୀӃ೔͕ಉҰͷೖӃͰɺೖӃجຊྉͳͲͷ͓ࢧ෷͍ͷ༗ແͰ൑அ͠·͢ɻ

〈しくみ図〉

〈終身医療保険2018〉
●ೖӃڅ෇ۚ
●खज़څ෇ۚ
●์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ
෇ۚڅ਷υφʔࠎ●

〈がん特約〉ʢ*1ʣ
●͕Μ਍அڅ෇ۚ
●্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ

〈急性心筋梗塞・脳卒中特約〉
෇ۚڅྍ࣏࠹伷ے৺ੑٸ●
●೴ଔதڅྍ࣏෇ۚ

〈通院特約〉
●௨Ӄڅ෇ۚ

ʢɹಛ約Λ෇ՃͰ͖·͢ʣ

〈先進医療特約2018〉
●ઌਐҩྍڅ෇ۚ ৽ߋ�˰

一
生
涯
保
障

一
生
涯
保
障

௕࠷৽ʢߋ�˰ Ͱʣ·ࡀ��

主
契
約

特
　
　
　
　約

〈入院一時金特約（払戻金なし）〉
●ೖӃҰڅ࣌෇ۚ

ʢ*1ʣ੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ͞Εͯ΋ɺ͕Μ਍அڅ෇ۚɾ্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ͸͓
෷͍͠·ͤΜɻࢧ
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支払事由など（手術給付金の型：Ⅰ型）
෇ۚʗڅ෷͍͢Δࢧ͓
อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ ༝ࣄΈͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝ʗอࣄ෷ࢧ ෷ֹ౳ࢧ डऔਓ

ೖӃڅ෇ۚ ੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾʢҟৗ෼ṯʢ➡約款別表2ʣΛؚΈ
·͢ɻʣ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃʢ*1ʣ͠ ͨͱ͖

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹ
ʷ

ೖӃ೔਺

ඃอऀݥ

खज़څ෇ۚ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ɺ
ͷ͍ͣΕ͔ͷखज़Λड͚ͨͱ͖࣍
ᶃެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺දʢ➡約款別
表2ʣʹ खज़ྉͷࢉఆର৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔखज़
ᶄެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺දʢ➡約款別
表2ʣʹ ༌݂ྉͷࢉఆର৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔࠎ਷Ҡ২ज़
ʢ*2ʣ

ʲೖӃதʹड͚ͨखज़ʳ
ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷ20ഒ

ʲ֎དྷखज़ʳ
ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷ5ഒ

์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ɺ
ެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺දʢ➡約款別表
2ʣʹ ์ࣹઢྍ࣏ྉͷࢉఆର৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔ์ࣹઢ࣏
ʢྍ݂ӷরࣹ͸আ͖·͢ɻʣΛड͚ͨͱ͖

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹ
ͷ20ഒ

෇ۚڅ਷υφʔࠎ
੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔Ҏࠎʹޙ਷װ
औखज़ʢ*3ʣΛड͚ͨͱ͖࠾๔ͷࡉװ๔·ͨ͸຤ধ݂ࡉ

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷ
10ഒ

อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ
੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨʹΑΓॴఆͷ਎ମো֐
ͷঢ়ଶʢ➡約款別表20ʣʹ ֘౰ͨ͠ͱ͖

কདྷʹ͔ͯͬ޲อݥྉ
ͷ෷ࠐΈΛ໔আ͠·͢
ʢ*4ʣ

ʕ

ʢ*1ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣ
ͷ؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表 2ʣ

ʢ*2ʣ຤ধ݂ࡉװ๔Ҡ২͓Αͼᢌଳ݂ࡉװ๔Ҡ২ʹ͍ͭͯ΋ࠎ਷Ҡ২ͱΈͳ͠·͢ɻʢ➡約款別表 2ʣ
ʢ*3ʣࠎ਷ࡉװ๔·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔ͷ࠾औखज़ͱ͸ɺ૊৫ͷػೳʹো͕͋֐Δऀʹରͯ͠ࠎ਷ࡉװ๔·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔ΛҠ

২͢Δ͜ͱΛ໨తͱͯ͠ࠎ਷ࡉװ๔Λ࠾औ͢Δखज़·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔Λ࠾औ͢Δखज़Λ͍͍·͢ɻͨͩ͠ɺࠎ਷ࡉװ๔
·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔ͷఏऀڙͱड༰ऀ͕ಉҰਓͱͳΔࣗՈҠ২ͷ৔߹Λআ͖·͢ɻʢ➡約款別表 2ʣ

ʢ*4ʣಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ɺಛ約ͷอݥྉͷ෷ࠐΈ΋໔আ͞Ε·͢ɻ

˖௚લͷೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕΔೖӃͷୀӃ೔ͷཌ೔͔Β180೔Ҏ಺ʹ։ͨ࢝͠ೖӃ͸ɺݪҼʹ͔͔ΘΒͣ1ճͷܧଓͨ͠ೖӃ
ͱΈͳ͠·͢ɻ௚લͷೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕΔೖӃͷୀӃ೔ͷཌ೔͔Β180೔Λܦաͯ͠։ͨ࢝͠ೖӃʹ͍ͭͯ͸ɺ৽ͨͳೖ
Ӄͱͯ͠औΓѻ͍·͢ɻ
˖ಉҰͷ೔ʹෳ਺ͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠৔߹Ͱ΋ɺೖӃڅ෇ۚ͸ॏෳ͓ͯ͠ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
෷ΘΕΔೖӃதʹɺࢧ෇͕ۚڅ෷͍͠·͢ɻͨͩ͠ɺೖӃࢧ෇ۚͱ͓ͯ͠څ෇ۚ೔ֹͷ5ഒΛखज़څͷखज़ʹ͍ͭͯ͸ɺೖӃ࣍˖
ͦͷೖӃͷݪҼͱಉҰͷݪҼʹΑΓड͚ͨखज़Ͱ͋Δ৔߹ʹݶΓ·͢ɻ
ইͷॲཧʢ૑ইॲཧɺσϒϦʔυϚϯʣɺ੾։ज़ʢൽෘɺޑບʣɺࠎ·ͨ͸ؔઅͷඇ݂؍త੔෮ज़ɾඇ݂؍త੔෮ݻఆज़ɾඇ
ɺᡱᡠ੾আज़ʣ؟ͷ໨ɾλί੾আज़ʢܲڕհ೪ບʣɺߕ಺ʣɺඓমḐज़ʢඓ೪ບɺԼߢʢ֎ࣖɺඓڈɺҟ෺আࣃతतಈज़ɺൈ݂؍

˖ෳ਺ͷखज़Λड͚ͨ৔߹Ͱ΋ɺ࣍ͷ৔߹ʹ͸ࢧ෷ֹͷ΋ͬͱ΋͍͍ͣߴΕ͔1ճͷखज़ʹ͍ͭͯͷΈखज़څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠
·͢ɻ
ɾಉҰͷ೔ʹෳ਺ճͷखज़Λड͚ͨ৔߹
ɾखज़ྉ͕Ұ࿈ͷྍ࣏աఔʹ͖ͭ1ճͷΈࢉఆ͞ΕΔखज़Λड͚ͨ৔߹
˖खज़ྉ͕1೔ʹ͖ͭࢉఆ͞ΕΔखज़Λड͚ͨ৔߹ɺͦͷखज़Λड͚ͨ1೔໨ͷΈखज़څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˖௚લʹࢧ෷ΘΕͨ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Ҏ಺ʹ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͯ͠΋ɺ์
ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

！
ೖӃڅ෇ۚɾखज़څ෇ۚɾ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱͳΔೖӃɾखज़ɾ์ࣹઢྍ࣏͸ྍ࣏Λ໨త
ͱ͢ΔೖӃɾखज़ɾ์ࣹઢྍ࣏Ͱ͋Δ͜ͱΛཁ͠·͢ɻඒ༰্ͷॲஔ΍ਓؒυοΫͷͨΊͷೖӃ౳ɺ
ඒ༰੔্ܗͷखज़΍਍அɾݕ ʢࠪੜݕɺෲࠪݕڸߢ౳ʣͷͨΊͷखज़౳͸ྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃɾखज़
ʹ͸֘౰͠·ͤΜɻ
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支払限度
ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ࣍౓͸ݶ෷ࢧ෇ۚͷڅ֤

෇ۚڅ ౓ݶ෷ࢧ

ೖӃڅ෇ۚ

8疾病入院支払限度拡大特則なし 1ճͷೖӃʹ͖ͭ60೔ɺ௨1,095ࢉ೔ݶ౓

8疾病入院支払限度拡大特則あり

【悪性新生物・心疾患・脳血管疾患（➡約款別表18、21）による入
院の場合】
౓ͳ͠ݶ෷ࢧ
【5疾病（糖尿病・高血圧性疾患・肝疾患・腎疾患・膵疾患（➡約
款別表21））による入院の場合】
1ճͷೖӃʹ͖ͭ120೔ɺ௨1,095ࢉ೔ݶ౓
【悪性新生物・心疾患・脳血管疾患・5疾病以外の病気、ケガに
よる入院の場合】
1ճͷೖӃʹ͖ͭ60೔ɺ௨1,095ࢉ೔ݶ౓

खज़څ෇ۚ ౓ͳ͠ݶ෷ࢧ

์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ 60೔ʹ1ճͷࢧ෷Λݶ౓ɺ௨ࢧࢉ෷ݶ౓ͳ͠

෇ۚڅ਷υφʔࠎ ౓ͳ͠ݶ෷ࢧ

〈入院給付金の支払限度のイメージ〉

病気・ケガによる入院

悪性新生物・心疾患・
脳血管疾患による入院

５疾病（糖尿病・高血圧性
疾患・肝疾患・腎疾患・
膵疾患）による入院

悪性新生物・心疾患・
脳血管疾患・５疾病以外の
病気・ケガによる入院

●8疾病入院支払限度拡大特則ありの場合

●8疾病入院支払限度拡大特則なしの場合

̍ճͷೖӃ60೔ݶ౓ ௨ࢧࢉ෷ݶ౓1,095೔

̍ճͷೖӃɾ௨ࢉͱ΋ʹࢧ෷ݶ౓ͳ͠

̍ճͷೖӃ120೔ݶ౓ ௨ࢧࢉ෷ݶ౓1,095೔

̍ճͷೖӃ60೔ݶ౓ ௨ࢧࢉ෷ݶ౓1,095೔

˖8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇ͋Γͷ৔߹ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷྍ࣏ͱѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬Ҏ֎ͷ
පؾɺέΨͷྍ࣏Λಉ͍ͯͬߦʹ࣌ΔೖӃ೔਺ʹ͍ͭͯ͸ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃ೔਺ͱ
Έͳ͠·͢ɻ
˖8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇ͋Γͷ৔߹ɺ1ճͷೖӃͰෳ਺ͷݪҼʹΑΔྍ࣏Λ͍ͯͬߦΔ৔߹ͷೖӃ೔਺ͷࢉܭ͸ɺ࣍ͷͱ
͓Γͱ͠·͢ɻͨͩ͠ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷؚ͕ྍ࣏·Ε͍ͯΔ৔߹͸ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷ
Λ໨తͱ͢ΔೖӃ೔਺͸ࠩ͠Ҿ͖·͢ɻྍ࣏
ɾ5࣬පͷؚ͕ྍ࣏·ΕΔ৔߹ ........ͦͷ1ճͷೖӃ͸5࣬පʹΑΔೖӃͱΈͳͯ͠ɺೖӃ೔਺Λ͠ࢉܭ·͢ɻ
ɾ5࣬පͷؚ͕ྍ࣏·Εͳ͍৔߹ ....ͦͷ1ճͷೖӃ͸ѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ɾ5࣬පҎ֎ͷපؾɺέΨʹΑΔೖӃ

ͱΈͳͯ͠ೖӃ೔਺Λ͠ࢉܭ·͢ɻ
˞̑࣬පɿ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױ
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入院給付金のお支払例

60೔ 10೔

ୀӃೖӃ։࢝

ೖӃڅ෇ۚ60೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ 1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ͷ෦෼
ʢ10೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

೴伷࠹Ͱ70೔ؒೖӃ
〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／脳梗塞で70日間入院した場合〉

50೔ 5೔10೔

ୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

ೖӃB
ೖӃڅ෇ۚ10೔෼
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／2回以上入院した場合①〉

ೖӃB

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʹୡ͢
ΔͨΊɺ͜ͷ෦෼ʢ5೔෼ʣ͸
ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ50೔෼
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃAɹഏԌͰ50೔ؒೖӃ ೖӃBɹંࠎͰ15೔ؒೖӃ
100೔

˞ೖӃAͱೖӃB͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ

50೔ 20೔

ୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／2回以上入院した場合②〉

ೖӃB
ೖӃڅ෇ۚ20೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ50೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃAɹഏԌͰ50೔ؒೖӃ ೖӃBɹഏԌͰ20೔ؒೖӃ
200೔

˞ೖӃ̖ͷୀӃ೔ͷཌ೔͔ΒೖӃ̗ͷೖӃ։࢝೔·Ͱ181೔Ҏ্͋ΔͷͰɺೖӃ̗͸৽ͨͳೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ

60೔ 30೔40೔60೔ 20೔

ୀӃୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／2回以上入院した場合③〉

90೔

190೔

60೔

˞ೖӃ̖ͱೖӃ̗͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ
˞ೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨೖӃ̖ͷୀӃ೔ͷཌ೔͔ΒೖӃ̘ͷೖӃ։࢝೔·Ͱ181೔Ҏ্͋ΔͷͰɺೖӃ̘͸৽
ɹͨͳೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ

ೖӃC ഏԌͰ
90೔ؒೖӃ

ೖӃA  ഏԌͰ
80೔ؒೖӃ

ೖӃB  ંࠎͰ
40೔ؒೖӃ

ೖӃC

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ
౓ʹୡ͢ΔͨΊɺ
͜ͷ෦෼ʢ30೔෼ʣ
͸ೖӃڅ෇ۚΛࢧ
෷͍·ͤΜɻ

ೖӃC
ೖӃڅ෇ۚ
60೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ
60೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃA

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓
ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ ͷ෦෼
ʢ20೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚ
Λࢧ෷͍·ͤΜɻ

ೖӃB

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓
ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ͷ෦
෼ʢ40೔෼ʣ͸ೖӃڅ
෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ
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130೔

ୀӃೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／脳梗塞（脳血管疾患）で130日間入院した場合〉

ೖӃڅ෇ۚ130೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

೴伷࠹Ͱ 130೔ؒೖӃ

˞ѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷྍ࣏Λ໨తͱͨ͠ೖӃ͸ɺ̍ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͓Αͼ௨ࢧࢉ෷ݶ౓͸͋Γ·ͤΜɻ

120೔ 10೔

ୀӃೖӃ։࢝

ೖӃڅ෇ۚ120೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ 1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ ͷ෦෼
ʢ10೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

ຫੑ؊ԌͰ130೔ؒೖӃ
〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／慢性肝炎（肝疾患）で130日間入院した場合〉

˞5࣬පʢ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױʣͷྍ࣏Λ໨తͱͨ͠ೖӃ͸ɺ̍ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͕120೔
ͱͳΓ·͢ɻ

40೔ 10೔80೔

ୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

100೔

˞ೖӃ A  ͱೖӃ B  ͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ
˞8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇʹΑΓɺ1ճͷೖӃʢೖӃ A  ͱ  ೖӃ B ʣʹ 5࣬පʢೖӃ A  ຫੑ؊Ԍʣ͕ ؚ·Ε͍ͯΔͷͰɺ

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͸5࣬පʹΑΔೖӃͷ৔߹ͷ120೔͕ద༻͞Ε·͢ɻ
˞5࣬පɿ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױ

ೖӃ B  ഏԌͰ50೔ؒೖӃ
ೖӃ A  ຫੑ؊Ԍʢ5࣬පʣ
Ͱ80೔ؒೖӃ

ೖӃ A
ೖӃڅ෇ۚ80೔෼Λ
෷͍͠·͢ɻࢧ͓

ೖӃ B
ೖӃڅ෇ۚ40೔෼Λ
෷͍͠·͢ɻࢧ͓

ೖӃ B

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʢ120೔ʣʹ
ୡ͢ΔͨΊɺ͜ ͷ෦෼ʢ10೔෼ʣ͸
ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／2回以上入院した場合①（5疾病による入院が含まれる場合）〉
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80೔ 20೔30೔40೔

ୀӃೖӃ։࢝ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／2回以上入院した場合②（5疾病による入院が含まれる場合）〉

˞ೖӃ̖ͱೖӃ̗ͱೖӃ̘͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ
˞ೖӃ̗͸ѱੑ৽ੜ෺ʹΑΔೖӃͳͷͰɺ8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇʹΑΓɺ1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ɺ௨ࢧࢉ෷ݶ౓ʹ
ɹؚΊͣʹೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·͢ɻ
˞8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇʹΑΓɺ1ճͷೖӃʢೖӃ̖ͱೖӃ̗ͱೖӃ̘ ʣʹ 5࣬පʢೖӃ̘ ຫੑ؊Ԍʣ͕ ؚ·Εͯ
ɹ͍ΔͷͰɺ1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͸5࣬පʹΑΔೖӃͷ৔߹ͷ120೔͕ద༻͞Ε·͢ɻ
˞5࣬පɿ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױ

ೖӃC  ຫੑ؊Ԍʢ5࣬පʣͰ
100೔ؒೖӃ

ೖӃA  ഏԌͰ
40೔ؒೖӃ

ೖӃB  ң͕Μ
ʢѱੑ৽ੜ෺ʣͰ
30೔ؒೖӃ

ೖӃC

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ
౓ʢ120೔ʣʹ ୡ͢Δ
ͨΊɺ͜ ͷ෦෼ʢ20
೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚ
Λࢧ෷͍·ͤΜɻ

ೖӃC
ೖӃڅ෇ۚ
80೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ
40೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃB
ѱੑ৽ੜ෺ʹΑΔೖӃ
ͳͷͰɺೖӃڅ෇ۚ30
೔෼Λࢧ෷͍·͢ɻ

100೔ 40೔
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˙ ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇
特徴としくみ

1 病気またはケガによる入院を一生涯保障します。
●පؾ·ͨ͸έΨͰೖӃͨ͠৔߹ʹ͸ɺೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ೔ؼΓೖӃʢ*ʣ΋ࢧ෷ର৅Ͱ͢ɻ
ʢ*ʣ೔ؼΓೖӃͱ͸ɺೖӃ೔ͱୀӃ೔͕ಉҰͷೖӃͰɺೖӃجຊྉͳͲͷ͓ࢧ෷͍ͷ༗ແͰ൑அ͠·͢ɻ

2 病気またはケガによる手術、放射線治療を一生涯保障します。
●පؾ·ͨ͸έΨͰॴఆͷखज़ɺ์ࣹઢྍ࣏Λड͚ͨ৔߹ʹ͸ɺखज़څ෇ۚɺ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ެతҩྍอ੍ݥ౓ର৅ͷखज़ɺ์ࣹઢࢧ͕ྍ࣏෷ର৅Ͱ͢ɻ

3 健康還付給付金支払基準日を生存して迎えた場合には、健康還付給付金をお支払いします。
ܭ߹෇ۚ౳ͷڅ෷ΘΕͨೖӃࢧʹΕ·Ͱֹ͕ͦܭྉͷྦྷݥΜͩอࠐ४೔ͷલ೔·Ͱʹ෷͍ج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈●
ֹΛ্ճΔͱ͖͸ɺͦͷֹࠩΛ݈ؐ߁෇څ෇ۚͱ͓ͯ͠ࢧ෷͍͠·͢ɻ

4 病気またはケガで所定の障害状態に該当した場合には、以後の保険料の払込みを免除します。

5 健康還付給付金支払基準日以後は解約時または死亡時の払戻金はありません。
෷͍Ͱ͖Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻࢧͷ෷໭ۚΛ͓࣌๢ࢮ͸ͨ·࣌Γɺղ約ݶʹ४೔લج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈●

6 特約を付加すれば、保障内容をさらに充実させることができます。
●͕Μಛ約ɿ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹɺҰۚ࣌Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
෷͍͠·͢ɻࢧΛ͓ۚ࣌΍೴ଔதͰೖӃͨ͠৔߹ʹҰ࠹伷ے৺ੑٸɾ೴ଔதಛ約ɿ࠹伷ے৺ੑٸ●
●௨Ӄಛ約ɿୀӃޙʹ௨Ӄͨ͠৔߹ʹ௨Ӄڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ઌਐҩྍಛ約2018ɿઌਐҩྍΛड͚ͨ৔߹ʹઌਐҩྍڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

7 無配当保険なので、契約者配当金はありません。

〈しくみ図〉

約ܖ͝
▼

〈終身医療保険2018健康還付特則付〉
●ೖӃڅ෇ۚ
●खज़څ෇ۚ
●์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ
෇ۚڅ਷υφʔࠎ●

〈がん特約〉ʢ*1ʣ
●͕Μ਍அڅ෇ۚ
●্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ

〈急性心筋梗塞・脳卒中特約〉
෇ۚڅྍ࣏࠹伷ے৺ੑٸ●
●೴ଔதڅྍ࣏෇ۚ

〈通院特約〉
●௨Ӄڅ෇ۚ

ʢɹಛ約Λ෇ՃͰ͖·͢ʣ

〈先進医療特約2018〉
●ઌਐҩྍڅ෇ۚ ৽ߋ�˰

一
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ղ約෷໭ۚ

˛
४೔ج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈

ʢ*1ʣ੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ͞Εͯ΋ɺ͕Μ਍அڅ෇ۚɾ্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ͸͓
෷͍͠·ͤΜɻࢧ
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支払事由など（手術給付金の型：Ⅰ型）
෇ۚʗڅ෷͍͢Δࢧ͓
อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ ༝ࣄΈͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝ʗอࣄ෷ࢧ ෷ֹ౳ࢧ डऔਓ

ೖӃڅ෇ۚ ੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾʢҟৗ෼ṯ（➡約款別表2）ΛؚΈ
·͢ɻʣ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃʢ*1ʣ͠ ͨͱ͖

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹ
ʷ

ೖӃ೔਺

ඃอऀݥ

खज़څ෇ۚ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ɺ
ͷ͍ͣΕ͔ͷखज़Λड͚ͨͱ͖࣍
ᶃެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺ද（➡約款別
表2）ʹ खज़ྉͷࢉఆର৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔखज़

ᶄެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺ද（➡約款別
表2）ʹ ༌݂ྉͷࢉఆର৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔࠎ਷Ҡ২ज़
ʢ*2ʣ

ʲೖӃதʹड͚ͨखज़ʳ
ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷ20ഒ

ʲ֎དྷखज़ʳ
ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷ5ഒ

์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ɺ
ެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺ද（➡約款別表
2）ʹ ์ࣹઢྍ࣏ྉͷࢉఆର৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔ์ࣹઢ࣏
ʢྍ݂ӷরࣹ͸আ͖·͢ɻʣΛड͚ͨͱ͖

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷ
20ഒ

෇ۚڅ਷υφʔࠎ ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔Ҏࠎʹޙ਷װ
औखज़ʢ*3ʣΛड͚ͨͱ͖࠾๔ͷࡉװ๔·ͨ͸຤ধ݂ࡉ

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷ
10ഒ

෇ۚڅ෇ؐ߁݈ ඃอؐ߁݈͕ऀݥ෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔ʢ*4ʣʹ ੜଘ͍ͯ͠Δͱ͖

ྉ૬౰ݥอࠐ෷ط ʢֹ*5ʣ
�

੹೚։͔ظ࢝Β݈ؐ߁
෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔ͷ
લ೔·Ͱͷؒظʹੜ͡
෷ࢧ༝ʹΑΓࣄ෷ࢧͨ
ΘΕΔओܖ約ͷೖӃڅ
෇ۚ౳ʢ*6ʣͷ߹ֹܭ

約ऀܖ

อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ ੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨʹΑΓॴఆͷ਎ମো֐
ͷঢ়ଶ（➡約款別表20）ʹ ֘౰ͨ͠ͱ͖

কདྷʹ͔ͯͬ޲อݥྉ
ͷ෷ࠐΈΛ໔আ͠·͢
ʢ*7ʣ

ʕ

ʢ*1ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣ
ͷ؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻ（➡約款別表 2）

ʢ*2ʣ຤ধ݂ࡉװ๔Ҡ২͓Αͼᢌଳ݂ࡉװ๔Ҡ২ʹ͍ͭͯ΋ࠎ਷Ҡ২ͱΈͳ͠·͢ɻ（➡約款別表 2）
ʢ*3ʣࠎ਷ࡉװ๔·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔ͷ࠾औखज़ͱ͸ɺ૊৫ͷػೳʹো͕͋֐Δऀʹରͯ͠ࠎ਷ࡉװ๔·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔ΛҠ

২͢Δ͜ͱΛ໨తͱͯ͠ࠎ਷ࡉװ๔Λ࠾औ͢Δखज़·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔Λ࠾औ͢Δखज़Λ͍͍·͢ɻͨͩ͠ɺࠎ਷ࡉװ๔
·ͨ͸຤ধ݂ࡉװ๔ͷఏऀڙͱड༰ऀ͕ಉҰਓͱͳΔࣗՈҠ২ͷ৔߹Λআ͖·͢ɻ（➡約款別表 2）

ʢ*4ʣ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔ͱ͸ɺඃอऀݥͷ೥ྸ͕ܖ約ࢦʹ࣌ఆ݈ͨؐ͠߁෇څ෇ۚࢧ෷೥ྸʹ౸ୡ͢Δ೥୯Ґͷܖ約Ԡ
౰೔Λ͍͍·͢ɻ

ʢ*5ʣط෷ࠐอݥྉ૬౰ֹͱ͸ɺʮओܖ約ͷ݄෷อݥྉ૬౰ֹʷ 12ʷܖ約೔͔Β݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔ͷલ೔·Ͱͷ೥਺ʯ
ʹΑΓࢉग़ֹͨۚ͠Λ͍͍·͢ɻಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹Ͱ΋ɺಛ約ͷอݥྉ͸ؚΈ·ͤΜɻ

ʢ*6ʣओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͱ͸ɺऴ਎ҩྍอݥ ෇ۚɺ์څ෇ۚɺखज़څ෇ಛଇ෇ͷೖӃؐ߁2018݈ ࣹઢڅྍ࣏෇ۚɺࠎ਷υφʔ
෇ۚΛ͍͍·͢ɻڅ

ʢ*7ʣಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ɺಛ約ͷอݥྉͷ෷ࠐΈ΋໔আ͞Ε·͢ɻ

˖௚લͷೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕΔೖӃͷୀӃ೔ͷཌ೔͔Β180೔Ҏ಺ʹ։ͨ࢝͠ೖӃ͸ɺݪҼʹ͔͔ΘΒͣ1ճͷܧଓͨ͠ೖӃ
ͱΈͳ͠·͢ɻ௚લͷೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕΔೖӃͷୀӃ೔ͷཌ೔͔Β180೔Λܦաͯ͠։ͨ࢝͠ೖӃʹ͍ͭͯ͸ɺ৽ͨͳೖ
Ӄͱͯ͠औΓѻ͍·͢ɻ
˖ಉҰͷ೔ʹෳ਺ͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠৔߹Ͱ΋ɺೖӃڅ෇ۚ͸ॏෳ͓ͯ͠ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
෷ΘΕΔೖӃதʹɺࢧ෇͕ۚڅ෷͍͠·͢ɻͨͩ͠ɺೖӃࢧ෇ۚͱ͓ͯ͠څ෇ۚ೔ֹͷ5ഒΛखज़څͷखज़ʹ͍ͭͯ͸ɺೖӃ࣍˖
ͦͷೖӃͷݪҼͱಉҰͷݪҼʹΑΓड͚ͨखज़Ͱ͋Δ৔߹ʹݶΓ·͢ɻ
ইͷॲཧʢ૑ইॲཧɺσϒϦʔυϚϯʣɺ੾։ज़ʢൽෘɺޑບʣɺࠎ·ͨ͸ؔઅͷඇ݂؍త੔෮ज़ɾඇ݂؍త੔෮ݻఆज़ɾඇ
ɺᡱᡠ੾আज़ʣ؟ͷ໨ɾλί੾আज़ʢܲڕհ೪ບʣɺߕ಺ʣɺඓমḐज़ʢඓ೪ບɺԼߢʢ֎ࣖɺඓڈɺҟ෺আࣃతतಈज़ɺൈ݂؍
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˖ෳ਺ͷखज़Λड͚ͨ৔߹Ͱ΋ɺ࣍ͷ৔߹ʹ͸ࢧ෷ֹͷ΋ͬͱ΋͍͍ͣߴΕ͔1ճͷखज़ʹ͍ͭͯͷΈखज़څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠
·͢ɻ
ɹɾಉҰͷ೔ʹෳ਺ճͷखज़Λड͚ͨ৔߹
ɹɾखज़ྉ͕Ұ࿈ͷྍ࣏աఔʹ͖ͭ1ճͷΈࢉఆ͞ΕΔखज़Λड͚ͨ৔߹
˖खज़ྉ͕1೔ʹ͖ͭࢉఆ͞ΕΔखज़Λड͚ͨ৔߹ɺͦͷखज़Λड͚ͨ1೔໨ͷΈखज़څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˖௚લʹࢧ෷ΘΕͨ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Ҏ಺ʹ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͯ͠΋ɺ์
ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
ྉ૬౰ݥอࠐ෷ط˖ ʢֹ*5ʣ͔ Β੹೚։͔ظ࢝Β݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔ͷલ೔·Ͱͷओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ʢ*6ʣͷ߹ֹܭΛࠩ
͠Ҿֹ͍͕ͨۚ0ҎԼͱͳΔ৔߹ʹ͸ɺ݈ؐ߁෇څ෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
෇ಛଇͷ੹೚४උؐ߁๢ͨ͠৔߹Ͱɺ݈ࢮʹ४೔લج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈˖ ʢ݈ۚؐ߁෇څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢ΔͨΊʹอݥྉͷ
த͔ΒੵΈཱ͓͓ͯͯۚ͘ͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʣ͕ ͋Δͱ͖͸͜ͷ੹೚४උۚͱಉֹͷ෷໭ۚΛܖ約ऀʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ݈
෷͍͢Δ෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻࢧ͸ɺ͓ޙ४೔Ҏج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁
Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ͢ߋ෷೥ྸΛมࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁ఆ݈ͨ͠ࢦʹ࣌約ܖ˖

！

〈入院給付金・手術給付金・放射線治療給付金について〉
●ೖӃڅ෇ۚɾखज़څ෇ۚɾ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱͳΔೖӃɾखज़ɾ์ࣹઢྍ࣏͸ྍ࣏Λ໨
తͱ͢ΔೖӃɾखज़ɾ์ ࣹઢྍ࣏Ͱ͋Δ͜ͱΛཁ͠·͢ɻඒ༰্ͷॲஔ΍ਓؒυοΫͷͨΊͷೖӃ౳ɺ
ඒ༰੔্ܗͷखज़΍਍அɾݕ ʢࠪੜݕɺෲࠪݕڸߢ౳ʣͷͨΊͷखज़౳͸ྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃɾख
ज़ʹ͸֘౰͠·ͤΜɻ

〈健康還付給付金について〉
●ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇͸݈ؐ߁෇څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢ΔͨΊɺ݈ؐ߁෇ಛଇΛ෇Ճͯ͠
͍ͳ͍ऴ਎ҩྍอ2018ݥʹൺ΂อݥྉ͸͘ߴͳΓ·͢ɻ

ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁෷͍͕ͳ͍৔߹ʹ͸ɺ݈ࢧ෇ۚ౳ͷ͓څ約ͷೖӃܖ෷ֹ͸ɺओࢧ෇ۚͷڅ෇ؐ߁݈●
෷ج४೔·Ͱͷओܖ約ͷ෷ࠐอݥྉྦྷֹܭͱಉ ʢֹط෷ࠐอݥྉ૬౰ ʢֹ*5ʣʣͱͳΓ·͢ɻಛ約͕෇Ճ
͞Ε͍ͯΔ৔߹Ͱ΋ɺ݈ؐ߁෇څ෇ۚͷࢧ෷ֹͷࢉܭʹ͸ಛ約ͷอݥྉ͸ؚ·Ε·ͤΜɻ

ྉ૬౰ݥอࠐ෷ط४೔ͷલ೔·Ͱͷج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁෇ۚ͸݈څ෇ؐ߁݈● ʢֹ*5ʣ͓ Αͼओܖ約ͷೖ
Ӄڅ෇ۚ౳ʢ*6ʣͷ߹ֹܭʹ΋ͱ͖ͮ͢ࢉܭΔͨΊɺओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹܭʹΑͬͯ͸͓ࢧ෷
͍Ͱ͖ͳ͍͜ͱ΋͋Γ·͢ɻ

●ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇ͷอؒظݥɾอݥྉ෷ؒظࠐ͸ऴ਎Ͱ͢ɻ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج
४೔Ҏޙ΋อݥྉͷ෷ࠐΈ͕ඞཁͰ͢ɻ

32

อো಺༰ʹ͍ͭͯ



健康還付給付金の支払後に、主契約の入院給付金等の請求があった場合

༝ൃੜࣄ෷ࢧ
෇ۚΛڅ෇ؐ߁݈
෷͍ࢧ͓

ओܖ約ͷೖӃڅ෇
ۚ౳ͷ੥ٻ

˛
४೔ج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈

ٻ෇ۚ౳ͷ੥څ約ͷೖӃܖ༝ʹΑΔओࣄ෷ࢧ४೔લʹੜͨ͡ج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁ɺ݈ʹޙ෷͍ͨ͠ࢧ෇ۚΛ͓څ෇ؐ߁݈
Λड͚ɺओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳Λ͓ࢧ෷͍͢Δ͜ͱͱͳͬͨ৔߹ʹ͸ɺ࣍ͷͱ͓ΓऔΓѻ͍·͢ɻ
●ओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹ͕͢ܭͰʹ͓ࢧ෷͍݈ͨؐ͠߁෇څ෇ۚͷࢧ෷ֹΑΓগͳ͍৔߹ʹ͸ɺೖӃڅ෇ۚ౳Λ͓
෷͍͠·ͤΜɻࢧ
●ओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹ͕͢ܭͰʹ͓ࢧ෷͍݈ͨؐ͠߁෇څ෇ۚͷࢧ෷ֹΑΓେ͖͍৔߹ʹ͸ɺओܖ約ͷೖӃڅ෇
ۚ౳ͷ߹ֹ͔ܭΒ݈ؐ߁෇څ෇ۚͷࢧ෷ֹΛࠩ͠Ҿֹ͍ͨۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

健康還付給付金支払基準日前に保険料の払込みの免除事由が発生した場合

อݥྉ෷ࠐ໔আࣄ༝ൃੜ
෇ۚΛڅ෇ؐ߁݈
෷͍ࢧ͓

˛
Έෆཁࠐྉͷ෷ݥ४೔Ҏ߱ͷอج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈

΋ͷ͕ͨͬ͋ࠐྉͷ෷ݥ΋อޙ༝ൃੜ೔Ҏࣄ໔আࠐྉ෷ݥྉ૬౰ֹ͸ɺอݥอࠐ෷طΔ͢༺࢖ʹࢉܭ෇ۚͷڅ෇ؐ߁݈●
ͱΈͳͯ͠͠ࢉܭ·͢ɻ
Λड͚ɺٻΈͷ໔আͷ੥ࠐྉͷ෷ݥ४೔લ·Ͱʹੜͨ͡อج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁ɺ݈ʹޙ෷͍ͨ͠ࢧ෇ۚΛ͓څ෇ؐ߁݈●
อݥྉͷ෷ࠐΈΛ໔আ͢Δ͜ͱͱͳͬͨ৔߹ʹ͸ɺอݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝ൃੜҎ߱ʹ෷͍ࠐ·ΕͨอݥྉΛฦۚ͠
·͢ɻ

支払限度
ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ࣍౓͸ݶ෷ࢧ෇ۚͷڅ֤

෇ۚڅ ౓ݶ෷ࢧ

ೖӃڅ෇ۚ

8疾病入院支払限度拡大特則なし 1ճͷೖӃʹ͖ͭ60೔ɺ௨1,095ࢉ೔ݶ౓

8疾病入院支払限度拡大特則あり

【悪性新生物・心疾患・脳血管疾患（➡約款別表18、21）による入
院の場合】
౓ͳ͠ݶ෷ࢧ
【5疾病（糖尿病・高血圧性疾患・肝疾患・腎疾患・膵疾患（➡約
款別表21））による入院の場合】
1ճͷೖӃʹ͖ͭ120೔ɺ௨1,095ࢉ೔ݶ౓
【悪性新生物・心疾患・脳血管疾患・5疾病以外の病気、ケガに
よる入院の場合】
1ճͷೖӃʹ͖ͭ60೔ɺ௨1,095ࢉ೔ݶ౓

खज़څ෇ۚ ౓ͳ͠ݶ෷ࢧ

์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ 60೔ʹ1ճͷࢧ෷Λݶ౓ɺ௨ࢧࢉ෷ݶ౓ͳ͠

෇ۚڅ਷υφʔࠎ ౓ͳ͠ݶ෷ࢧ
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〈入院給付金の支払限度のイメージ〉

病気・ケガによる入院

悪性新生物・心疾患・
脳血管疾患による入院

５疾病（糖尿病・高血圧性
疾患・肝疾患・腎疾患・
膵疾患）による入院

悪性新生物・心疾患・
脳血管疾患・５疾病以外の
病気・ケガによる入院

●8疾病入院支払限度拡大特則ありの場合

●8疾病入院支払限度拡大特則なしの場合

̍ճͷೖӃ60೔ݶ౓ ௨ࢧࢉ෷ݶ౓1,095೔

̍ճͷೖӃɾ௨ࢉͱ΋ʹࢧ෷ݶ౓ͳ͠

̍ճͷೖӃ120೔ݶ౓ ௨ࢧࢉ෷ݶ౓1,095೔

̍ճͷೖӃ60೔ݶ౓ ௨ࢧࢉ෷ݶ౓1,095೔

˖8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇ͋Γͷ৔߹ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷྍ࣏ͱѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬Ҏ֎ͷ
පؾɺέΨͷྍ࣏Λಉ͍ͯͬߦʹ࣌ΔೖӃ೔਺ʹ͍ͭͯ͸ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃ೔਺ͱ
Έͳ͠·͢ɻ
˖8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇ͋Γͷ৔߹ɺ1ճͷೖӃͰෳ਺ͷݪҼʹΑΔྍ࣏Λ͍ͯͬߦΔ৔߹ͷೖӃ೔਺ͷࢉܭ͸ɺ࣍ͷͱ
͓Γͱ͠·͢ɻͨͩ͠ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷؚ͕ྍ࣏·Ε͍ͯΔ৔߹͸ɺѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷ
Λ໨తͱ͢ΔೖӃ೔਺͸ࠩ͠Ҿ͖·͢ɻྍ࣏
ɾ5࣬පͷؚ͕ྍ࣏·ΕΔ৔߹ ........ͦͷ1ճͷೖӃ͸5࣬පʹΑΔೖӃͱΈͳͯ͠ɺೖӃ೔਺Λ͠ࢉܭ·͢ɻ
ɾ5࣬පͷؚ͕ྍ࣏·Εͳ͍৔߹ ....ͦͷ1ճͷೖӃ͸ѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ɾ5࣬පҎ֎ͷපؾɺέΨʹΑΔೖӃ

ͱΈͳͯ͠ೖӃ೔਺Λ͠ࢉܭ·͢ɻ
˞̑࣬පɿ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױ

入院給付金のお支払例

60೔ 10೔

ୀӃೖӃ։࢝

ೖӃڅ෇ۚ60೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ 1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ͷ෦෼
ʢ10೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

೴伷࠹Ͱ70೔ؒೖӃ
〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／脳梗塞で70日間入院した場合〉

50೔ 5೔10೔

ୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

ೖӃB
ೖӃڅ෇ۚ10೔෼
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／2回以上入院した場合①〉

ೖӃB

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʹୡ͢
ΔͨΊɺ͜ͷ෦෼ʢ5೔෼ʣ͸
ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ50೔෼
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃAɹഏԌͰ50೔ؒೖӃ ೖӃBɹંࠎͰ15೔ؒೖӃ
100೔

˞ೖӃAͱೖӃB͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ
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50೔ 20೔

ୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／2回以上入院した場合②〉

ೖӃB
ೖӃڅ෇ۚ20೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ50೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃAɹഏԌͰ50೔ؒೖӃ ೖӃBɹഏԌͰ20೔ؒೖӃ
200೔

˞ೖӃ̖ͷୀӃ೔ͷཌ೔͔ΒೖӃ̗ͷೖӃ։࢝೔·Ͱ181೔Ҏ্͋ΔͷͰɺೖӃ̗͸৽ͨͳೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ

60೔ 30೔40೔60೔ 20೔

ୀӃୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則なし／2回以上入院した場合③〉

90೔

190೔

60೔

˞ೖӃ̖ͱೖӃ̗͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ
˞ೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨೖӃ̖ͷୀӃ೔ͷཌ೔͔ΒೖӃ̘ͷೖӃ։࢝೔·Ͱ181೔Ҏ্͋ΔͷͰɺೖӃ̘͸৽
ɹͨͳೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ

ೖӃC ഏԌͰ
90೔ؒೖӃ

ೖӃA  ഏԌͰ
80೔ؒೖӃ

ೖӃB  ંࠎͰ
40೔ؒೖӃ

ೖӃC

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ
౓ʹୡ͢ΔͨΊɺ
͜ͷ෦෼ʢ30೔෼ʣ
͸ೖӃڅ෇ۚΛࢧ
෷͍·ͤΜɻ

ೖӃC
ೖӃڅ෇ۚ
60೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ
60೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃA

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓
ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ ͷ෦෼
ʢ20೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚ
Λࢧ෷͍·ͤΜɻ

ೖӃB

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓
ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ͷ෦
෼ʢ40೔෼ʣ͸ೖӃڅ
෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

130೔

ୀӃೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／脳梗塞（脳血管疾患）で130日間入院した場合〉

ೖӃڅ෇ۚ130೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

೴伷࠹Ͱ 130೔ؒೖӃ

˞ѱੑ৽ੜ෺ɾ৺࣬ױɾ೴݂ױ؅࣬ͷྍ࣏Λ໨తͱͨ͠ೖӃ͸ɺ̍ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͓Αͼ௨ࢧࢉ෷ݶ౓͸͋Γ·ͤΜɻ

120೔ 10೔

ୀӃೖӃ։࢝

ೖӃڅ෇ۚ120೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ 1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʹୡ͢ΔͨΊɺ͜ ͷ෦෼
ʢ10೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

ຫੑ؊ԌͰ130೔ؒೖӃ
〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／慢性肝炎（肝疾患）で130日間入院した場合〉

˞5࣬පʢ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױʣͷྍ࣏Λ໨తͱͨ͠ೖӃ͸ɺ̍ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͕120೔
ͱͳΓ·͢ɻ
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40೔ 10೔80೔

ୀӃୀӃ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

100೔

˞ೖӃ A  ͱೖӃ B  ͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ
˞8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇʹΑΓɺ1ճͷೖӃʢೖӃ A  ͱ  ೖӃ B ʣʹ 5࣬පʢೖӃ A  ຫੑ؊Ԍʣ͕ ؚ·Ε͍ͯΔͷͰɺ

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͸5࣬පʹΑΔೖӃͷ৔߹ͷ120೔͕ద༻͞Ε·͢ɻ
˞5࣬පɿ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױ

ೖӃ B  ഏԌͰ50೔ؒೖӃ
ೖӃ A  ຫੑ؊Ԍʢ5࣬පʣ
Ͱ80೔ؒೖӃ

ೖӃ A
ೖӃڅ෇ۚ80೔෼Λ
෷͍͠·͢ɻࢧ͓

ೖӃ B
ೖӃڅ෇ۚ40೔෼Λ
෷͍͠·͢ɻࢧ͓

ೖӃ B

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʢ120೔ʣʹ
ୡ͢ΔͨΊɺ͜ ͷ෦෼ʢ10೔෼ʣ͸
ೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／2回以上入院した場合①（5疾病による入院が含まれる場合）〉

80೔ 20೔30೔40೔

ୀӃೖӃ։࢝ ೖӃ։࢝ೖӃ։࢝

〈8疾病入院支払限度拡大特則あり／2回以上入院した場合②（5疾病による入院が含まれる場合）〉

˞ೖӃ̖ͱೖӃ̗ͱೖӃ̘͸ɺೖӃͷݪҼʹ͔͔ΘΒͣܧଓͨ͠1ճͷೖӃͱΈͳ͠·͢ɻ
˞ೖӃ̗͸ѱੑ৽ੜ෺ʹΑΔೖӃͳͷͰɺ8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇʹΑΓɺ1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ɺ௨ࢧࢉ෷ݶ౓ʹ
ɹؚΊͣʹೖӃڅ෇ۚΛࢧ෷͍·͢ɻ
˞8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇʹΑΓɺ1ճͷೖӃʢೖӃ̖ͱೖӃ̗ͱೖӃ̘ ʣʹ 5࣬පʢೖӃ̘ ຫੑ؊Ԍʣ͕ ؚ·Εͯ
ɹ͍ΔͷͰɺ1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓͸5࣬පʹΑΔೖӃͷ৔߹ͷ120೔͕ద༻͞Ε·͢ɻ
˞5࣬පɿ౶೘පɾ݂ߴѹੑ࣬ױɾ؊࣬ױɾਛ࣬ױɾᢄ࣬ױ

ೖӃC  ຫੑ؊Ԍʢ5࣬පʣͰ
100೔ؒೖӃ

ೖӃA  ഏԌͰ
40೔ؒೖӃ

ೖӃB  ң͕Μ
ʢѱੑ৽ੜ෺ʣͰ
30೔ؒೖӃ

ೖӃC

1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ
౓ʢ120೔ʣʹ ୡ͢Δ
ͨΊɺ͜ ͷ෦෼ʢ20
೔෼ʣ͸ೖӃڅ෇ۚ
Λࢧ෷͍·ͤΜɻ

ೖӃC
ೖӃڅ෇ۚ
80೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃA
ೖӃڅ෇ۚ
40೔෼Λ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃB
ѱੑ৽ੜ෺ʹΑΔೖӃ
ͳͷͰɺೖӃڅ෇ۚ30
೔෼Λࢧ෷͍·͢ɻ

100೔ 40೔
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˙ ऴ਎ҩྍอ2018ݥɾऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇ʹ෇ՃͰ͖Δಛ約
がん特約
͕Μʹର͢ΔอোΛॆ࣮ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹҰۚ࣌Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

͕Μ਍அڅ෇ۚ

【1回目】
͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʢ*1ʣҎޙʹॳΊͯѱੑ৽ੜ෺
ʢ➡約款別表18ʣͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖
【2回目以降】
ѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃʢ*2ʣ͠ ͨͱ͖

͕Μ਍அڅ෇ֹۚ
1೥ʹ1ճɺ
௨6ࢉճͷ
౓ݶ෷͍Λࢧ

ඃอऀݥ

্ൽ಺৽ੜ෺਍அ
෇ۚڅ

͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʢ*1ʣҎޙʹॳΊ্ͯൽ಺৽
ੜ෺ʢ➡約款別表19ʣͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖ ͕Μ਍அڅ෇ֹۚͷ

50ˋ
1ճ

ʢ*1ʣ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔
ʢ*2ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣͷ

؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ

˖௚લʹࢧ෷ΘΕ͕ͨΜ਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥Ҏ಺ʹ͕Μ਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͯ͠΋ɺ͕Μ਍அ
෷͍·ͤΜɻࢧ෇ۚ͸څ
˖ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͷ਍அ֬ఆ͸ɺපཧ૊৫ֶతॴݟʹΑΓҩࢣͷ֨ࢿΛऀͭ࣋ʹΑΓͳ͞ΕΔ͜ͱΛཁ͠·͢ɻ
ͨͩ͠ɺපཧ૊৫ֶతߦ͕ࠪݕΘΕͳ͔ͬͨ৔߹ʹ͓͍ͯ΋ɺ౰͕ࣾೝΊͨͦͷଞͷํ๏Ͱ਍அ͕֬ఆ͞Εͨ৔߹͸ѱੑ৽ੜ
෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͱೝΊ·͢ɻ
˖͢΂ͯͷڅ෇͕ۚࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ

！

●͕Μ਍அڅ෇ۚɾ্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ͸੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔
ʢ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʣҎޙʹ਍அ֬ఆ͞Εͨѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺͕͓ࢧ෷͍ͷର৅ͱͳΓ·͢ɻ

͜ͷؒظʹѱੑ৽ੜ෺ɾ্ ൽ಺
৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͯ΋ɺ͕
Μ਍அڅ෇ ɾ্ۚ ൽ಺৽ੜ෺਍
அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

91೔໨ҎޙʹॳΊͯѱੑ৽ੜ෺ɾ
্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔
߹ʹɺ͕ Μ਍அڅ෇ ɾ্ۚ ൽ಺৽ੜ
෺਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

90೔ؒ

責任開始日 91日目（がん保障の責任開始日）

●͕Μ਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱͳΔೖӃ͸ѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃͰ͋Δ͜ͱΛཁ͠·͢ɻ
ඒ༰্ͷॲஔ΍ਓؒυοΫͷͨΊͷೖӃ͸ྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃʹ͸֘౰͠·ͤΜɻ

がん保障の責任開始日前に悪性新生物・上皮内新生物と診断確定されていた場合の取扱い
˓ඃอ͕ऀݥɺ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔લʢ෮׆ͷ৔߹͸ɺ෮׆ͷࡍͷ੹೚։ظ࢝લʣʹ ѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯͨ৔
߹ʹ͸ɺܖ約ऀ·ͨ͸ඃอ͕ͦऀݥͷ࣮ࣄΛ஌͍ͬͯΔ͔͍ͳ͍͔ʹ͔͔ΘΒͣɺ͕Μಛ約·ͨ͸͕Μಛ約ͷ෮׆͸ແ
ޮͱͳΓ·͢ɻ
˓͜ͷ৔߹ɺ͢Ͱʹ෷͍ࠐ·Ε͕ͨΜಛ約ͷอݥྉʢ෮׆ͷ৔߹ʹ͸ɺ෮׆ͷࡍͷԆ଺อݥྉ͓Αͼ෮׆Ҏޙͷอݥྉʣ͸
ͷ͍ͣΕऀݥ約ऀɺඃอܖΛ࣮ࣄѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍͕ͯͨऀݥ஌લʹඃอࠂ約ऀʹฦۚ͠·͢ɻͨͩ͠ɺܖ
͔ҰਓͰ΋஌͍ͬͯͨͱ͖͸ɺฦۚ͠·ͤΜɻ
˓͕Μอোͷ੹೚։࢝೔લʹ্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͸ɺ্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ͜ͷ
৔߹ɺ͕Μಛ約·ͨ͸͕Μಛ約ͷ෮׆͸ແޮͱ͸ͤͣɺ͕Μಛ約͸ܧଓ͠·͢ɻ
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がん診断給付金のお支払例

〈肺がん（悪性新生物）と診断確定され、その後肺がん（悪性新生物）の治療のための入退院を繰り返している場合〉

ᶃഏ͕Μͱ਍அ֬ఆ
ᶄഏ͕Μ
ͰೖӃ

ᶅഏ͕Μ
Ͱ2ϱ݄ೖӃ

ᶆഏ͕Μ
ͰೖӃ

ᶇഏ͕Μ
ͰೖӃ

1年5ヵ月 8ヵ月 5ヵ月 1年2ヵ月

ᶃ͕Μ਍அڅ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ʢ1ճ໨ʣ

ᶄ͕Μ਍அڅ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ʢ2ճ໨ʣ

ᶅ͕Μ਍அڅ
෇ۚΛ͓ࢧ෷
͍͠·ͤΜɻ

ᶆ͕Μ਍அڅ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ʢ3ճ໨ʣ

ᶇ͕Μ਍அڅ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ʢ4ճ໨ʣ

ᶃѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ1ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ᶄ௚લʹࢧ෷ΘΕ͕ͨΜ਍அڅ෇ ʢۚᶃʣͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥ܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏޙʹɺѱੑ
৽ੜ෺ͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃͨ͠ͷͰɺ2ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ᶅ௚લʹࢧ෷ΘΕ͕ͨΜ਍அڅ෇ ʢۚᶄʣͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥Ҏ಺ͷѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏ͷͨΊͷೖӃͳͷͰɺ
͕Μ਍அڅ෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
ᶆ௚લʹࢧ෷ΘΕ͕ͨΜ਍அڅ෇ ʢۚᶄʣͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Ҏ্ܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏޙʹɺ
ѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃͨ͠ͷͰɺ3ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ᶇ௚લʹࢧ෷ΘΕ͕ͨΜ਍அڅ෇ ʢۚᶆʣͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Ҏ্ܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏޙʹɺ
ѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃͨ͠ͷͰɺ4ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

〈肺がん（悪性新生物）と診断確定され、1年以内にその肺がん（悪性新生物）の治療で入院した場合〉

ᶃഏ͕Μͱ਍அ֬ఆ

ᶄഏ͕ΜͰೖӃ

ᶃ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ ᶄ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

1年以内

ᶃѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ1ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ᶄ͕Μ਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥Ҏ಺ʹɺѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃͯ͠΋ɺ2ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇
ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻೖӃதʹ1೥Λܦաͨ͠৔߹ʹ͸ɺ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʹࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠΋ͷͱΈͳ͠
ͯɺ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

〈肺がん（悪性新生物）と診断確定され、その後に肺がん（悪性新生物）が再発したが入院はしていない場合〉

ᶃഏ͕Μͱ਍அ֬ఆ

ᶃ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ ᶄ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

ᶄഏ͕Μൃ࠶
（入院なし）

1年6ヵ月

ᶃ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ ᶄ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

ᶃѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ1ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ᶄ͕Μ਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥ܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏޙʹɺѱੑ৽ੜ෺͕ൃ࠶΍సҠ͠ɺ
ѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏Λͯ͠΋ɺೖӃʹΑΔྍ࣏Λ͍ͯͬߦͳ͍৔߹ʹ͸ɺ2ճ໨ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
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急性心筋梗塞・脳卒中特約
Λ͓ۚ࣌ɾ೴ଔதͰॴఆͷೖӃΛͨ͠৔߹ʹҰ࠹伷ے৺ੑٸɾ೴ଔதʹର͢ΔอোΛॆ࣮ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ࠹伷ے৺ੑٸ
෷͍͠·͢ɻࢧ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

෇ۚڅྍ࣏࠹伷ے৺ੑٸ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡ੑٸ৺ے伷࠹ʢ➡約
款別表9ʣͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃʢ*1ʣ͠ ͨ
ͱ͖

ಛ約څ෇ֹۚ
1೥ʹ1ճɺ
௨6ࢉճͷ
౓ݶ෷͍Λࢧ

ඃอऀݥ

೴ଔதڅྍ࣏෇ۚ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡೴ଔதʢ➡約款別表
9ʣͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃʢ*1ʣ͠ ͨͱ͖ ಛ約څ෇ֹۚ

1೥ʹ1ճɺ
௨6ࢉճͷ
౓ݶ෷͍Λࢧ

ʢ*1ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣͷ
؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ

˖௚લʹࢧ෷ΘΕͨੑٸ৺ے伷څྍ࣏࠹෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥Ҏ಺ʹੑٸ৺ے伷څྍ࣏࠹෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰
ͯ͠΋ɺੑٸ৺ے伷څྍ࣏࠹෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
˖௚લʹࢧ෷ΘΕͨ೴ଔதڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥Ҏ಺ʹ೴ଔதڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͯ͠΋ɺ೴ଔ
தڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
˖͢΂ͯͷڅ෇͕ۚࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ

！
Λ໨ྍ࣏ɾ೴ଔதͷ࠹伷ے৺ੑٸ෷ର৅ͱͳΔೖӃ͸ࢧ෇ۚͷڅྍ࣏෇ۚɾ೴ଔதڅྍ࣏࠹伷ے৺ੑٸ
తͱ͢ΔೖӃͰ͋Δ͜ͱΛཁ͠·͢ɻඒ༰্ͷॲஔ΍ਓؒυοΫͷͨΊͷೖӃ͸ྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃ
ʹ͸֘౰͠·ͤΜɻ
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通院特約
ୀӃޙͷҰఆؒظதʹ௨Ӄͨ͠৔߹ͷอোΛॆ࣮ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

௨Ӄڅ෇ۚ

ೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕΔೖӃͷୀӃ೔ͷཌ
೔͔Β120೔Ҏ಺ͷؒظʹɺͦͷೖӃͷݪ
Ҽͱͳͬͨපؾ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱ
ͯ͠௨Ӄʢ*1ʣ͠ ͨͱ͖

௨Ӄڅ෇ۚ೔ֹ
ʷ

௨Ӄ೔਺

1ճͷೖӃͷୀӃޙͷ
௨Ӄʹ͍ͭͯ30೔ɺ
௨1,095ࢉ೔ݶ౓

ඃอऀݥ

ʢ*1ʣ௨Ӄͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹ͓͚Δ֎དྷɺ·ͨ͸ԟ਍ʹΑΓɺྍ࣏Λड͚Δ͜ͱΛ
͍͍·͢ɻʢ➡約款別表２ʣ

˖ೖӃதͷ௨Ӄ͸௨Ӄڅ෇ۚͷର৅ʹ͸ͳΓ·ͤΜɻ
෷͍·ͤΜɻࢧ෇ۚ͸ॏෳͯ͠څͷ͍ͣΕ͔ʹ֘౰͢Δ৔߹ʹ͸ɺ௨Ӄ࣍˖
ɾ1೔ʹ2ճҎ্௨Ӄͨ͠৔߹ʢ1ճͷ௨ӃͱΈͳ͠·͢ɻʣ
ɾ2Ҏ্ͷࣄ༝ͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠1ճͷ௨ӃΛͨ͠৔߹

˖௨Ӄڅ෇͕ۚࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ·ͨ͸ओܖ約ͷೖӃڅ෇͕ۚࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ

！
Λ໨తͱ͢Δ௨Ӄʹ͸ྍ࣏ೖɾडऔͷΈͷͨΊͷ௨ӃͳͲ͸ɺߪྉͷࡐྍ࣏ɾࡎાஔΛ൐Θͳ͍ༀྍ࣏
֘౰͠·ͤΜɻ
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入院一時金特約（払戻金なし）
පؾɾέΨͰೖӃͨ͠ͱ͖ͷอোΛ͞Βʹް͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ೔ؼΓೖӃʢೖӃ೔ͱୀӃ೔͕ಉҰͷೖӃͰɺೖӃجຊྉ
ͳͲͷ͓ࢧ෷͍ͷ༗ແͰ൑அ͠·͢ɻʣ͔ Βอো͢ΔͷͰɺ୹ظೖӃʹ΋උ͑ΒΕ·͢ɻ
ೖӃҰۚ࣌ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͸ɺऴ਎ҩྍอ2018ݥ ʹ෇ՃͰ͖Δಛ約Ͱ͢ɻऴ਎ҩྍอ2018ݥ ෇ಛଇ෇ʹ෇Ճ͢Δؐ͜߁݈
ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

ೖӃҰڅ࣌෇ۚ
੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾʢҟৗ෼ṯʢ➡
約款別表2ʣΛؚΈ·͢ɻʣ·ͨ͸έΨͷ࣏
ྍΛ໨తͱͯ͠ೖӃʢ*1ʣ͠ ͨͱ͖

ೖӃҰڅ࣌෇ֹۚ ௨100ࢉճݶ౓ ඃอऀݥ

ʢ*1ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣͷ
؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ

˖௚લʹࢧ෷ΘΕͨೖӃҰڅ࣌෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Ҏ಺ͷೖӃʹ͍ͭͯ͸ɺೖӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·
ͤΜɻ௚લʹࢧ෷ΘΕͨೖӃҰڅ࣌෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ҎޙʹೖӃͨ͠৔߹ɺ·ͨ͸ɺ
ೖӃ͍ͯ͠Δ৔߹͕ࢧ෷ର৅ͱͳΓ·͢ɻͨͩ͠ɺܧଓೖӃͷ৔߹ʢܧଓೖӃͷ։࢝೔લ60೔ʹೖӃҰڅ࣌෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕
ੜ͍ͯ͡ͳ͍৔߹ʹݶΓ·͢ɻʣɺೖӃ1೔໨ɺ60೔໨ͰೖӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠ɺҎ60ޙ೔͝ͱʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˖ೖӃҰڅ࣌෇͕ۚࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ

！ ೖӃҰڅ࣌෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱͳΔೖӃ͸පؾɾέΨͷྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃͰ͋Δ͜ͱΛཁ͠·͢ɻඒ
༰্ͷॲஔ΍ਓؒυοΫͳͲͷͨΊͷೖӃ͸ྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃʹ͸֘౰͠·ͤΜɻ

入院一時給付金のお支払例

̏೔ 10೔30೔

〈2回以上入院した場合①〉

ೖӃA
ೖӃ1೔໨ʹࢧ෷ࣄ
༝ʹ֘౰͠ɺೖӃ
Ұڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ
෷͍͠·͢ɻ

60೔

25೔10೔

ೖӃҰڅ࣌෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Ҏ಺ͷೖӃʹ͍ͭͯ͸ೖӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

ೖӃB

ɹɹɹͷೖӃ1೔໨͔Β60೔
Ҏ಺ͷೖӃͷͨΊɹɹ ʹͭ
͍ͯ͸ೖӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ
෷͍͠·ͤΜɻ

ೖӃA

ೖӃC

ɹɹɹͷೖӃ1೔໨͔Β60೔Λ
ೖӃ͠ʹޙաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏܦ
͍ͯΔͷͰɺೖӃ1೔໨ʹࢧ෷
෇ۚڅ࣌༝ʹ֘౰͠ɺೖӃҰࣄ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃA

ೖӃA  
3೔ؒೖӃ

ೖӃB  
30೔ؒೖӃ

ೖӃC  
10೔ؒೖӃ

ೖӃB
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̏೔ 17೔

〈2回以上入院した場合②〉

ೖӃA
ೖӃ1೔໨ʹࢧ෷ࣄ
༝ʹ֘౰͠ɺೖӃ
Ұڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ
෷͍͠·͢ɻ

60೔

40೔

ೖӃҰڅ࣌෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ҎޙͷೖӃ͕ࢧ෷ର৅Ͱ͢ɻ

ೖӃA

ೖӃB
ೖӃ։࢝೔͔ΒೖӃ
17೔໨·Ͱ͸ɹɹɹ
ͷೖӃ1೔໨͔Β60೔
Ҏ಺ͷͨΊೖӃҰ࣌
෷͍͠ࢧ෇ۚΛ͓څ
·ͤΜɻ

ೖӃB
ೖӃ1 8೔໨͕ɹɹɹ
ͷೖӃ1೔໨͔Β60೔
Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʹ
ͳΔͷͰɺೖӃ18೔໨
༝ʹ֘౰͠ɺࣄ෷ࢧʹ
ೖӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ
෷͍͠·͢ɻ

ೖӃB  
30೔ؒೖӃ

ೖӃA  
3೔ؒೖӃ

13೔

ೖӃA

〈継続60日以上入院した場合〉

ೖӃ1೔໨ʹࢧ෷ࣄ
༝ʹ֘౰͠ɺೖӃ
Ұڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ
෷͍͠·͢ɻ

ࢧʹଓೖӃͷͨΊೖӃ60೔໨ܧ
෷ࣄ༝ʹ֘౰͠ɺೖӃҰڅ࣌෇
ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃ60೔໨͔Β60೔Λܦա͠
ͨ೔ͷཌ೔ʢೖӃ120೔໨ʣʹ
څ࣌༝ʹ֘౰͠ɺೖӃҰࣄ෷ࢧ
෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

130೔ؒೖӃ

ʹଓ͍ͯ͠Δͱ͖͸60೔͝ͱܧޙ෷͍͠ɺҎࢧ෇ۚΛ1೔໨ɺ60೔໨Ͱ͓څ࣌ଓ60೔Ҏ্ೖӃͨ͠৔߹ʹ͸ɺೖӃҰܧ
෷͍͠·͢ɻࢧ͓

59೔ 60೔ 11೔

1೔໨ 60೔໨ 120೔໨

̏೔ 60೔ 50೔

〈継続60日以上入院した場合でも、継続入院の１日目、60日目でお支払いできないケース〉

ೖӃA
ೖӃ1೔໨ʹࢧ෷ࣄ
༝ʹ֘౰͠ɺೖӃ
Ұڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ
෷͍͠·͢ɻ

60೔ 60೔

37೔

ೖӃB

ೖӃ։࢝೔ͷ࣌఺
Ͱ͸ɹɹ ͷೖӃ
1೔໨͔Β60೔Λ
ա͍ͯ͠ͳ͍ͨܦ
ΊɺೖӃ։࢝೔͔
ΒೖӃ20೔໨·
Ͱ͸ೖӃҰڅ࣌෇
ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·
ͤΜɻ

ೖӃB

ɹɹɹͷೖӃ1೔໨
͔Β60೔Λܦաͨ͠
೔ͷཌ೔ʢೖӃ21೔
໨ʣʹೖӃ͍ͯ͠Δ
ͷͰɺೖӃ21೔໨ʹ
༝ʹ֘౰͠ɺࣄ෷ࢧ
ೖӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

ೖӃA

ೖӃB

ɹɹɹͷೖӃ21೔໨͔Β
60೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔
ʢೖӃ81೔໨ʣʹೖӃ͠
͍ͯΔͷͰɺೖӃ81೔໨
༝ʹ֘౰͠ɺೖࣄ෷ࢧʹ
ӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ෷͍
͠·͢ɻ

ೖӃB

༝͕ੜ͍ͯ͡Δ৔߹ʹ͸ɺࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅ࣌೔લ60೔ʹೖӃҰ࢝ଓೖӃͷ։ܧଓ60೔Ҏ্ೖӃͨ͠৔߹Ͱ΋ɺܧ
ೖӃ1೔໨ɺ60೔໨Ͱͷ͓ࢧ෷͍͸͋Γ·ͤΜɻ௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ҎޙͷೖӃ
ʹରͯ͠ɺೖӃҰڅ࣌෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೖӃA  
3೔ؒೖӃ

ೖӃB  
130೔ؒೖӃ

20೔

ೖӃA
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先進医療特約2018
ઌਐҩྍʹର͢ΔอোΛॆ࣮ͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻॴఆͷઌਐҩྍʹΑΔྍཆΛड͚ͨ৔߹ʹɺઌਐҩྍڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠
·͢ɻ
˞౰ࣾͷઌਐҩྍڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕΔಛ約͸ɺඃอ͓̍ऀݥਓʹ͖ͭ1ಛ約ͷΈ͝ܖ約Ͱ͖·͢ɻ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

ઌਐҩྍڅ෇ۚ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾʢҟৗ෼ṯʢ➡
約款別表2ʣΛؚΈ·͢ɻʣ·ͨ͸έΨͷྍ࣏
Λ໨తͱͯ͠ઌਐҩྍʹΑΔྍཆʢ*1ʣΛड
͚ͨͱ͖

ઌਐҩྍʹ͔͔Δ
ٕज़ྉͷࣗݾෛ୲
ֹͱಉ ʢֹ*2ʣ

௨2,000ࢉສԁͷࢧ෷͍
Λݶ౓

ඃอऀݥ

ʢ*1ʣઌਐҩྍʹΑΔྍཆͱ͸ɺެతҩྍอ੍ݥ౓ͷ๏཯ʹ΋ͱͮ͘ධՁྍཆͷ͏ͪɺްੜ࿑ಇେਉ͕ఆΊΔઌਐҩྍʹΑΔྍཆ
Λ͍͍·͢ɻઌਐҩྍ͝ͱʹܾΊΒΕͨదԠ঱ʹର͠ɺްੜ࿑ಇେਉ͕ఆΊΔࢪઃج४ʹద߹͢ΔපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹ͓͍
·ΓݶʹΘΕΔ΋ͷߦͯ ʢ͢➡約款別表2ʣ

ʢ*2ʣઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ֹʹ͸ɺެతҩྍอ੍ݥ౓ͷ๏཯ʹ΋ͱ͖ͮڅ෇ͷର৅ͱͳΔඅ༻ʢࣗݾෛ୲෦෼ΛؚΈ·͢ɻʣɺઌ
ਐҩྍҎ֎ͷධՁྍཆͷͨΊͷඅ༻ɺબఆྍཆͷͨΊͷඅ༻ɺ৯ྍࣄཆͷͨΊͷඅ༻ɺੜྍ׆ཆͷͨΊͷඅ༻ͳͲɺઌਐҩ
ྍʹ͔͔Δٕज़ྉҎ֎ͷඅ༻͸ؚ·Ε·ͤΜɻ

˖ઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ֹ͕ࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ

！
●Ճೖ࣌఺Ͱઌਐҩྍͷର৅Ͱ͋ͬͨҩྍٕज़Ͱ΋ɺྍཆΛड͚ͨ೔ࡏݱʹ͓͍ͯҰൠ਍ྍ΁ಋೖ͞Εɺ
ެతҩྍอݥͷڅ෇ର৅ͱͳͬͨ৔߹΍ɺঝೝऔফͳͲͷཧ༝ʹΑΓઌਐҩྍͰͳ͘ͳͬͨ৔߹͸ɺ
ઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱ͸ͳΓ·ͤΜɻ

●ઌਐҩྍಛ約2018ͷڅ෇ʹ͔͔ΘΔެతҩྍอ੍ݥ౓౳͕কདྷม͞ߋΕͨͱ͖͸ɺओ຿׭ிͷೝՄΛ
ಘͯઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝Λม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

●ઌਐҩྍʹ͍ͭͯৄ͘͠͸ɺްੜ࿑ಇলͷϗʔϜϖʔδΛ͝ࢀর͍ͩ͘͞ɻ
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˙ ঁੑ࣬පอݥ
特徴としくみ

1 所定の女性疾病による入院を保障します。入院日数にかかわらず、入院を開始した場合に女性疾病
支援給付金をお支払いします。日帰り入院（*1）も支払対象です。
ʢ*1ʣ೔ؼΓೖӃͱ͸ɺೖӃ೔ͱୀӃ೔͕ಉҰͷೖӃͰɺೖӃجຊྉͳͲͷ͓ࢧ෷͍ͷ༗ແͰ൑அ͠·͢ɻ

2 所定の女性特定ガンと診断確定されたとき（2回目以降のお支払いの場合は、女性特定ガンで入院
したとき）には女性特定ガン治療給付金をお支払いします。（2年に1回）

3 乳がん（*2）で乳房を切除し、乳房再建術を受けた場合には乳房再建給付金をお支払いします。（1乳
房につき1回）
ʢ*2ʣ੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹ਍அ֬ఆ͞Εͨೕ͕Μͷ৔߹͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

4 死亡した場合には死亡保険金をお支払いします。

5 解約時の払戻金はありません。
また、無配当保険ですので、契約者配当金はありません。

6 保険期間は10年です。保険期間満了日の2週間前までにお申出のない限り、健康状態にかかわら
ず80歳まで（*3）自動更新されます。
ʢ*3ʣอؒظݥຬྃ೔ͷཌ೔ʹ͓͚Δඃอऀݥͷ೥ྸ͕80ࡀҎԼͱͳΔൣғͰࣗಈߋ৽Λऔѻ͍·͢ɻ

〈しくみ図〉

約ܖ͝ ຬྃ

   ࣗಈߋ৽ʹΑΓ
Ͱอো·ࡀ௕80࠷   

อظݥ ʢؒ10೥ʣ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ
ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ ʢۚ*1ʣ
ೕ๪څݐ࠶෇ۚ
ۚݥ๢อࢮ

ʢ*1ʣ੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹঁੑಛఆΨϯͱ਍அ͞Εͯ΋ɺঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

44

อো಺༰ʹ͍ͭͯ



支払事由など
෷͍͢Δࢧ͓
ۚݥ෇ۚɾอڅ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ ੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡ॴఆͷঁੑ࣬පʢ➡約款別表14ʣ
ͷྍ࣏ͷͨΊͷೖӃʢ*1ʣΛ։ͨ࢝͠ͱ͖

ঁੑ࣬පࢧԉ
෇ֹۚڅ

180೔ʹ1ճɺ
௨50ͯ͠ࢉճ
Λݶ౓

ඃอऀݥ

ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏
෇ۚ

【1回目】
ঁੑಛఆΨϯͷ੹೚։࢝೔ʢ*2ʣҎޙʹɺॳΊͯॴఆͷঁ
ੑಛఆΨϯʢ➡約款別表15ʣʹ ጶ͠ױɺ͔ͭɺ਍அ֬ఆ͞
Εͨͱ͖
【2回目以降】
ঁੑಛఆΨϯͷྍ࣏ͷͨΊͷೖӃʢ*1ʣΛ։ͨ࢝͠ͱ͖

ঁੑ࣬පࢧԉ
෇ֹۚͷڅ

5ഒ

2೥ʹ1ճΛ
౓ݶ

ೕ๪څݐ࠶෇ۚ

ͷ͢΂ͯʹ֘౰ͨ͠ͱ͖࣍
ʢ1ʣঁ ੑಛఆΨϯͷ੹೚։࢝೔ʢ*2ʣҎޙʹೕ͕Μʢ*3ʣʹ

ጶ͠ױɺ͔ͭɺ਍அ֬ఆ͞Εɺྍ࣏ͷͨΊʹೕ๪ͷ
੾আज़ʢ*4ʣΛड͚ͨ͜ͱ

ʢ2ʣʢ1ʣͷ੾আज़Λड͚ͨೕ๪ʹ͍ͭͯೕ๪ݐ࠶ज़ʢ*5ʣΛ
ड͚ͨ͜ͱ

ঁੑ࣬පࢧԉ
෇ֹۚͷڅ

5ഒ

1ೕ๪ʹ͖ͭ
1ճΛݶ౓

ۚݥ๢อࢮ ๢ͨ͠ͱ͖ࢮ
ঁੑ࣬පࢧԉ
෇ֹۚͷڅ

5ഒ
ʔ ݥ๢อࢮ

ۚडऔਓ

ʢ*1ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣͷ؅
ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ

ʢ*2ʣ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔
ʢ*3ʣʮೕ͕Μʯͱ͸ɺ約款ผද15தͷʮೕ๪ͷѱੑ৽ੜ෺ʢجຊ෼ྨίʔυ C50ʣʯ͓ Αͼʮೕ๪ͷ্ൽ಺؞ʢجຊ෼ྨίʔυ

D05ʣʯΛ͍͍·͢ɻ
ʢ*4ʣʮೕ๪ͷ੾আज़ʯͱ͸ɺൽෘΛ੾։͠ɺපม෦Λ੾আ͢Δखज़Λ͍͍·͢ɻͨͩ͠ɺ਍அ͓Αͼੜݕ౳ͷࠪݕͷͨΊͷखज़

Λআ͖·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ
ʢ*5ʣʮೕ๪ݐ࠶ज़ʯͱ͸ɺೕ๪ͷ੾আज़ʹΑΓ૕ࣦͨ͠ೕ๪ͷܗଶΛൽෘหʢൽෘͷܽଛ෦෼Λඃ෴͢ΔͨΊͷ২ൽज़͸ؚΈ·

ͤΜɻʣ·ͨ͸ਓ޻෺Λ༻͍ͯਖ਼ৗʹ͍ۙܗଶʹ໭͢͜ͱΛ໨తͱ͢Δखज़Λ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ

˖ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ͸௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βɺ180೔Ҏ಺ʹ࠶ೖӃͨ͠৔߹͓Αͼ180೔Ҏ಺ʹ৽ͨͳঁੑ࣬පʹ
ΑΔೖӃΛ։ͨ࢝͠৔߹ʹ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β180೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏࢧʹޙ෷ࣄ༝
ʹ֘౰ͨ͠৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˖2ճ໨Ҏ߱ͷঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ͸ɺ௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β2೥Ҏ಺ʹঁੑಛఆΨϯͷྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃ
Λ։ͨ࢝͠৔߹ʹ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β2೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏࢧʹޙ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠
৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˖͕Μͷ਍அ֬ఆ͸ɺපཧ૊৫ֶతॴݟʹΑΓҩࢣͷ֨ࢿΛऀͭ࣋ʹΑΓͳ͞ΕΔ͜ͱΛཁ͠·͢ɻͨͩ͠ɺපཧ૊৫ֶతࠪݕ
ΘΕͳ͔ͬͨ৔߹ʹ͓͍ͯ΋ɺ౰͕ࣾೝΊͨͦͷଞͷํ๏Ͱ਍அ͕֬ఆ͞Εͨ৔߹͸ɺ͕ΜͱೝΊ·͢ɻߦ͕

！

●ঁੑ࣬පอݥ͸อোͷର৅Λঁੑಛ༗ͷපؾͳͲಛఆͷ࣬පʹݶఆ͍ͯ͠·͢ɻ約款ผද14ʹఆΊ
Δʮঁੑ࣬පʯ͓ Αͼ約款ผද15ʹఆΊΔʮঁੑಛఆΨϯʯʹ ֘౰͠ͳ͍࣬ප͓ΑͼέΨ͸อোͷର৅
ͱͳΓ·ͤΜɻ

●ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚɺೕ๪څݐ࠶෇ۚ͸੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹঁੑಛఆΨϯͱ਍அ֬ఆ͞
Εͯ΋͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʢঁੑಛఆΨϯ
ͷ੹೚։࢝೔ʣҎޙʹ਍அ֬ఆ͞ΕͨঁੑಛఆΨϯ͕͓ࢧ෷͍ͷର৅ͱͳΓ·͢ɻ

●ঁੑ࣬පอݥʹ͸อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আͷऔѻ͍͸͋Γ·ͤΜɻ
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女性疾病支援給付金のお支払例

ʪྫ1ʫ

ఇԦ੾։ͰೖӃ ཛ૥ͷ͏जͰೖӃ

ʢঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍͸180೔ʹ1ճΛݶ౓ͱ͠·͢ʣ
೛৷݂ߴѹ঱ީ܈ͰೖӃ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍
͠·͢ɻʢલճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘
౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ
180೔Λܦա͍ͯ͠Δ৔߹ʣ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

લճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦ
ͷ೔ΛؚΊͯ180೔Λܦա͍ͯ͠ͳ
͍ͷͰɺঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ͸͓ࢧ
෷͍͠·ͤΜɻ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍
ʢલճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘

౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ
Λܦա͍ͯ͠Δ৔߹ʣ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

લճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦ
ͷ೔ΛؚΊͯ180೔Λܦա͍ͯ͠ͳ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ͸͓ࢧ
෷͍͠·ͤΜɻ

180೔

ʪྫ2ʫ

ೕ͕ΜͰೖӃ ೕ͕ΜͰ࠶ೖӃ

180೔
ʢঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍͸180೔ʹ1ճΛݶ౓ͱ͠·͢ʣ

લճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊ
ͯ180೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʹࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰
ͨ͠΋ͷͱͯ͠ɺঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷
͍͠·͢ɻ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍
͠·͢ɻʢલճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘
౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ
180೔Λܦա͍ͯ͠Δ৔߹ʣ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍
ʢલճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘

౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ
Λܦա͍ͯ͠Δ৔߹ʣ

༝ʹ֘౰ࣄ෷ࢧ ͨ೔͔Β
աͨ͠ܦ ೔ʹ

΋ͷͱͯ͠ɺঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷

女性特定ガン治療給付金のお支払例

〈子宮がんと診断確定された場合①〉
੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹ͕ٶࢠΜʢঁੑಛఆΨϯʣͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͸ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

೔࢝ɺ਍அ֬ఆ੹೚։͠ױΜʹጶ͕ٶࢠ

     

90೔

ྍ࣏Μͱ਍அ֬ఆ͞Εͯ΋ɺঁੑಛఆΨϯ͕ٶࢠ
෷͍͠·ͤΜɻࢧ෇ۚ͸͓څ

ͱ਍அ֬ఆ͞Εͯ΋
෷͍͠·ͤΜɻࢧ෇ۚ͸͓څ

〈子宮がんと診断確定された場合②〉
੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ҎޙʹॳΊ͕ͯٶࢠΜʢঁੑಛఆΨϯʣʹ ጶ͠ױɺ͔ͭɺ਍அ֬ఆ
͞Εͨ৔߹ʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ॳΊ͕ͯٶࢠΜʹጶ͠ױɺ਍அ֬ఆ੹೚։࢝೔

90೔

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨ͜ͱ͕
ͳ͍৔߹ɺ͕ٶࢠΜͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖ʹɺঁੑ
ಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨ͜ͱ͕
͕Μͱ਍அ֬ఆ͞

ಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

〈乳がんにより女性特定ガン治療給付金をお支払いし、2年経過後に乳がんの再発により入院した場合〉
ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚͷ͓ࢧ෷͍͸2೥ʹ1ճΛݶ౓ͱ͠·͢ɻ
௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ2೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ҏޙʹೕ͕ΜʢঁੑಛఆΨϯʣͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠
ೖӃΛ։ͨ࢝͠৔߹ʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ೕ͕Μͷൃ࠶ͰೖӃ

2೥

ͷͨΊʹೖӃΛ։ྍ࣏ೕ͕Μͷͨ͠ൃ࠶
෇ۚڅྍ࣏ͱ͖ʹɺঁੑಛఆΨϯͨ࢝͠
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ॳΊͯೕ͕Μʹጶ͠ױɺ਍அ֬ఆ

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨ͜
ͱ͕ͳ͍৔߹ɺೕ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖ʹɺ
ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨ͜
͕Μͱ਍அ֬ఆ

ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ͷͨΊʹೖӃΛ։ྍ࣏ೕ͕Μͷͨ͠ൃ࠶
ʹɺঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ

Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
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〈乳がんにより女性特定ガン治療給付金をお支払いし、2年以内に乳がんの再発により入院した場合〉
ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚͷ͓ࢧ෷͍͸2೥ʹ1ճΛݶ౓ͱ͠·͢ɻ
௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ2೥Ҏ಺ʹೕ͕ΜʢঁੑಛఆΨϯʣͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃΛ։ͯ࢝͠΋ɺ
ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

ॳΊͯೕ͕Μʹጶ͠ױɺ਍அ֬ఆ ೕ͕Μͷൃ࠶ͰೖӃ

2೥

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ
෷ΘΕͨ͜ͱ͕ͳ͍৔߹ɺೕ͕Μͱ
਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖ʹɺঁੑಛఆΨ
ϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

લճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ
೔ΛؚΊͯ2೥ܦա͍ͯ͠ͳ͍ͷͰɺঁ
ੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·
ͤΜɻ

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ
෷ΘΕͨ͜ͱ͕ͳ͍৔߹ɺ

Εͨͱ͖ʹɺঁੑಛఆΨ
ϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

લճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰͠લճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ ͨ೔͔Βͦͷ
೥ܦա͍ͯ͠ͳ͍ͷͰ

ੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·

〈乳がんにより女性特定ガン治療給付金をお支払いし、2年以内に乳がんの再発により入院、入院中に2年が経過した場合〉
ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚͷ͓ࢧ෷͍͸2೥ʹ1ճΛݶ౓ͱ͠·͢ɻ
௚લͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ2೥ܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʹೕ͕ΜʢঁੑಛఆΨϯʣʹ ΑΓܧଓೖӃ͍ͯͨ͠৔
߹ʹ͸ɺͦͷ೔ʹೖӃΛ։ͨ࢝͠΋ͷͱΈͳͯ͠ɺঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ॳΊͯೕ͕Μʹጶ͠ױɺ਍அ֬ఆ ೕ͕Μͷൃ࠶ͰೖӃ

2೥

લճͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ2
೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʹೕ͕Μͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃ
Λ։ͨ࢝͠΋ͷͱΈͳͯ͠ɺঁ ੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ෷ΘΕ
ͨ͜ͱ͕ͳ͍৔߹ɺೕ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Ε
ͨͱ͖ʹɺঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷
͍͠·͢ɻ

ҎલʹঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇͕ۚࢧ෷ΘΕ
ͨ͜ͱ͕ͳ͍৔߹ɺ ͕Μͱ਍அ֬ఆ
ͱ͖ʹɺঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚΛ͓ࢧ෷

༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Βࣄ෷ࢧ
ཌ೔ʹೕ͕Μͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃ

ͨ΋ͷͱΈͳͯ͠ɺঁ ੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚ
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˙ ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
特徴としくみ

1 がんの治療に備える保険です。
●ॴఆͷ͕߅Μྍ࣏ࡎɺϗϧϞϯྍ࣏ࡎΛड͚ͨ৔߹ʹɺڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻʢ*1ʣ
●ॴఆͷ์ࣹઢྍ࣏ɺखज़Λड͚ͨ৔߹ʹɺڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͸ɺҰۚ࣌Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ʢ*1ʣ͕߅Μྍ࣏ࡎɺϗϧϞϯྍ࣏ࡎ͸80ࡀͱͳͬͨ௚ޙͷܖ約Ԡ౰೔ͷલ೔·ͰͷอোͱͳΓ·͢ɻ

2 悪性新生物と診断確定された場合、または、不慮の事故で所定の障害状態に該当した場合には、
以後の保険料の払込みを免除します。

3 特約を付加すれば、保障内容をさらに充実させることができます。
●͕Μ਍அڅ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣɿ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹҰۚ࣌Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●͕ΜೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣɿ͕ΜͰೖӃͨ͠৔߹ʹೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●͕Μઌਐҩྍಛ約ɿ͕ΜʹΑΓઌਐҩྍΛड͚ͨ৔߹ʹઌਐҩྍڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

4 解約時の払戻金はありません。
また、無配当保険ですので、契約者配当金はありません。

〈しくみ図〉

一
生
涯
保
障

˰ ৽ߋ

90೔ؒ
ʢ*1ʣ

約ܖ͝ ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʢ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʣ

〈主契約：終身がん治療保険（払戻金なし）〉
෇ۚʢ*2ʣڅྍ࣏ࡎΜ͕߅●
●ϗϧϞϯڅྍ࣏ࡎ෇ۚʢ*2ʣ
●์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ
●खज़څ෇ۚ
●͕Μࢧྍ࣏ԉڅ෇ۚʢอܖݥ約ͷ͕ܕᶗܕͷ৔߹ͷΈʣ
〈がん診断給付特約（払戻金なし）〉
●͕Μ਍அڅ෇ۚ
●্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ

〈がん入院特約（払戻金なし）〉
●ೖӃڅ෇ۚ

〈がん先進医療特約〉
●ઌਐҩྍڅ෇ۚ ʢ࠷௕95ࡀ·Ͱʣ˰ ৽ߋ

ʢ*1ʣ੹೚։࢝೔͔Β90೔ؒ͸ɺڅ෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
ʢ*2ʣ80ࡀͱͳͬͨ௚ޙͷܖ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱ

対象となる悪性新生物・上皮内新生物
˖ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͓ Αͼऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ෇ՃͰ͖Δಛ約ʹ͓͍ͯɺอোͷର৅ͱͳΔѱੑ৽ੜ
෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺͸ɺͦΕͧΕ約款ผද18ʹఆΊΔѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸ผද19ʹఆΊΔ্ൽ಺৽ੜ෺Λ͍͍·͢ɻ

˖ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͷ਍அ֬ఆ͸ɺපཧ૊৫ֶతॴݟʹΑΓҩࢣͷ֨ࢿΛऀͭ࣋ʹΑΓͳ͞ΕΔ͜ͱΛཁ͠·͢ɻ
ͨͩ͠ɺපཧ૊৫ֶతߦ͕ࠪݕΘΕͳ͔ͬͨ৔߹ʹ͓͍ͯ΋ɺ౰͕ࣾೝΊͨͦͷଞͷํ๏Ͱ਍அ͕֬ఆ͞Εͨ৔߹͸ѱੑ৽ੜ
෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͱೝΊ·͢ɻ
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がん保障の責任開始日
˖͕Μอোͷ੹೚։࢝೔͸ɺ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔Ͱ͢ɻ

！

੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʢ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʣҎޙʹ਍அ֬ఆ͞Εͨ
ѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺͕ɺ֤څ෇ ʢۚ෇Ճ͞Εͨಛ約ͷڅ෇ۚΛؚΈ·͢ɻʣͷ͓ࢧ෷͍ͷର৅͓Αͼ
อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আͷର৅ͱͳΓ·͢ɻ

͜ͷؒظʹѱੑ৽ੜ෺ɾ্ ൽ಺৽
ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͯ΋ɺڅ෇ۚ
ͷ͓ࢧ෷͍΍ɺอݥྉͷ෷ࠐΈͷ
໔আ͸Ͱ͖·ͤΜɻ

91೔໨ҎޙʹॳΊͯѱੑ৽ੜ෺ɾ
্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔
߹ʹɺڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍ɺอݥྉ
ͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͍ߦ·͢ɻ

90೔ؒ

責任開始日 91日目（がん保障の責任開始日）

˞ෆྀͷނࣄʹΑΔอݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ͸੹೚։͔ظ࢝Βอো͠·͢ɻ

がん保障の責任開始日前に悪性新生物・上皮内新生物と診断確定されていた場合の取扱い
˓ඃอ͕ऀݥɺ͕ Μอোͷ੹೚։࢝೔લʢ෮׆ͷ৔߹͸ɺ෮׆ͷࡍͷ੹೚։ظ࢝લʣʹ ѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯͨ৔߹ʹ͸ɺ
ྍ࣏ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ·ͨ͸ऴ਎͕Μݥอྍ࣏Λ஌͍ͬͯΔ͔͍ͳ͍͔ʹ͔͔ΘΒͣɺऴ਎͕Μ࣮ࣄͷ͕ͦऀݥ約ऀ·ͨ͸ඃอܖ
อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ෮׆͸ແޮͱͳΓ·͢ɻ
˓͜ͷ৔߹ɺ͢Ͱʹ෷͍ࠐ·Εͨऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷอݥྉʢ෮׆ͷ৔߹ʹ͸ɺ෮׆ͷࡍͷԆ଺อݥྉ͓Αͼ෮׆
Ҏޙͷอݥྉʣ͸ܖ約ऀʹฦۚ͠·͢ɻͨͩ͠ɺࠂ஌લʹඃอ͕ऀݥѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍࣮ͯͨࣄΛܖ約ऀɺඃอݥ
ऀͷ͍ͣΕ͔ҰਓͰ΋஌͍ͬͯͨͱ͖͸ɺฦۚ͠·ͤΜɻ
˞ಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹͸ಛ約ͷอݥྉΛؚΈ·͢ɻ
˓͕Μอোͷ੹೚։࢝೔લʹ্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͸ɺڅ෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ͜ͷ৔߹ɺऴ਎͕Μྍ࣏อ
ଓ͠·͢ɻܧʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͸ݥอྍ࣏͸ແޮͱ͸ͤͣɺऴ਎͕Μ׆ʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ෮ݥอྍ࣏ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ·ͨ͸ऴ਎͕Μݥ

保険契約の型

อܖݥ約ͷܕ ᶗܕ ᶘܕ

෇ۚͷछྨڅ

ɾ͕߅Μڅྍ࣏ࡎ෇ۚ
ɾϗϧϞϯڅྍ࣏ࡎ෇ۚ
ɾ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ
ɾखज़څ෇ۚ
ɾ͕Μࢧྍ࣏ԉڅ෇ۚ

ɾ͕߅Μڅྍ࣏ࡎ෇ۚ
ɾϗϧϞϯڅྍ࣏ࡎ෇ۚ
ɾ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ
ɾखज़څ෇ۚ

˖อܖݥ約ͷܕͷมߋ͸Ͱ͖·ͤΜɻ
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支払事由など
෇ۚɾڅ෷͍͢Δࢧ͓
อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ ༝ࣄΈͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝ɾอࣄ෷ࢧ ෷ֹ౳ࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

෇ۚڅྍ࣏ࡎΜ͕߅

͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ਍அ֬ఆ͞Ε
ͨѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ
໨తͱͯ͠ɺެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘
ҩՊ਍ྍใु఺਺ද·ͨ͸ࣃՊ਍ྍใु఺
਺දʢ➡約款別表2ʣʹ ΑΓ͕߅Μࡎʢ➡約款
別表22ʣʹ ͔͔Δༀࡎྉ·ͨ͸ॲํͤΜྉ
࣏ࡎΜ͕߅ఆ͞ΕΔࢉ͕ ʢྍ➡約款別表2ʣ
Λड͚ͨͱ͖

༝ʹ֘౰͢ࣄ෷ࢧ
Δ೔͕ଐ͢Δ݄͝
ͱʹɺ
෇ֹۚڅຊج

1ϱ݄ʹ1ճɺ
௨36ࢉϱ݄ͷࢧ෷͍Λ
ޙͱͳͬͨ௚ࡀ౓ɺ80ݶ
ͷܖ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱ

ඃ
อ
ݥ
ऀ

ϗϧϞϯڅྍ࣏ࡎ෇ۚ

͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ਍அ֬ఆ͞Ε
ͨѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ
໨తͱͯ͠ɺެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘
ҩՊ਍ྍใु఺਺ද·ͨ͸ࣃՊ਍ྍใु఺
਺දʢ➡約款別表2ʣʹ ΑΓϗϧϞϯࡎʢ➡約
款別表23ʣʹ ͔͔Δༀࡎྉ·ͨ͸ॲํͤΜ
ྉ͕ࢉఆ͞ΕΔϗϧϞϯ࣏ࡎ ʢྍ➡約款別表
2ʣΛड͚ͨͱ͖

༝ʹ֘౰͢ࣄ෷ࢧ
Δ೔͕ଐ͢Δ݄͝
ͱʹɺ
෇ֹۚͷڅຊج

20ˋ

1ϱ݄ʹ1ճɺ
௨60ࢉϱ݄ͷࢧ෷͍Λ
ޙͱͳͬͨ௚ࡀ౓ɺ80ݶ
ͷܖ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱ

์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ

͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ਍அ֬ఆ͞Ε
ͨѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ
໨తͱͯ͠ɺެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘
ҩՊ਍ྍใु఺਺දʢ➡約款別表2ʣʹ ์ࣹઢ
Ε͍ͯΔ์͞ڍఆର৅ͱͯ͠ྻࢉྉͷྍ࣏
ࣹઢ࣏ ʢྍ݂ӷরࣹ͸আ͖·͢ɻʣΛड͚ͨͱ
͖

෇ֹۚڅຊج
60೔ʹ1ճͷࢧ෷͍Λ

౓ɺݶ
௨ࢧࢉ෷ݶ౓ͳ͠

खज़څ෇ۚ

͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ਍அ֬ఆ͞Εͨ
ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ໨త
ͱͯ͠ɺ࣍ͷ͍ͣΕ͔ͷखज़Λड͚ͨͱ͖
ᶃެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใ
ु఺਺දʢ➡約款別表2ʣʹ खज़ྉͷࢉఆର
৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔखज़

ᶄެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใ
ु఺਺දʢ➡約款別表2ʣʹ ༌݂ྉͷࢉఆର
৅ͱͯ͠ྻ͞ڍΕ͍ͯΔࠎ਷Ҡ২ज़ʢ*1ʣ

෇ֹۚڅຊج ౓ͳ͠ݶ෷ࢧ

͕Μࢧྍ࣏ԉڅ෇ۚ
ʢอܖݥ約ͷ͕ܕᶗܕ
ͷ৔߹ͷΈʣ

͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ҎޙʹॳΊͯѱੑ৽
ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖

෇ֹۚͷڅຊج
5ഒ 1ճ

อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ

ͷ͍ͣΕ͔ʹ֘౰ͨ͠ͱ͖࣍
ᶃ੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡ෆྀͷނࣄʹΑ
ΔέΨͰɺނࣄͷ೔͔Β180೔Ҏ಺ʹॴ
ఆͷ਎ମো֐ͷঢ়ଶʢ➡約款別表20ʣʹ ֘
౰ͨ͠ͱ͖

ᶄ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ҎޙʹॳΊͯѱੑ
৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖

কདྷʹ͔ͯͬ޲อ
ΈΛ໔ࠐྉͷ෷ݥ
আ͠· ʢ͢*2ʣ

ʕ ʕ

ʢ*1ʣ຤ধ݂ࡉװ๔Ҡ২͓Αͼᢌଳ݂ࡉװ๔Ҡ২ʹ͍ͭͯ΋ࠎ਷Ҡ২ͱΈͳ͠·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ
ʢ*2ʣಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ɺಛ約ͷอݥྉͷ෷ࠐΈ΋໔আ͞Ε·͢ɻ

ఆΊΔ೔ʹड͚ͨ΋ͷͱ͠·͢ɻʹ࣍͸ྍ࣏ࡎɺϗϧϞϯྍ࣏ࡎΜ͕߅˖
ɹɾ஫ࣹʹΑΔ౤༩͕ҩࢣʹΑΓߦΘΕͨ৔߹ʜʜҩࢣʹΑΓ͕߅ΜࡎɾϗϧϞϯ͕ࡎ౤༩͞Εͨ೔
ɹɾޱܦʹΑΔ౤༩͕ߦΘΕͨ৔߹ʜʜʜʜʜʜʜॲํͤΜʹ͕߅ΜࡎɾϗϧϞϯࡎΛ౤༩͢΂͖ͱ͞Εͨ೔ʢඃอ͕ऀݥੜଘ

͍ͯ͠Δ೔ʹݶΔʣ
ɹɾ্هҎ֎ͷ৔߹ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜҩ͕߅͕ࢣΜࡎɾϗϧϞϯࡎΛॲํͨ͠೔
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˖ಉҰͷ݄ʹࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰͢Δ͕߅Μྍ࣏ࡎΛෳ਺ճड͚ͨ৔߹͸ɺͦͷ݄ͷ࠷ॳʹड͚͕ͨ߅Μྍ࣏ࡎʹ͍ͭͯͷΈ͕߅Μ
෷͍·͢ɻࢧ෇ۚΛڅྍ࣏ࡎ
˖ಉҰͷ݄ʹࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰͢ΔϗϧϞϯྍ࣏ࡎΛෳ਺ճड͚ͨ৔߹͸ɺͦͷ݄ͷ࠷ॳʹड͚ͨϗϧϞϯྍ࣏ࡎʹ͍ͭͯͷΈϗ
ϧϞϯڅྍ࣏ࡎ෇ۚΛࢧ෷͍·͢ɻ
˖ෳ਺ͷखज़Λड͚ͨ৔߹Ͱ΋ɺ࣍ͷ৔߹ʹ͸1ճͷखज़ʹ͍ͭͯͷΈखज़څ෇ۚΛࢧ෷͍·͢ɻ
ɹɾಉҰͷ೔ʹෳ਺ճͷखज़Λड͚ͨ৔߹
ɹɾखज़ྉ͕Ұ࿈ͷྍ࣏աఔʹ͖ͭ1ճͷΈࢉఆ͞ΕΔखज़Λड͚ͨ৔߹
˖खज़ྉ͕1೔ʹ͖ͭࢉఆ͞ΕΔखज़Λड͚ͨ৔߹ɺͦͷखज़Λड͚ͨ1೔໨ͷΈखज़څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˖௚લʹࢧ෷ΘΕͨ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β60೔Ҏ಺ʹ์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͯ͠΋ɺ์
ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

！

༝ࣄ෷ࢧʹ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱܖͷޙͱͳͬͨ௚ࡀ෇ۚ͸ɺ80څྍ࣏ࡎ෇ۚɾϗϧϞϯڅྍ࣏ࡎΜ͕߅
ʹ֘౰ͨ͠৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻͨͩ͠ɺ஀ੜ೔͕ܖ約Ԡ౰೔ͷ৔߹ʹ͸ɺ80ࡀͷ஀ੜ೔ͷલ೔·Ͱ
ͱͳΓ·͢ɻ

ʲྫʳ

5/101/1 1/1 

約Ԡ౰೔ܖ ͷ஀ੜ೔ࡀ80 約Ԡ౰೔ܖ

͜͜·Ͱʹड͚͕ͨ߅Μྍ࣏ࡎɾϗϧϞϯࡎ
อোͷର৅Ͱ͢ɻ͕ྍ࣏

約Ԡ౰೔ܖͷޙͱͳͬͨ௚ࡀ80
Ҏޙʹॴఆͷ͕߅Μྍ࣏ࡎΛड
͚ͨ৔߹ʹ͸ɺ͕߅Μڅྍ࣏ࡎ෇
ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

約Ԡ౰೔ͷܖͷޙͱͳͬͨ௚ࡀ80
લ೔·Ͱʹॴఆͷ͕߅Μྍ࣏ࡎΛ
ड͚ͨ৔߹ʹ͸ɺ͕߅Μڅྍ࣏ࡎ
෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

12/31 
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˙ ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ෇ՃͰ͖Δಛ約
がん診断給付特約（払戻金なし）
ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹҰۚ࣌Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

͕Μ਍அڅ෇ۚ

【1回目】
͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ҎޙʹॳΊͯѱੑ৽ੜ
෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖
【2回目以降】
ѱੑ৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃʢ*1ʣ͠ ͨ
ͱ͖

͕Μ਍அڅ෇ֹۚ
1೥ʹ1ճɺ

௨6ࢉճͷࢧ෷͍
Λݶ౓

ඃอऀݥ

্ൽ಺৽ੜ෺਍அ
෇ۚڅ

͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ҎޙʹॳΊ্ͯൽ಺৽
ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖

͕Μ਍அڅ෇ֹۚͷ
50ˋ 1ճ

ʢ*1ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣͷ
؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ

˖௚લʹࢧ෷ΘΕ͕ͨΜ਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥Ҏ಺ʹ͕Μ਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͯ͠΋ɺ͕Μ਍அ
෷͍·ͤΜɻࢧ෇ۚ͸څ
˖͢΂ͯͷڅ෇͕ۚࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ

がん入院特約（払戻金なし）
ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͰೖӃͨ͠৔߹ʹೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

ೖӃڅ෇ۚ
͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ਍அ֬ఆ͞Εͨ
ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ͷྍ࣏Λ໨త
ͱͯ͠ೖӃʢ*1ʣ͠ ͨͱ͖

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹ
ʷ

ೖӃ೔਺
౓ͳ͠ݶ෷ࢧ ඃอऀݥ

ʢ*1ʣೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣͷ
؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ
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がん先進医療特約
ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ʹΑΓॴఆͷઌਐҩྍʹΑΔྍཆΛड͚ͨ৔߹ʹɺઌਐҩྍڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˞౰ࣾͷઌਐҩྍڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕΔಛ約͸ɺඃอ͓̍ऀݥਓʹ͖ͭ1ಛ約ͷΈ͝ܖ約Ͱ͖·͢ɻ

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ ౓ݶ෷ࢧ डऔਓ

ઌਐҩྍڅ෇ۚ
͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ਍அ֬ఆ͞Εͨ
ѱੑ৽ੜ෺·ͨ͸্ൽ಺৽ੜ෺ΛݪҼͱͯ͠
ઌਐҩྍʹΑΔྍཆʢ*1ʣΛड͚ͨͱ͖

ઌਐҩྍʹ͔͔Δٕ
ज़ྉͷࣗݾෛ୲ֹͱ
ಉ ʢֹ*2ʣ

௨2,000ࢉສԁͷ
౓ݶ෷͍Λࢧ ඃอऀݥ

ʢ*1ʣઌਐҩྍʹΑΔྍཆͱ͸ɺެతҩྍอ੍ݥ౓ͷ๏཯ʹ΋ͱͮ͘ධՁྍཆͷ͏ͪɺްੜ࿑ಇେਉ͕ఆΊΔઌਐҩྍʹΑΔྍཆ
Λ͍͍·͢ɻઌਐҩྍ͝ͱʹܾΊΒΕͨదԠ঱ʹର͠ɺްੜ࿑ಇେਉ͕ఆΊΔࢪઃج४ʹద߹͢ΔපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹ͓͍
·ΓݶʹΘΕΔ΋ͷߦͯ ʢ͢➡約款別表2ʣ

ʢ*2ʣઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ֹʹ͸ɺެతҩྍอ੍ݥ౓ͷ๏཯ʹ΋ͱ͖ͮڅ෇ͷର৅ͱͳΔඅ༻ʢࣗݾෛ୲෦෼ΛؚΈ·͢ɻʣɺઌ
ਐҩྍҎ֎ͷධՁྍཆͷͨΊͷඅ༻ɺબఆྍཆͷͨΊͷඅ༻ɺ৯ྍࣄཆͷͨΊͷඅ༻ɺੜྍ׆ཆͷͨΊͷඅ༻ͳͲɺઌਐҩ
ྍʹ͔͔Δٕज़ྉҎ֎ͷඅ༻͸ؚ·Ε·ͤΜɻ

˖ઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ֹ͕ࢧ෷ݶ౓ʹ౸ୡͨ͠ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ

！
●Ճೖ࣌఺Ͱઌਐҩྍͷର৅Ͱ͋ͬͨҩྍٕज़Ͱ΋ɺྍཆΛड͚ͨ೔ࡏݱʹ͓͍ͯҰൠ਍ྍ΁ಋೖ͞Εɺ
ެతҩྍอݥͷڅ෇ର৅ͱͳͬͨ৔߹΍ɺঝೝऔফͳͲͷཧ༝ʹΑΓઌਐҩྍͰͳ͘ͳͬͨ৔߹͸ɺ
ઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱ͸ͳΓ·ͤΜɻ

●͕Μઌਐҩྍಛ約ͷڅ෇ʹ͔͔ΘΔެతҩྍอ੍ݥ౓౳͕কདྷม͞ߋΕͨͱ͖͸ɺओ຿׭ிͷೝՄΛ
ಘͯઌਐҩྍڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝Λม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

●ઌਐҩྍʹ͍ͭͯৄ͘͠͸ɺްੜ࿑ಇলͷϗʔϜϖʔδΛ͝ࢀর͍ͩ͘͞ɻ
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˙ ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
特徴としくみ

1 はじめて認知症と診断確定された場合に認知症診断給付金をお支払いします。

2 特約を付加すれば、保障内容をさらに充実させることができます。認知症診断給付金が支払われた
場合、以後の特約の保険料の払込みは不要です。
●հڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣɿ͸͡Ίͯೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εɺ͔ͭɺެతհޢอ੍ݥ౓ʹΑΓཁհ1ޢҎ্ͱೝ
ఆ͞Εͨ৔߹ʹɺཁհڅޢ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣɿ͸͡Ίͯೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨޙʹɺॴఆͷਫ਼ਆ࣬ױͰೖӃͨ͠৔߹ʹ
ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

3 無事故給付特約（払戻金なし）を付加した場合、認知症と診断確定されなければ3年ごとに無事故給
付金をお支払いします。

4 死亡時の保障や解約時の払戻金はありません。
また、無配当保険ですので、契約者配当金はありません。

〈しくみ図〉

อؒظݥͷظ࢝
▼

〈主契約：認知症保険（払戻金なし）〉
●ೝ஌঱਍அڅ෇ۚ

〈介護給付特約（払戻金なし）〉
●ཁհڅޢ෇ۚ

〈精神疾患併発入院特約（払戻金なし）〉
●ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚ

〈無事故給付特約（払戻金なし）〉
●ແڅނࣄ෇ۚ

ʢɹಛ約Λ෇ՃͰ͖·͢ʣ

一
生
涯
保
障

一
生
涯
保
障

�� ೥ؒ
ʢ��ʣ

�� ೥ؒ
ʢ��ʣ

੹೚։࢝೔
▼

ʢ*1ʣอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Β1೥Ҏ಺ʹࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͯ͠΋ɺڅ෇ۚ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

対象となる認知症
˖ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͓ Αͼೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ෇ՃͰ͖Δಛ約ʹ͓͍ͯɺอোͷର৅ͱͳΔೝ஌঱ͱ͸ɺ約款ผද

26ʹఆΊΔೝ஌঱Λ͍͍·͢ɻ
˖ೝ஌঱ͷ਍அ֬ఆ͸ɺᶃᶄͷ͢΂ͯͷࠪݕʹΑΓͳ͞ΕΔ͜ͱΛཁ͠·͢ɻ
ᶃೝ஌ػೳࠪݕ
ᶄը૾ࠪݕ
ͨͩ͠ɺ্هᶃᶄͷࠪݕΛड͚ΒΕͳ͍৔߹ͰɺଞͷॴݟʹΑͬͯೝ஌঱ͱҩࢣʹΑΓ਍அ֬ఆ͞Εɺͦͷ਍அ֬ఆͷ͕ࠜڌ
߹ཧతͰ͋ΔͱೝΊΒΕΔͱ͖͸ɺ্هᶃᶄͷࠪݕΛߦΘͳ͍ํ๏ʹΑΔ਍அ֬ఆΛೝΊΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
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責任開始日
˖ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͓ Αͼೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ෇ՃͰ͖Δಛ約ͷ੹೚։࢝೔͸ɺอؒظݥͷظ࢝ʢਃࠐΈΛड͚ͨ
աͨ͠೔ͷཌ೔Ͱ͢ɻܦʣͷଐ͢Δ೔͔Βɺͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λ࣌

！

੹೚։࢝೔Ҏޙʹ͸͡Ίͯ਍அ֬ఆ͞Εͨೝ஌঱ɺೝఆ͞Εͨཁհޢঢ়ଶɺൃੜͨ͠ਫ਼ਆ࣬ࢧ͓͕ױ
෷͍ͷର৅ͱͳΓ·͢ɻ੹೚։࢝೔લʹ਍அ֬ఆ͞Εͨೝ஌঱΍ɺ੹೚։࢝೔લͷཁհޢೝఆɺਫ਼ਆ
෷͍ͷର৅ͱ͸ͳΓ·ͤΜɻࢧ౳͸͓ױ࣬

͜ͷؒظʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ
͞Εͯ΋ɺڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍͸
Ͱ͖·ͤΜɻ

1೥ޙҎ߱ʹ͸͡Ίͯೝ஌঱ͱ
਍அ͞Εͨ৔߹ʹɺڅ෇ۚΛ͓
෷͍͠·͢ɻࢧ

1೥ؒ

保険期間の始期の属する日 責任開始日

責任開始日前に認知症と診断確定されていた場合の取扱い
˖ඃอ͕ऀݥɺ੹೚։࢝೔ʢ෮׆ͷ৔߹͸ɺ෮׆ͷࡍͷ੹೚։ظ࢝ʣલʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯͨ৔߹ʹ͸ɺܖ約ऀ·ͨ͸ඃ
อ͕ͦऀݥͷ࣮ࣄΛ஌͍ͬͯΔ͔͍ͳ͍͔ʹ͔͔ΘΒͣɺೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ·ͨ͸ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷ෮׆͸ແ
ޮͱͳΓ·͢ɻ
˖͜ͷ৔߹ɺ͢Ͱʹ෷͍ࠐ·Εͨೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷอݥྉʢ෮׆ͷ৔߹ʹ͸ɺ෮׆ͷࡍͷԆ଺อݥྉ͓Αͼ෮׆Ҏޙͷ
อݥྉʣ͸ܖ約ऀʹฦۚ͠·͢ɻͨͩ͠ɺࠂ஌લʹඃอ͕ऀݥೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍࣮ͯͨࣄΛܖ約ऀɺඃอऀݥͷ͍ͣΕ
͔ҰਓͰ΋஌͍ͬͯͨͱ͖͸ɺฦۚ͠·ͤΜɻ
˞ಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹͸ಛ約ͷอݥྉΛؚΈ·͢ɻ
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支払事由など
෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ

ೝ஌঱਍அڅ෇ۚ ੹೚։࢝೔ (*1)Ҏޙʹɺ੹೚։࢝೔ (*1)લΛؚΊͯ͸͡Ίͯ
ೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖ ೝ஌঱਍அڅ෇ֹۚ ඃอऀݥ

(*1)อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βɺͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔

˖ೝ஌঱਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠৔߹ɺೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͸ফ໓͠·͢ɻͨͩ͠ɺೝ஌঱਍அڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕ
Δ৔߹Ͱɺհڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ·ͨ͸ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͕ ෇Ճ͞Ε͍ͯΔͱ͖͸ɺೝ஌঱อݥʢ෷໭
ۚͳ͠ʣ͸ফ໓ͤͣʹܧଓ͠·͢ɻ
˖ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ͸อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আͷऔѻ͍͸͋Γ·ͤΜɻ

！

●հڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣɾਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͕ ෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ʹ͸ɺೝ஌
঱਍அڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨޙ΋ɺอܖݥ約͸ফ໓ͤͣʹܧଓ͠ɺೝ஌঱਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ൃੜ
೔ͷཌ݄Ҏޙͷอݥྉʢಛ約ͷอݥྉΛؚΈ·͢ɻʣͷ෷ࠐΈ͸ෆཁͱͳΓ·͢ɻʢհڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭
ۚͳ͠ʣ·ͨ͸ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͕ ෇Ճ͞Εͨ৔߹ͷಛଇʣ

อݥྉͷ෷ࠐΈ

ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

อݥྉͷ෷ࠐΈෆཁ ʢอؒظݥɿऴ਎ʣ

ೝ஌঱਍அڅ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍

հڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

●͜ͷ৔߹ɺೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ෇Ճ͞Εͨհڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣɾਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ
約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͕ ͢΂ͯফ໓ͨ͠৔߹ʹ͸ɺೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͸ফ໓͠·͢ɻ
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˙ ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ෇ՃͰ͖Δಛ約

介護給付特約（払戻金なし）
͸͡Ίͯೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εɺ͔ͭɺެతհޢอ੍ݥ౓ʹΑΓཁհ1ޢҎ্ͱೝఆ͞Εͨ৔߹ʹཁհڅޢ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·
͢ɻ

支払事由など
෇ۚʗڅ෷͍͢Δࢧ͓
ಛ約อݥྉͷ෷ࠐΈͷ

໔আ
༝ࣄΈͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝ʗಛ約อࣄ෷ࢧ ෷ֹ౳ࢧ डऔਓ

ཁհڅޢ෇ۚ

੹೚։࢝೔ (*1)Ҏ࣍ʹޙͷ͢΂ͯʹ֘౰ͨ͠ͱ͖
ᶃ੹೚։࢝೔ (*1)લΛؚΊͯ͸͡Ίͯೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ
ͱ͖
ᶄެతհޢอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ཁհ1ޢҎ্ͷঢ়ଶʢ➡約款別表

2ʣʹ ֘౰͢Δͱೝఆʢ*2ʣ͞ Εɺͦ ͷೝఆͷ༗ޮؒظதͰ͋Δͱ͖

ཁհڅޢ෇ֹۚ ඃอऀݥ

ಛ約อݥྉͷ෷ࠐΈͷ
໔আ

ओܖ約ͷೝ஌঱਍அڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕɺ͜ͷಛ約ͷཁհڅޢ෇
ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕ੜ͍ͯ͡ͳ͍ͱ͖

কདྷʹ͔ͯͬ͜޲ͷಛ
約ͷอݥྉͷ෷ࠐΈΛ
໔আ͠·͢ɻ

�

ʢ*1ʣอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βɺͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔
ʢ*2ʣߋ৽ೝఆΛؚΈ·͢ɻ

˖ཁհڅޢ෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ
˖հڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷڅ෇ʹ͔͔ΘΔެతհޢอ੍ݥ౓౳͕কདྷม͞ߋΕͨͱ͖͸ɺओ຿׭ிͷೝՄΛಘͯཁհڅޢ෇
ۚͷࢧ෷ࣄ༝Λม͢ߋΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

要介護給付金のお支払例
〈責任開始日以後にはじめて認知症と診断確定され、その後要介護1以上と認定された場合〉

ೝ஌঱ͱ
਍அ֬ఆ

ཁհ1ޢҎ্
ͱೝఆ

ೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εɺ͔ ͭɺཁհ1ޢҎ্ͷೝఆͷ༗ޮؒظ
தͰ͋ΔͨΊɺཁհڅޢ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ཁհ1ޢҎ্ͷ༗ޮؒظத

〈責任開始日以後に要介護1以上と認定され、その有効期間中にはじめて認知症と診断確定された場合〉

ೝ஌঱ͱ
਍அ֬ఆ

ཁհ1ޢҎ্
ͱೝఆ

ೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εɺ͔ ͭɺཁհ1ޢҎ্ͷೝఆͷ༗ޮؒظ
தͰ͋ΔͨΊɺཁհڅޢ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ཁհ1ޢҎ্ͷ༗ޮؒظத

˞੹೚։࢝೔લʹཁհ1ޢҎ্ͱೝఆ͞Εɺ੹೚։࢝೔Ҏޙʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹͸ɺ੹೚։࢝೔Ҏޙʹͦͷཁհ
෷͍͠·͢ɻࢧ෇ۚΛ͓څޢ৽ೝఆ͞Εͨͱ͖ʹɺཁհߋ͍ͯͭʹঢ়ଶޢ
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〈責任開始日以後に要介護1以上と認定されたが、その有効期間終了後にはじめて認知症と診断確定された場合〉

ೝ஌঱ͱ
਍அ֬ఆ

ཁհ1ޢҎ্
ͱೝఆ

ೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͕ͨɺཁհ1ޢҎ্ͷೝఆͷ༗ޮؒظ
தͰ͸ͳ͍ͨΊɺཁհڅޢ෇ۚΛࢧ෷͍·ͤΜɻ

ཁհ1ޢҎ্ͷ༗ޮؒظத

精神疾患併発入院特約（払戻金なし）

͸͡Ίͯೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨޙʹɺॴఆͷਫ਼ਆ࣬ױͰೖӃͨ͠৔߹ʹਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

支払事由など
෇ۚʗڅ෷͍͢Δࢧ͓
ಛ約อݥྉͷ෷ࠐΈͷ

໔আ
༝ࣄΈͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝ʗಛ約อࣄ෷ࢧ ෷ֹ౳ࢧ डऔਓ

ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃ
෇ۚڅ

੹೚։࢝೔ (*1)Ҏ࣍ʹޙͷ͢΂ͯʹ֘౰ͨ͠ͱ͖
ᶃ੹೚։࢝೔ (*1)લΛؚΊͯ͸͡Ίͯೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ
ͱ͖
ᶄᶃʹ֘౰ͨ͠೔Ҏޙɺ੹೚։࢝೔Ҏޙʹੜͨ͡ਫ਼ਆ࣬ױʢ➡約
款別表27ʣͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃ (*2)ͨ͠ͱ͖

ೖӃڅ෇ۚ೔ֹ
ʷ

ೖӃ೔਺
ඃอऀݥ

ಛ約อݥྉͷ෷ࠐΈͷ
໔আ ओܖ約ͷೝ஌঱਍அڅ෇͕ۚࢧ෷ΘΕͨͱ͖

কདྷʹ͔ͯͬ͜޲ͷಛ
約ͷอݥྉͷ෷ࠐΈΛ
໔আ͠·͢ɻ

�

(*1)อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βɺͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔
(*2)  ೖӃͱ͸ɺҩࢣʹΑΔ͕ྍ࣏ඞཁͰ͋Γɺ͔ͭࣗ୐౳Ͱͷࠔ͕ྍ࣏೉ͳͨΊɺॴఆͷපӃ·ͨ͸਍ྍॴʹೖΓɺৗʹҩࢣͷ
؅ཧԼʹ͓͍ͯྍ࣏ʹઐ೦͢Δ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʢ➡約款別表2ʣ

˖ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚʹࢧ෷೔਺ݶ౓͸͋Γ·ͤΜɻ

精神疾患併発入院給付金のお支払例
〈責任開始日以後にはじめて認知症と診断確定され、その後統合失調症で入院した場合〉

ೝ஌঱ͱ
਍அ֬ఆ

౷߹ࣦௐ঱Ͱ100೔ೖӃ

ೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨޙʹɺਫ਼ਆ࣬ױʢ౷߹ࣦௐ঱ʣͷྍ࣏ͷͨΊʹ
ೖӃͯ͠ ͍ΔͷͰɺਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚ100೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
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〈責任開始日以後に統合失調症で入院し、その入院中にはじめて認知症と診断確定された場合〉

ೖӃ31೔໨ʹೝ
஌঱ͱ਍அ֬ఆ

ਫ਼ਆ࣬ױʢ౷߹ࣦௐ঱ʣͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃதʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ
͞ΕͨͷͰɺ਍அ֬ఆ೔ҎޙͷೖӃʹ͍ͭͯɺਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ
෇ۚ70೔෼Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

౷߹ࣦௐ঱Ͱ100೔ೖӃ

〈責任開始日以後に統合失調症で入院し、退院後にはじめて認知症と診断確定された場合〉

ೝ஌঱ͱ
਍அ֬ఆ

౷߹ࣦௐ঱Ͱ100೔ೖӃ

ೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯͳ͍ͷͰɺਫ਼ਆ
෷͍·ͤΜɻࢧ෇ۚΛڅซൃೖӃױ࣬
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無事故給付特約（払戻金なし）

ೝ஌঱਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕ੜ͍ͯ͡ͳ͍৔߹ʹ͸ɺ3೥͝ͱʹແڅނࣄ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ओܖ約ɿೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ1೥

อؒظݥɿऴ਎

3೥

ɹ˛
อؒظݥ
ͷظ࢝

˛
੹೚։࢝೔

3೥ 3೥

ແނࣄ
෇ۚڅ

ແނࣄ
෇ۚڅ

ແނࣄ
約೔ܖ෇ۚڅ

˝

支払事由など

෇ۚڅ෷͍͢Δࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ

ແڅނࣄ෇ۚ 約೔ܖ (*1)Ҏ3ޙ೥͝ͱͷܖ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱʹओܖ約ͷೝ
஌঱਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͤͣʹੜଘ͍ͯ͠Δͱ͖ ແڅނࣄ෇ֹۚ 約ऀܖ

(*1)อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ݄ͷཌ݄1೔

˖ແڅނࣄ෇ۚΛࢧ෷ͬͨޙʹɺओܖ約ͷೝ஌঱਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰͍ͯͨ͜͠ͱ͕൑໌͠ɺ͓ࢧ෷͍͢΂͖څ෇ۚ౳
͕͋Δͱ͖͸ɺ͓ࢧ෷͍͢΂ֹ͖͔ۚΒ͢Ͱʹࢧ෷ͬͨແڅނࣄ෇ֹۚΛࠩ͠Ҿ͖·͢ɻ͓ࢧ෷͍͢΂ֹ͖͕ۚ͢Ͱʹࢧ෷ͬ
ͨແڅނࣄ෇ֹۚʹෆ଍͢Δ৔߹΍ɺ͓ࢧ෷͍͢΂͖څ෇ۚ౳͕ͳ͍৔߹ʹ͸ɺෆ଍͢Δֹۚ·ͨ͸͢Ͱʹࢧ෷ͬͨແڅނࣄ
෇ۚΛฦ͍͖ؐͯͨͩ͠·͢ɻ
˖ແڅނࣄ෇ۚʹࢧ෷ճ਺ݶ౓͸͋Γ·ͤΜɻ
˖ओܖ約ͷೝ஌঱਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕ੜͨ͡ͱ͖ɺ͜ͷಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ
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˙ ௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ
特徴としくみ

1 一生涯にわたり死亡または高度障害状態に該当した場合の保障を目的とした保険です。

2 不慮の事故で所定の身体障害の状態に該当した場合には、以後の保険料の払込みを免除します。

3 解約払戻金の水準を低く設定することにより、保険料が割安になっています。

4 無配当保険なので、契約者配当金はありません。

〈しくみ図〉

ͳ͍৔߹ͷղ約෷໭ۚͷΠϝʔδ͠ݮ࡟

ղ約෷໭ۚ
ʢղ約෷໭ۚͷਫ४Λ௿͘ઃఆʣ

ۚݥอ֐౓োߴ๢ɾࢮ

อظݥ ʢؒऴ਎ʣ͝ܖ約

支払事由など
ʗۚݥ෷͍͢Δอࢧ͓
อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ

༝ʗࣄ෷ࢧ
อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝ ෷ֹ౳ࢧ डऔਓ

ۚݥ๢อࢮ ๢ͨ͠ͱ͖ࢮ อֹۚݥ डऔਓۚݥ๢อࢮ

ۚݥอ֐౓োߴ
੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡έΨ·ͨ͸පؾʹΑΓ
ॴఆͷߴ౓ো֐ঢ়ଶʢ➡約款別表10ʣʹ ֘౰ͨ͠
ͱ͖

อֹۚݥ ඃอऀݥ

อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ

੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡ෆྀͷނࣄʢ➡約款別表
3ʣʹ ΑΔέΨʹΑΓɺނࣄͷ೔͔Β180೔Ҏ಺
ʹॴఆͷ਎ମো֐ͷঢ়ଶʢ➡約款別表17ʣʹ ֘౰
ͨ͠ͱ͖

কདྷʹ͔ͯͬ޲อ
ΈΛ໔ࠐྉͷ෷ݥ
আ͠·͢

ʕ

·約͸ফ໓͠ܖݥ෷͍ͨ͠৔߹ʹ͸ɺอࢧΛ͓ۚݥ෷͍͠·ͤΜɻ͍ͣΕ͔ͷอࢧ͸ॏෳ͓ͯۚ͠ݥอ֐౓োߴͱۚݥ๢อࢮ˖
͢ɻ
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˙ ̍೥ఆظอݥ
特徴としくみ

1 保険期間中に死亡した場合または高度障害状態に該当した場合の保障を目的とした保険です。

2 ご契約を解約した場合の払戻金はありません。
また、無配当保険ですので、契約者配当金はありません。

3 保険期間は１年で、保険期間満了日の2週間前までにお申出のない限り、健康状態にかかわらず80
歳まで（*）自動的に更新されます。
ʢ*ʣอؒظݥຬྃ೔ͷཌ೔ʹ͓͚Δඃอऀݥͷ೥ྸ͕80ࡀҎԼͱͳΔൣғͰߋ৽Λऔѻ͍·͢ɻ

ʪ͘͠Έਤʫ

ご契約 満了
保険期間（１年）

自動更新により
最長80歳まで保障死亡・高度障害保険金

支払事由など

ۚݥ෷͍͢Δอࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ

ۚݥ๢อࢮ ๢ͨ͠ͱ͖ࢮ อֹۚݥ डऔਓۚݥ๢อࢮ

ۚݥอ֐౓োߴ
੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡ই֐·ͨ͸࣬පʹ
ΑΓॴఆͷߴ౓ো֐ঢ়ଶʢ➡約款別表10ʣʹ
֘౰ͨ͠ͱ͖

อֹۚݥ ඃอऀݥ

·約͸ফ໓͠ܖݥ෷͍ͨ͠৔߹ʹ͸ɺอࢧΛ͓ۚݥ෷͍͠·ͤΜɻ͍ͣΕ͔ͷอࢧ͸ॏෳ͓ͯۚ͠ݥอ֐౓োߴͱۚݥ๢อࢮ˖
͢ɻ

！ ●̍೥ఆظอݥʹ͸อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আͷऔѻ͍͸͋Γ·ͤΜɻ
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˙ ϦϏϯάɾχʔζಛ約
ඃอऀݥͷ༨໋͕6ϱ݄Ҏ಺ͱ൑அ͞ΕΔͱ͖ʹࢮ๢อۚݥͷશ෦·ͨ͸Ұ෦Λඃอࢧ͓ʹऀݥ෷͍͠·͢ɻ
ϦϏϯάɾχʔζಛ約Λ෇ՃͰ͖Δอݥछྨ͸࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ
ɾ௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ
ɾ1೥ఆظอݥ

支払事由など

ۚݥ෷͍͢Δอࢧ͓ ༝ࣄ෷ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ

ϦϏϯάŋχʔζอۚݥ ඃอऀݥͷ༨໋͕6ϱ݄Ҏ಺ʢ*ʣͱ
൑அ͞ΕΔͱ͖

೔͔ΒٻΒɺ੥ֹ͔ۚݥఆอࢦ
6ϱ݄ؒͷࢦఆอֹۚݥʹରԠ͢
Δརଉ͓ΑͼอݥྉΛࠩ͠Ҿ͍ͨ
ֹۚ

ඃอऀݥ

ʢ*ʣ༨໋6ϱ݄Ҏ಺ͱ͸ɺ੥࣌ٻʹ͓͍ͯɺ೔ຊͰҰൠʹೝΊΒΕͨҩྍʹΑΔྍ࣏Λͯͬߦ΋༨໋͕6ϱ݄Ҏ಺Ͱ͋Δ͜ͱΛ
͍͍·͢ɻ༨໋6ϱ݄ͷ൑அ͸ɺҩه͕ࢣೖͨ͠਍அॻ΍੥ٻॻྨ౳ͷ಺༰ɺ·ͨ͸౰͕ࣾ֬ೝΛ݁ͨͬߦՌʹ΋ͱ͍ͮͯ
ɻ͢·͍ߦ

ఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻͨࢦͷൣғ಺Ͱֹۚݥ๢อࢮडऔਓ͕ʹ࣌ٻͷ੥ۚݥ͸ɺϦϏϯάɾχʔζอֹۚݥఆอࢦ˖ ͩ͠ɺ1ਓͷඃอݥ
3,000ສԁͱͳΓ·͢ɻͯ͠ࢉ約ͱ௨ܖݥ౓͸ɺϦϏϯάɾχʔζಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔଞͷอݶఆͰ͖Δֹۚͷࢦ͖ͭʹऀ

˖ಛ約อݥྉ͸ඞཁ͋Γ·ͤΜɻ

！

ٻ෷͍ͨ͠৔߹ɺ੥ࢧΛ͓ۚݥఆ͞ΕɺϦϏϯάɾχʔζอࢦʹֹۚݥఆอࢦͷશ෦ֹ͕ۚݥ๢อࢮ●
೔ʹͦͷอܖݥ約͸ফ໓ͨ͠΋ͷͱ͠·͢ɻࢮ๢อֹۚݥͷҰ෦͕ࢦఆอࢦʹֹۚݥఆ͞ΕɺϦϏϯάɾ
χʔζอۚݥΛ͓ࢧ෷͍ͨ͠৔߹ɺࢦఆอֹۚݥ෼͕੥ٻ೔ʹֹ͞ݮΕͨ΋ͷͱ͠·͢ɻʢϦϏϯάɾ
χʔζอۚݥͱͯ͠ࢦఆ͞Ε͍ͯͳ͍෦෼ʹ͍ͭͯ͸ɺҾ͖ଓ͖อݥྉͷ෷ࠐΈ͕ඞཁͰ͢ɻʣ
●อܖݥ約͕ߋ৽ݶ౓೥ྸʹୡ͢Δ౳ʹΑΓ࣍ճͷߋ৽͕Ͱ͖ͳ͍৔߹ɺϦϏϯάŋχʔζอۚݥ͸͓ࢧ
෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ
●ෳ਺ͷอܖݥ約͔ΒϦϏϯάɾχʔζอۚݥΛ੥͞ٻΕΔ৔߹͸ɺ֤อܖݥ約ͷ߹ֹܭͱͯ͠ͷֹۚ
Λࢦఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻෳ਺ͷอܖݥ約͔ΒϦϏϯάɾχʔζอۚݥͷ੥͕ͨͬ͋ٻ৔߹ɺ֤อܖݥ約
ͷࢮ๢อֹۚݥͷׂ߹ʹԠ͓ͯ͡ࢧ෷͍͠·͢ɻ
●ϦϏϯάɾχʔζอۚݥΛड͚औͬͨޙɺ6ϱ݄Ҏ಺ʹඃอࢮ͕ऀݥ๢ͨ͠৔߹Ͱ΋ɺࠩ͠Ҿ͍ͨ6ϱ
݄෼ͷརଉɾอݥྉʹ͍ͭͯ͸ฦۚ͠·ͤΜɻ
●ϦϏϯάɾχʔζอࢧ͕ۚݥ෷ΘΕͨ৔߹ɺϦϏϯάɾχʔζಛ約͸ফ໓͠·͢ɻ
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˙ อݥ ɾۚڅ෇ۚ౳ͷ੥ٻखଓ͖
อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍ɺอݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝͕ੜͨ͡৔߹ͷ͓खଓ͖ͷྲྀΕ͸࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ᶃ

『保険金・給付金ダイヤル』にご連絡ください。

˓อۚݥɾڅ෇ۚ౳ͷ੥ٻʹඞཁͳॻྨΛ͝Ҋ಺͠·͢ɻ੥ٻʹඞཁͳ౰ࣾॴఆͷॻྨ͸
౰ࣾϗʔϜϖʔδʢhttps://www.rakuten-life.co.jp/ʣ͔ Βμ΢ϯϩʔυ͢Δ͜ͱ΋Ͱ
͖·͢ɻ

保険金・給付金ダイヤル

ड෇ؒ࣌ 9:00ʙ18:00 ೥຤೥࢝Λআ͘
0120-977-002ʢແྉʣ

˞౰ࣾҕୗઌ͕ঝΓ·͢ɻ

ᶄ

請求に必要な書類をご用意ください。

˓੥ٻॻྨʹඞཁ߲ࣄΛ͝هೖ͍ͩ͘͞ɻ
˓ඞཁॻ ʢྨҩࢣͷ਍அॻɺެతॻྨ౳ʣΛ͓औΓ͍ͩͤ͘͞دɻ
˞ඞཁॻ ʢྨҩࢣͷ਍அॻɺެతॻྨ౳ʣͷऔಘͷͨΊʹඅ༻͕͔͔Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
͜ΕΒͷඅ༻͸͢΂ͯडऔਓͷෛ୲ͱͳΓ·͢ͷͰɺ͋Β͔͡Ίྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ

すべての書類の準備ができましたら、当社へご提出ください。

ᶅ

請求内容を確認します。

˓ඞཁॻྨͷෆ଍΍ࡌه಺༰ʹෆ໌఺͕͋ͬͨ৔߹͸ɺ౰͔ࣾΒ࿈བྷ͠·͢ɻ
΁ͷؔػͷ֬ೝʢҩྍ࣮ࣄͳͲʹ͍ͭͯɺگͷঢ়ނࣄɺگͷঢ়֐աɾ಺༰ɾোܦͷྍ࣏˓
֬ೝ΋ؚΈ·͢ɻʣΛ͍ͤͯͨͩ͘͜͞ͱ͕͋Γ·͕͢ɺͦͷ৔߹ɺ֬ೝઌͷ౎߹΍ނࣄ
ҼͷௐࠪͳͲʹΑͬͯ೔਺Λཁ͢Δ৔߹͕͋Γ·͢ͷͰɺྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻݪ

˓಺༰ʹΑͬͯ͸อۚݥɾڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖ͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ

ᶆ
保険金・給付金をお支払いできる場合は送金します。

˓੥ٻॻྨͷෆ଍΍ࡌه಺༰ʹෆ໌ͳ఺͕ͳ͘ɺ࣮ࣄͷ֬ೝΛඞཁͱ͠ͳ͍৔߹͸ɺ౰ࣾ
ʹॻྨ౸ணޙɺ5Ӧۀ೔Ҏ಺ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
˓อۚݥɾڅ෇ۚ͸͝ࢦఆͷ࠲ޱ΁ૹۚ͠ɺ͋Θ͓ͤͯࢧ෷໌ࡉॻΛ͓ૹΓ͠·͢ɻ

！
●ঁੑ࣬පอݥɺೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͓ Αͼ̍೥ఆظอݥʹ͸ɺอݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আͷऔѻ͍͸
͋Γ·ͤΜɻ

●อۚݥɾڅ෇ۚ౳ͷ੥ٻʹඞཁͳॻྨ͸約款ผද1Ͱ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ
●อۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥͢ٻΔݖར͸ɺ3೥ؒ੥͕ٻͳ͍৔߹ʹ͸ޮ࣌ʹΑΓফ໓͠·͢ͷͰ͝஫ҙͩ͘
͍͞ɻ
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無事故給付金（無事故給付特約（払戻金なし））の場合
˖ແڅނࣄ෇ۚ͸ɺ౰ࣾʹͯೝ஌঱਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ঢ়͓گΑͼอݥྉͷ෷ࠐঢ়گ౳Λ֬ೝͷ͏͓͑ࢧ෷͍͢ΔͷͰɺ੥ٻͷ͓
खଓ͖͸ඞཁ͋Γ·ͤΜɻ
෇ۚͷडऔํ๏ͷ֬ೝΛ౰͔ࣾΒ͞څނࣄ༝͕ੜ͍ͯ͡ͳ͍͔ͷ֬ೝ͓Αͼແࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅ෷͍͢Δલʹɺೝ஌঱਍அࢧ͓˖
͍ͤͯͨͩ͘͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

˙ อݥ ɾۚڅ෇ۚͷࢧ෷ݶظ
˖อۚݥɾڅ෇ۚ͸ɺ੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠೔ʢ*ʣͷཌ೔͔Β5Ӧۀ೔Ҏ಺ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻͨͩ͠ɺ౰ࣾʹఏग़͞Εͨ
ॻྨ͚ͩͰ͸֬ೝ͕Ͱ͖ͳ͍৔߹͸࣍ͷͱ͓Γͱ͠·͢ɻ

อۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍Λ͢ΔͨΊͷ֬ೝ౳͕ඞཁͳ৔߹ ݶظ෷ࢧ

ᶃ
อۚݥɾڅ෇ۚΛ͓
֬ʹ෷͍͢ΔͨΊࢧ
ೝ͕ඞཁͳ৔߹

˓อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ൃੜͷ༗ແͷ֬ೝ͕ඞཁͳ৔߹
˓อۚݥɾڅ෇ۚͷ໔੹ࣄ༝ʹ֘౰͢ΔՄೳੑ͕͋Δ৔߹
߹஌ٛ຿ҧ൓ʹ֘౰͢ΔՄೳੑ͕͋Δ৔ࠂ˓
˓ॏେࣄ༝ɺٗ࠮·ͨ͸ෆ๏औಘ໨తʹ֘౰͢ΔՄೳੑ͕͋Δ৔߹

੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠
೔ʢ*ʣͷཌ೔͔Β30೔

ᶄ
͏ߦᶃͷ֬ೝΛه্
ͨΊʹಛผͳরձ΍
ௐ͕ࠪඞཁͳ৔߹

˓ҩྍؔػ·ͨ͸ҩࢣʹର͢Δরձͷ͏ͪɺরձઌͷࢦఆ͢Δॻ໘౳
ͷํ๏ʹݶఆ͞ΕΔরձ͕ඞཁͳ৔߹

੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠
೔ʢ*ʣͷཌ೔͔Β30೔

˓ห࢜ޢ๏ʹ΋ͱͮ͘রձͦͷଞ๏ྩʹ΋ͱͮ͘রձ͕ඞཁͳ৔߹
౳ͷՊֶٕज़తͳಛผֶ޻ΑΔҩֶ·ͨ͸ʹؔػ౳ͷઐ໳ؔػڀݚ˓
ͷௐࠪɺ෼ੳ·ͨ͸ؑఆ͕ඞཁͳ৔߹

˓೔ຊࠃ֎ʹ͓͚Δௐ͕ࠪඞཁͳ৔߹

੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠
೔ʢ*ʣͷཌ೔͔Β90೔

ૌىडऔਓΛඃٙऀͱͯ͠ɺ૞ࠪɺۚݥ͸อͨ·ऀݥ約ऀɺඃอܖ˓
ͦͷଞͷࣄܐखଓ͕։࢝͞Εͨ͜ͱ͕ใಓ౳Ͱ໌Β͔Ͱ͋Δ৔߹ʹ
͓͚Δɺૹகɺىૌɺ൑ܾ౳ͷࣄܐखଓͷ݁Ռʹ͍ͭͯͷ࡯ܯɺݕ
߹൑ॴʹର͢Δরձ͕ඞཁͳ৔ࡋ͸ͨ·ؔػ౳ͷ૞ࠪ࡯

੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠
೔ʢ*ʣͷཌ೔͔Β180೔

߹ॿ๏͕ద༻͞Εͨ஍Ҭʹ͓͚Δௐ͕ࠪඞཁͳ৔ٹ֐ࡂ˓ ੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠
೔ʢ*ʣͷཌ೔͔Β60೔

ʢ*ʣ੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠೔ͱ͸ɺ׬උ͞Εͨ੥ٻॻྨ͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠೔Λ͍͍·͢ɻ

˖ແڅނࣄ෇ ʢۚແڅނࣄ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣʣ͸ɺ3೥͝ͱͷܖ約Ԡ౰೔ʢͦͷ೔͕ඇӦۀ೔ͷͱ͖͸ͦͷཌӦۀ೔ʣ·ͨ͸3೥
͝ͱͷܖ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱͷอݥྉ͕෷ࠐ·Εͨ͜ͱΛ֬ೝͨ͠೔ͷ͍ͣΕ͔஗͍೔ͷཌ೔͔Β5Ӧۀ೔Ҏ಺ʹ͓ࢧ෷͍͠
·͢ɻ

！

●อۚݥɾڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢ΔͨΊͷ্هᶃᶄͷ֬ೝ౳ʹ͠ࡍɺܖ約ऀɺඃอऀݥɺอۚݥɾڅ෇ۚ
ͷडऔਓ͕ਖ਼౰ͳཧ༝ͳͦ͘ͷ֬ೝ౳Λ๦͛ɺ·ͨ͸֬ೝ౳ʹԠ͡ͳ͔ͬͨͱ͖͸ɺ౰ࣾ͸͜ΕʹΑ
Γ֬ೝ౳͕஗Ԇͨؒ͠ظͷ஗଺ͷ੹೚ΛෛΘͣɺͦͷؒ͸อۚݥɾڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

●ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇ͷ৔߹ɺ݈ؐ߁෇څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢Δલʹɺ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷
Λٻ෇ۚ౳ͷ੥څ約ͷೖӃܖ༝ʹରͯ͠ओࣄ෷ࢧ෇ۚ౳ͷڅ約ͷೖӃܖ४೔ͷલ೔·Ͱʹੜͨ͡ओج
ड͚ɺ͔ͭɺͦͷࢧ෷ֹ͕֬ఆ͠ͳ͍৔߹͸ɺͦͷओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷࢧ෷ݶظͱಉҰͷ೔·Ͱɺ
ΛԆ௕͢Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻݶظ෷ࢧ෇ۚͷڅ෇ؐ߁݈
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˙ อݥ ɾۚڅ෇ۚ౳ͷ୅ཧ੥ٻʢࢦఆ୅ཧ੥ٻಛ約ʣ
͕ऀݥ༝౳͕ੜͨ͡ͱ͖ʹɺඃอࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅɾۚݥडऔਓͰ͋Δอ͕ऀݥಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ɺඃอٻఆ୅ཧ੥ࢦ˖
อۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥ٻͰ͖ͳ͍ಛผͳࣄ৘͕͋Δͱ͖͸ɺ͋Β͔͡Ίࢦఆ͞Εͨࢦఆ୅ཧ੥ٻਓ͕ɺඃอऀݥͷ୅ཧਓͱ͠
ͯอۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻࢦਓΛٻఆ୅ཧ੥ࢦͷಉҙΛಘͯɺ͋Β͔͡Ίऀݥ約ऀ͸ඃอܖ˖

ਓͷٻఆ୅ཧ੥ࢦ
ൣғ

୅ཧ੥ٻͷର৅ͱͳΔ
อۚݥɾڅ෇ۚ౳

ඃอ͕ऀݥอۚݥɾڅ෇ۚ౳
Λ੥ٻͰ͖ͳ͍ಛผͳ৔߹

୅ཧ੥ٻͰ͖ͳ͍৔߹

ͷ͍ͣΕ͔ͷൣғ಺Ͱ࣍
1໊Λࢦఆ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ᶃඃอऀݥͷށ੶্ͷ഑
ऀۮ
ᶄඃอऀݥͷ3਌౳಺ͷ
਌଒
ᶅඃอऀݥͱಉډ·ͨ͸
ੜܭΛҰʹ͢Δ ʢऀ*ʣ
ᶆඃอऀݥͷྍཆޢ؃ʹ
౒ΊΔ͔·ͨ͸ඃอݥ
ऀͷ؅࢈ࡒཧΛͯͬߦ
͍Δ ʢऀ*ʣ
ᶇͦͷଞᶅ͓Αͼᶆͷऀ
ͱಉ౳ͷ ʢऀ*ʣ

●ඃอ͕ऀݥडऔਓͱ
ͳ͍ͬͯΔอۚݥɾ
෇ۚڅ

●อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔
আʢܖ約ऀͱඃอऀݥ
͕ಉҰਓͷ৔߹ͱ͠
·͢ɻʣ

෇څ෇ؐ߁݈● ʢۚܖ約
ऀͱඃอ͕ऀݥಉҰ
ਓͷ৔߹ͱ͠·͢ɻʣ

●อۚݥɾڅ෇ۚɺอݥྉͷ෷
ࢥҙ͏ߦΛٻΈͷ໔আͷ੥ࠐ
ද͕ࣔࠔ೉Ͱ͋Δͱ౰͕ࣾೝ
Ίͨͱ͖

●ʮ͕ΜʯͳͲͷ౰͕ࣾೝΊͨই
ප໊ͷࠂ஌Λड͚͍ͯͳ͍ͱ
͖

●ͦͷଞอۚݥɾڅ෇ۚɺอݥ
ྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ੥ٻͰ͖
ͳ͍ಛผͳࣄ৘͕͋Δͱ౰ࣾ
͕ೝΊͨͱ͖

౰͢Δ֘ʹ࣍ਓ͕ٻఆ୅ཧ੥ࢦ
৔߹ʹ͸୅ཧ੥ٻΛ͢Δ͜ͱ͕
Ͱ͖·ͤΜɻ
෷ࢧ෇ۚͷڅɾۚݥҙʹอނ●
Έͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝ɺอࣄ
༝Λੜͤͨ͡͞ͱ͖ࣄ

څɾۚݥΛอऀݥҙʹඃอނ●
෇ۚɺอݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ
ͷ੥͕ٻͰ͖ͳ͍ঢ়ଶʹͤ͞
ͨͱ͖

●੥࣌ٻʹ͓͍ͯɺࢦఆ୅ཧ੥ٻ
ਓͷൣғ֎ͱͳͬͨͱ ʢ͖ྫɿ
ࠗҽؔ܎Λղফͯ͠ށ੶্ͷ഑
Ͱͳ͘ͳͬͨͱ͖౳ʣऀۮ

ʢ*ʣ౰ࣾॴఆͷॻྨ౳ʹΑΓͦͷ͕࣮֬ࣄೝͰ͖ɺ͔ͭɺอۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥͢ٻ΂͖ద౰ͳཧ༝͕͋Δͱ౰͕ࣾೝΊͨ৔
Γ·͢ɻݶʹ߹

！
ਓʹରͯ͠ɺҎԼͷ͜ͱΛ͓఻͍͑ͩ͘͞ɻٻఆ୅ཧ੥ࢦ約ऀ͔Βܖఆͨ͠৔߹ʹ͸ɺࢦਓΛٻఆ୅ཧ੥ࢦ
ఆ͞Εͨ͜ͱࢦʹਓٻఆ୅ཧ੥ࢦ●
●ඃอ͕ऀݥอۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥ٻͰ͖ͳ͍৔߹ʹɺඃอऀݥʹ͔Θͬͯอۚݥɾڅ෇ۚ౳ͷ੥͕ٻ
Ͱ͖Δ͜ͱ

●อۚݥɾڅ෇ۚ౳ͷࢧ෷ࣄ༝

˖ඃอ͕ऀݥอۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥ٻͰ͖ͳ͍ಛผͳࣄ৘͕͋Δ৔߹Ͱɺ͔ͭɺࢦఆ୅ཧ੥ٻਓ͕੥ࢮʹ࣌ٻ๢͍ͯ͠Δɺࢦఆ
Ͱ͖ͳٻਓ͕੥ٻఆ୅ཧ੥ࢦͰ͖ͳ͍౳ɺٻਓ͕୅ཧ੥ٻఆ୅ཧ੥ࢦਓͷൣғ֎Ͱ͋Δɺٻఆ୅ཧ੥ࢦਓ͕ٻఆ୅ཧ੥ࢦͨ͠
͍ͱ͖͸ɺ࣍ͷํ͕୅ཧ੥ٻਓͱͯ͠อۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ᶃ੥࣌ٻʹ͓͍ͯඃอऀݥͱಉډ·ͨ͸ੜܭΛҰʹ͢Δࢮ๢อۚݥडऔਓ
ᶄᶃʹ֘౰͢Δऀ͕͍ͳ͍৔߹ɺᶃʹ֘౰͢Δऀ͕୅ཧ੥ٻͰ͖ͳ͍ಛผͳࣄ৘͕͋Δ৔߹ʹ͸ɺ੥࣌ٻʹ͓͍ͯɺඃอऀݥ
ͱಉډ·ͨ͸ੜܭΛҰʹ͢Δඃอऀݥͷށ੶্ͷ഑ऀۮ
ᶅᶃ·ͨ͸ᶄʹ֘౰͢Δऀ͕͍ͳ͍৔߹ɺᶃ·ͨ͸ᶄʹ֘౰͢Δऀ͕୅ཧ੥ٻͰ͖ͳ͍ಛผͳࣄ৘͕͋Δ৔߹ʹ͸ɺ੥࣌ٻʹ
͓͍ͯɺඃอऀݥͱಉډ·ͨ͸ੜܭΛҰʹ͢Δඃอऀݥͷ3਌౳಺ͷ਌଒

ᶆᶃᶄᶅʹ֘౰͢Δऀ͕͍ͳ͍৔߹ɺᶃᶄᶅʹ֘౰͢Δऀ͕୅ཧ੥ٻͰ͖ͳ͍ಛผͳࣄ৘͕͋Δ৔߹ʹ͸ɺ੥࣌ٻʹ͓͍ͯɺ
ᶃᶄᶅʹ֘౰͢Δऀͱಉ౳ͷอۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ੥͢ٻ΂͖ద౰ͳཧ༝͕͋Δऀͱͯ͠౰͕ࣾೝΊͨऀ

！
●อۚݥɾڅ෇ۚΛࢦఆ୅ཧ੥ٻਓɾ୅ཧ੥ٻਓʹ͓ࢧ෷͍ͨ͠৔߹ɺͦͷޙɺॏෳͯͦ͠ͷอۚݥɾ
෷͍Ͱ͖·ͤΜɻࢧ΋͓͍͍ͯͩͨٻ෇ۚΛ੥څ

ΑͼϦϏϯάɾχʔζ͓ݥอظɺ̍೥ఆݥಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ʹ͸ɺঁੑ࣬පอٻఆ୅ཧ੥ࢦ●
ಛ約ʹنఆ͞Ε͍ͯΔ୅ཧ੥ٻʹؔ͢Δ約款نఆ͸ద༻ͤͣɺࢦఆ୅ཧ੥ٻಛ約ͷ約款نఆ͕༏ઌ͠
ͯద༻͞Ε·͢ɻ
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˙ อݥ ɾۚڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖ͳ͍৔߹
支払事由や保険料の払込みの免除事由に該当しない場合
˖อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝ʹ֘౰͠ͳ͍৔߹ʹ͸ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈ
ͷ໔আ͕Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝౳ͷৄࡉʹ͍ͭͯ͸ʮอো಺༰ʹ͍ͭͯʯͷϖʔδͰ֬͝ೝͩ͘
͍͞ɻ
〈支払事由等に該当しない例〉
˓約款ผදʹఆΊΔߴ౓ো֐ঢ়ଶɺ਎ମো֐ͷঢ়ଶʹ֘౰͠ͳ͍৔߹
˓έΨ·ͨ͸පؾͷྍ࣏Λ໨తͱ͍ͯ͠ͳ͍ೖӃɾखज़౳ͷ৔߹
˓約款ผද2ʹఆΊΔೖӃ౳ͷఆٛʹ֘౰͠ͳ͍ೖӃ౳ͷ৔߹
˓ެతҩྍอ੍ݥ౓ͷର৅ͱͳΒͳ͍खज़ͷ৔߹
߹౓Λ͑ͨ͜৔ݶ෷ࢧ෇ۚͷڅ֤˓

免責事由に該当した場合
˖อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝౳ʹ֘౰ͯ͠΋ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ
͕Ͱ͖ͳ͍৔߹ʢ໔੹ࣄ༝ʣ͕ ͋Γ·͢ɻ

౳ۚݥ෇ۚɾอڅ อݥछྨ ໔੹ࣄ༝

ೖӃڅ෇ۚ ऴ਎ҩྍอ2018ݥ
ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇

ᶃܖ約ऀ·ͨ͸ඃอऀݥͷނҙ·ͨ͸ॏେͳաࣦʹΑΔ
ͱ͖

ᶄඃอऀݥͷ൜ߦࡑҝʹΑΔͱ͖
ᶅඃอऀݥͷਫ਼ਆো֐ͷঢ়ଶΛݪҼͱ͢ΔނࣄʹΑΔͱ
͖

ᶆඃอऀݥͷటਲͷঢ়ଶΛݪҼͱ͢ΔނࣄʹΑΔͱ͖
ᶇඃอ͕ऀݥ๏ྩʹఆΊΔӡస֨ࢿΛͨ࣋ͳ͍Ͱӡస͠
͍ͯΔؒʹੜͨ͡ނࣄʹΑΔͱ͖

ᶈඃอ͕ऀݥ๏ྩʹఆΊΔञؾଳͼӡస·ͨ͸͜Εʹ૬
౰͢ΔӡసΛ͍ͯ͠Δؒʹੜͨ͡ނࣄʹΑΔͱ͖

ᶉඃอऀݥͷༀ෺ґଘʹΑΔͱ ʢ͖ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷
໭ۚͳ͠ʣɺ௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥͷอݥྉͷ෷ࠐ
Έͷ໔আΛআ͘ʣ

खज़څ෇ۚ ऴ਎ҩྍอ2018ݥ
ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇

์ࣹઢڅྍ࣏෇ۚ ऴ਎ҩྍอ2018ݥ
ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇

ೖӃҰڅ࣌෇ۚ ೖӃҰۚ࣌ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

ઌਐҩྍڅ෇ۚ ઌਐҩྍಛ約2018

อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ ऴ਎ҩྍอ2018ݥ
ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇
ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʢෆ
ྀͷނࣄʹΑΓอݥྉͷ෷ࠐΈͷ
໔আࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠৔߹ʹݶΔʣ
௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ

ೝ஌঱਍அڅ෇ۚ ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ ᶃܖ約ऀ·ͨ͸ඃอऀݥͷނҙ·ͨ͸ॏେͳաࣦʹΑΔ
ͱ͖

ᶄඃอऀݥͷ൜ߦࡑҝʹΑΔͱ͖
ᶅඃอऀݥͷༀ෺ґଘʹΑΔͱ͖

ཁհڅޢ෇ۚ հڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚ ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ
͠ʣ

ۚݥ๢อࢮ ঁੑ࣬පอݥ
௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ
1೥ఆظอݥ

ᶃ੹೚։࢝೔ʢ෮ߦ͕׆ΘΕͨͱ͖͸෮׆ͷࡍͷ੹೚։
೔ʣ͔࢝ Β3೥Ҏ಺ͷඃอऀݥͷࣗࡴʹΑΔͱ͖

ᶄܖ約ऀ·ͨ͸ࢮ๢อۚݥडऔਓͷނҙʹΑΔͱ͖

ۚݥอ֐౓োߴ ௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ
1೥ఆظอݥ

ҙʹΑΔͱ͖ނͷऀݥ約ऀ·ͨ͸ඃอܖ

ϦϏϯάɾχʔζอۚݥ ϦϏϯάɾχʔζಛ約

ͷ෷໭ۚ࣌๢ࢮ ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇ ҙʹΑΔͱ͖ނ約ऀͷܖ
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戦争その他の変乱、地震・噴火・津波により支払事由等が生じた場合
˖ઓ૪ͦͷଞͷมཚʹΑΓอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝͕ੜͨ͡৔߹ɺࢧ෷ࣄ༝౳ʹ֘౰͢Δඃอݥ
ऀͷ਺ʹΑͬͯ͸ɺอۚݥɾڅ෇ۚΛࢧ͓ͯ͠ݮ࡟෷͍͢Δ͔ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͠ͳ͍
͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ
˖஍਒ɾ෾Րɾ௡೾ʹΑΓڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝͕ੜͨ͡৔߹ɺࢧ෷ࣄ༝౳ʹ֘౰͢Δඃอऀݥͷ਺ʹ
Αͬͯ͸ɺڅ෇ۚΛࢧ͓ͯ͠ݮ࡟෷͍͢Δ͔ɺڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͠ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

責任開始期前に生じたケガまたは病気による場合
ʹ߹Ҽͱ͢Δ৔ݪΛؾੜͨ͡έΨ·ͨ͸පʹޙҎظ࢝Έͷ໔আ͸ɺ੹೚։ࠐྉͷ෷ݥ෷͍΍อࢧ෇ۚͷ͓څɾۚݥอ֐౓োߴ˖
Γ·͢ɻ͠ݶ ͕ͨͬͯɺݪҼͱͳΔέΨ·ͨ͸ප͕ؾ੹೚։ظ࢝લʹੜ͍ͯ͡Δ৔߹͸ߴɺ ౓ো֐อۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍
อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ

！
ইප΍ෆྀͷނࣄ౳͕੹೚։ظ࢝લʹੜ͍ͯ͡Δ৔߹Ͱ΋ɺ࣍ͷ৔߹ʹ͸ɺ੹೚։ظ࢝ҎޙͷݪҼʹΑ
Δ΋ͷͱΈͳ͠ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ର৅΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আͷର৅ͱͳΓ·͢ɻ
●੹೚։ظ࢝લʹੜͨ͡ইපΛݪҼͱ͢Δ৔߹Ͱɺ͝ܖ約࣌ʹͦͷইපʹ͍ͭͯࠂ஌͕͋ͬͨ৔߹
●੹೚։ظ࢝લʹੜͨ͡ইපΛݪҼͱ͢Δ৔߹Ͱɺ੹೚։ظ࢝લʹҩࢣͷ਍࡯΍ࠪݕ౳ͷ݁ՌͰҟৗͷࢦ
ఠΛड͚ͨ͜ͱ͕ͳ͘ɺͦͷইපʹΑΔ঱ঢ়ʹ͍ͭͯܖ約ऀ͓Αͼඃอऀݥʹೝࣝ΍͕֮ࣗͳ͍৔߹

●੹೚։࢝೔͔Β2೥ܦաޙʹೖӃΛ։ͨ࢝͠৔߹ɺखज़Λड͚ͨ৔߹

責任開始日から90日以内に悪性新生物・上皮内新生物と診断確定された場合
·෷͍Ͱ͖ࢧ೔͔Β90೔Ҏ಺ʹѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͸ɺ͓࢝෇ۚʹ͍ͭͯ͸ɺ੹೚։څͷ࣍˖
ͤΜɻ
˓͕Μ਍அڅ෇ۚɺ্ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ ʢ͕ۚΜಛ約ɾ͕Μ਍அڅ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣʣ
˓ঁੑಛఆΨϯڅྍ࣏෇ۚɺೕ๪څݐ࠶෇ ʢۚঁੑ࣬පอݥʣ
෇څԉࢧྍ࣏෇ۚɺ͕Μڅྍ࣏෇ۚɺ์ࣹઢڅ෇ۚɺखज़څྍ࣏ࡎ෇ۚɺϗϧϞϯڅྍ࣏ࡎΜ͕߅˓ ʢۚऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷
໭ۚͳ͠ʣʣ
˓ೖӃڅ෇ ʢ͕ۚΜೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣʣ
˓ઌਐҩྍڅ෇ ʢ͕ۚΜઌਐҩྍಛ約ʣ
˖੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͸ɺऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣͷѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ
͞Εͨ৔߹ͷอݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ

責任開始日前に認知症と診断確定された場合
ظ࢝ͷؒظݥ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻʢอࢧ೔લʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͸ɺ͓࢝෇ۚʹ͍ͭͯ͸ɺ੹೚։څͷ࣍˖
ͷଐ͢Δ೔͔Β1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔͕੹೚։࢝೔ͱͳΓ·͢ɻʣ
˓ೝ஌঱਍அڅ෇ ʢۚೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʣ
˓ཁհڅޢ෇ ʢۚհڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣʣ
˓ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ ʢۚਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣʣ

詐欺による取消しの場合
څɾۚݥ約͕औফ͠ͱͳͬͨ৔߹ɺอܖ΋ͷͱೝΊΒΕɺͨ͝͠׆約Λక݁·ͨ͸෮ܖΑΓ͝ʹٗ࠮ͷऀݥ約ऀ·ͨ͸ඃอܖ˖
෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ͜ͷ৔߹ɺ͢ Ͱʹ෷ࠐΈ͍͍ͨͩͨอݥྉ͸෷໭͠·ͤΜɻ

不法取得目的による無効の場合
ͨ·෇ۚΛෆ๏ʹऔಘ͢Δ໨తڅɾۚݥ約ऀ͕อܖ౳͔Βɺگͷঢ়ٻ෇ۚͷ੥څɾۚݥͷอޙ約੒ཱܖɺ͝گ約క݁ͷঢ়ܖ͝˖
͸ଞਓʹอݥ ɾۚڅ෇ۚΛෆ๏ʹऔಘͤ͞Δ໨తͰ͝ܖ約Λక݁·ͨ͸෮ͨ͠׆΋ͷͱೝΊΒΕɺ͝ܖ約͕ແޮͱ͞Εͨ৔߹ɺ
อۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ͜ͷ৔߹ɺ͢Ͱʹ෷ࠐΈ͍͍ͨͩͨอݥྉ͸෷
໭͠·ͤΜɻ

告知義務違反による解除の場合
ʹ஌ٛ຿ҧ൓ࠂͱ૬ҧ͍ͯͨͨ͠Ίɺ࣮ࣄ஌͍͍ͯͨͩͨ͠಺༰͕ࠂ஌͠ͳ͔ͬͨΓɺࠂΛ࣮ࣄҙ·ͨ͸ॏେͳաࣦʹΑΓނ˖
ΑΓ͝ܖ約͕ղআ͞Εͨ৔߹ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝ʹ֘౰͍ͯͯ͠΋อۚݥɾڅ෇ۚͷ͓
஌ٛ຿ʯͷϖʔδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻࠂ஌ͱࠂΈͷ໔আ͕Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻৄ͘͠͸ʮࠐྉͷ෷ݥ෷͍΍อࢧ
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重大事由による解除の場合
ʹ༝ʣࣄ༝ʢॏେࣄͷΑ͏ͳ࣍˖ ֘౰͠͝ܖ約͕ղআ͞Εͨ৔߹ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖·ͤΜɻ
ᶃܖ約ऀɺඃอऀݥ·ͨ͸ࢮ๢อۚݥडऔਓ͕ɺ͝ܖ約ͷอۚݥɾڅ෇ۚΛ࠮औ͢Δ໨త·ͨ͸ୈ࠮ʹऀࡾऔͤ͞Δ໨తͰࣄ
ͱͨ͜͠ىΛނ ʢ͖ະ਱ΛؚΈ·͢ɻʣ
ᶄอۚݥɾڅ෇ۚͷ੥ٻʹؔ͠ɺอۚݥɾڅ෇ۚͷडऔਓʹߦٗ࠮ҝ͕͋ͬͨͱ ʢ͖ະ਱ΛؚΈ·͢ɻʣ
ᶅଞͷอܖݥ約ͱͷॏෳʹΑΓೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹ͕ܭஶ͘͠աେͰ͋ͬͯɺอ੍ݥ౓ͷ໨తʹ൓͢Δঢ়ଶ͕΋ͨΒ͞ΕΔ͓
ͦΕ͕͋Δͱ͖
ᶆܖ約ऀɺඃอऀݥ·ͨ͸ࢮ๢อۚݥडऔਓ͕ɺ൓ࣾձత੎ ʢྗ*1ʣʹ ֘౰͢ΔͱೝΊΒΕΔͱ͖ɺ·ͨ͸͜ΕΒͷ൓ࣾձత੎
ྗͱࣾձతʹඇ೉͞ΕΔ΂͖ؔ܎ʢ*2ʣΛ༗͍ͯ͠ΔͱೝΊΒΕΔͱ͖
ᶇ্هᶃʙᶆͷଞɺ౰ࣾͷܖ約ऀɺඃอऀݥ·ͨ͸ࢮ๢อۚݥडऔਓʹର͢Δ৴པΛଛͳ͍ɺ͜ ͷ͝ܖ約ͷଘଓΛࠔ೉ͱ͢Δɺ
༝͕͋Δͱ͖ࣄᶃʙᶆͱಉ౳ͷॏେͳه্
ࢧ෇ۚͷ͓څɾۚݥ༝͕ੜͨ͡ͱ͖͸ɺอࣄΈͷ໔আࠐྉͷ෷ݥ༝΍อࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅɾۚݥɺอʹޙ༝͕ੜͨ͡ࣄͷه্˞
෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻʢ্هᶆͷࣄ༝ͷΈ֘౰ͨ͠৔߹Ͱɺෳ਺ͷอۚݥडऔਓͷ͏ͪҰ
෦ͷडऔਓ͚͕ͩ֘౰ͨ͠ͱ͖͸ɺอۚݥͷ͏ͪɺͦͷडऔਓʹ͓ࢧ෷͍͢Δ͜ͱͱͳ͍ͬͯͨอֹۚݥΛআֹ͍ͨۚΛɺ
ଞͷडऔਓʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻʣ͢ Ͱʹอۚݥɾڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͍ͯͨ͠ͱ͖Ͱ΋ɺͦͷฦؐΛ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ͢Ͱ
ʹอݥྉͷ෷ࠐΈΛ໔আ͍ͯͨ͠ͱ͖Ͱ΋ɺอݥྉͷ෷ࠐΈΛ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ʢ*1ʣ๫ྗஂɺ๫ྗஂһʢ୤ୀ5ޙ೥Λܦա͠ͳ͍ऀΛؚΉʣɺ๫ྗஂ४ߏ੒һ·ͨ͸๫ྗஂؔͦۀا܎ͷଞͷ൓ࣾձత੎ྗ
Λ͍͍·͢ɻ

ʢ*2ʣ൓ࣾձత੎ྗʹର͢Δۚࢿ౳ͷఏڙ΋͘͠͸ศٓͷڙ༩ɺ൓ࣾձత੎ྗͷෆ౰ͳར༻Λ͜͏ߦͱ౳Λ͍͍·͢ɻ·ͨɺ
഑΋͘͠͸࣮࣭తͳؔ༩͕͋Δ͜ͱ΋͍͍·͢ɻࢧӦͷܦۀا約ऀ͕๏ਓͷ৔߹͸ɺ൓ࣾձత੎ྗʹΑΔܖ

ご契約が失効した場合
˖อݥྉͷ෷ࠐΈ͕ͳ͔ͬͨͨΊ͝ܖ約͕ࣦޮͨ͠ޙʹɺอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আࣄ༝͕ੜͯ͡΋ɺ
อۚݥɾڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আΛ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͤΜɻ
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˙ อݥ ɾۚڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖Δ৔߹ɺ͓ ྫࣄ෷͍Ͱ͖ͳ͍৔߹ͷ۩ମతࢧ
อۚݥɾڅ෇ۚ౳Λ͓ࢧ෷͍Ͱ͖Δ৔߹ɺ͓ࢧ෷͍Ͱ͖ͳ͍৔߹Λཧղ͍ͯͨͩͨ͘͠Ίʹɺ୅දతͳྫࣄΛ͍ͯ͠ࡌه·͢ɻ
ೝΊΒΕΔ৔߹ʹ͸ɺҟͳΔऔѻ͍ͱͳΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ͕܎࣮ؔࣄͷ಺༰Ҏ֎ʹଞͷࡌه

事例 1）告知義務違反による解除

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

݂ѹ͕͍ͨߴΊ౤ༀதͰ͋Δ͜ͱΛ正しく告知したうえで当
社がご契約をお引受けし、1೥ޙ ʮʹ݂ߴѹʯΛݪҼͱ͢Δʮ೴
ଔதʯͰೖӃͨ͠৔߹
෷͍͠·͢ɻࢧ஌ٛ຿ҧ൓͕ͳ͍ͨΊɺ͓ࠂ͠ࡍʹ約ܖ͝˰

݂ѹ͕͍ͨߴΊ౤ༀதͰ͋Δ͜ͱΛ正しく告知せずに加入
し、1೥ޙ ʮʹ݂ߴѹʯΛݪҼͱ͢Δʮ೴ଔதʯͰೖӃͨ͠৔߹

約͸ܖݥ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻอࢧ஌ٛ຿ҧ൓ʹ֘౰͠ɺ͓ࠂ˰
ղআͱͳΓ·͢ɻ

ղઆ

ҙ·ͨ͸ॏେͳނ஌͍ͨͩ͘ඞཁ͕͋Γ·͕͢ɺࠂঢ়ଶʹ͍ͭͯਖ਼֬ʹ΋Εͳ͘߁ͷ݈ऀݥͷඃอ࣌約ʹ͋ͨͬͯ͸ɺͦͷܖ͝
աࣦʹΑ࣮ͬͯࣄΛࠂ஌͠ͳ͔ͬͨΓɺ࣮ࣄͱҟͳΔ಺༰Λࠂ஌ͨ͠৔߹ɺʮࠂ஌ٛ຿ҧ൓ʯͱͯ͠͝ܖ約͸ղআͱͳΓɺอݥ ɾۚ
ྉݥ෇ۚ΍อڅɾۚݥͱอ࣮ࣄ஌ٛ຿ҧ൓ͷର৅ͱͳͬͨࠂΜɻͨͩ͠ɺͤ·͍ߦΈͷ໔আ͸ࠐྉͷ෷ݥ෷͍΍อࢧ෇ۚͷ͓څ
ͷ෷ࠐΈͷ໔আͷ੥ݪٻҼͱͷؒʹɺҼՌ͕ؔ܎ೝΊΒΕͳ͍৔߹ʹ͸ɺ͝ܖ約͸ղআͱͳΓ·͕͢ɺอۚݥɾڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷
͍͠·͢ɻ

事例 2）責任開始期前の発病

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

責任開始期以後に発病したʮ௣ؒ൘ϔϧχΞʯʹ ΑΓೖӃͨ͠
৔߹
˰੹೚։ظ࢝Ҏޙʹൃපͨ͠පؾʹΑΔೖӃͷͨΊɺ͓ࢧ෷
͍͠·͢ɻ

責任開始期前に発病していたʮ௣ؒ൘ϔϧχΞʯʹ ΑΓೖӃ͠
ͨ৔߹
˰੹೚։ظ࢝લʹൃපͨ͠පؾʹΑΔೖӃͷͨΊɺ͓ࢧ෷͍
Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

ೖӃڅ෇ۚ౳͸ɺ੹೚։ظ࢝Ҏޙʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨΛݪҼͱ͢Δ৔߹ʹࢧ෷ର৅ͱͳΓ·͢ɻ੹೚։ظ࢝લʹੜͨ͡පؾ
·ͨ͸έΨΛݪҼͱ͢Δ৔߹ʹ͸ɺೖӃڅ෇ۚ౳ͷ͓ࢧ෷͍΍อݥྉͷ෷ࠐΈͷ໔আ͸Ͱ͖·ͤΜɻͨͩ͠ɺ੹೚։࢝೔͔Β2
೥Λܦաͯ͠։ͨ࢝͠ೖӃɺखज़౳ʹ͍ͭͯ͸ɺ੹೚։ظ࢝લʹੜͨ͡පؾ·ͨ͸έΨΛݪҼͱ͢Δ৔߹Ͱ΋͓ࢧ෷͍͢Δ͜ͱ
͕͋Γ·͢ɻ
˞͕Μʹର͢Δอোʹ͸ɺ੹೚։࢝೔͔ΒҰఆؒظɺڅ෇ۚͷ͓ࢧ෷͍Λ͠ͳ͍৔߹͕͋Γ·͢ɻ

事例 3）治療を目的とした入院

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

ࢣͳు݂ͷͨΊපӃͰड਍ͨ͠ͱ͜Ζɺҩٸ ʮʹ͓ࠪݕΑͼ
Λड͚1ധ2೔ͷೖӃΛࣔ͠ࢦͷͨΊͷೖӃ͕ඞཁʯͱྍ࣏
ͨ৔߹
˰਎ମͷҟৗΛݪҼͱͨ͠ҩࢣͷࣔࢦʹΑΔྍ࣏Λ໨తͱ͢
ΔࠪݕೖӃͰ͋ΔͨΊɺ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ఆظతͳ݈߁਍அͷͨΊɺපӃͰ1ധ2೔ͷਓؒυοΫΛड
͚ͨ৔߹

˰පؾ΍έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͨ͠ೖӃͰ͸ͳ͍ͨΊɺ͓ࢧ෷
͍Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

ೖӃڅ෇ۚ౳͸ɺපؾ·ͨ͸έΨͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃͨ͠ͱ͖౳ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻਓؒυοΫࠪݕͳͲ݈߁਍அͷͨΊʹ
ೖӃͨ͠৔߹ʹ͸͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻͨͩ͠ɺҩࢣͷࣔࢦʹΑΔྍ࣏ʹઌཱͭࠪݕͷͨΊͷೖӃ͸ɺྍ࣏Λ໨తͱ͢ΔೖӃʹ
ؚΊͯऔѻ͍ɺೖӃڅ෇ۚ౳Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
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事例 4）終身医療保険2018・終身医療保険2018健康還付特則付

●入院給付金

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ Ұ෦͓ࢧ෷͍Ͱ͖ͳ͍৔߹

ʮഏԌʯͰ60೔ೖӃ͠ɺ退院日から200日後にʮંࠎʯͰ30೔
ೖӃͨ͠৔߹
ʮ˰ഏԌʯʹ ΑΔೖӃͱʮંࠎʯʹ ΑΔೖӃ͸ɺͦΕͧΕ͕1ճ
ͷೖӃͱͳΔͷͰɺͦΕͧΕͷೖӃʹରͯ͠ೖӃڅ෇ۚΛ
෷͍͠·͢ɻࢧ͓

ʮഏԌʯͰ60೔ೖӃ͠ɺ退院日から50日後にʮંࠎʯͰ30೔
ೖӃͨ͠৔߹
ʮ˰ഏԌʯʹ ΑΔೖӃͱʮંࠎʯʹ ΑΔೖӃ͸1ճͷೖӃͱΈͳ
͞ΕΔͨΊɺંࠎʹΑΔೖӃʹ͍ͭͯ͸ೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ
෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

2ճҎ্ͷೖӃΛͨ͠৔߹ɺୀӃ೔ͷཌ೔͔Β180೔Ҏ಺ʹೖӃΛ։ͨ࢝͠ͱ͖͸ɺͦͷೖӃ͸1ճͷೖӃͱΈͳͯ͠ೖӃ೔਺
ͷࢉܭΛ͠ɺୀӃ೔ͷཌ೔͔Β180೔ܦաޙʹೖӃΛ։ͨ࢝͠ͱ͖͸ɺ৽ͨͳೖӃͱ͠·͢ɻ1ճͷೖӃͱΈͳ͞ΕΔ৔߹Ͱɺ
ೖӃ೔਺ͷ߹1͕ܭճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓ʢ60೔ʣΛ͑͜Δ৔߹ʹ͸ɺ͑ͨ͜෦෼ͷೖӃʹ͍ͭͯ͸ೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
ͳ͓ɺ8࣬පೖӃࢧ෷ݶ౓֦େಛଇ͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹ʹ͸ɺ3େ࣬පʢѱੑ৽ੜ෺ɺ৺࣬ױɺ೴݂ױ؅࣬ʣʹ ΑΔೖӃͷ৔߹
͸ࢧ෷ݶ౓ͳ͠ɺ5࣬පʢ౶೘පɺ݂ߴѹੑ࣬ױɺ؊࣬ױɺਛ࣬ױɺᢄ࣬ױʣʹ ΑΔೖӃͷ৔߹ʹ͸1ճͷೖӃͷࢧ෷ݶ౓120೔
౓ͱͳΓ·͢ɻݶ

●手術給付金

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

஬ਨ੾আज़Λड͚ͨ৔߹
˰खज़Λड͚ͨ࣌఺ʹ͓͍ͯɺެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘
ҩՊ਍ྍใु఺਺දʹΑΓखज़ྉ͕ࢉఆ͞ΕΔखज़ͷͨΊ
෷͍͠·͢ɻࢧ͓

ਖ਼खज़ʢϨʔγοΫʣΛड͚ڲਖ਼ͷͨΊϨʔβʔ۶ંڲͷࢹۙ
ͨ৔߹
˰खज़Λड͚ͨ࣌఺ʹ͓͍ͯɺެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘
ҩՊ਍ྍใु఺਺දʹΑΓखज़ྉ͕ࢉఆ͞Εͳ͍खज़ͷͨ
Ίɺ͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

खज़څ෇ۚͷࢧ෷ର৅ͱͳΔखज़͸ɺखज़Λड͚ͨ࣌఺ʹ͓͍ͯɺެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺දʹΑΓखज़
ྉ͕ࢉఆ͞ΕΔखज़Ͱ͋Δ͜ͱΛཁ͠·͢ɻެతҩྍอ੍ݥ౓ʹ΋ͱͮ͘ҩՊ਍ྍใु఺਺දʹΑΓखज़ྉ͕ࢉఆ͞Εͳ͍खज़
ʹ͍ͭͯ͸ɺࢧ෷ର৅ͱͳΓ·ͤΜɻ

●がん診断給付金・上皮内新生物診断給付金（がん特約）

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

責任開始日から100日後にʮң͕Μʢѱੑ৽ੜ෺ʣʯͱ਍அ֬ఆ
͞Εͨ৔߹
˰͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯΔͷ
Ͱɺ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

責任開始日から50日後にʮң͕Μʢѱੑ৽ੜ෺ʣʯͱ਍அ֬ఆ
͞Εͨ৔߹
˰͕Μอোͷ੹೚։࢝೔લʹ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯΔͷ
Ͱɺ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

͕Μ਍அڅ෇ ɾ্ۚ ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ͸ɺ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʢ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʣ
Ҏޙʹѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ·ͨɺ2ճ໨Ҏ߱ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚ͸ɺલճͷ͕Μ
਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥ܦաޙʹѱੑ৽ੜ෺ͰೖӃͨ͠৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ͳ͓ɺ੹೚։࢝೔͔Β90೔Ҏ಺ʹѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯͨ৔߹ʹ͸ɺ͕Μಛ約͸ແޮͱͳΓ·͢ɻ
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事例 5）女性疾病保険

●女性疾病支援給付金

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

「子宮がん」ͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃͨ͠৔߹
ʮ˰͕ٶࢠΜʯ͸約款ผදʹఆΊΔঁੑ࣬පʹ֘౰͢ΔͷͰɺ
ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

「胃がん」ͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃͨ͠৔߹
ʮ˰ң͕Μʯ͸約款ผදʹఆΊΔঁੑ࣬පʹ֘౰͠ͳ͍ͷͰɺ
ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

ঁੑ࣬පࢧԉڅ෇ۚ͸ɺ約款ผද14ʹఆΊΔঁੑ࣬පͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃΛ։ͨ࢝͠৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ約款ผද14
ʹ֘౰͠ͳ͍පؾ͸ࢧ෷ର৅ͱͳΓ·ͤΜɻ

●乳房再建給付金

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

੹೚։࢝೔͔Β100೔ޙʹ਍அ֬ఆ͞Ε ʮͨೕ͕ΜʯͰೕ๪Λ
੾আͨ͠ޙʹɺਓ޻ೕ๪ʹΑΔೕ๪ݐ࠶Λͨͬߦ৔߹

˰ೕ๪੾আͨ͠ೕ๪ʹ͍ͭͯೕ๪ݐ࠶ज़Λड͚͍ͯΔͷͰɺ
ೕ๪څݐ࠶෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

੹೚։࢝೔͔Β100೔ޙʹ਍அ֬ఆ͞Ε ʮͨೕ͕ΜʯͰೕ๪Λ
੾আ͠ൽෘͷܽଛ෦෼Λඃ෴͢ΔͨΊͷ২ൽज़Λ͚ͩͨͬߦ
Ͱɺೕ๪ݐ࠶͸͍ͯͬߦͳ͍৔߹
˰ೕ๪Λ੾আ͕ͨ͠ɺೕ๪ݐ࠶ज़Λड͚͍ͯͳ͍ͷͰɺೕ๪
෷͍Ͱ͖·ͤΜɻࢧ෇ۚΛ͓څݐ࠶

ղઆ

ೕ๪څݐ࠶෇ۚ͸ɺ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʢঁੑಛఆΨϯͷ੹೚։࢝೔ʣҎޙʹ਍அ֬ఆ͞Ε
ʮͨೕ͕Μʯʹ ΑΓೕ๪੾আज़Λड͚ɺͦͷೕ๪ʹ͍ͭͯೕ๪ݐ࠶ज़Λड͚ͨ৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻೕ๪ݐ࠶ज़ͱ͸ɺೕ๪ͷ੾
আज़ʹΑΓ૕ࣦͨ͠ೕ๪ͷܗଶΛൽෘห·ͨ͸ਓ޻෺Λ༻͍ͯਖ਼ৗʹ͍ۙܗଶʹ໭͢͜ͱΛ໨తͱ͢Δखज़Ͱɺൽෘͷܽଛ෦෼
Λඃ෴͢ΔͨΊͷ২ൽज़͸ೕ๪ݐ࠶ज़ʹ͸֘౰͠·ͤΜɻ
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事例 6）終身がん治療保険（払戻金なし）

●抗がん剤治療給付金等

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

責任開始日から100日後に਍அ֬ఆ͞Ε ʮͨң͕ΜʯͰॴఆͷ
߹Λड͚ͨ৔ྍ࣏ࡎΜ͕߅
˰͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ਍அ֬ఆ͞Ε͕ͨΜͷྍ࣏ͳ
ͷͰɺ͕߅Μڅྍ࣏ࡎ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

責任開始日から50日後に਍அ֬ఆ͞Ε ʮͨң͕ΜʯͰॴఆͷ
߹Λड͚ͨ৔ྍ࣏ࡎΜ͕߅
˰͕Μอোͷ੹೚։࢝೔લʹ਍அ֬ఆ͞Ε͕ͨΜͷྍ࣏ͳͷ
Ͱɺ͕߅Μڅྍ࣏ࡎ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͓ Αͼऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣʹ ෇ՃͰ͖Δಛ約ͷڅ෇ۚ͸ɺ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔Λؚ
Ίͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʢ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʣҎޙʹ਍அ֬ఆ͞Εͨѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺ʹΑΓࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰
ͨ͠৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔લʹѱੑ৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯͨ৔߹ʹ͸ɺ͝ܖ約͸ແޮͱͳΓ·͢ɻ

●抗がん剤治療給付金・ホルモン剤治療給付金

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

߹Λड͚ͨ৔ྍ࣏ࡎΜ͕߅Ͱॴఆͷࡀ75
څྍ࣏ࡎΜ͕߅ͷͨΊɺྍ࣏ࡎΜ͕߅ະຬͰड͚ͨࡀ80˰
෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

߹Λड͚ͨ৔ྍ࣏ࡎΜ͕߅Ͱॴఆͷࡀ85
ྍ࣏ࡎΜ͕߅ͷͨΊɺྍ࣏ࡎΜ͕߅Λ௒͑ͯड͚ͨࡀ80˰
෷͍Ͱ͖·ͤΜɻࢧ෇ۚΛ͓څ

ղઆ

༝ʹ֘౰͢ࣄ෷ࢧ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱʹɺܖདྷ͢Δ౸ʹޙͷ஀ੜ೔ͷ௚ࡀ෇ۚ͸ɺ80څྍ࣏ࡎ෇ۚɾϗϧϞϯڅྍ࣏ࡎΜ͕߅
Δ͕߅Μྍ࣏ࡎɾϗϧϞϯྍ࣏ࡎΛड͚ͨ৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻͨͩ͠ɺܖ約Ԡ౰೔͕80ࡀͷ஀ੜ೔ͷ৔߹͸ܖ約Ԡ౰೔ͷ
લ೔·Ͱʹड͚͕ͨ߅Μྍ࣏ࡎɾϗϧϞϯࢧ͓͕ྍ࣏ࡎ෷͍ͷର৅Ͱ͢ɻ

●がん診断給付金・上皮内新生物診断給付金（がん診断給付特約）

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

責任開始日から100日後にʮң͕Μʢѱੑ৽ੜ෺ʣʯͱ਍அ֬ఆ
͞Εͨ৔߹
˰͕Μอোͷ੹೚։࢝೔Ҏޙʹ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯΔͷ
Ͱɺ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

責任開始日から50日後にʮң͕Μʢѱੑ৽ੜ෺ʣʯͱ਍அ֬ఆ
͞Εͨ৔߹
˰͕Μอোͷ੹೚։࢝೔લʹ͕Μͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯΔͷ
Ͱɺ͕Μ਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍Ͱ͖·ͤΜɻ

ղઆ

͕Μ਍அڅ෇ ɾ্ۚ ൽ಺৽ੜ෺਍அڅ෇ۚ͸ɺ੹೚։࢝೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ90೔Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʢ͕Μอোͷ੹೚։࢝೔ʣ
Ҏޙʹѱੑ৽ੜ෺ɾ্ൽ಺৽ੜ෺ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ·ͨɺ2ճ໨Ҏ߱ͷ͕Μ਍அڅ෇ۚ͸ɺલճͷ͕Μ
਍அڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝ʹ֘౰ͨ͠೔͔Β1೥ܦաޙʹѱੑ৽ੜ෺ͰೖӃͨ͠৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

事例 7）低解約払戻金型終身保険・１年定期保険（対象となる高度障害状態）

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

ަ௨ނࣄͰ྆࿹Λගͷ෦෼͔Β੾அͨ͠৔߹

˰約款ผදʹఆΊΔߴ౓ো֐ঢ়ଶʹ֘౰͢ΔͷͰɺߴ౓ো֐
อۚݥΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

ަ௨ނࣄͰ྆࿹͕ෆࣗ༝ʹͳ͕ͬͨɺϦϋϏϦΛଓ͚͍ͯΔ
৔߹
˰約款ผදʹఆΊΔߴ౓ো֐ঢ়ଶʹ֘౰͠ͳ͍ͨΊɺߴ౓ো
෷͍Ͱ͖·ͤΜɻࢧΛ͓ۚݥอ֐

ղઆ

ঢ়ଶʹ֘౰͠֐౓োߴҼͱͯ͠ɺ約款ผද10ʹఆΊΔݪΛ௚઀ͷ֐ੜͨ࣬͡ප·ͨ͸ইʹޙҎظ࢝͸ɺ੹೚։ۚݥอ֐౓োߴ
ͨͱ͖ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻϦϋϏϦͳͲʹΑΓճ෮ͷࠐݟΈ͕͋Δ৔߹͸ɺʮͦͷ༻Λશ͘Ӭٱʹࣦͬͨ΋ͷʯʹ ͸֘౰͠ͳ͍ͨ
Ίɺߴ౓ো֐อۚݥ͸͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ
˞約款ผදʹఆΊΔߴ౓ো֐ঢ়ଶ͸ɺ਎ମোऀ֐෱ࢱ๏ʹఆΊΔো֐ঢ়ଶ౳ͱ͸ҟͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ
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事例 8）認知症保険（払戻金なし）・介護給付特約（払戻金なし）・精神疾患併発入院特約（払戻金なし）

●認知症診断給付金等

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Β2೥ޙ ʮʹೝ஌঱ʯͱ਍அ֬ఆ
͞Εͨ৔߹
˰੹೚։࢝೔Ҏޙʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯΔͷͰɺೝ஌
঱਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Β100೔ޙ ʮʹೝ஌঱ʯͱ਍அ֬
ఆ͞Εͨ৔߹
˰੹೚։࢝೔લʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯΔͷͰɺೝ஌঱
਍அڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

ղઆ

ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣɺհڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ͓ Αͼਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣͰ͸ɺ੹೚։࢝೔ʢอؒظݥͷ
਍அ֬ఆ͞Εʹޙաͨ͠೔ͷཌ೔ʣҎܦͷଐ͢Δ೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λظ࢝ ʮͨೝ஌঱ʯ͕ ࢝෷ର৅ͱͳΓ·͢ɻ੹೚։ࢧ
೔લʹೝ஌঱ͱ਍அ͞Ε͍ͯͨ৔߹ʹ͸ɺ͝ܖ約͸ແޮͱͳΓ·͢ɻ

●要介護給付金（介護給付特約（払戻金なし））

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Β2೥ޙ ʮʹೝ஌঱ʯͱ਍அ֬ఆ
͞ΕɺͦͷެޙతհޢอݥʹΑΓཁհ1ޢͱೝఆ͞Εͨ৔߹
˰੹೚։࢝೔Ҏޙʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εɺ͔ͭɺެతհޢ
อݥʹΑΓཁհ̍ޢҎ্ͱೝఆ͞ΕͨͷͰɺཁհڅޢ෇ۚ
Λ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Β2೥ޙ ʮʹೝ஌঱ʯͱ਍அ͞Ε
͕ͨɺެతհޢอݥʹΑΔཁհޢೝఆ͸͞Ε͍ͯͳ͍৔߹
˰੹೚։࢝೔Ҏޙʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Ε͍ͯΔ͕ɺެతհ
෇ۚΛڅޢೝఆ͸͞Ε͍ͯͳ͍ͷͰɺཁհޢͷཁհݥอޢ
෷͍͠·ͤΜɻࢧ͓

ղઆ

ཁհڅޢ෇ۚ͸ɺ੹೚։࢝೔ʢอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʣҎޙ ʮʹೝ஌঱ʯͱ਍அ֬
ఆ͞Εɺ͔ͭɺެతհޢอݥʹΑΓཁհ̍ޢҎ্ͱೝఆ͞Εͨ৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞ΕΔલʹཁհ̍ޢҎ
্ͱೝఆ͞Εͨ৔߹͸ɺͦͷཁհޢೝఆͷ༗ޮؒظதʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨͱ͖ʹཁհڅޢ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ
ͳ͓ɺ੹೚։࢝೔લʹཁհ1ޢҎ্ͱೝఆ͞Εɺ੹೚։࢝೔Ҏޙʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨ৔߹͸ɺ੹೚։࢝೔Ҏޙʹͦͷཁհ
෷͍͠·͢ɻࢧ෇ۚΛ͓څޢ৽ೝఆ͞Εͨͱ͖ʹɺཁհߋ͍ͯͭʹঢ়ଶޢ

●精神疾患併発入院給付金（精神疾患併発入院特約（払戻金なし））

○ ߹෷͍Ͱ͖Δ৔ࢧ͓ ʷ ߹෷͍Ͱ͖ͳ͍৔ࢧ͓

อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Β2೥ޙ ʮʹೝ஌঱ʯͱ਍அ֬ఆ
͞Εɺͦͷޙʮ౷߹ࣦௐ঱ʯͷྍ࣏ͷͨΊʹೖӃͨ͠৔߹

˰੹೚։࢝೔Ҏޙʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞Εͨޙʹɺ約款ผද
27ʹఆΊΔਫ਼ਆ࣬ױͰ͋Δ౷߹ࣦௐ঱ʹΑΔೖӃΛͯ͠
͍ΔͷͰɺਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

อؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Β2೥ޙ ʮʹ౷߹ࣦௐ঱ʯͷྍ࣏
ͷͨΊʹೖӃ͍ͯ͠Δ͕ɺʮೝ஌঱ʯͷ਍அ֬ఆ͸ड͚͍ͯͳ
͍৔߹
˰౷߹ࣦௐ঱ͷೖӃ͕੹೚։࢝೔Ҏޙʹೝ஌঱ͱ਍அ֬ఆ͞
ΕͨޙͷೖӃͰ͸ͳ͍ͨΊɺਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚΛ͓
෷͍Ͱ͖·ͤΜɻࢧ

ղઆ

ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃڅ෇ۚ͸ɺ੹೚։࢝೔ʢอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔ʣҎޙ ʮʹೝ஌
঱ʯͱ਍அ֬ఆ͞Εͨޙʹɺ約款ผද27ʹఆΊΔਫ਼ਆ࣬ױͷྍ࣏Λ໨తͱͯ͠ೖӃͨ͠৔߹ʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ

˙ อݥ ɾۚڅ෇ۚ౳ͷ੥ٻʹؔͯ͠ૌুʹͳͬͨ৔߹
อۚݥɾڅ෇ۚ౳ͷ੥ٻʹؔ͢Δૌুʹ͍ͭͯ͸ɺ౰ࣾͷຊࣾ·ͨ͸อۚݥɾڅ෇ۚͷडऔਓͷॅॴ஍Λ͢׋؅Δߴ౳ࡋ൑ॴ
ʢຊிͱ͠·͢ɻʣͷॴࡏ஍Λ͢׋؅Δ஍ํࡋ൑ॴΛ΋ͬͯɺ߹ҙʹΑΔࡋ׋؅൑ॴͱ͠·͢ɻ
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˙ อݥྉͷ෷ํࠐ๏
˖อݥྉͷ෷ํࠐ๏ʢճ਺ʣ͸݄෷Ͱ͢ɻ
˖อݥྉͷ෷ํࠐ๏ʢܦ࿏ʣʹ ͸࣍ͷ͍ͣΕ͔ͷํ๏͕͋Γ·͢ɻอݥྉྖऩূ͸ൃ͠ߦ·ͤΜɻ
˓ΫϨδοτΧʔυʹΑΓ͓ࢧ෷͍͍͖ͨͩ·͢ɻຖ݄ͷอݥྉͷ੥ٻ͸ΫϨδοτΧʔυձࣾΑΓ͍ߦ·͢ɻʢΫϨδοτ
Χʔυѻʣ
Γ·͢ɻʣ͔ݶʹ࠲ޱ౳ͷؔػΔۚ༥͍ͯ͠ܞʢ౰͕ࣾఏ࠲ޱఆͨ͠ࢦ約ऀ͕ܖ˓ Βɺຖ݄ৼସ೔ʹࣗಈతʹ౰ࣾʹ෷ࠐ·Ε·
͢ɻʢ࠲ޱৼସѻʣ

˙ อݥྉͷ෷ࠐ༛༧ؒظͱࣦޮ
˖ୈ2ճҎޙͷอݥྉ͸෷݄ظࠐ಺ʢ݄୯Ґͷܖ約Ԡ౰೔ͷଐ͢Δ݄ͷॳ೔͔Β຤೔·Ͱʣʹ ෷ࠐΜͰ͍ͩ͘͞ɻอݥྉ͸ຖ෷ࠐ
౰͞Ε·͢ɻॆʹؒظ約Ԡ౰೔ͷલ೔·Ͱͷܖͷ࣍約Ԡ౰೔͔Βܖͷ݄ظ
˖෷݄ظࠐ಺ʹ෷ࠐΈ͕ͳ͍৔߹ͷͨΊʹ෷ࠐ༛༧ؒظΛઃ͚͍ͯ·͢ɻ෷݄ظࠐͷཌ݄1೔͔Β຤೔·Ͱ͕෷ࠐ༛༧ؒظͰ͢ɻ
˖෷ࠐ༛༧ؒظ಺ʹอݥྉͷ෷ࠐΈ͕ͳ͍৔߹ɺ෷ࠐ༛༧ؒظຬྃ೔ͷཌ೔͔Β͝ܖ約͸ޮྗΛࣦ͍·͢ɻʢࣦޮʣ

4/1（契約応当日） 4/30 5/1

4月分の保険料の払込期月 4月分の保険料の払込猶予期間 失効⇒

（ 契約応当日） 5/31 6/1（契約応当日）

！
༬ۚߴ࢒ෆ଍౳ͷཧ༝Ͱɺ෷࠲ޱʹ݄ظࠐৼସ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨ৔߹ʹ͸ɺཌ݄ͷৼସ೔ʹ2ϱ݄෼Λ੥ٻ
͠·͢ɻ2ϱ݄࿈ଓͯ͠ৼସ͕Ͱ͖ͳ͔ͬͨ৔߹Ͱ݄຤·Ͱʹલ݄෼ͷอݥྉͷ෷ࠐΈ͕ͳ͍ͱ͝ܖ約͸
ࣦޮ͠·͢ͷͰɺ2ϱ݄࿈ଓͯ͠ৼସͰ͖ͳ͔ͬͨ৔߹ʹ͸ٸࢸ౰ࣾ·Ͱ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

˙ ׆約ͷ෮ܖ͝
ظ約͕ࣦޮͨ͠৔߹Ͱ΋ɺࣦޮͨ͠೔͔ΒҰఆܖ͝˖ ʢؒ෮׆Մೳؒظʣ಺Ͱ͋Ε͹ɺ౰ࣾͷఆΊΔखଓ ʢ͖෮׆੥ٻॻͷఏग़ɺ
ঢ়߁Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ݈ͤ͞׆約Λ෮ܖΈ౳ʣΛͱ͍͍ͬͯͨͩͨ͏͑ɺ౰͕ࣾঝ୚ͨ͠৔߹ɺ͝ࠐྉͷ෷ݥ஌ɺԆ଺อࠂ
ଶ౳ʹΑͬͯ͸෮׆Ͱ͖ͳ͍৔߹΋͋Γ·͢ɻ
˖෮׆Մೳؒظ͸อݥछྨʹΑΓ࣍ͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

อݥछྨ ෮׆Մೳؒظ

ऴ਎ҩྍอ2018ݥ
ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇
ঁੑ࣬පอݥ
ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

̍೥

̍೥ఆظอݥ ̏ϱ݄

௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ ̏೥

˖෮׆Λঝ୚ͨ͠৔߹ɺ౰ࣾ͸ɺԆ଺อݥྉΛड͚औͬͨ࣌ʢࠂ஌લʹड͚औͬͨ৔߹͸ࠂ஌ͷ࣌ʣ͔ Βɺ͝ܖ約্ͷ੹೚Λ։࢝
͠·͢ɻ෮࣌׆ͷ੹೚։࢝೔͔Β3೥Ҏ಺ͷࣗࡴͷ৔߹΍ɺ෮࣌׆ͷ੹೚։ظ࢝લʹੜͨ͡ইපΛݪҼͱ͢Δ৔߹౳ʹ͸ɺอ
Έͷ໔আ͕Ͱ͖ͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ɻࠐྉͷ෷ݥ෷͍΍อࢧ෇ۚͷ͓څɾۚݥ

     ࣦޮ                ෮׆

Έࠐྉͷ෷ݥ஌ɾԆ଺อࠂ
  Ұఆظ ʢؒ෮׆Մೳؒظʣ

˖ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣΛ෮͢׆Δ৔߹ͰɺԆ଺อݥྉΛड͚औͬͨ࣌ʢࠂ஌લʹडऔͬͨ৔߹͸ࠂ஌ͷ࣌ʣ͕ ɺ੹೚։࢝೔ʢ*ʣ
લͷͱ͖͸ɺ੹೚։࢝೔ʢ*ʣ͔ Β͝ܖ約্ͷ੹೚Λ։࢝͠·͢ɻ

ʢ*ʣอؒظݥͷظ࢝ͷଐ͢Δ೔͔Βͦͷ೔ΛؚΊͯ1೥Λܦաͨ͠೔ͷཌ೔
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˙ อݥ ɾۚڅ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢Δࡍͷอݥྉͷਗ਼ࢉ
˖อۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕ੜͨ͡৔߹Ͱɺอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕ੜͨ͡೔ΛؚΉؒظʹॆ౰͞ΕΔ΂͖อݥྉ͕෷ࠐ
·Ε͍ͯͳ͍ͱ͖͸ɺอۚݥɾڅ෇͔ۚΒͦͷະ෷ࠐΈͷอݥྉΛࠩ͠Ҿ͖·͢ɻ
ʪྫʫ

4月分の保険料の払込期月

4月分の保険料が未払い

5月分の保険料の払込期月

4/1（契約応当日） 4/30 5/1（契約応当日）

4/1から4/30までの間に保険金・給付金の支払事由が生じた
場合、4月分の保険料を保険金・給付金から差し引きます。

5/31 6/1（契約応当日）

˖༛༧ؒظதͷܖ約Ԡ౰೔Ҏ߱ʹอۚݥɾڅ෇ۚͷࢧ෷ࣄ༝͕ੜͨ͡৔߹ʹ͸ɺอۚݥɾڅ෇͔ۚΒ2ϱ݄෼ͷอݥྉΛࠩ͠Ҿ
͖·͢ɻ
ʪྫʫ

4月分の保険料の払込期月 4月分の保険料の猶予期間
5月分の保険料の払込期月

4月分の保険料が未払い
5月分の保険料が未払い

4/1（契約応当日） 4/30 5/1（契約応当日）

5/1から5/31までの間に保険金・給付金の支払事由が生じた場合、
4月分および5月分の保険料を保険金・給付金から差し引きます。

5/31 6/1（契約応当日）

˖ແڅނࣄ෇ ʢۚແڅނࣄ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣʣ͸อݥྉͷਗ਼ࢉͷର৅֎Ͱ͢ɻແڅނࣄ෇ۚΛड͚औΔͨΊʹ͸ະ෷ࠐΈͷอݥ
ྉͷ෷͕ࠐඞཁͰ͢ɻ

˙ อݥྉͷ͓ࢧ෷͍͕ࠔ೉ʹͳͬͨͱ͖
減額の取扱い
˖อݥྉͷ෷ࠐΈ͕ࠔ೉ʹͳͬͨͱ͖Ͱ΋ɺೖӃڅ෇ۚ೔ֹɺڅ෇ֹۚɺ௨Ӄڅ෇ۚ೔ֹɺอֹۚݥΛֹ͢ݮΔ͜ͱʹΑΓɺอ
ྉͷෛ୲Λܰ͘͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻݥ
˖ೖӃڅ෇ۚ೔ֹɺڅ෇ֹۚɺ௨Ӄڅ෇ۚ೔ֹɺอֹۚݥͷֹݮ͸ɺ౰ࣾͷఆΊΔݶ౓ΛԼճΒͳ͍ൣғͰ͓औѻ͍͠·͢ɻ
˖௨Ӄಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ͝ܖ約ͰೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷֹݮΛͨ͠৔߹ʹɺ௨Ӄڅ෇ۚ೔ֹ͕ձࣾͷఆΊΔݶ౓Λ௒͑Δͱ͖͸ɺ
௨Ӄڅ෇ۚ೔ֹΛձࣾͷఆΊΔݶ౓·Ͱֹ͠ݮ·͢ɻ

終身医療保険2018健康還付特則付の入院給付金日額を減額する場合
ͷֹۚͰ͋ͬޙֹݮΒ͔࣌約ܖ෇ۚ೔ֹ͕͝څ৔߹ɺೖӃֹͨ͠ݮ෇ۚ೔ֹΛڅ४೔ͷલ೔·ͰʹೖӃج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈˖
ͨ΋ͷͱΈͳͯ͠ɺط෷ࠐอݥྉ૬౰ֹ͓Αͼओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹܭΛͦΕͧΕ͠ࢉܭ·͢ɻ
෷ࢧ෦෼ʹ͍ͭͯɺղ約෷໭͕ۚ͋Δ৔߹ʹ͸ղ約෷໭ۚΛֹ͓ݮ৔߹͸ɺֹͨ͠ݮʹ४೔ͷલ೔·Ͱج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈˖
͍͠·͢ɻ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔Ҏֹ͢ݮʹޙΔ৔߹͸ɺղ約෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻ

˙ ಛ約ͷத్෇Ճ
˖ऴ਎ҩྍอ2018ݥͷ͝ܖ約ޙʹɺඃอऀݥͷಉҙΛಘͯೖӃҰۚ࣌ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣΛ෇Ճ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ৔߹͕͋Γ·
͢ɻ
ɹ˞ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇ʹೖӃҰۚ࣌ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣΛ෇Ճ͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ
˖த్෇Ճ೔͸݄୯Ґͷܖ約Ԡ౰೔ͱͳΓ·͢ɻ
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˙ ղ約ͱ෷໭ۚ
ご契約の解約
約ͷޮྗ͸ফ໓͠·͢ɻܖݥ約Λղ約͢Δͱɺอܖݥ約Λղ約͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻอܖݥͰ΋อ͍͔ͭͯͬ޲ʹ約ऀ͸কདྷܖ˖
˖ओܖ約Λղ約͢Δͱɺ෇Ճ͞Ε͍ͯΔಛ約΋ಉ࣌ʹফ໓͠·͢ɻ

払戻金
約Λղ約ͨ͠৔߹౳ͷ෷໭ۚʹ͍ͭͯ͸ҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻܖ͝˖

ओܖ約ɾಛ約 ෷໭ۚʹ͍ͭͯ

ऴ਎ҩྍอ2018ݥ
ঁੑ࣬පอݥ
ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
͕Μಛ約
ɾ೴ଔதಛ約࠹伷ے৺ੑٸ
௨Ӄಛ約
ೖӃҰۚ࣌ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
͕Μ਍அڅ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
͕ΜೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
հڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
ແڅނࣄ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

●อؒظݥΛ௨ͯ͡ղ約࣌ͷ෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻ
●ղ約࣌ͷ෷໭ۚΛͳ͘͘͢͠Έͱ͍ͯ͠·͢ɻ͜ͷ͘͠ΈͰอݥྉͷࢉܭΛ͍ͯ͠
ΔͨΊɺͦͷ෼ׂ҆ͳอݥྉͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ

̍೥ఆظอݥ
ઌਐҩྍಛ約2018
͕Μઌਐҩྍಛ約

●อؒظݥΛ௨ͯ͡ղ約࣌ͷ෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻ

ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇

Γɺղ約෷໭͕ۚ͋Γ·͢ɻݶʹ४೔લͷղ約ج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈●
●ղ約෷໭ۚ͸ɺੑผɺܖ約೥ྸɺอݥྉ෷ࠐ೥݄਺͓Αͼ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४
ͷલ೔·Ͱͷओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹܭʹΑΓ͠ࢉܭ·͢ɻղ約෷໭ۚ͸෷ࠐ
อݥྉͷ߹ֹܭΑΓগͳֹ͍ۚͱͳΓɺಛʹ୹ؒظͰղ約ͨ͠৔߹͸·ͬͨ͘ͳ͍
͔ɺ͋ͬͯ΋͘͝Θ͔ͣͰ͢ɻ·ͨɺओܖ約ͷೖӃڅ෇ۚ౳ͷ߹ֹܭʹΑͬͯ͸ղ
約෷໭͕ۚ·ͬͨ͘ͳ͍৔߹΋͋Γ·͢ɻ

͸ղ約෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻޙ४೔Ҏج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈●
෷͍Ͱ͖Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻࢧ約ʹ͍ͭͯ΋ղ約෷໭ۚΛ͓ܖͨ͝͠ޮࣦ●
߹約͕ফ໓ͨ͠৔ܖݥ๢͠อࢮ͕ऀݥ४೔ͷલ೔·Ͱʹඃอج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈●
Ͱɺ݈ؐ߁෇ಛଇͷ੹೚४උ ʢ݈ۚؐ߁෇څ෇ۚΛ͓ࢧ෷͍͢ΔͨΊʹอݥྉͷத
͔ΒੵΈཱ͓͓ͯͯۚ͘ͷ͜ͱΛ͍͍·͢ɻʣ͕ ͋Δͱ͖͸͜ͷ੹೚४උۚͱಉֹͷ
෷໭ۚΛܖ約ऀʹ͓ࢧ෷͍͠·͢ɻ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷ج४೔Ҏޙ͸ɺ͓ࢧ෷͍͢
Δ෷໭ۚ͸͋Γ·ͤΜɻ

௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ

●͜ͷอݥ͸ղ約෷໭ۚͷਫ४Λ௿͘ઃఆ͓ͯ͠Γɺղ約෷໭ֹۚ͸ɺղ約෷໭ۚΛ
௿͘ઃఆ͠ͳ͍৔߹ͷ70ˋͱͳΓ·͢ɻ

●ղ約෷໭ۚ͸ܖ約೥ྸɺੑผɺอݥྉ෷ࠐ೥݄਺ʹΑΓ͠ࢉܭ·͢ɻղ約෷໭ۚ͸
෷ࠐอݥྉͷ߹ֹܭΑΓগͳֹ͍ۚͱͳΓɺಛʹ୹ؒظͰղ約ͨ͠৔߹͸ɺ·ͬͨ
͘ͳ͍͔ɺ͋ͬͯ΋͘͝Θ͔ͣͰ͢ɻ

෷͍Ͱ͖Δ৔߹͕͋Γ·͢ɻࢧ約ʹ͍ͭͯ΋ղ約෷໭ۚΛ͓ܖͨ͝͠ޮࣦ●

！ ྉͷࣗಈৼସି෇੍౓ͷऔѻ͍͸͋Γ·ͤΜɻݥ約ऀʹର͢Δି෇੍౓ɺอܖ
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被保険者による契約者への解約の請求
˖ඃอऀݥͱܖ約ऀ͕ҟͳΔ͝ܖ約Ͱ࣍ͷࣄ༝ʹ֘౰͢Δ৔߹͸ɺඃอऀݥ͸ܖ約ऀʹର͠ɺ͝ܖ約ͷղ約Λ੥͢ٻΔ͜ͱ͕Ͱ
͖·͢ɻ͜ͷ৔߹ɺඃอ͔ऀݥΒղ約ͷ੥ٻΛड͚ͨܖ約ऀ͸ɺ͝ܖ約ͷղ約Λ͏ߦඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
༝Λൃੜͤ͞ࣄ෷ࢧ෇ۚͷڅɾۚݥΘͤΔ͜ͱΛ໨తͱͯ͠อߦ෇Λڅݥ෇ۚͷडऔਓ͕౰ࣾʹอڅɾۚݥ約ऀ·ͨ͸อܖ˓
ͨɺ·ͨ͸ൃੜͤ͞Α͏ͱͨ͠৔߹
˓อۚݥɾڅ෇ۚͷडऔਓ͕౰֘ੜ໋อܖݥ約ʹ΋ͱͮ͘อڅݥ෇ͷ੥ٗ࠮͍ͯͭʹٻΛͨͬߦɺ·ͨ͸͏͓ߦͱͨ͠৔߹
༝ࣄ೉ͱ͢Δॏେͳࠔ約ͷଘଓΛܖ෇ۚͷडऔਓʹର͢Δ৴པΛଛͳ͍ɺ͝څɾۚݥ約ऀ·ͨ͸อܖͷऀݥͷଞɺඃอه্˓
͕͋Δ৔߹
ͱૅجͯͬͨ͋ʹΈͷಉҙΛ͢Δࠐ約ͷਃܖ͕͝ऀݥ৘ʹΑΓɺඃอࣄͷऴྃͦͷଞͷ܎ͱͷؒͷ਌଒ؔऀݥ約ऀͱඃอܖ˓
߹৘͕ஶ͘͠มԽͨ͠৔ࣄͨ͠

差押債権者、破産管財人などによる解約について（終身医療保険2018健康還付特則付・低解約払戻金型終身保険の場合）
ʹ౳ʯʣऀݖ࠴ਓͳͲʢҎԼɺʮࡒ؅࢈ɺഁऀݖ࠴約ऀͷࠩԡܖ˖ ΑΔ͝ܖ約ͷղ約͸ɺղ約ͷ௨஌͕౰ࣾʹ౸ண͔ͨ࣌͠Β1ϱ݄
Λܦաͨ͠೔ʹޮྗΛੜ͡·͢ɻ
෇څɾۚݥɺҎԼͷ͢΂ͯΛຬͨ͢อ͍͓ͯʹ࣌৔߹Ͱ΋ɺղ約͕౰ࣾʹ௨஌͞Εͨͨͬߦ౳͕ղ約ͷ௨஌Λऀݖ࠴約ऀͷܖ˖
ۚͷडऔਓ͸͝ܖ約Λଘଓͤ͞Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
ᶃܖ約ऀͷ਌଒ɺඃอऀݥͷ਌଒·ͨ͸ඃอऀݥຊਓͰ͋Δ͜ͱ
ᶄܖ約ऀͰͳ͍͜ͱ
˖อݥ ɾۚڅ෇ۚͷडऔਓ͕͝ܖ約Λଘଓͤ͞ΔͨΊʹ͸ɺղ約ͷ௨஌͕౰ࣾʹ౸ண͔ͨ࣌͠Β1ϱ݄Λܦա͢Δ೔·Ͱͷؒʹɺ
ҎԼͷ͢΂ͯͷखଓ͖Λ͏ߦඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
ᶃܖ約ऀͷಉҙΛಘΔ͜ͱ
ᶄղ約ͷ௨஌͕౰ࣾʹ౸ணͨ͠೔ʹղ約ͷޮྗ͕ੜͨ͡ͱ͢Ε͹౰͕ࣾऀݖ࠴౳ʹࢧ෷͏΂ֹ͖ۚΛऀݖ࠴౳ʹରͯ͠ࢧ෷͏
͜ͱ
ᶅ্هᶄʹ͍ͭͯɺऀݖ࠴౳ʹࢧ෷ͬͨ͜ͱΛ౰ࣾʹରͯ͠௨஌͢Δ͜ͱʢ౰ࣾ΁ͷ௨஌ʹ͍ͭͯ΋ؒظ಺ʹ͜͏ߦͱʣ
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˙ ৽ߋ約ͷܖ͝
更新
ຬྃ೔ͷ̎िؒલ·Ͱʹ͓ਃग़ؒ͘ظݥ๬͞Εͳ͍৔߹͸ɺอر৽Λߋ৽͞Ε·͢ɻߋʹ౓·Ͱࣗಈతݶ৽ߋछྨ͸ݥͷอ࣍˖
͍ͩ͞ɻ

อݥछྨ ౓ݶ৽ߋ

ঁੑ࣬පอݥ
1೥ఆظอݥ

อؒظݥຬྃ೔ͷཌ೔ʹ͓͚Δඃอऀݥͷ೥ྸ͕
ҎԼͱͳΔൣғࡀ80

˖ಛ約͕෇Ճ͞Ε͍ͯΔ৔߹͸ɺ෇Ճ͞Ε͍ͯΔಛ約΋ߋ৽͞Ε·͢ɻ

更新後の取扱い
Ε·͢ɻ͞ࢉܭྉ཰ʹΑΓݥͷ೥ྸ͓Αͼอऀݥ৽೔ͷඃอߋྉ͸ɺݥͷอޙ৽ߋ˖
৽લͱಉֹͰ͢ɻߋ౳͸ֹۚݥ෇ֹۚɾอڅͷޙ৽ߋ˖
ͱΈͳͯ͠औΓѻ͍·͢ɻؒظݥଓͨ͠อܧΛޙ৽લߋ౓͸ɺݶ෷ࢧ෇ۚͷڅ˖
৽͠·͢ɻߋΛ୹ॖͯؒ͠ظݥ౓Λ͑͜Δ৔߹͸ɺอݶ৽ߋͱಉҰͰ͢ɻͨͩ͠ɺؒظݥ৽લͷอߋ͸ؒظݥͷอޙ৽ߋ˖

ご契約時 自動更新 自動更新 ･･････････ 自動更新 契約終了

（53歳）
保険期間（10年） 保険期間（10年） 保険期間（7年）

（33歳） （43歳） （73歳） （80歳）

ご契約時 自動更新 自動更新 ････ 自動更新

（53歳）
保険期間（10年） 保険期間（10年） 保険期間（7年）

（33歳） （43歳） （73歳） （80歳）

契約終了

〈80歳までご契約を更新する場合の例〉

〈80歳までご契約を更新する場合の例〉

先進医療特約2018等の更新について
˖ઌਐҩྍಛ約2018ɺ͕Μઌਐҩྍಛ約ʢҎԼɺʮઌਐҩྍಛ約2018౳ʯͱ͍͍·͢ɻʣͷอؒظݥ͸ओܖ約ͷอؒظݥʹ͔͔Θ
Βͣ10೥Ͱ͢ɻ
˖ओܖ約͕ऴ਎ͷอܖݥ約ʹ෇Ճ͞Εͨઌਐҩྍಛ約2018౳͸ɺಛ約ͷอؒظݥຬྃ೔ͷཌ೔ʹ͓͚Δඃอऀݥͷ೥ྸ͕95ࡀ
ҎԼͱͳΔൣғͰɺ10೥͝ͱʹߋ৽͞Ε·͢ɻ

˖ઌਐҩྍಛ約2018౳ͷߋ৽Λر๬͞Εͳ͍৔߹͸ɺಛ約ͷอؒظݥຬྃ೔ͷ2िؒલ·Ͱʹ͓ਃग़͍ͩ͘͞ɻ

ʪओܖ約ͷอ͕ؒظݥऴ਎ͷ৔߹ʫ

อؒظݥɿ10೥

ઌਐҩྍಛ約2018౳ ˰ࣗಈߋ৽ ˰ࣗಈߋ৽

ओܖ約 อؒظݥɿऴ਎

ʢಛ約ຬྃʣࡀ95
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˙ ֤छมߋखଓ͖
࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ͝ʹޱͷ૯߹૭ݥͷΑ͏ͳͱ͖ʹ͸ɺָఱอ࣍
ߋ約ऀͷมܖ˓
ߋडऔਓͷมۚݥ๢อࢮ˓
˓վ੏ɾվ໊
ߋਓͷมٻఆ୅ཧ੥ࢦ˓
˓ॅॴɾి࿩൪߸ͷมߋ
˓อݥྉ෷ํࠐ๏ͷมߋ
˓อ݊ূݥͷฆࣦɾߦൃ࠶
௚ݟ約ͷܖ͝˓ ʢ͠ೖӃڅ෇ۚ೔ֹͷֹݮɺಛ約ͷத్෇Ճ౳ʣ

！
約ऀͷॅॴɺܖΛ͝༻ҙ͍͖ͨͩɺʮূ݊൪߸ʯʮ݊ূݥอʹݩ͸ɺ͓खʹࡍ約ʹؔ͢Δরձ΍͝࿈བྷͷܖ͝
ి࿩൪߸ɺ͓ ໊લʯʮඃอऀݥͷ໊͓લʯΛ͓஌Β͍ͤͩ͘͞ɻʢอ݊ূݥෆൃߦಛ約Λ෇Ճ͍ͯ͠Δ৔߹͸ɺ
約ऀ༷ઐ༻αΠτʢϚΠϖʔδʣͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻʣܖ

˙ ߋडऔਓͷมۚݥ๢อࢮ
死亡保険金受取人の変更
๢ࢮΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͢ߋडऔਓΛมۚݥ๢อࢮͷಉҙΛಘͯऀݥ༝͕ൃੜ͢Δ·Ͱ͸ɺඃอࣄ෷ࢧͷۚݥ๢อࢮ約ऀ͸ܖ˖
อۚݥडऔਓΛม͢ߋΔ৔߹ʹ͸ɺ౰ࣾ΁௨஌͍ͯͩ͘͠͞ɻ
˖౰͕ࣾ௨஌Λड͚Δલʹมߋલͷࢮ๢อۚݥडऔਓʹࢮ๢อۚݥΛ͓ࢧ෷͍ͨ͠ͱ͖͸ɺͦͷ͓ࢧ෷͍ޙʹมޙߋͷࢮ๢อݥ
ۚडऔਓ͔Βࢮ๢อۚݥͷ੥ٻΛड͚ͯ΋ɺࢮ๢อۚݥΛ͓ࢧ෷͍͠·ͤΜɻ

死亡保険金受取人が死亡した場合
Δखଓ͖Λ͍͖ͯͨͩ͢͠ߋडऔਓʹมۚݥ๢อࢮ๢ͨ͠ͱ͖͸ɺ͢Έ΍͔ʹ͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ৽͍͠ࢮडऔਓ͕ۚݥ๢อࢮ˖
·͢ɻ
ͷ๏࣌๢ࢮडऔਓͷۚݥ๢อࢮखଓ͖͕ͱΒΕ͍ͯͳ͍ؒ͸ɺߋडऔਓͷมۚݥ๢อࢮɺޙҎ࣌๢ͨ͠ࢮडऔਓ͕ۚݥ๢อࢮ˖
ఆ૬ଓਓ͕ࢮ๢อۚݥडऔਓͱͳΓ·͢ɻࢮ๢อۚݥडऔਓ͕2ਓҎ্͍Δ৔߹͸ɺࢮ๢อۚݥͷडऔׂ߹͸ۉ౳ͱ͠·͢ɻ

ʪྫʫ

A
(෉ )

B
࠺) ) ɿA͞Μऀݥ約ऀɾඃอܖ

डऔਓɿB͞Μۚݥ๢อࢮ

C
ࢠ) )

D
ࢠ) )

̗͞Μʢࢮ๢อۚݥडऔਓʣ͕ ͷ๏ఆ૬ଓਓͰ࣌๢ࢮखଓ͖͕ͱΒΕ͍ͯͳ͍ؒ͸ɺ̗͞Μͷߋडऔਓͷมۚݥ๢อࢮ๢͠ɺࢮ
͋Δ̖͞Μɺ̘͞Μɺ̙͞Μ͕ࢮ๢อۚݥडऔਓʹͳΓ·͢ɻͦͷޙɺ̖͞Μʢܖ約ऀɾඃอऀݥʣ͕ ๢ͨ͠৔߹͸ɺ̘͞Μࢮ
ͱ̙͞Μ͕ࢮ๢อۚݥडऔਓͱͳΓ·͢ɻ͜ͷ৔߹ɺ̘͞Μͱ̙͞Μͷࢮ๢อۚݥͷडऔׂ߹͸ۉ౳ʢͦΕͧΕ5ׂͣͭʣͱͳ
Γ·͢ɻ

！
อނࣄݥͷൃੜܗଶʹΑͬͯɺ༷ ʑͳ৔߹͕ੜ͡Δ͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺָఱอݥͷ૯߹૭ޱ·Ͱ͝࿈བྷ
͍ͩ͘͞ɻ
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˙ ੜ໋อݥͱ੫ۚ
生命保険料控除
˖อۚݥɾڅ෇ۚͷडऔਓ͕ܖ約ऀ͝ຊਓ͔·ͨ͸ͦͷ഑ͦऀۮͷଞͷ਌଒Ͱ͋Δ͝ܖ約ͷ৔߹ɺ1݄͔Β12݄·Ͱʹ෷ࠐΜ
ͩอݥྉʢ೥ؒਖ਼ຯ෷ࠐอݥྉʣ͸ɺॴಘ੫ɾॅຽ੫ͷ՝੫ର৅ͱͳΔॴಘ͔Β߇আ͞Εɺ੫ۚͷෛ୲͕ܰ͞ݮΕ·͢ɻ
˖ੜ໋อݥྉ߇আͷద༻Λड͚Δʹ͸ਃ͕ࠂඞཁͰ͢ɻ౰͔ࣾΒʮੜ໋อݥྉ߇আূ໌ॻʯΛൃ͠ߦ·͢ͷͰɺ͜ͷূ໌ॻΛ೥຤
ௐ੔΍֬ఆਃࠂͷࡍʹɺॴఆͷਃࠂॻʹఴ෇ͯ͠߇আΛड͚͍ͯͩ͘͞ɻ

生命保険料控除の種類
˖ੜ໋อݥྉ߇আ͸ʮҰൠੜ໋อݥྉ߇আʯɺʮհޢҩྍอݥྉ߇আʯɺʮ೥ۚอݥྉ߇আʯͷ3छྨ͕͋Γ·͢ɻอܖݥ約͓Αͼ෇
Ճ͞ΕΔಛ約͝ͱʹɺద༻͞ΕΔੜ໋อݥྉ߇আͷछྨ͕ҟͳΓ·͢ɻ
˖ੜ໋อݥྉ߇আͷछྨʹΑΓओܖ約ɾಛ約͸࣍ͷ௨Γ۠෼͞Ε·͢ɻ

আͷछྨ߇ ओܖ約 ಛ約

Ұൠੜ໋อݥྉ߇আ

௿ղ約෷໭ۚܕऴ਎อݥ
̍೥ఆظอݥ
ঁੑ࣬පอݥ
ऴ਎ҩྍอؐ߁2018݈ݥ෇ಛଇ෇

ແڅނࣄ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

հޢҩྍอݥྉ߇আ
ऴ਎ҩྍอ2018ݥ
ऴ਎͕Μྍ࣏อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
ೝ஌঱อݥʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

͕Μಛ約
ɾ೴ଔதಛ約࠹伷ے৺ੑٸ
௨Ӄಛ約
ೖӃҰۚ࣌ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
͕Μ਍அڅ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
͕ΜೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
ઌਐҩྍಛ約2018
͕Μઌਐҩྍಛ約
հڅޢ෇ಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ
ਫ਼ਆ࣬ױซൃೖӃಛ約ʢ෷໭ۚͳ͠ʣ

控除額
〈所得税の生命保険料控除〉
Ұൠੜ໋อݥྉɺհޢҩྍอݥྉɺݸਓ೥ۚอݥྉͦΕͧΕʹ͍ͭͯ40,000ߴ࠷ԁɺ߹Θͤͯ120,000ԁ·Ͱͷॴಘ߇আ
Λड͚ΒΕ·͢ɻ

೥ؒਖ਼ຯ෷ࠐอݥྉ আ͞ΕΔֹۚ߇

20,000ԁҎԼͷͱ͖ શֹ

20,001ԁҎ্40,000ԁҎԼͷͱ͖ ೥ؒਖ਼ຯ෷ࠐอݥྉʷ1/2ʴ10,000ԁ

40,001ԁҎ্80,000ԁҎԼͷͱ͖ ೥ؒਖ਼ຯ෷ࠐอݥྉʷ1/4ʴ20,000ԁ

80,001ԁҎ্ͷͱ͖ Ұ཯40,000ԁ

〈住民税の生命保険料控除〉

Ұൠੜ໋อݥྉɺհޢҩྍอݥྉɺݸਓ೥ۚอݥྉͦΕͧΕʹ͍ͭͯ28,000ߴ࠷ԁɺ߹Θͤͯ70,000ԁ·Ͱͷॴಘ߇আ
Λड͚ΒΕ·͢ɻ

೥ؒਖ਼ຯ෷ࠐอݥྉ আ͞ΕΔֹۚ߇

12,000ԁҎԼͷͱ͖ શֹ

12,001ԁҎ্32,000ԁҎԼͷͱ͖ ೥ؒਖ਼ຯ෷ࠐอݥྉʷ1/2ʴ6,000ԁ

32,001ԁҎ্56,000ԁҎԼͷͱ͖ ೥ؒਖ਼ຯ෷ࠐอݥྉʷ1/4ʴ14,000ԁ

56,001ԁҎ্ͷͱ͖ Ұ཯28,000ԁ
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死亡保険金の課税取扱い
◇死亡保険金にかかる税金は、契約者・被保険者・受取人の関係によって異なります。

ご契約内容
ご契約例

税の種類
契約者 被保険者 受取人

契約者と被保険者が同一人の場合
夫 夫 妻

相続税
夫 夫 子

受取人が契約者自身の場合
夫 妻 夫 所得税

（一時所得）夫 子 夫

契約者、被保険者、受取人がそれぞれ異なる場合
夫 妻 子

贈与税
夫 子 妻

生命保険金の非課税扱い
◇契約者と被保険者が同一人で、死亡保険金の受取人が被保険者の法定相続人の場合、死亡保険金（ご契約が2件以上の場合は
合計します。）に対して相続税法上一定の金額が非課税扱いとなることがあります。

給付金等の非課税扱い
◇給付金、高度障害保険金、リビング・ニーズ保険金は、受取人が被保険者の場合、全額非課税となります。

健康還付給付金・無事故給付金の取扱い
◇受取人が契約者である健康還付給付金・無事故給付金は、所得税（一時所得）・住民税の対象となります。

税務のお取扱いについては、2023年4月現在の税制にもとづくものであり、今後、変更になることがあります。個別の
税務のお取扱いについては、税理士や所轄の国税局・税務署等にご確認ください。
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終身医療保険2018普通保険約款 目次

この保険の趣旨
１．責任開始期
第１条 ੹೚開始ظ

２．給付金の支払
第２条 給෇ۚの支払
第３条 入Ӄ給෇ۚの支払限度
第４条 給෇ۚの支払に関するิ則
第５条 給෇ۚの੥ٻ
第６条 給෇ۚの支払時ظおよび支払場ॴ
第７条 保険ܖ໿の消໓

３．保険料の払込の免除
第８条 保険ྉの払込の免除
第９条 保険ྉの払込の免除の੥ٻ

４．保険料の払込
第10条 保険ྉの払込
第11条 保険ྉの払込ํ法〈経路〉

５．猶予期間および保険契約の失効
第12条 ༛予ظ間および保険ܖ໿の失効
第13条 ༛予ظ間中に保険事故が生じた場合

６．保険契約の復活
第14条 保険ܖ໿の復活

７．保険契約の取消、無効および解除
第15条 による取消ٗ࠮
第16条 不法取得目的によるແ効
第17条 告知義務
第18条 告知義務ҧ反による解除
第19条 保険ܖ໿を解除できない場合
第20条 重大事由による解除

８．解約および払戻金
第21条 解໿
第22条 払໭ۚ

９．契約内容の変更
第23条 入Ӄ給෇ۚ日ֹの減ֹ

10．保険契約者
第24条 保険ܖ໿者の変ߋ
第25条 保険ܖ໿者の୅表者
第26条 保険ܖ໿者のॅॴの変ߋ

11．被保険者の職業、転居および旅行
第27条 被保険者の৬業、転居およびཱྀ行

12．年齢の計算および契約年齢または性別の誤りの処理
第28条 年ྸの計ࢉ
第29条 りの処理ޡ໿年ྸおよび性別のܖ

13．契約者配当
第30条 ໿者഑当ܖ

14．時効
第31条 時効

15．管轄裁判所
第32条 管ࡋ׋൑ॴ

16．契約内容の登録
第33条 ໿内容のొ࿥ܖ

17．８疾病入院支払限度拡大特則
第34条 ８疾病入Ӄ支払限度֦大特則の෇加
第35条 保険ྉ཰
第36条 ８疾病入Ӄ支払限度֦大特則が෇加された場

合の入Ӄ給෇ۚの支払限度
第37条 特則の解໿

18．特別条件をつける場合の特則
第38条 特別条件をつける場合の特則

19．インターネットによる申込に関する特則
第39条 インターωットによるਃ込に関する特則

20．健康還付特則
第40条 健ؐ߁෇特則の෇加
第41条 用語の意義
第42条 手ज़給෇ۚの型および健ؐ߁෇給෇ۚ支払年

ྸの指定
第43条 保険ྉ཰
第44条 健ؐ߁෇特則の給෇ۚの支払
第45条 健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日前までに入Ӄ給෇

ۚ日ֹが減ֹされた場合
第46条 健ؐ߁෇給෇ۚを支払う場合の入Ӄ給෇ۚ等

の取ѻ
第47条 健ؐ߁෇給෇ۚの支払時ظ
第48条 この特則が෇加された場合の༛予ظ間および

保険ܖ໿の失効
第49条 この特則が෇加された場合の復活
第50条 この特則が෇加された場合の被保険者の死๢
第51条 この特則が෇加された保険ܖ໿が解除された

場合
第52条 この特則が෇加された場合の解໿払໭ۚ
第53条 者等による解໿ݖ࠴
第54条 特則の解໿
第55条 この特則が෇加された場合の管ࡋ׋൑ॴ
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ऴ身ҩྍอ2018ීݥ௨อݥ໿׺

͜のอݥのझࢫ
この保険は、被保険者が保険ظ間中にケガまたは病気の治療を目的として入Ӄした場合、手ज़を受けた場合、放射ઢ治療を受け
た場合または骨髄ドナーになった場合に、ॴ定の給෇ۚを支払うことを主な内容とするものです。

１ɽ੹೚։ظ࢝

（੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ ձࣾは、次の時から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
(１) 保険ܖ໿のਃ込を承୚した後に第１回保険ྉを受け取った場合

第１回保険ྉを受け取った時
(２) 第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った後に保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合

第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った時（告知前に受け取った場合には、告知の時）
２．前項のձࣾの੹೚開始の日の属する月のཌ月１日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間はこの日を基準として計ࢉします。
３．ձࣾの੹೚開始の日からܖ໿日の前日までの間に、給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じたときは、前項

の規定にかかわらず、ձࣾの੹೚開始の日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間は、その日を基準として再計ࢉします。
この場合、保険ྉに௒過分があれ͹払い໭し、不足分があれ͹ྖऩします。ただし、給෇ۚの支払があるときは、過不足分
を支払ֹۚと清ࢉします。

４．ձࣾが保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿者に対し、次の各号に定める事項を記載した保険ূ݊を発行します。
(１) ձ໊ࣾ
(２) 保険ܖ໿者の໊ࢯまたは໊শ
(３) 被保険者の໊ࢯおよびܖ໿時の年ྸ
(４) 保険ظ間
(５) 給෇ۚのֹ
(６) 保険ྉおよびその払込ํ法
(７) ໿日ܖ
(８) 保険ূ݊を作成した年月日

２ɽڅ෇ۚのࢧ෷

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ２৚ この保険ܖ໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳ͍ࢧ෇ۚΛڅ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋ࢧ
৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

(１)
入
Ӄ
給
෇
ۚ

被保険者が保険ظ間中に次の条件のすべて
を満たす別表２に定める入Ӄ（以下、「入Ӄ」
といいます。）をしたとき
①੹೚開始ظ（復活が行われた場合は、࠷
後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）
以後に生じた病気（別表２に定める異常
分娩を含みます。以下同じ。）またはケ
ガを直接の原因とする入Ӄ
②治療を目的とする別表２に定める病Ӄま
たは診療ॴ（以下、「病Ӄまたは診療ॴ」
といいます。）における入Ӄ

入Ӄ１回につき、
入Ӄ給෇ۚ日ֹ

ʷ
入Ӄ日数

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または
重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とする
事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持た
ないで運転している間に生じた事故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転ま
たはこれに૬当する運転をしている間に
生じた事故
ᶉ被保険者の薬物ґଘ

ऴ
਎
ҩ
ྍ
อ
ݥ
̎
̌
̍
̔
ී
௨
อ
ݥ
約
款
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෇ۚڅ
の種類

෷事༝ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ ໔੹事༝

(２)
手
ज़
給
෇
ۚ

被保険者が保険ظ間中に次の条件のすべて
を満たす手ज़を受けたとき
①੹೚開始ظ以後に生じた病気またはケガ
を直接の原因とする手ज़
②治療を直接の目的とする病Ӄまたは診療
ॴ（患者をऩ容するࢪઃを有しない診療
ॴを含みます。）における手ज़
③次の❞または❟のいずれかに該当する手
ज़
❞ެ的医療保険制度（別表２）にもとづ
く医科診療報ु点数表（別表２）（以下、
「医科診療報ु点数表」といいます。）
に手ज़ྉのࢉ定対象としてྻڍされて
いる手ज़（ެ的医療保険制度における
歯科診療報ु点数表（別表２）（以下、
「歯科診療報ु点数表」といいます。）
に手ज़ྉのࢉ定対象としてྻڍされて
いる手ज़のうち医科診療報ु点数表に
おいても手ज़ྉのࢉ定対象としてྻڍ
されている手ज़を含みます。）
❟医科診療報ु点数表に༌血ྉのࢉ定対
象としてྻڍされている骨髄移২ज़
（別表２）

手ज़１回につき、
第２項に定める手
ज़給෇ۚの型に応
じたֹۚ

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または
重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とする
事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持た
ないで運転している間に生じた事故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転ま
たはこれに૬当する運転をしている間に
生じた事故
ᶉ被保険者の薬物ґଘ

(３)
放
射
ઢ
治
療
給
෇
ۚ

被保険者が保険ظ間中に次の条件のすべて
を満たす放射ઢ治療を受けたとき
①੹೚開始ظ以後に生じた病気またはケガ
を直接の原因とする放射ઢ治療
②治療を直接の目的とする病Ӄまたは診療
ॴ（患者をऩ容するࢪઃを有しない診療
ॴを含みます。）における放射ઢ治療
③医科診療報ु点数表に放射ઢ治療ྉのࢉ
定対象としてྻڍされている放射ઢ治
療。ただし、血液র射は除きます。（歯
科診療報ु点数表に放射ઢ治療ྉのࢉ定
対象としてྻڍされている放射ઢ治療の
うち医科診療報ु点数表においても放射
ઢ治療ྉのࢉ定対象としてྻڍされてい
る放射ઢ治療を含みます。）

放射ઢ治療１回に
つき、第２項に定
める手ज़給෇ۚの
型に応じて定める
次のֹۚ

ᶗ型の場合
入Ӄ給෇ۚ日ֹ
ʷ20

ᶘ型の場合
入Ӄ給෇ۚ日ֹ
ʷ10

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または
重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とする
事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持た
ないで運転している間に生じた事故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転ま
たはこれに૬当する運転をしている間に
生じた事故
ᶉ被保険者の薬物ґଘ

(４)
骨
髄
ド
ナ
ー
給
෇
ۚ

被保険者が੹೚開始ظの属する日からその
日を含めて１年を経過した日以後の保険ظ
間中に次の条件のすべてを満たす手ज़を受
けたとき
①骨髄װ細胞または末ধ血װ細胞の࠾取手
ज़（別表２）
②病Ӄまたは診療ॴにおける手ज़

手ज़１回につき、
入Ӄ給෇ۚ日ֹ
ʷ10

被
保
険
者

ʕ

２．手ज़給෇ۚの支払ֹは、保険ܖ໿క݁の際にձࣾの取ѻ範囲内で保険ܖ໿者が指定した手ज़給෇ۚの型に応じて、次のとお

86



りとします。

खज़څ෇ۚのܕ ෷ֹࢧ

ᶗ型

①入Ӄ給෇ۚが支払われる入Ӄ中に受けた手ज़
入Ӄ給෇ۚ日ֹʷ20
②上記①以外の手ज़
入Ӄ給෇ۚ日ֹʷ５

ᶘ型

①入Ӄ給෇ۚが支払われる入Ӄ中に受けた手ज़
入Ӄ給෇ۚ日ֹʷ10
②上記①以外の手ज़
入Ӄ給෇ۚ日ֹʷ５

３．前項により指定された手ज़給෇ۚの型の変ߋは取りѻいません。
４．第１項の規定にかかわらず、次のいずれかにより、入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚ、放射ઢ治療給෇ۚおよび骨髄ドナー給෇ۚの

支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾは、入Ӄ給෇ۚ、手
ज़給෇ۚ、放射ઢ治療給෇ۚおよび骨髄ドナー給෇ۚを࡟減して支払い、または入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚ、放射ઢ治療給෇
ۚおよび骨髄ドナー給෇ۚを支払わないことがあります。
(１) ஍਒、෾Րまたは௡波によるとき
(２) ઓ૪その他の変ཚによるとき
５．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人の場合には、保険ܖ໿者を入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚ、放射ઢ治療給෇ۚおよ

び骨髄ドナー給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、
被保険者を入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚ、放射ઢ治療給෇ۚおよび骨髄ドナー給෇ۚの受取人とします。

（ೖӃڅ෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ３৚ 入Ӄ給෇ۚの支払限度は次のとおりです。
(１) １回の入Ӄの支払限度は、支払日数60日とします。
(２) 通ࢉ支払限度は、支払日数1,095日とします。

（෷ʹؔするิଇࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̐৚ 被保険者が入Ӄ給෇ۚの支払事由に該当する入Ӄを２回以上したときは、次のとおり取りѻいます。
(１) 直前の入Ӄ給෇ۚが支払われる入ӃのୀӃ日のཌ日からその日を含めて180日以内に入Ӄを開始したとき

原因の೗Կを問わず、ܧ続した１回の入Ӄとみなして、第３条（入Ӄ給෇ۚの支払限度）の規定を適用します。
(２) 直前の入Ӄ給෇ۚが支払われる入ӃのୀӃ日のཌ日からその日を含めて180日経過後に入Ӄを開始したとき

新たな入Ӄとみなし、ܧ続した１回の入Ӄとしては取りѻいません。
２．被保険者が同一の日にෳ数の入Ӄ給෇ۚの支払事由に該当した場合でも、入Ӄ給෇ۚは重ෳして支払いません。
３．被保険者の入Ӄ中に入Ӄ給෇ۚ日ֹが変ߋされた場合には、入Ӄ給෇ۚの支払ֹは、各日現ࡏの入Ӄ給෇ۚ日ֹに応じて計

。しますࢉ
４．次に定める手ज़については、第２条（給෇ۚの支払）第１項第２号に定める支払事由に該当し、かつ、入Ӄ給෇ۚが支払わ
れる入Ӄ中に、その入Ӄの原因と同一の原因により受けた手ज़である場合に限り、第２条第２項に定めた手ज़給෇ۚの型に
かかわらず、入Ӄ給෇ۚ日ֹの５ഒのֹۚを手ज़給෇ۚとして支払います。
(１) 傷の処理（૑傷処理、デブリードマン）
(２) 切開ज़（皮膚、ޑ膜）
(３) 骨または関節の非؍血的੔復ज़、非؍血的੔復ݻ定ज़および非؍血的त動ज़
(４) ൈ歯
(５) 異物除ڈ（外耳、ඓ腔内）
(６) ඓমऊज़（ඓ೪膜、下甲介೪膜）
(７) の目、タコ切除ज़（ܲ眼、ᡱᡠ切除ज़）ڕ
５．被保険者が第２条第１項第２号に定める手ज़を同一の日にෳ数回受けた場合（１回の手ज़が２日以上にわたった場合には、

その手ज़の開始日をその手ज़を受けた日とみなします。）には、第２条第１項第２号の規定にかかわらず、支払ֹの࠷も高
いいずれか１回の手ज़についてのみ手ज़給෇ۚを支払います。

６．被保険者が第２条第１項第２号に定める手ज़を受けた場合で、その手ज़が医科診療報ु点数表において手ज़ྉが１日につき
定されるものとして定められている手ज़に該当するときは、その手ज़については、第２条第１項第２号の規定にかかわらࢉ
ず、その手ज़を受けた１日目についてのみ手ज़給෇ۚを支払います。
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７．被保険者が第２条第１項第２号に定める同一の手ज़をෳ数回受けた場合で、それらの手ज़が医科診療報ु点数表において一
連の治療過程に連続して受けた場合でも手ज़ྉが１回のみࢉ定されるものとして定められる手ज़に該当するときは、第２条
第１項第２号の規定にかかわらず、それらの手ज़のうち手ज़給෇ۚの支払ֹの高いいずれか１回の手ज़についてのみ手ज़給
෇ۚを支払います。

８．被保険者が第２条第１項第３号に定める放射ઢ治療をෳ数回受けた場合には、第２条第１項第３号の規定にかかわらず、放
射ઢ治療給෇ۚが支払われることとなった直前の放射ઢ治療を受けた日からその日を含めて60日以内に受けた放射ઢ治療に
ついては、放射ઢ治療給෇ۚを支払いません。

９．被保険者が੹೚開始ظ前に生じた病気またはケガを直接の原因として入Ӄし、または手ज़もしくは放射ઢ治療を受けた場合
でも、੹೚開始ظの属する日からその日を含めて２年を経過した後に開始した入Ӄまたは受けた手ज़もしくは放射ઢ治療は、
੹೚開始ظ以後の原因によるものとみなします。

10．第３条に定める入Ӄ給෇ۚの支払限度にୡしたことのみをもって入Ӄ給෇ۚが支払われない入Ӄは、入Ӄ給෇ۚが支払われ
る入Ӄとみなして、手ज़給෇ۚの支払に関する規定を適用します。

11．第２条第１項に定める支払事由にかかわらず、被保険者が੹೚開始ظ前に生じた病気またはケガ（以下、本項において「病
気等」といいます。）を直接の原因として、੹೚開始ظ以後に入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚまたは放射ઢ治療給෇ۚの支払事由
に該当した場合は、次のとおりとします。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが、告知等により知っていたその病気等に関する事࣮にもとづいて承୚した場合

には、その承୚した範囲内で入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚまたは放射ઢ治療給෇ۚを支払います。ただし、事࣮の一部が告
知されなかったことにより、その病気等に関する事࣮をձࣾが正確に知ることができなかった場合を除きます。

(２) その病気等について、੹೚開始ظ前に被保険者が医ࢣの診࡯を受けたことがなく、かつ、ࠪݕ（健߁診断、人間ドック
を含みます。）において異常の指ఠを受けたことがない場合には、入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚまたは放射ઢ治療給෇ۚを支
払います。ただし、その病気等による症状について、保険ܖ໿者または被保険者が認ࣝまたは自֮していた場合を除き
ます。

12．被保険者が、２日以上にわたって第２条第１項第４号に定める手ज़を受けた場合には、その手ज़の開始日をその手ज़を受け
た日とみなします。

（ٻ෇ۚの੥څ）
ୈ̑৚ 給෇ۚの支払事由が生じたときは、保険ܖ໿者または支払事由が生じた給෇ۚの受取人は、஗଺なくձࣾに通知してく
ださい。

２．支払事由が生じた給෇ۚの受取人は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、その給෇ۚを੥ٻしてください。

（෷৔ॴࢧΑͼ͓ظ࣌෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ６৚ 給෇ۚは、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて５Ӧ業日以内に、ձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した
場ॴで支払います。

２．給෇ۚを支払うために確認がඞ要な次の各号に͛ܝる場合において、保険ܖ໿のక݁時から給෇ۚ੥ٻ時までにձࣾに提出
されたॻ類だけでは確認ができないときは、それぞれ当該各号に定める事項の確認（ձࣾの指定した医ࢣによる診断を含み
ます。）を行います。この場合には、前項の規定にかかわらず、給෇ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日
のཌ日からその日を含めて30日を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚの੥ٻをした者にそのࢫを通知します。
(１) 給෇ۚの支払事由発生の有ແの確認がඞ要な場合

給෇ۚの支払事由に該当する事࣮の有ແ
(２) 給෇ۚ支払の免੹事由に該当する可能性がある場合

給෇ۚの支払事由が発生した原因
(３) 告知義務ҧ反に該当する可能性がある場合

ձࣾが告知をٻめた事項および告知義務ҧ反にࢸった原因
(４) この໿׺に定める重大事由、ٗ࠮または不法取得目的に該当する可能性がある場合

前２号に定める事項、第20条（重大事由による解除）第１項第４号①からᶇまでに該当する事࣮の有ແまたは保険ܖ໿
者もしくは被保険者の保険ܖ໿క݁の目的もしくは給෇ۚ੥ٻの意図に関する保険ܖ໿のక݁時から給෇ۚ੥ٻ時まで
における事࣮

３．前項の確認をするため、次の各号に͛ܝる事項についての特別なরձ΍調ࠪが不可ܽな場合には、前２項にかかわらず、給
෇ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて当該各号に定める日数（各号のうちෳ数
に該当する場合には、それぞれに定める日数のうち࠷も多い日数）を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚの੥ٻ
をした者にそのࢫを通知します。
(１) 前項各号に定める事項についての医療機関または医ࢣに対するরձのうち、রձઌの指定するॻ໘等のํ法に限定され
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るরձ 30日
(２) 前項第２号から第４号に定める事項についてのห護࢜法（昭和24年法律第205号）にもとづくরձその他の法令にもとづ

くরձ 90日
(３) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項についてのڀݚ機関等のઐ໳機関による医学または工学等の科学ٕज़的

な特別の調ࠪ、分ੳまたはؑ定 90日
(４) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項に関し、保険ܖ໿者または被保険者を被ٙ者として、૞ࠪ、起ૌその他

の刑事手続が開始されたことが報道等から明らかである場合における、前項第１号、第２号または第４号に定める事項
に関する、ૹக、起ૌ、൑ܾ等の刑事手続の݁果についての࡯ݕ、࡯ܯ等の૞ࠪ機関またはࡋ൑ॴに対するরձ 180
日

(５) 前項各号に定める事項についての日本国外における調ࠪ 90日
(６) 前項各号に定める事項についてのࡂ害ٹ助法（昭和22年法律第118号）が適用された஍Ҭにおける調ࠪ 60日

４．前２項に͛ܝるඞ要な事項の確認に際し、保険ܖ໿者、被保険者または給෇ۚの受取人が、正当な理由なく当該確認を๦͛、
またはこれに応じなかったとき（ձࣾの指定した医ࢣによるඞ要な診断に応じなかったときを含みます。）は、ձࣾは、こ
れにより当該事項の確認が஗Ԇしたظ間の஗଺の੹೚をෛわず、その間は給෇ۚを支払いません。

（อܖݥ໿のফ໓）
ୈ̓৚ 被保険者が保険ظ間中に死๢したときは、この保険ܖ໿は消໓します。この場合、保険ܖ໿者（保険ܖ໿者と被保険者

が同一人の場合には、その法定૬続人）は、஗଺なくձࣾに通知してください。

３ɽอݥྉの෷ࠐの໔除

（อݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ̔৚ 次に定める保険ྉの払込を免除する場合（以下、「保険ྉの払込の免除事由」といいます。）に該当したときは、ձࣾは、
ক来に޲かって保険ྉの払込を免除します。

อݥྉの෷ࠐの໔除事༝ อݥྉの෷ࠐの໔除事༝ʹ該当ͯ͠΋อݥྉの෷ࠐΛ໔除͠ͳ͍৔߹

被保険者が、੹೚開始ظ以後に発生した病気ま
たはケガを直接の原因として、別表20に定める
身体障害の状態（以下、「身体障害の状態」と
いいます。）に該当したとき。この場合、੹೚
開始ظ前にすでにあった障害状態に੹೚開始ظ
以後の病気またはケガを原因とする障害状態が
新たに加わって身体障害の状態に該当したとき
を含みます。

次のいずれかにより被保険者が保険ྉの払込の免除事由に該当したとき
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とする事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持たないで運転している間に生じた事
故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転またはこれに૬当する運転をしてい
る間に生じた事故
ᶉ被保険者の薬物ґଘ

２．被保険者が、次のいずれかにより身体障害の状態に該当した場合で、その原因により身体障害の状態に該当した被保険者の
数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅにӨڹを及΅すときは、保険ྉの払込を免除しないことがあります。

(１) ஍਒、෾Րまたは௡波によるとき
(２) ઓ૪その他の変ཚによるとき

３．第１項の規定により保険ྉの払込が免除された場合には、保険ྉは、保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、引き続き払込
があったものとして取りѻいます。

４．保険ྉの払込が免除された保険ܖ໿については、保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、第23条（入Ӄ給෇ۚ日ֹの減ֹ）
の規定は適用しません。

５．保険ྉの払込を免除したときは、保険ূ݊に表示します。
６．本条の保険ྉの払込の免除については、第４条（給෇ۚの支払に関するิ則）第11項の規定を準用します。

（อݥྉの෷ࠐの໔除の੥ٻ）
ୈ９৚ 保険ྉの払込の免除事由が生じたときは、保険ܖ໿者または被保険者は஗଺なくձࣾに通知してください。
２．保険ܖ໿者は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、保険ྉの払込の免除を੥ٻしてください。
３．本条の保険ྉの払込の免除の੥ٻについては第６条（給෇ۚの支払時ظおよび支払場ॴ）の規定を準用します。
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̐ɽอݥྉの෷ࠐ

（อݥྉの෷ࠐ）
ୈ10৚ 保険ྉの払込ํ法〈回数〉は月払です。
２．第２回以後の保険ྉは、保険ྉ払込ظ間中、ຖ回第11条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）第１項に定める払込ํ法にैい、月
単位のܖ໿応当日（ܖ໿応当日のない場合は、その月の末日とします。以下同じ。）の属する月のॳ日から末日までのظ間（以
下、「払込ظ月」といいます。）内に払い込んでください。

３．前項で払い込むべき保険ྉは、その払込ظ月の月単位のܖ໿応当日から次の月単位のܖ໿応当日の前日までのظ間に対応す
る保険ྉとします。

４．第２項の保険ྉが、月単位のܖ໿応当日の前日までに払い込まれ、かつ、その日までに保険ܖ໿が消໓した場合には、ձࣾ
は、その払い込まれた保険ྉを保険ܖ໿者に払い໭します。

５．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに給෇ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、
その支払うべき給෇ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。

６．給෇ۚが前項のະ払込保険ྉに不足する場合には、保険ܖ໿者は、第12条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間の満ྃ日までにະ払込保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は
༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、給෇ۚを支払いません。

７．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに保険ྉの払込の免除事由が生じた場合には、保
険ܖ໿者は、第２項の保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は༛予ظ間満
ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、保険ྉの払込を免除しません。

（อݥྉの෷ํࠐ๏〈ܦ࿏〉）
ୈ11৚ 第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は、ձࣾと保険ྉの口࠲ৼସの取ѻを提ܞしているۚ༥機関等（以下、「提ܞ

ۚ༥機関」といいます。この場合、ձࣾが保険ྉのऩೲ業務をҕୗしている機関の指定するۚ༥機関等を含みます。）の口
。ৼସによるํ法とします࠲

２．保険ྉは、払込ظ月中のձࣾの定めた日（以下、「ৼସ日」といいます。）に、保険ܖ໿者が指定する提ۚܞ༥機関の口࠲（以
下、「指定口࠲」といいます。）から保険ྉ૬当ֹをձࣾの口࠲にৼりସえることにより、ձࣾに払い込まれるものとします。
ただし、ৼସ日が提ۚܞ༥機関のٳ業日に該当する場合は、ཌӦ業日をৼସ日とします。

３．前項の場合、ৼସ日に保険ྉの払込があったものとします。
４．第２項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、ձࣾが指定したํ法により、保険ྉをձࣾの本ࣾまた
はձࣾの指定した場ॴに払い込むことができます。

５．前項の保険ྉの払込がなかった場合には、ཌ月分のৼସ日に再度ཌ月分と合わせて２ϱ月分の保険ྉの口࠲ৼସを行います。
６．前項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、第12条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め

る༛予ظ間内に、ձࣾが指定したํ法により、払込ظ月の過͗た保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込ん
でください。

７．保険ܖ໿者は、指定口࠲を提ۚܞ༥機関の他の口࠲に変ߋすることができます。この場合、あらかじめձࣾおよび当該提ܞ
ۚ༥機関にਃし出てください。

８．提ۚܞ༥機関が保険ྉの口࠲ৼସの取ѻをఀࢭした場合には、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合には、
保険ܖ໿者は、指定口࠲を他の提ۚܞ༥機関に変ߋしてください。

９．ձࣾまたは提ۚܞ༥機関の事情により、ձࣾは、ৼସ日を変ߋすることがあります。この場合、ձࣾはそのࢫをあらかじめ
保険ܖ໿者に通知します。

10．同一の指定口࠲から２件以上の保険ܖ໿の保険ྉをৼりସえる場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対しそのৼସॱংを指定で
きないものとします。

11．ձࣾは、口࠲ৼସにより払い込まれた保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

̑ɽ༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ

（༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ）
ୈ12৚ 第２回以後の保険ྉの払込については、払込ظ月のཌ月ॳ日から末日までが༛予ظ間となります。
２．༛予ظ間内に保険ྉが払い込まれないときは、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失います。

（༛༧ؒظ中ʹอݥ事故が生ͨ͡৔߹）
ୈ13৚ ༛予ظ間中に給෇ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、その支払うべき給෇ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。
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２．前項の場合、第10条（保険ྉの払込）第６項の規定を準用します。
３．༛予ظ間中に保険ྉの払込の免除事由が生じた場合には、保険ܖ໿者は、༛予ظ間満ྃ日までにະ払込保険ྉを払い込んで

ください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、保険
ྉの払込を免除しません。

６ɽอܖݥ໿の෮׆

（อܖݥ໿の෮׆）
ୈ14৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿が効力を失った日からその日を含めて１年以内であれ͹、ձࣾの承୚を得て、保険ܖ໿を復活
することができます。

２．保険ܖ໿者が本条の復活を੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．ձࣾが本条の復活を承୚したときは、保険ܖ໿者は、ձࣾの指定した日までに、Ԇ଺保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定
した場ॴに払い込んでください。

４．第１条（੹೚開始ظ）第１項の規定は、本条の場合に準用します。
５．保険ܖ໿を復活した場合には、保険ূ݊を発行しません。

̓ɽอܖݥ໿のऔফ、ແޮ͓Αͼղ除

（Αるऔফʹٗ࠮）
ୈ15৚ 保険ܖ໿者または被保険者のٗ࠮により保険ܖ໿をక݁または復活したときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことがで
きます。この場合、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（不๏औಘ໨的ʹΑるແޮ）
ୈ16৚ 保険ܖ໿者が給෇ۚを不法に取得する目的または他人に給෇ۚを不法に取得させる目的をもって保険ܖ໿をక݁または
復活したときは、保険ܖ໿をແ効とし、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（知義຿ࠂ）
ୈ17৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちձࣾॴ定のॻ໘で告知をٻめた事
項について、保険ܖ໿者または被保険者は、そのॻ໘により告知してください。また、ձࣾの指定する医ࢣが口頭で質問し
た事項については、その医ࢣに口頭で告知してください。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ）
ୈ18৚ 前条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者または被保険者が、故意または重大な過失により、事
࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛た場合には、ձࣾは、ক来に޲って保険ܖ໿を解除することができます。

２．ձࣾは、給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除すること
ができます。この場合、ձࣾは、給෇ۚの支払または保険ྉの払込の免除を行いません。もし、すでに給෇ۚを支払ってい
たときは、そのฦؐを੥ٻし、また、すでに保険ྉの払込を免除していたときは、払込を免除した保険ྉの払込がなかった
ものとして取りѻいます。

３．前項の規定にかかわらず、給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由の発生が解除の原因となった事࣮によらなかっ
たことを、保険ܖ໿者、被保険者または給෇ۚの受取人がূ明したときは、給෇ۚを支払いまた保険ྉの払込を免除します。

４．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾはそのࢫを保険ܖ໿者に通知します。ただし、保険ܖ໿者またはそのॅ
ॴもしくは居ॴが不明であるか、その他正当な理由により保険ܖ໿者に通知できない場合には、被保険者に通知します。

（อܖݥ໿Λղ除Ͱ͖な͍৔߹）
ୈ19৚ ձࣾは、次のいずれかの場合には、前条の規定による保険ܖ໿の解除をすることができません。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知っていたときまたは過失のため知らなかったとき
(２) ձࣾのために保険ܖ໿のక݁のഔ介を行うことができる者（ձࣾのために保険ܖ໿のక݁の୅理を行うことができる者

を除き、以下、本条において「保険ഔ介者」といいます。）が、保険ܖ໿者または被保険者が第17条（告知義務）に規定
する告知をすることを๦͛たとき

(３) 保険ഔ介者が、保険ܖ໿者または被保険者に対し第17条に規定する告知をしないことをקめたとき、または事࣮でない
ことを告͛ることをקめたとき
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(４) 保険ܖ໿のక݁または復活後、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知った日（正当な理由により解除の通知ができない場合
には、その通知ができる日）からその日を含めて１Χ月を経過したとき

(５) ੹೚開始ظの属する日からその日を含めて２年をこえて保険ܖ໿が有効にܧ続したとき。ただし、੹೚開始ظの属する
日から２年以内に解除の原因となる事࣮にもとづいて給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じていた場
合を除きます。

２．前項第２号および第３号の場合には、各号に規定する保険ഔ介者の行為がなかったとしても、保険ܖ໿者または被保険者が、
第17条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、事࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛たと認められる
場合には、適用しません。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ20৚ ձࣾは、次の各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、ক来に޲かってこの保険ܖ໿を解除することができます。
(１) 保険ܖ໿者または被保険者が、この保険ܖ໿の給෇ۚを࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故টக（ະ਱

を含みます。）をした場合
(２) この保険ܖ໿の給෇ۚの੥ٻに関し、給෇ۚの受取人にٗ࠮行為（ະ਱を含みます。）があった場合
(３) 他の保険ܖ໿との重ෳによって、被保険者にかかる給෇ֹۚ等の合計ֹが著しく過大であって、保険制度の目的に反す

る状態がもたらされるおそれがある場合
(４) 保険ܖ໿者または被保険者が、次のいずれかに該当するとき

①๫力ஂ、๫力ஂһ（๫力ஂһでなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、๫力ஂ準構成һ、๫力ஂ関ا܎
業その他の反ࣾձ的੎力（以下、「反ࣾձ的੎力」といいます。）に該当すると認められること
②反ࣾձ的੎力に対してۚࢿ等を提供し、または便ٓを供༩するなどの関༩をしていると認められること
③反ࣾձ的੎力を不当にར用していると認められること
ᶆ保険ܖ໿者または給෇ۚの受取人が法人の場合、反ࣾձ的੎力がその法人の経Ӧを支഑し、またはその法人の経Ӧに
࣮質的に関༩していると認められること
ᶇその他反ࣾձ的੎力とࣾձ的に非難されるべき関܎を有していると認められること

(５) 他の保険ܖ໿が重大事由によって解除され、または保険ܖ໿者または被保険者が他の保険者との間でక݁した保険ܖ໿
もしくは共ܖࡁ໿が重大事由により解除されるなどにより、ձࣾの保険ܖ໿者または被保険者に対する৴པを損ない、
この保険ܖ໿をܧ続することをظ଴しえない前４号に͛ܝる事由と同等の事由がある場合

２．ձࣾは、給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除すること
ができます。この場合には、前項各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による給෇ۚの支払または保険ྉの払込
の免除事由による保険ྉの払込免除は行いません。もし、すでに給෇ۚを支払っていたときは、そのฦؐを੥ٻし、また、
保険ྉの払込を免除していたときは、払込を免除した保険ྉの払込がなかったものとして取りѻいます。

３．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、第18条（告知義務ҧ反による解除）第４項の規定を準用します。

̔ɽղ໿͓Αͼ෷໭ۚ

（ղ໿）
ୈ21৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かって保険ܖ໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（෷໭ۚ）
ୈ22৚ この保険ܖ໿には、解໿その他により保険ܖ໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

９ɽܖ໿内༰のมߋ

（ೖӃڅ෇ۚ೔ֹのֹݮ）
ୈ23৚ 保険ܖ໿者は、入Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の入Ӄ給෇ۚ日ֹは、ձࣾの定めるֹۚ以
上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．入Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。
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10ɽอܖݥ໿ऀ

（อܖݥ໿ऀのมߋ）
ୈ24৚ 保険ܖ໿者は、被保険者およびձࣾの同意を得て、そのݖརおよび義務のすべてを第ࡾ者に承ܧさせることができます。
２．保険ܖ໿者が本条の変ߋを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（อܖݥ໿ऀの୅表ऀ）
ୈ25৚ 保険ܖ໿者が２人以上あるときは、୅表者１人を定めてください。その୅表者は、他の保険ܖ໿者を୅理するものとし
ます。

２．前項の୅表者が定まらないときまたはそのॅॴもしくは居ॴが不明であるときは、ձࣾが保険ܖ໿者の１人に対してした行
為は、他の者に対しても効力を生じます。

３．保険ܖ໿者が２人以上ある場合には、その੹೚は連帯とします。

（อܖݥ໿ऀのॅॴのมߋ）
ୈ26৚ 保険ܖ໿者がॅॴ（通৴ઌを含みます。以下、本条において同じ。）を変ߋしたときは、すみ΍かにձࣾの本ࣾまたは

ձࣾの指定した場ॴに通知してください。
２．前項の通知がなく、保険ܖ໿者のॅॴをձࣾが確認できなかった場合には、ձࣾの知った࠷後のॅॴあてに発した通知は、
通常౸ୡに要するظ間を経過した時に、保険ܖ໿者に౸ୡしたものとみなします。

11ɽඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ

（ඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ）
ୈ27৚ 被保険者が保険ܖ໿のܧ続中にどのような৬業にै事し、またはどこに転居もしくはཱྀ行しても、ձࣾは、保険ܖ໿を
解除せず、または保険ྉの変ߋもしないで保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。ただし、第20条（重大事由による解除）第１項第
４号の規定により保険ܖ໿を解除する場合には、本条の規定は適用しません。

12ɽ೥ྸの͓ࢉܭΑͼܖ໿೥ྸ·ͨ͸性別のޡΓのॲཧ

（೥ྸのࢉܭ）
ୈ28৚ 被保険者のܖ໿年ྸはܖ໿日における満年で計ࢉし、１年ະ満の୺数は切りࣺてます。
２．保険ܖ໿క݁後の被保険者の年ྸは、前項のܖ໿年ྸに、年単位のܖ໿応当日͝とに１ࡀを加えて計ࢉします。

（Γのॲཧޡ໿೥ྸ͓Αͼ性別のܖ）
ୈ29৚ 保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の年ྸにޡりがあった場合、ܖ໿日およびޡりの事࣮が発見された日における࣮際の年
ྸがձࣾの定める範囲外であったときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことができるものとし、すでに払い込まれた保険ྉ
を保険ܖ໿者に払い໭し、その他のときはձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

２．保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の性別にޡりがあった場合には、ձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

13ɽܖ໿ऀ഑౰

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ30৚ この保険ܖ໿に対するܖ໿者഑当はありません。

14ɽޮ࣌

（ޮ࣌）
ୈ31৚ 給෇ۚその他この保険ܖ໿による諸支払ۚの支払または保険ྉの払込の免除を੥ٻするݖརは、３年間੥ٻがない場合
には消໓します。
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15ɽ管ࡋ׋൑ॴ

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ32৚ この保険ܖ໿における給෇ۚの੥ٻに関するૌুについては、ձࣾの本ࣾまたは給෇ۚの受取人（給෇ۚの受取人が２
人以上いるときは、その୅表者とします。）のॅॴ஍を管׋する高等ࡋ൑ॴ（本庁とします。）のॴࡏ஍を管׋する஍ํࡋ൑
ॴをもって、合意による管ࡋ׋൑ॴとします。

２．この保険ܖ໿における保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、前項の規定を準用します。

16ɽܖ໿内༰のొ࿥

（໿内༰のొ࿥ܖ）
ୈ33৚ ձࣾは、保険ܖ໿者および被保険者の同意を得て、次の事項を一般ࣾஂ法人生໋保険ڠձ（以下、「ڠձ」といいます。）
にొ࿥します。
(１) 保険ܖ໿者ならびに被保険者の໊ࢯ、生年月日、性別およびॅॴ（܊、۠、ࢢまでとします。）
(２) 入Ӄ給෇ۚの種類
(３) 入Ӄ給෇ۚの日ֹ
(４) （。後の復活の日とします。以下、第２項において同じ࠷、復活が行われた場合は）໿日ܖ
(５) 当ձ໊ࣾ
２．前項のొ࿥のظ間は、ܖ໿日から５年（ܖ໿日において被保険者が満15ࡀະ満の場合は、ܖ໿日から５年または被保険者が
満15ࡀにୡする日までのظ間のうちいずれか௕いظ間）以内とします。

同組合連合ձ（以下、「各生໋保険ձࣾ等」といいます。）は、第１項の規ڠ೶業ࡁձ加ໍの各生໋保険ձࣾおよび全国共ڠ．３
定によりొ࿥された被保険者について、入Ӄ給෇ۚのある保険ܖ໿（入Ӄ給෇ۚのある特໿を含みます。以下、本条におい
て同じ。）のਃ込（復活、復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加のਃ込を含みます。）を受けた場合、ڠձに対
して第１項の規定によりొ࿥された内容についてরձすることができるものとします。この場合、ڠձからその݁果の連བྷ
を受けるものとします。

４．各生໋保険ձࣾ等は、第２項のొ࿥のظ間中に入Ӄ給෇ۚのある保険ܖ໿のਃ込があった場合、前項によって連བྷされた内
容を入Ӄ給෇ۚのある保険ܖ໿の承୚（復活、復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加の承୚を含みます。以下、
本条において同じ。）の൑断のࢀ考とすることができるものとします。

５．各生໋保険ձࣾ等は、ܖ໿日（復活、復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加が行われた場合は、࠷後の復活、
復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加の日とします。以下、本項において同じ。）から５年（ܖ໿日において
被保険者が満15ࡀະ満の場合は、ܖ໿日から５年または被保険者が満15ࡀにୡする日までのظ間のうちいずれか௕いظ間）
以内に入Ӄ給෇ۚの੥ٻを受けたときは、ڠձに対して第１項の規定によりొ࿥された内容についてরձし、その݁果を入
Ӄ給෇ۚの支払の൑断のࢀ考とすることができるものとします。

６．各生໋保険ձࣾ等は、連བྷされた内容を承୚の൑断または支払の൑断のࢀ考とする以外に用いないものとします。
。ձおよび各生໋保険ձࣾ等は、ొ࿥または連བྷされた内容を他にެ開しないものとしますڠ．７
８．保険ܖ໿者または被保険者は、ొ࿥または連བྷされた内容について、ձࣾまたはڠձにরձすることができます。また、そ
の内容が事࣮と૬ҧしていることを知ったときは、そのగ正を੥ٻすることができます。

９．第３項、第４項および第５項中、被保険者、入Ӄ給෇ۚ、保険ܖ໿とあるのは、೶業ڠ同組合法にもとづく共ܖࡁ໿におい
ては、それぞれ、被共ࡁ者、入Ӄ共ۚࡁ、共ܖࡁ໿とಡみସえます。

17ɽ̔疾病ೖӃࢧ෷ݶ度֦େ特ଇ

（̔疾病ೖӃࢧ෷ݶ度֦େ特ଇの෇Ճ）
ୈ34৚ 保険ܖ໿者は、この保険ܖ໿のక݁の際、ձࣾの承୚を得て、この特則をこの保険ܖ໿に෇加することができます。
２．この特則において８疾病とは、別表18に定める悪性新生物および別表21に定める心疾患または脳血管疾患（以下、「３大疾病」
といいます。）ならびに別表21に定める糖尿病、高血圧性疾患、肝疾患、腎疾患または膵疾患（以下、「５疾病」といいます。）
のことをいいます。

（อݥྉ཰）
ୈ35৚ この特則が෇加される場合、この保険ܖ໿にはこの特則が෇加される場合の保険ྉ཰を適用します。
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（̔疾病ೖӃࢧ෷ݶ度֦େ特ଇが෇Ճ͞Εͨ৔߹のೖӃڅ෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ36৚ この特則が෇加された保険ܖ໿については、次のとおり取りѻいます。
(１) 第３条（入Ӄ給෇ۚの支払限度）の規定にかかわらず、入Ӄ給෇ۚの支払限度は次のとおりとします。

①３大疾病の治療を目的とした入Ӄの場合
１回の入Ӄの支払限度および通ࢉ支払限度はありません。
②５疾病の治療を目的とした入Ӄの場合
❞１回の入Ӄの支払限度は、支払日数120日とします。
❟通ࢉ支払限度は、支払日数1,095日とします。
③８疾病以外の病気またはケガ（以下、本条において「８疾病以外」といいます。）の治療を目的とした入Ӄの場合
❞１回の入Ӄの支払限度は、支払日数60日とします。
❟通ࢉ支払限度は、支払日数1,095日とします。

(２) ３大疾病の治療と３大疾病以外の病気またはケガの治療を同時に行っている入Ӄ日数については、３大疾病の治療を目
的とする入Ӄ日数とみなして前号の規定を適用します。

(３) １回の入Ӄ（第４条（給෇ۚの支払に関する特則）第１項の規定により、１回の入Ӄとみなされる場合を含みます。以
下本条において同じ。）に５疾病の治療を目的とした入Ӄが含まれる場合には、その１回の入Ӄは５疾病の治療を目的と
した入Ӄとみなして、第１号②の規定を適用します。ただし、３大疾病の治療を目的とする入Ӄが含まれる場合、３大
疾病の治療を目的とする入Ӄ日数をࠩし引いた入Ӄ日数をその１回の入Ӄの入Ӄ日数とします。

(４) １回の入Ӄに５疾病の治療を目的とした入Ӄが含まれない場合には、その１回の入Ӄは８疾病以外の治療を目的とした
入Ӄとみなして、第１号③の規定を適用します。ただし、３大疾病の治療を目的とする入Ӄが含まれる場合、３大疾病
の治療を目的とする入Ӄ日数をࠩし引いた入Ӄ日数をその１回の入Ӄの入Ӄ日数とします。

（特ଇのղ໿）
ୈ37৚ この特則のみの解໿は取りѻいません。

18ɽ特別৚݅Λつ͚る৔߹の特ଇ

（特別৚݅Λつ͚る৔߹の特ଇ）
ୈ38৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、被保険者の健߁状態その他がձࣾの定めるඪ準に適合しないときは、ձࣾは、そのة
険の種類および程度に応じて、次のํ法によりこの保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
指定疾病・指定部位不୲保法
保険ূ݊に表示された指定疾病（これと医学上重要な関܎があるとձࣾが認めた疾病を含みます。）または指定部位に生じ
た疾病（別表６に定める感染症を除きます。）を直接の原因としてձࣾが定める不୲保ظ間中に給෇ۚの支払事由または保
険ྉの払込の免除事由に該当したときは、第２条（給෇ۚの支払）または第８条（保険ྉの払込の免除）の規定にかかわら
ず、給෇ۚの支払または保険ྉの払込の免除を行いません。ただし、被保険者が不୲保ظ間の満ྃ日を含んでܧ続して入Ӄ
したときは、その入Ӄについては、その満ྃ日のཌ日に入Ӄしたものとして、第２条の規定を適用します。

19ɽΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ

（ΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ）
ୈ39৚ 保険ܖ໿者（保険ܖ໿者となる者を含みます。以下、本条において同じとします。）が、インターωット（電子通৴機
器による電気通৴回ઢをいい、情報処理機器等の通৴手ஈを含みます。以下、同じとします。）をഔ介として保険ܖ໿のਃ
込を行う場合には、この特則を適用します。

２．この特則を適用した場合、次のとおり取りѻいます。
(１) 保険ܖ໿者と被保険者は同一人であることを要します。
(２) 保険ܖ໿者は、インターωット上にձࣾがઃけたਃ込ը໘（以下、「ਃ込ը໘」といいます。）においてਃ込に܎るॴ要

事項を入力（音声ࣝ別機能によるものを含みます。以下、同じとします。）し、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ
৴することにより、保険ܖ໿のਃ込を行うものとします。

(３) 第17条（告知義務）を次のとおりಡみସえます。
「保険ܖ໿のక݁の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちਃ込ը໘でձࣾが告知をٻめた事項について、
保険ܖ໿者は、そのਃ込ը໘に入力して、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ৴することにより告知してください。」

(４) ձࣾは、保険ܖ໿者により入力されたॴ要事項の受৴をもって、保険ܖ໿のਃ込があったものとします。
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20ɽ݈ؐ߁෇特ଇ

（෇特ଇの෇Ճؐ߁݈）
ୈ40৚ 保険ܖ໿者は、この保険ܖ໿のక݁の際、ձࣾの承୚を得て、この特則をこの保険ܖ໿に෇加することができます。

（のҙ義ޠ༺）
ୈ41৚ この特則において使用される用語の意義は次のとおりです。
(１) 払込保険ྉ૬当ֹط

次の計ࢉ式により計ࢉしたֹۚをいいます。
月払保険ྉ૬当ֹʷ12ʷܖ໿日から健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日の前日までの年数

(２) 健ؐ߁෇給෇ۚ支払年ྸ
健ؐ߁෇給෇ۚを支払う被保険者の年ྸのことをいいます。

(３) 健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日
被保険者の年ྸが、健ؐ߁෇給෇ۚ支払年ྸに౸ୡする年単位のܖ໿応当日をいいます。

(４) 入Ӄ給෇ۚ等
この保険ܖ໿の入Ӄ給෇ۚ、手ज़給෇ۚ、放射ઢ治療給෇ۚおよび骨髄ドナー給෇ۚをいい、この特則の健ؐ߁෇給෇
ۚおよびこの保険ܖ໿に෇加された特໿の給෇ۚは含みません。

(５) 月払保険ྉ૬当ֹ
この保険ܖ໿の１ϱ月分の保険ྉをいい、この保険ܖ໿に෇加された特໿があるときは、その特໿の保険ྉは含みません。

(６) この特則の੹೚準備ۚ
健ؐ߁෇給෇ۚを支払うために保険ྉの中からੵみ立てておくۚમのことをいい、保険ྉ払込年月数および入Ӄ給෇ۚ
等の支払ֹにより計ࢉします。

（खज़څ෇ۚの͓ܕΑͼ݈ؐ߁෇څ෇ۚࢧ෷೥ྸのࢦ定）
ୈ42৚ この特則を෇加する場合は、第２条（給෇ۚの支払）第２項に定める手ज़給෇ۚの型はᶗ型が指定されたものとします。
２．この特則を෇加する際、保険ܖ໿者は、ձࣾの定める範囲内で健ؐ߁෇給෇ۚ支払年ྸを指定してください。
３．前項により指定された健ؐ߁෇給෇ۚ支払年ྸの変ߋは取りѻいません。

（อݥྉ཰）
ୈ43৚ この特則が෇加される場合、この保険ܖ໿にはこの特則が෇加される場合の保険ྉ཰を適用します。

（෷ࢧ෇ۚのڅ෇特ଇのؐ߁݈）
ୈ44৚ この特則において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ

健
߁
ؐ
෇
給
෇
ۚ

被保険者が健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日に生ଘ
しているとき

次の①から②をࠩし引いたֹۚ
払込保険ྉ૬当ֹط①
②この保険ܖ໿のక݁の際の੹೚開始ظから健ؐ߁෇給෇ۚ
支払基準日の前日までのظ間に生じた支払事由に対して支
払われる入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹ

保
険
ܖ
໿
者

２．前項の健ؐ߁෇給෇ۚの支払ֹの規定により計ࢉされるֹۚが̌以下となる場合には、健ؐ߁෇給෇ۚは支払いません。
３．被保険者の入Ӄ中に健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日が౸来した場合には、健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日以後の入Ӄに対して支払わ
れる入Ӄ給෇ۚについては、健ؐ߁෇給෇ۚの支払ֹを計ࢉする入Ӄ給෇ۚ等には含みません。

（߹Εͨ৔ֹ͞ݮ෇ۚ೔ֹがڅ४೔લ·ͰʹೖӃج෷ࢧ෇ۚڅ෇ؐ߁݈）
ୈ45৚ 健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日の前日までに入Ӄ給෇ۚ日ֹが減ֹされたときは、健ؐ߁෇給෇ۚの支払ֹの計ࢉにあたっ
ては、入Ӄ給෇ۚ日ֹがこの保険ܖ໿のక݁の際の੹೚開始ظから減ֹ後のֹۚであったものとみなして、ط払込保険ྉ૬
当ֹおよび入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹをそれぞれ計ࢉします。
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（෇ۚ౳のऔѻڅ෷͏৔߹のೖӃࢧ෇ۚΛڅ෇ؐ߁݈）
ୈ46৚ 第２条（給෇ۚの支払）の規定にかかわらず、健ؐ߁෇給෇ۚを支払った後に、この保険ܖ໿のక݁の際の੹೚開始ظ

から健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日の前日までのظ間に生じた支払事由に対する入Ӄ給෇ۚ等を支払うこととなったときは、ձ
ࣾは、その支払うこととなった入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹからすでに支払われた健ؐ߁෇給෇ۚの支払ֹをࠩし引いて入
Ӄ給෇ۚ等を支払います。ただし、その支払うこととなった入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹが、すでに支払われた健ؐ߁෇給
෇ۚの支払ֹに不足するときは、その入Ӄ給෇ۚ等を支払いません。

（ظ࣌෷ࢧ෇ۚのڅ෇ؐ߁݈）
ୈ47৚ 健ؐ߁෇給෇ۚを支払うために、この保険ܖ໿のక݁の際の੹೚開始ظから健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日の前日までのظ
間に生じた支払事由に対する入Ӄ給෇ۚ等の支払ֹの合計ֹを確認するඞ要がある場合において、第６条（給෇ۚの支払時
、を受け、かつٻ限となる日までに、その入Ӄ給෇ۚ等の੥ظ෇給෇ۚを支払うべきؐ߁および支払場ॴ）の規定により健ظ
その支払ֹが確定していない入Ӄ給෇ۚ等があるときは、第６条第１項から第３項の規定にかかわらず、その入Ӄ給෇ۚ等
を支払うべきظ限と第６条の規定により健ؐ߁෇給෇ۚを支払うべきظ限となる日のいずれか஗い日を、健ؐ߁෇給෇ۚを
支払うべきظ限とします。この場合、ձࣾは、健ؐ߁෇給෇ۚを支払うべきظ限を保険ܖ໿者に通知します。

（͜の特ଇが෇Ճ͞Εͨ৔߹の༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ）
ୈ48৚ この特則が෇加された場合、第12条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第２項は、次のとおりಡみସえます。
「２．༛予ظ間内に保険ྉが払い込まれないときは、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失います。この場合には、保

険ܖ໿者は、解໿払໭ۚを੥ٻすることができます。」

（͜の特ଇが෇Ճ͞Εͨ৔߹の෮׆）
ୈ49৚ この特則が෇加された場合、第14条（保険ܖ໿の復活）第１項は、次のとおりಡみସえます。
「ୈ14৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿が効力を失った日からその日を含めて１年以内であれ͹、ձࣾの承୚を得て、保険ܖ໿を復

活することができます。ただし、保険ܖ໿者が解໿払໭ۚを੥ٻした場合には、保険ܖ໿を復活することはできません。」

（͜の特ଇが෇Ճ͞Εͨ৔߹のඃอऀݥのࢮ๢）
ୈ50৚ この特則が෇加された保険ܖ໿の被保険者が、健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日の前日までに死๢した場合で、この特則の੹

೚準備ۚがあるときは、第22条（払໭ۚ）の規定にかかわらず、ձࣾは、この特則の੹೚準備ۚと同ֹの払໭ۚを保険ܖ໿
者（保険ܖ໿者と被保険者が同一の場合には、その法定૬続人。以下、本項において同じ。）に支払います。この場合、保
険ܖ໿者は、ඞ要ॻ類（別表１）を提出してください。

２．前項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が故意に被保険者を死๢させた場合には、払໭ۚはありません。
３．第２条（給෇ۚの支払）の規定にかかわらず、第１項の払໭ۚを支払った後に、この保険ܖ໿のక݁の際の੹೚開始ظから
被保険者が死๢した日までのظ間に生じた支払事由に対する入Ӄ給෇ۚ等を支払うこととなったときは、ձࣾは、その支払
うこととなった入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹからその入Ӄ給෇ۚ等について、支払がないものとして計ࢉした払໭ۚのֹۚ
と支払がなされたものとして計ࢉした払໭ۚのֹۚとのֹࠩをࠩし引いて入Ӄ給෇ۚ等を支払います。ただし、その支払う
こととなった入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹが、その入Ӄ給෇ۚ等について、支払がないものとして計ࢉした払໭ۚのֹۚと
支払いがなされたものとして計ࢉした払໭ۚのֹۚとのֹࠩに不足するときは、その入Ӄ給෇ۚ等を支払いません。

４．払໭ۚの支払時ظおよび支払場ॴについては、第６条（給෇ۚの支払時ظおよび支払場ॴ）および第47条（健ؐ߁෇給෇ۚ
の支払時ظ）の規定を準用します。

（͜の特ଇが෇Ճ͞Εͨอܖݥ໿がղ除͞Εͨ৔߹）
ୈ51৚ この特則が෇加された保険ܖ໿が、第18条（告知義務ҧ反による解除）または第20条（重大事由による解除）の規定に
より解除された場合で、解໿払໭ۚがあるときは、第22条（払໭ۚ）の規定にかかわらず、ձࣾは、その解໿払໭ۚと同ֹ
の払໭ۚを保険ܖ໿者に支払います。

（͜の特ଇが෇Ճ͞Εͨ৔߹のղ໿෷໭ۚ）
ୈ52৚ この特則が෇加された保険ܖ໿を解໿した場合、第22条（払໭ۚ）の規定にかかわらず、保険ܖ໿者は解໿払໭ۚを੥
。することができますٻ

２．解໿払໭ۚは、保険ྉ払込年月数および入Ӄ給෇ۚ等の支払ֹにより計ࢉします。ただし、健ؐ߁෇給෇ۚ支払基準日以後
のظ間は、この保険ܖ໿に解໿払໭ۚはありません。

３．ձࣾは、保険ূ݊を交෇する際に、ձࣾの定める経過年数に応じて計ࢉした解໿払໭ֹۚを保険ܖ໿者に通知します。
４．第２条（給෇ۚの支払）の規定にかかわらず、解໿払໭ۚを支払った後に、この保険ܖ໿のక݁の際の੹೚開始ظからその
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解໿払໭ۚを支払う事由が生じた日までのظ間に生じた支払事由に対する入Ӄ給෇ۚ等を支払うこととなったときは、ձࣾ
は、その支払うこととなった入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹからその入Ӄ給෇ۚ等について、支払がないものとして計ࢉした
解໿払໭ۚのֹۚと支払がなされたものとして計ࢉした解໿払໭ۚのֹۚとのֹࠩをࠩし引いて入Ӄ給෇ۚ等を支払いま
す。ただし、その支払うこととなった入Ӄ給෇ۚ等のֹۚの合計ֹが、その入Ӄ給෇ۚ等について、支払がないものとして
計ࢉした解໿払໭ۚのֹۚと支払がなされたものとして計ࢉした解໿払໭ۚのֹۚとのֹࠩに不足するときは、その入Ӄ給
෇ۚ等を支払いません。

５．解໿払໭ۚの支払時ظおよび支払場ॴについては、第６条（給෇ۚの支払時ظおよび支払場ॴ）および第47条（健ؐ߁෇給
෇ۚの支払時ظ）の規定を準用します。

（౳ʹΑるղ໿ऀݖ࠴）
ୈ53৚ この特則が෇加された場合、保険ܖ໿者以外の者で保険ܖ໿の解໿をすることができる者（以下、「ݖ࠴者等」といい
ます。）による保険ܖ໿の解໿は、解໿の੥ٻの通知がձࣾに౸着した時から１ϱ月を経過した日に効力を生じます。

２．前項の通知が行われた場合でも、通知の時において次の各号のすべてを満たす給෇ۚの受取人が、保険ܖ໿者の同意を得て、
前項のظ間が経過するまでに、ॴ定のֹۚ（解໿の੥ٻの通知がձࣾに౸着した日に解໿の効力が生じたとすれ͹ձࣾが࠴
。を通知したときは、前項の解໿はその効力を生じませんࢫ者等に支払い、かつձࣾにそのݖ࠴者等に支払うべきֹۚ）をݖ

(１) 保険ܖ໿者の਌଒、被保険者の਌଒または被保険者本人であること
(２) 保険ܖ໿者でないこと
３．給෇ۚの受取人が前項の通知をするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾに提出してください。
４．第１項の解໿の੥ٻの通知がձࣾに౸着した日以後、解໿の効力が生じるまで、または第２項の規定により効力が生じない

こととなるまでに、入Ӄ給෇ۚ等または健ؐ߁෇給෇ۚの支払事由が生じ、ձࣾが入Ӄ給෇ۚ等または健ؐ߁෇給෇ۚを支
払うべきときは、支払うべきֹۚの限度で、第２項に定めるॴ定のֹۚをݖ࠴者等に支払います。この場合、支払うべきۚ
ֹからݖ࠴者等に支払ったֹۚをࠩし引いた残ֹを、それぞれ入Ӄ給෇ۚ等の受取人または健ؐ߁෇給෇ۚの受取人に支払
います。

（特ଇのղ໿）
ୈ54৚ この特則のみの解໿は取りѻいません。

（͜の特ଇが෇Ճ͞Εͨ৔߹の管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ55৚ この特則が෇加された場合、第32条（管ࡋ׋൑ॴ）第１項は、次のとおりಡみସえます。
「ୈ32৚ この保険ܖ໿における給෇ۚまたは払໭ۚ（以下、本条において「給෇ۚ等」といいます。）の੥ٻに関するૌুに

ついては、ձࣾの本ࣾまたは給෇ۚ等の受取人（給෇ۚ等の受取人が２人以上いるときは、その୅表者とします。）のॅ
ॴ஍を管׋する高等ࡋ൑ॴ（本庁とします。）のॴࡏ஍を管׋する஍ํࡋ൑ॴをもって、合意による管ࡋ׋൑ॴとします。」

（備考）
１．治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、病気を直接の原因としない不妊手ज़、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的と
する入Ӄ」には該当しません。

２．治療を直接の目的とする手ज़
ඒ容੔形上の手ज़、病気を直接の原因としない不妊手ज़、診断・ࠪݕ（生ݕ、腹腔ࠪݕڸなど）のための手ज़などは、「治療を
直接の目的とする手ज़」には該当しません。

３．薬物ґଘ
「薬物ґଘ」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号に定められた分類項目中の分類൪号 '11.2、'12.2、'13.2、'14.2、'15.2、
'16.2、'18.2、'19.2に規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒω、アヘン、コΧイン、大麻、精神ࢗ激薬、֮ݬ薬
等を含みます。
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女性疾病保険普通保険約款 目次
この保険の趣旨
１．責任開始期
第１条 ੹೚開始ظ

２．給付金および保険金の支払
第２条 給෇ۚおよび保険ۚの支払
第３条 給෇ۚおよび保険ۚの支払に関するิ則
第４条 女性疾病支ԉ給෇ۚおよび乳房再ݐ給෇ۚの支払限度
第５条 給෇ۚおよび保険ۚの੥ٻ
第６条 給෇ۚ等の支払時ظおよび支払場ॴ

３．保険料の払込
第７条 保険ྉの払込
第８条 保険ྉの払込ํ法〈経路〉

４．猶予期間および保険契約の失効
第９条 ༛予ظ間および保険ܖ໿の失効
第10条 ༛予ظ間中に保険事故が生じた場合

５．保険契約の復活
第11条 保険ܖ໿の復活

６．保険契約の取消、無効および解除
第12条 による取消ٗ࠮
第13条 不法取得目的によるແ効
第14条 告知義務
第15条 告知義務ҧ反による解除
第16条 保険ܖ໿を解除できない場合
第17条 重大事由による解除

７．解約および払戻金
第18条 解໿
第19条 払໭ۚ

８．契約内容の変更
第20条 女性疾病支ԉ給෇ֹۚの減ֹ

９．保険契約の更新
第21条 保険ܖ໿のߋ新

10．死亡保険金受取人および保険契約者
第22条 死๢保険ۚ受取人の変ߋ
第23条 保険ܖ໿者の変ߋ
第24条 保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人の୅表者
第25条 保険ܖ໿者のॅॴの変ߋ

11．被保険者の職業、転居および旅行
第26条 被保険者の৬業、転居およびཱྀ行

12．年齢の計算および契約年齢または性別の誤りの処理
第27条 年ྸの計ࢉ
第28条 りの処理ޡ໿年ྸおよび性別のܖ

13．契約者配当
第29条 ໿者഑当ܖ

14．時効
第30条 時効

15．管轄裁判所
第31条 管ࡋ׋൑ॴ

16．特則
第32条 特別条件をつける場合の特則
第33条 インターωットによるਃ込に関する特則
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女性疾病อීݥ௨อݥ໿׺

͜のอݥのझࢫ
この保険は、被保険者が保険ظ間中にॴ定の疾病の治療を目的として入Ӄした場合、ॴ定のガンと診断確定された場合、乳房再
。ज़を行った場合、または死๢した場合に、ॴ定の給෇ۚまたは保険ۚを支払うことを主な内容とするものですݐ

１ɽ੹೚։ظ࢝

（੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ ձࣾは、次の時から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
(１) 保険ܖ໿のਃ込を承୚した後に第１回保険ྉを受け取った場合

第１回保険ྉを受け取った時
(２) 第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った後に保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合

第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った時（告知前に受け取った場合には、告知の時）
２．前項のձࣾの੹೚開始の日の属する月のཌ月１日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間はこの日を基準として計ࢉします。
３．ձࣾの੹೚開始の日からܖ໿日の前日までの間に、給෇ۚまたは保険ۚの支払事由が生じたときは、前項の規定にかかわら

ず、ձࣾの੹೚開始の日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間は、その日を基準として再計ࢉします。この場合、保険ྉ
に௒過分があれ͹払い໭し、不足分があれ͹ྖऩします。ただし、給෇ۚまたは保険ۚの支払があるときは、過不足分を支
払ֹۚと清ࢉします。

４．ձࣾが保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿者に対し、次の各号に定める事項を記載した保険ূ݊を発行します。
(１) ձ໊ࣾ
(２) 保険ܖ໿者の໊ࢯまたは໊শ
(３) 被保険者の໊ࢯおよびܖ໿時の年ྸ
(４) 死๢保険ۚ受取人の໊ࢯまたは໊শ
(５) 保険ظ間
(６) 女性疾病支ԉ給෇ֹۚ
(７) 保険ྉおよびその払込ํ法
(８) ໿日ܖ
(９) 保険ূ݊を作成した年月日

２ɽڅ෇͓ۚΑͼอۚݥのࢧ෷

（෷ࢧのۚݥ෇͓ۚΑͼอڅ）
ୈ２৚ この保険ܖ໿において支払う給෇ۚおよび保険ۚは次のとおりです。
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෇ۚڅ
͓Αͼ
อۚݥ
の種類

ࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧΛۚݥ෇͓ۚΑͼอڅ
෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
ۚݥ෇͓ۚΑͼอڅ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋ࢧ
Λࢧ෷Θͳ͍৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ
͍͍·すɻʣ

(１)
女
性
疾
病
支
ԉ
給
෇
ۚ

被保険者が保険ظ間中に次の条件のすべてを
満たす別表２に定める入Ӄ（以下、「入Ӄ」と
いいます。）を開始したとき
ただし、女性疾病支ԉ給෇ۚが支払われたこ
とがある場合には、直前に支払われた女性疾
病支ԉ給෇ۚの支払事由に該当した日からそ
の日を含めて180日を経過した日のཌ日以後
に、次の条件のすべてを満たす入Ӄを開始し
たときとします。
①੹೚開始ظ（復活が行われた場合は、࠷後
の復活の際の੹೚開始ظ）以後に発病した
別表14に定める疾病（以下、「女性疾病」と
いいます。）を直接の原因とする入Ӄ
②治療を目的とする別表２に定める病Ӄまた
は診療ॴ（以下、「病Ӄまたは診療ॴ」とい
います。）における入Ӄ

女性疾病支ԉ
給෇ֹۚ

被
保
険
者

ʕ

(２)
女
性
特
定
ガ
ン
治
療
給
෇
ۚ

被保険者が保険ظ間中に次のいずれかに該当
したとき
①保険ܖ໿のక݁の際の੹೚開始ظの属する
日からその日を含めて90日を経過した日の
ཌ日（「女性特定ガンの੹೚開始日」といい
ます。ただし、女性特定ガンの੹೚開始日
以後に復活が行われた場合は、࠷後の復活
の際の੹೚開始ظ。以下、本条において同
じ。）以後に、ॳめて別表15に定める悪性新
生物（以下、「女性特定ガン」といいます。）
にጶ患し、かつ、診断確定されたとき
②①による女性特定ガン治療給෇ۚが支払わ
れたことがあり、かつ、直前に支払われた
女性特定ガン治療給෇ۚの支払事由に該当
した日からその日を含めて２年を経過した
日のཌ日以後に、女性特定ガンの治療を目
的とする病Ӄまたは診療ॴにおける入Ӄを
開始したとき

女性疾病支ԉ
給෇ֹۚʷ５

被
保
険
者

ʕ
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෇ۚڅ
͓Αͼ
อۚݥ
の種類

෷事༝ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ ໔੹事༝

(３)
乳
房
再
ݐ
給
෇
ۚ

被保険者が保険ظ間中に次のすべてに該当し
たとき
①女性特定ガンの੹೚開始日前に、別表15中
の乳房の悪性新生物（基本分類コードC50）
または乳房の上皮内癌（基本分類コードＤ
05）（以下、「乳ガン」といいます。）にጶ患
したことがないこと
②女性特定ガンの੹೚開始日以後に、乳ガン
にጶ患し、かつ、診断確定されたこと
③②の乳ガンの治療を目的として、病Ӄまた
は診療ॴにおいて別表２に定める乳房の切
除ज़（以下、「乳房の切除ज़」といいます。）
を受けたこと
ᶆ③の乳房の切除ज़を受けた乳房について、
病Ӄまたは診療ॴにおいて別表２に定める
乳房再ݐज़を受けたこと

１乳房につき、
女性疾病支ԉ
給෇ֹۚʷ５

被
保
険
者

ʕ

(４)
死
๢
保
険
ۚ

被保険者が保険ظ間中に死๢したとき

女性疾病支ԉ
給෇ֹۚʷ５

死
๢
保
険
ۚ
受
取
人

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①੹೚開始ظ（復活が行われた場合は、࠷
後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）
の属する日からその日を含めて３年以内
の被保険者の自ࡴ
②保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人の故
意

２．前項において、女性特定ガンの診断確定は、病理組織学的ॴ見により、医ࢣのࢿ格を持つ者によりなされることを要します。
ただし、病理組織学的ࠪݕが行われなかった場合においても、ձࣾが認めたその他のํ法で診断が確定された場合は、女性
特定ガンと認めます。

３．第１項の規定にかかわらず、被保険者がઓ૪その他の変ཚにより死๢保険ۚの支払事由に該当した場合で、その原因により
支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾは、死๢保険ۚを࡟
減して支払うか、または支払わないことがあります。ただし、੹೚準備ۚがある場合には、支払ֹが੹೚準備ۚを下まわる
ことはありません。

４．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ保険ܖ໿者が死๢保険ۚ受取人（死๢保険ۚの一部の受取人である
場合を含みます。）の場合には、保険ܖ໿者を女性疾病支ԉ給෇ۚ、女性特定ガン治療給෇ۚおよび乳房再ݐ給෇ۚの受取
人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保険者を女性疾病支ԉ給
෇ۚ、女性特定ガン治療給෇ۚおよび乳房再ݐ給෇ۚの受取人とします。

（෷ʹؔするิଇࢧのۚݥ෇͓ۚΑͼอڅ）
ୈ３৚ 被保険者が女性疾病以外の原因により入Ӄを開始し、その入Ӄ中に女性疾病の治療を開始した場合には、その女性疾病
の治療を開始した日に女性疾病を直接の原因として入Ӄを開始したものとみなします。

２．直前に支払われた女性疾病支ԉ給෇ۚの支払事由に該当した日からその日を含めて180日を経過した日のཌ日に、女性疾病
を直接の原因として被保険者が入Ӄをܧ続している場合には、直前に支払われた女性疾病支ԉ給෇ۚの支払事由に該当した
日からその日を含めて180日を経過した日のཌ日に女性疾病を直接の原因として入Ӄを開始したものとみなして女性疾病支
ԉ給෇ۚの支払に関する規定を適用します。

３．被保険者が次の各号に該当する場合には、それぞれに定める日に女性特定ガンの治療を目的として入Ӄを開始したものとみ
なして、女性特定ガン治療給෇ۚの支払に関する規定を適用します。
(１) 直前に支払われた女性特定ガン治療給෇ۚの支払事由に該当した日からその日を含めて２年を経過した日のཌ日に、女

性特定ガンの治療を目的として入Ӄをܧ続している場合、直前に支払われた女性特定ガン治療給෇ۚの支払事由に該当
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した日からその日を含めて２年を経過した日のཌ日
(２) 女性特定ガン以外の原因により入Ӄを開始し、その入Ӄ中に女性特定ガンの治療を開始した場合、女性特定ガンの治療

を開始した日
４．被保険者が੹೚開始ظ前に発病した女性疾病を直接の原因として入Ӄした場合でも、੹೚開始ظの属する日からその日を含
めて２年を経過した後に開始した入Ӄは、੹೚開始ظ以後の原因によるものとみなして、女性疾病支ԉ給෇ۚの支払に関す
る規定を適用します。

５．被保険者の生死が不明の場合でも、ձࣾが死๢したものと認めたときは、死๢保険ۚを支払います。
６．死๢保険ۚ受取人が故意に被保険者を死๢させた場合で、その受取人が死๢保険ۚの一部の受取人であるときは、その一部
を免੹とし、死๢保険ۚからその受取人に支払うこととしていた部分を除いた残ֹをその他の死๢保険ۚ受取人に支払いま
す。

７．前条第１項に定める免੹事由に該当したことにより死๢保険ۚが支払われない場合で、੹೚準備ۚがあるときは、ձࣾは、
੹೚準備 （ۚ前項に該当する場合には、支払われない死๢保険ۚ部分と同じׂ合の੹೚準備ۚ）を保険ܖ໿者に支払います。
ただし、保険ܖ໿者が故意に被保険者を死๢させたことにより死๢保険ۚが支払われない場合には、੹೚準備ۚを支払いま
せん。

８．前条第１項第１号および第２号に定める支払事由にかかわらず、被保険者が੹೚開始ظ前に生じた疾病を直接の原因として、
੹೚開始ظ以後に女性疾病支ԉ給෇ۚまたは女性特定ガン治療給෇ۚの支払事由に該当した場合は、次のとおりとします。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが、告知等により知っていたその疾病に関する事࣮にもとづいて承୚した場合には、

その承୚した範囲内で女性疾病支ԉ給෇ۚまたは女性特定ガン治療給෇ۚを支払います。ただし、事࣮の一部が告知さ
れなかったことにより、その疾病に関する事࣮をձࣾが正確に知ることができなかった場合を除きます。

(２) その疾病について、੹೚開始ظ前に被保険者が医ࢣの診࡯を受けたことがなく、かつ、ࠪݕ（健߁診断、人間ドックを
含みます。）において異常の指ఠを受けたことがない場合には、女性疾病支ԉ給෇ۚまたは女性特定ガン治療給෇ۚを支
払います。ただし、その疾病による症状について、保険ܖ໿者または被保険者が認ࣝまたは自֮していた場合を除きます。

（女性疾病ࢧԉڅ෇͓ۚΑͼೕ๪څݐ࠶෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ̐৚ 女性疾病支ԉ給෇ۚおよび乳房再ݐ給෇ۚの支払限度は次のとおりです。
(１) 女性疾病支ԉ給෇ۚ

通ࢉ支払限度は、支払回数50回とします。
(２) 乳房再ݐ給෇ۚ

通ࢉ支払限度は、一乳房につき１回とします。

（ٻの੥ۚݥ෇ۚ·ͨ͸อڅ）
ୈ̑৚ 女性疾病支ԉ給෇ۚ、女性特定ガン治療給෇ۚ、乳房再ݐ給෇ۚまたは死๢保険ۚ（以下、「給෇ۚ等」といいます。）

の支払事由が生じたときは、保険ܖ໿者または支払事由が生じた給෇ۚ等の受取人は、஗଺なくձࣾに通知してください。
２．支払事由が生じた給෇ۚ等の受取人は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、その給෇ۚ等を੥ٻしてください。
３．給෇ۚの受取人が被保険者で、被保険者に給෇ۚを੥ٻできない特別な事情があるときは、੥ٻ時において次のいずれかの
条件を満たしている者が、その事情をձࣾにਃし出て、ձࣾが承୚した場合、被保険者の୅理人として給෇ۚを੥ٻするこ
とができます。ただし、故意に被保険者を給෇ۚの੥ٻができない状態に該当させた者は、被保険者の୅理人としての取ѻ
を受けることができません。
(１) 被保険者と同居または被保険者と生計を一にする被保険者のށ੶上の഑偶者
(２) 被保険者と同居または被保険者と生計を一にする被保険者の３਌等内の਌଒
４．前項の場合、ձࣾが給෇ۚを支払った後に、重ෳしてその給෇ۚの੥ٻを受けても、ձࣾは、給෇ۚを支払いません。

（෷৔ॴࢧΑͼ͓ظ࣌෷ࢧ෇ۚ౳のڅ）
ୈ６৚ 給෇ۚ等は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて５Ӧ業日以内に、ձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定し
た場ॴで支払います。

２．給෇ۚ等を支払うために確認がඞ要な次の各号に͛ܝる場合において、保険ܖ໿のక݁時から給෇ۚ等੥ٻ時までにձࣾに
提出されたॻ類だけでは確認ができないときは、それぞれ当該各号に定める事項の確認（ձࣾの指定した医ࢣによる診断を
含みます。）を行います。この場合には、前項の規定にかかわらず、給෇ۚ等を支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着
した日のཌ日からその日を含めて30日を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚ等の੥ٻをした者にそのࢫを通知し
ます。
(１) 給෇ۚ等の支払事由発生の有ແの確認がඞ要な場合

給෇ۚ等の支払事由に該当する事࣮の有ແ
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(２) 給෇ۚ等支払の免੹事由に該当する可能性がある場合
給෇ۚ等の支払事由が発生した原因

(３) 告知義務ҧ反に該当する可能性がある場合
ձࣾが告知をٻめた事項および告知義務ҧ反にࢸった原因

(４) この໿׺に定める重大事由、ٗ࠮または不法取得目的に該当する可能性がある場合
前２号に定める事項、第17条（重大事由による解除）第１項第５号①からᶇまでに該当する事࣮の有ແまたは保険ܖ໿者、
被保険者もしくは死๢保険ۚ受取人の保険ܖ໿క݁の目的もしくは給෇ۚ等੥ٻの意図に関する保険ܖ໿のక݁時から
給෇ۚ等੥ٻ時までにおける事࣮

３．前項の確認をするため、次の各号に͛ܝる事項についての特別なরձ΍調ࠪが不可ܽな場合には、前２項にかかわらず、給
෇ۚ等を支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて当該各号に定める日数（各号のうちෳ
数に該当する場合には、それぞれに定める日数のうち࠷も多い日数）を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚ等の
੥ٻをした者にそのࢫを通知します。
(１) 前項各号に定める事項についての医療機関または医ࢣに対するরձのうち、রձઌの指定するॻ໘等のํ法に限定され

るরձ 30日
(２) 前項第２号から第４号に定める事項についてのห護࢜法（昭和24年法律第205号）にもとづくরձその他の法令にもとづ

くরձ 90日
(３) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項についてのڀݚ機関等のઐ໳機関による医学または工学等の科学ٕज़的

な特別の調ࠪ、分ੳまたはؑ定 90日
(４) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項に関し、保険ܖ໿者、被保険者または死๢保険ۚ受取人を被ٙ者として、

૞ࠪ、起ૌその他の刑事手続が開始されたことが報道等から明らかである場合における、前項第１号、第２号または第
４号に定める事項に関する、ૹக、起ૌ、൑ܾ等の刑事手続の݁果についての࡯ݕ、࡯ܯ等の૞ࠪ機関またはࡋ൑ॴに
対するরձ 180日

(５) 前項各号に定める事項についての日本国外における調ࠪ 90日
(６) 前項各号に定める事項についてのࡂ害ٹ助法（昭和22年法律第118号）が適用された஍Ҭにおける調ࠪ 60日
４．前２項に͛ܝるඞ要な事項の確認に際し、保険ܖ໿者、被保険者または給෇ۚ等の受取人が、正当な理由なく当該確認を๦
͛、またはこれに応じなかったとき（ձࣾの指定した医ࢣによるඞ要な診断に応じなかったときを含みます。）は、ձࣾは、
これにより当該事項の確認が஗Ԇしたظ間の஗଺の੹೚をෛわず、その間は給෇ۚ等を支払いません。

３ɽอݥྉの෷ࠐ

（อݥྉの෷ࠐ）
ୈ̓৚ 保険ྉの払込ํ法〈回数〉は月払です。
２．第２回以後の保険ྉは、保険ྉ払込ظ間中、ຖ回第８条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）第１項に定める払込ํ法にैい、月
単位のܖ໿応当日（ܖ໿応当日のない場合は、その月の末日とします。以下同じ。）の属する月のॳ日から末日までのظ間（以
下、「払込ظ月」といいます。）内に払い込んでください。

３．前項で払い込むべき保険ྉは、その払込ظ月の月単位のܖ໿応当日から次の月単位のܖ໿応当日の前日までのظ間に対応す
る保険ྉとします。

４．第２項の保険ྉが、月単位のܖ໿応当日の前日までに払い込まれ、かつ、その日までに保険ܖ໿が消໓した場合には、ձࣾ
は、その払い込まれた保険ྉを保険ܖ໿者（死๢保険ۚを支払うときは死๢保険ۚ受取人）に払い໭します。

５．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに給෇ۚ等の支払事由が生じた場合には、ձࣾは、
その支払うべき給෇ۚ等からະ払込保険ྉをࠩし引きます。

６．給෇ۚが前項のະ払込保険ྉに不足する場合には、保険ܖ໿者は、第９条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間の満ྃ日までにະ払込保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は
༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、給෇ۚを支払いません。

（อݥྉの෷ํࠐ๏〈ܦ࿏〉）
ୈ̔৚ 第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は、ձࣾと保険ྉの口࠲ৼସの取ѻを提ܞしているۚ༥機関等（以下、「提ܞ

ۚ༥機関」といいます。この場合、ձࣾが保険ྉのऩೲ業務をҕୗしている機関の指定するۚ༥機関等を含みます。）の口
。ৼସによるํ法とします࠲

２．保険ྉは、払込ظ月中のձࣾの定めた日（以下、「ৼସ日」といいます。）に、保険ܖ໿者が指定する提ۚܞ༥機関の口࠲（以
下、「指定口࠲」といいます。）から保険ྉ૬当ֹをձࣾの口࠲にৼりସえることにより、ձࣾに払い込まれるものとします。
ただし、ৼସ日が提ۚܞ༥機関のٳ業日に該当する場合は、ཌӦ業日をৼସ日とします。
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３．前項の場合、ৼସ日に保険ྉの払込があったものとします。
４．第２項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、ձࣾが指定した経路により、保険ྉをձࣾの本ࣾまた

はձࣾの指定した場ॴに払い込むことができます。
５．前項の保険ྉの払込がなかった場合には、ཌ月分のৼସ日に再度ཌ月分と合わせて２ϱ月分の保険ྉの口࠲ৼସを行います。
６．前項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、第９条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間内に、ձࣾが指定した経路により、払込ظ月の過͗た保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込ん
でください。

７．保険ܖ໿者は、指定口࠲を提ۚܞ༥機関の他の口࠲に変ߋすることができます。この場合、あらかじめձࣾおよび当該提ܞ
ۚ༥機関にਃし出てください。

８．提ۚܞ༥機関が保険ྉの口࠲ৼସの取ѻをఀࢭした場合には、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合には、
保険ܖ໿者は、指定口࠲を他の提ۚܞ༥機関に変ߋしてください。

９．ձࣾまたは提ۚܞ༥機関の事情により、ձࣾは、ৼସ日を変ߋすることがあります。この場合、ձࣾはそのࢫをあらかじめ
保険ܖ໿者に通知します。

10．同一の指定口࠲から２件以上の保険ܖ໿の保険ྉをৼりସえる場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対しそのৼସॱংを指定で
きないものとします。

11．ձࣾは、口࠲ৼସにより払い込まれた保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

̐ɽ༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ

（༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ）
ୈ９৚ 第２回以後の保険ྉの払込については、払込ظ月のཌ月ॳ日から末日までが༛予ظ間となります。
２．༛予ظ間内に保険ྉが払い込まれないときは、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失います。

（༛༧ؒظ中ʹอݥ事故が生ͨ͡৔߹）
ୈ10৚ ༛予ظ間中に給෇ۚ等の支払事由が生じた場合には、ձࣾは、その支払うべき給෇ۚ等からະ払込保険ྉをࠩし引きま
す。

２．前項の場合、第７条（保険ྉの払込）第６項の規定を準用します。

̑ɽอܖݥ໿の෮׆

（อܖݥ໿の෮׆）
ୈ11৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿が効力を失った日からその日を含めて１年以内であれ͹、ձࣾの承୚を得て、保険ܖ໿を復活
することができます。

２．保険ܖ໿者が本条の復活を੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．ձࣾが本条の復活を承୚したときは、保険ܖ໿者は、ձࣾの指定した日までに、Ԇ଺保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定
した場ॴに払い込んでください。

４．第１条（੹೚開始ظ）第１項の規定は、本条の場合に準用します。
５．保険ܖ໿を復活した場合には、保険ূ݊を発行しません。

６ɽอܖݥ໿のऔফ、ແޮ͓Αͼղ除

（Αるऔফʹٗ࠮）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者または被保険者のٗ࠮により保険ܖ໿をక݁または復活したときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことがで
きます。この場合、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（不๏औಘ໨的ʹΑるແޮ）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者が給෇ۚ等を不法に取得する目的または他人に給෇ۚ等を不法に取得させる目的をもって保険ܖ໿をక݁ま
たは復活したときは、保険ܖ໿をແ効とし、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（知義຿ࠂ）
ୈ14৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちձࣾॴ定のॻ໘で告知をٻめた事
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項について、保険ܖ໿者または被保険者は、そのॻ໘により告知してください。また、ձࣾの指定する医ࢣが口頭で質問し
た事項については、その医ࢣに口頭で告知してください。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ）
ୈ15৚ 前条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者または被保険者が、故意または重大な過失により、事

࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛た場合には、ձࣾは、ক来に޲って保険ܖ໿を解除することができます。
２．ձࣾは、給෇ۚ等の支払事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除することができます。この場合、ձࣾ
は、給෇ۚ等を支払いません。もし、すでに給෇ۚ等を支払っていたときは、そのฦؐを੥ٻします。

３．前項の規定にかかわらず、給෇ۚ等の支払事由の発生が解除の原因となった事࣮によらなかったことを、保険ܖ໿者、被保
険者または給෇ۚ等の受取人がূ明したときは、給෇ۚ等を支払います。

４．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾはそのࢫを保険ܖ໿者に通知します。ただし、保険ܖ໿者またはそのॅ
ॴもしくは居ॴが不明であるか、その他正当な理由により保険ܖ໿者に通知できない場合には、被保険者または給෇ۚ等の
受取人に通知します。

（อܖݥ໿Λղ除Ͱ͖な͍৔߹）
ୈ16৚ ձࣾは、次のいずれかの場合には、前条の規定による保険ܖ໿の解除をすることができません。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知っていたときまたは過失のため知らなかったとき
(２) ձࣾのために保険ܖ໿のక݁のഔ介を行うことができる者（ձࣾのために保険ܖ໿のక݁の୅理を行うことができる者

を除き、以下、本条において「保険ഔ介者」といいます。）が、保険ܖ໿者または被保険者が第14条（告知義務）に規定
する告知をすることを๦͛たとき

(３) 保険ഔ介者が、保険ܖ໿者または被保険者に対し第14条に規定する告知をしないことをקめたとき、または事࣮でない
ことを告͛ることをקめたとき

(４) 保険ܖ໿のక݁または復活後、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知った日（正当な理由により解除の通知ができない場合
には、その通知ができる日）からその日を含めて１Χ月を経過したとき

(５) ੹೚開始ظの属する日からその日を含めて２年をこえて保険ܖ໿が有効にܧ続したとき。ただし、੹೚開始ظの属する
日から２年以内に解除の原因となる事࣮にもとづいて給෇ۚ等の支払事由が生じていた場合を除きます。

２．前項第２号および第３号の場合には、各号に規定する保険ഔ介者の行為がなかったとしても、保険ܖ໿者または被保険者が、
第14条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、事࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛たと認められる
場合には、適用しません。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ17৚ ձࣾは、次の各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、ক来に޲かってこの保険ܖ໿を解除することができます。
(１) 保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人が、死๢保険ۚ（他の保険ܖ໿の死๢保険ۚを含み、保険種類および給෇の໊শの

೗Կを問いません。）を࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故টக（ະ਱を含みます。）をした場合
(２) 保険ܖ໿者または被保険者が、この保険ܖ໿の給෇ۚを࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故টக（ະ਱

を含みます。）をした場合
(３) この保険ܖ໿の給෇ۚ等の੥ٻに関し、給෇ۚ等の受取人にٗ࠮行為（ະ਱を含みます。）があった場合
(４) 他の保険ܖ໿との重ෳによって、被保険者にかかる給෇ֹۚ等の合計ֹが著しく過大であって、保険制度の目的に反す

る状態がもたらされるおそれがある場合
(５) 保険ܖ໿者、被保険者または給෇ۚ等の受取人が、次のいずれかに該当するとき

①๫力ஂ、๫力ஂһ（๫力ஂһでなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、๫力ஂ準構成һ、๫力ஂ関ا܎
業その他の反ࣾձ的੎力（以下、「反ࣾձ的੎力」といいます。）に該当すると認められること
②反ࣾձ的੎力に対してۚࢿ等を提供し、または便ٓを供༩するなどの関༩をしていると認められること
③反ࣾձ的੎力を不当にར用していると認められること
ᶆ保険ܖ໿者または給෇ۚ等の受取人が法人の場合、反ࣾձ的੎力がその法人の経Ӧを支഑し、またはその法人の経Ӧ
に࣮質的に関༩していると認められること
ᶇその他反ࣾձ的੎力とࣾձ的に非難されるべき関܎を有していると認められること

(６) 他の保険ܖ໿が重大事由によって解除され、または保険ܖ໿者、被保険者または死๢保険ۚ受取人が他の保険者との間
でక݁した保険ܖ໿もしくは共ܖࡁ໿が重大事由により解除されるなどにより、ձࣾの保険ܖ໿者、被保険者または死
๢保険ۚ受取人に対する৴པを損ない、この保険ܖ໿をܧ続することをظ଴しえない前５号に͛ܝる事由と同等の事由
がある場合

２．ձࣾは、給෇ۚ等の支払事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除することができます。この場合には、
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前項各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による給෇ۚ等（前項第５号のみに該当した場合で、前項第５号①か
らᶇまでに該当した者が死๢保険ۚの受取人のみであり、その死๢保険ۚの受取人が死๢保険ۚの一部の受取人であるとき
は、死๢保険ۚのうち、その受取人に支払われるべき死๢保険ۚをいいます。以下、本項において同じ。）は支払いません。
もし、すでに給෇ۚ等を支払っていたときは、そのฦؐを੥ٻします。

３．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、第15条（告知義務ҧ反による解除）第４項の規定を準用します。

̓ɽղ໿͓Αͼ෷໭ۚ

（ղ໿）
ୈ18৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かって保険ܖ໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（෷໭ۚ）
ୈ19৚ この保険ܖ໿には、第３条（給෇ۚおよび保険ۚの支払に関するิ則）第７項の規定により੹೚準備ۚを支払う場合を
除き、解໿その他により保険ܖ໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

̔ɽܖ໿内༰のมߋ

（女性疾病ࢧԉڅ෇ֹۚのֹݮ）
ୈ20৚ 保険ܖ໿者は、女性疾病支ԉ給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の女性疾病支ԉ給෇ֹۚは、ձࣾの
定めるֹۚ以上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．女性疾病支ԉ給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

９ɽอܖݥ໿のߋ新

（อܖݥ໿のߋ新）
ୈ21৚ この保険ܖ໿の保険ظ間が満ྃする場合、保険ܖ໿者が保険ظ間満ྃの日の２ि間前までに保険ܖ໿をߋ新しないࢫを
ձࣾに通知しない限り、保険ܖ໿（保険ظ間満ྃの日までの保険ྉが払い込まれている保険ܖ໿に限ります。）は、保険ظ
間満ྃの日のཌ日にߋ新されます。

２．前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合には、ձࣾは本条のߋ新を取りѻいません。
(１) 間満ྃの日のཌ日における被保険者の年ظの保険（。といいます「໿ܖ新後ߋ」以下、本条において）໿ܖ新後の保険ߋ

ྸがձࣾの定める範囲をこえる場合
(２) この保険ܖ໿のߋ新時に、ձࣾがこの保険ܖ໿のక݁を取りѻっていない場合

の女性疾病（。といいます「໿ܖ新前ߋ」以下、本条において）໿ܖ新前の保険ߋ、໿の女性疾病支ԉ給෇ֹۚはܖ新後ߋ．３
支ԉ給෇ֹۚと同一とします。

間を୹ॖしظ間と同一とします。ただし、ձࣾの定めるとこΖにより、保険ظ໿の保険ܖ新前ߋ、間はظ໿の保険ܖ新後ߋ．４
てߋ新されることがあります。

。および保険ྉ཰が適用されます׺新時のී通保険໿ߋ、໿にはܖ新後ߋ．５
。しますࢉ新時の被保険者の年ྸにより計ߋ、໿の保険ྉはܖ新後ߋ．６
の属する月の末日までに払い込んでください。この場合、第７条（保（໿応当日ܖ）新日ߋ、໿の第１回保険ྉはܖ新後ߋ．７

険ྉの払込）、第８条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）、第９条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）および第10条（༛予ظ間中
に保険事故が生じた場合）の規定を準用します。

８．༛予ظ間内に前項の保険ྉの払込がないときは、ߋ新はなかったものとし、保険ܖ໿は、ߋ新前ܖ໿の保険ظ間満ྃ日にさ
かの΅って消໓するものとします。

９．本条の規定によりこの保険ܖ໿がߋ新された場合には、第１条（੹೚開始ظ）、第２条（給෇ۚおよび保険ۚの支払）、第３
条（給෇ۚおよび保険ۚの支払に関するิ則）、第４条（女性疾病支ԉ給෇ۚおよび乳房再ݐ給෇ۚの支払限度）、第15条（告
知義務ҧ反による解除）および第16条（保険ܖ໿を解除できない場合）の適用に際しては、ߋ新前ܖ໿の保険ظ間とߋ新後
。間とみなしますظ続した保険ܧ間をظ໿の保険ܖ

10．この保険ܖ໿がߋ新されたときは、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合に、保険ূ݊は発行しません。

ঁ
ੑ
࣬
ප
อ
ݥ
ී
௨
อ
ݥ
約
款

107

約
款



新時に取りѻっているձࣾॴ定の同種の保険種類によりߋ、໿のక݁を取りѻっていないときはܖ新時にձࣾがこの保険ߋ．11
。新されることがありますߋ

10ɽࢮ๢อۚݥडऔਓ͓Αͼอܖݥ໿ऀ

（ߋडऔਓのมۚݥ๢อࢮ）
ୈ22৚ 保険ܖ໿者またはその承ܧ人は、死๢保険ۚの支払事由が発生するまでは、被保険者の同意を得て、ձࣾに対する通知
により、死๢保険ۚ受取人を変ߋすることができます。

２．保険ܖ໿者が本条の変ߋをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾに提出してください。
３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。
４．第１項の通知がձࣾに౸ୡする前に変ߋ前の死๢保険ۚ受取人に死๢保険ۚを支払ったときは、その支払後に変ߋ後の死๢
保険ۚ受取人から死๢保険ۚの੥ٻを受けても、ձࣾはこれを支払いません。

５．死๢保険ۚ受取人が死๢保険ۚの支払事由の発生以前に死๢したときは、その法定૬続人を死๢保険ۚ受取人とします。
６．前項の規定により死๢保険ۚ受取人となった者が死๢した場合に、この者に法定૬続人がいないときは、前項の規定により
死๢保険ۚ受取人となった者のうち生ଘしている他の死๢保険ۚ受取人を死๢保険ۚ受取人とします。

７．前２項により死๢保険ۚ受取人となった者が２人以上いる場合、その受取ׂ合はۉ等とします。

（อܖݥ໿ऀのมߋ）
ୈ23৚ 保険ܖ໿者は、被保険者およびձࣾの同意を得て、そのݖརおよび義務のすべてを第ࡾ者に承ܧさせることができます。
２．保険ܖ໿者が本条の変ߋを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ

い。
３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（อܖݥ໿ऀ·ͨ͸ࢮ๢อۚݥडऔਓの୅表ऀ）
ୈ24৚ 保険ܖ໿者が２人以上あるときまたは死๢保険ۚ受取人が２人以上あるときは、各୅表者１人を定めてください。その
୅表者は、それぞれ他の保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人を୅理するものとします。

２．前項の୅表者が定まらないときまたはそのॅॴもしくは居ॴが不明であるときは、ձࣾが保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取
人の１人に対してした行為は、他の者に対しても効力を生じます。

３．保険ܖ໿者が２人以上ある場合には、その੹೚は連帯とします。

（อܖݥ໿ऀのॅॴのมߋ）
ୈ25৚ 保険ܖ໿者がॅॴ（通৴ઌを含みます。以下、本条において同じ。）を変ߋしたときは、すみ΍かにձࣾの本ࣾまたは

ձࣾの指定した場ॴに通知してください。
２．前項の通知がなく、保険ܖ໿者のॅॴをձࣾが確認できなかった場合には、ձࣾの知った࠷後のॅॴあてに発した通知は、
通常౸ୡに要するظ間を経過した時に、保険ܖ໿者に౸ୡしたものとみなします。

11ɽඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ

（ඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ）
ୈ26৚ 被保険者が保険ܖ໿のܧ続中にどのような৬業にै事し、またはどこに転居もしくはཱྀ行しても、ձࣾは、保険ܖ໿を
解除せず、または保険ྉの変ߋもしないで保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。ただし、第17条（重大事由による解除）第１項第
５号の規定により保険ܖ໿を解除する場合には、本条の規定は適用しません。

12ɽ೥ྸの͓ࢉܭΑͼܖ໿೥ྸ·ͨ͸性別のޡΓのॲཧ

（೥ྸのࢉܭ）
ୈ27৚ 被保険者のܖ໿年ྸはܖ໿日における満年で計ࢉし、１年ະ満の୺数は切りࣺてます。
２．保険ܖ໿క݁後の被保険者の年ྸは、前項のܖ໿年ྸに、年単位のܖ໿応当日͝とに１ࡀを加えて計ࢉします。

（Γのॲཧޡ໿೥ྸ͓Αͼ性別のܖ）
ୈ28৚ 保険ܖ໿ਃ込ॻに記載された被保険者の年ྸにޡりがあった場合、ܖ໿日およびޡりの事࣮が発見された日における࣮
際の年ྸがձࣾの定める範囲外であったときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことができるものとし、すでに払い込まれた
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保険ྉを保険ܖ໿者に払い໭し、その他のときはձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。
２．保険ܖ໿ਃ込ॻに記載された被保険者の性別にޡりがあった場合には、ձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続し
ます。

13ɽܖ໿ऀ഑౰

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ29৚ この保険ܖ໿に対するܖ໿者഑当はありません。

14ɽޮ࣌

（ޮ࣌）
ୈ30৚ 給෇ۚ等その他この保険ܖ໿による諸支払ۚの支払を੥ٻするݖརは、３年間੥ٻがない場合には消໓します。

15ɽ管ࡋ׋൑ॴ

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ31৚ この保険ܖ໿における給෇ۚ等の੥ٻに関するૌুについては、ձࣾの本ࣾまたは給෇ۚ等の受取人（給෇ۚ等の受取
人が２人以上いるときは、その୅表者とします。）のॅॴ஍を管׋する高等ࡋ൑ॴ（本庁とします。）のॴࡏ஍を管׋する஍
。൑ॴとしますࡋ׋൑ॴをもって、合意による管ࡋํ

16ɽ特ଇ

（特別৚݅Λつ͚る৔߹の特ଇ）
ୈ32৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、被保険者の健߁状態その他がձࣾの定めるඪ準に適合しないときは、ձࣾは、そのة
険の種類および程度に応じて、次のํ法によりこの保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
指定疾病・指定部位不୲保法
保険ূ݊に表示された指定疾病（これと医学上重要な関܎があるとձࣾが認めた疾病を含みます。）または指定部位に生じ
た疾病（別表６に定める感染症を除きます。）を直接の原因としてձࣾが定める不୲保ظ間中に女性疾病支ԉ給෇ۚの支払
事由に該当したときは、第２条（給෇ۚおよび保険ۚの支払）の規定にかかわらず、女性疾病支ԉ給෇ۚを支払いません。
ただし、被保険者が不୲保ظ間の満ྃ日を含んでܧ続して入Ӄしたときは、その入Ӄについては、その満ྃ日のཌ日に入Ӄ
したものとして、第２条の規定を適用します。

２．本条の規定が適用されている保険ܖ໿を自動ߋ新する場合は、保険ظ間満ྃの日における特別条件と同一の条件を、ߋ新後
の保険ܖ໿にも適用するものとします。

（ΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ）
ୈ33৚ 保険ܖ໿者（保険ܖ໿者となる者を含みます。以下、同じとします。）が、インターωット（電子通৴機器による電気
通৴回ઢをいい、情報処理機器等の通৴手ஈを含みます。以下、同じとします。）をഔ介として保険ܖ໿のਃ込を行う場合
には、この特則を適用します。

２．この特則を適用した場合、次のとおり取りѻいます。
(１) 保険ܖ໿者と被保険者は同一人であることを要します。
(２) 保険ܖ໿者は、インターωット上にձࣾがઃけたਃ込ը໘（以下、「ਃ込ը໘」といいます。）においてਃ込に܎るॴ要

事項を入力（音声ࣝ別機能によるものを含みます。以下、同じとします。）し、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ
৴することにより、保険ܖ໿のਃ込を行うものとします。

(３) 第14条（告知義務）を次のとおりಡみସえます。
「保険ܖ໿のక݁の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちਃ込ը໘でձࣾが告知をٻめた事項について、
保険ܖ໿者は、そのਃ込ը໘に入力して、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ৴することにより告知してください。」

(４) 第28条（ܖ໿年ྸおよび性別のޡりの処理）の規定中、「保険ܖ໿ਃ込ॻに記載された」は「保険ܖ໿のਃ込の際、」と
ಡみସえます。

(５) ձࣾは、保険ܖ໿者により入力されたॴ要事項の受৴をもって、保険ܖ໿のਃ込があったものとします。

ঁ
ੑ
࣬
ප
อ
ݥ
ී
௨
อ
ݥ
約
款

109

約
款



（備考）
治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、疾病を直接の原因としない不妊手ज़、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的と
する入Ӄ」には該当しません。
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終身がん治療保険（払戻金なし）普通保険約款 目次

この保険の趣旨
１．責任開始期
第１条 ੹೚開始ظ

２．がんおよび上皮内新生物の定義および診断確定
第２条 がんおよび上皮内新生物の定義および診断確

定
３．保険契約の型
第３条 保険ܖ໿の型

４．給付金の支払
第４条 給෇ۚの支払
第５条 給෇ۚの支払に関するิ則
第６条 給෇ۚの支払限度
第７条 給෇ۚの੥ٻ
第８条 給෇ۚの支払時ظおよび支払場ॴ
第９条 保険ܖ໿の消໓

５．保険料の払込の免除
第10条 保険ྉの払込の免除
第11条 保険ྉの払込の免除の੥ٻ

６．保険料の払込
第12条 保険ྉの払込
第13条 保険ྉの払込ํ法〈経路〉

７．猶予期間および保険契約の失効
第14条 ༛予ظ間および保険ܖ໿の失効
第15条 ༛予ظ間中に保険事故が生じた場合

８．保険契約の復活
第16条 保険ܖ໿の復活

９．保険契約の取消、無効および解除
第17条 による取消ٗ࠮
第18条 不法取得目的によるແ効
第19条 がん保障の੹೚開始日前のがん診断確定によ

るແ効
第20条 告知義務
第21条 告知義務ҧ反による解除
第22条 保険ܖ໿を解除できない場合
第23条 重大事由による解除

10．解約および払戻金
第24条 解໿
第25条 払໭ۚ

11．契約内容の変更
第26条 基本給෇ֹۚの減ֹ

12．保険契約者
第27条 保険ܖ໿者の変ߋ
第28条 保険ܖ໿者の୅表者
第29条 保険ܖ໿者のॅॴの変ߋ

13．被保険者の職業、転居および旅行
第30条 被保険者の৬業、転居およびཱྀ行

14．年齢の計算および契約年齢または性別の誤りの処理
第31条 年ྸの計ࢉ
第32条 りの処理ޡ໿年ྸおよび性別のܖ

15．契約者配当
第33条 ໿者഑当ܖ

16．時効
第34条 時効

17．管轄裁判所
第35条 管ࡋ׋൑ॴ

18．インターネットによる申込に関する特則
第36条 インターωットによるਃ込に関する特則

19．他の保険契約を解約し、同時にこの保険契約を締結し
た場合の特則
第37条 他の保険ܖ໿を解໿し、同時にこの保険ܖ໿

をక݁した場合の特則

ऴ
਎
͕
Μ
࣏
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อ
ݥ
ớ
෷
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͠
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ݥ
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ऴ身がんྍ࣏อݥ（෷໭ۚな͠）ී௨อݥ໿׺

͜のอݥのझࢫ
この保険は、被保険者が保険ظ間中にがんもしくは上皮内新生物の治療を目的として抗がん剤治療、ホルモン剤治療、放射ઢ治
療または手ज़を受けた場合、またはがんと診断確定された場合に、ॴ定の給෇ۚを支払うことを主な内容とするものです。

１ɽ੹೚։ظ࢝

（੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ ձࣾは、次の時から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
(１) 保険ܖ໿のਃ込を承୚した後に第１回保険ྉを受け取った場合

第１回保険ྉを受け取った時
(２) 第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った後に保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合

第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った時（告知前に受け取った場合には、告知の時）
２．前項のձࣾの੹೚開始の日の属する月のཌ月１日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間はこの日を基準として計ࢉします。
３．ձࣾの੹೚開始の日からܖ໿日の前日までの間に、保険ྉの払込の免除事由が生じたときは、前項の規定にかかわらず、ձ
ࣾの੹೚開始の日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間は、その日を基準として再計ࢉします。この場合、保険ྉに௒過
分があれ͹払い໭し、不足分があれ͹ྖऩします。

４．ձࣾが保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿者に対し、次の各号に定める事項を記載した保険ূ݊を発行します。
(１) ձ໊ࣾ
(２) 保険ܖ໿者の໊ࢯまたは໊শ
(３) 被保険者の໊ࢯおよびܖ໿時の年ྸ
(４) 保険ظ間
(５) 給෇ۚのֹ
(６) 保険ྉおよびその払込ํ法
(７) ໿日ܖ
(８) 保険ূ݊を作成した年月日

２ɽがん͓Αͼ上皮内新生物の定義͓Αͼ਍அ֬定

（がん͓Αͼ上皮内新生物の定義͓Αͼ਍அ֬定）
ୈ２৚ この保険ܖ໿において「がん」とは、別表18に定める悪性新生物をいいます。
２．この保険ܖ໿において「上皮内新生物」とは、別表19に定める上皮内新生物をいいます。
３．がんまたは上皮内新生物の診断確定は、病理組織学的ॴ見により、医ࢣのࢿ格を持つ者によりなされることを要します。た
だし、病理組織学的ࠪݕが行われなかった場合においても、ձࣾが認めたその他のํ法で診断が確定された場合には、その
診断確定も認めます。

３ɽอܖݥ໿のܕ

（อܖݥ໿のܕ）
ୈ３৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿のక݁の際、次のいずれかの保険ܖ໿の型を指定してください。

อܖݥ໿のܕ ᶗܕ ᶘܕ

給෇ۚの種類

(１) 抗がん剤治療給෇ۚ
(２) ホルモン剤治療給෇ۚ
(３) 放射ઢ治療給෇ۚ
(４) 手ज़給෇ۚ
(５) がん治療支ԉ給෇ۚ

(１) 抗がん剤治療給෇ۚ
(２) ホルモン剤治療給෇ۚ
(３) 放射ઢ治療給෇ۚ
(４) 手ज़給෇ۚ

２．前項により指定された保険ܖ໿の型の変ߋは取りѻいません。
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̐ɽڅ෇ۚのࢧ෷

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̐৚ この保険ܖ໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

(１)
抗
が
ん
剤
治
療
給
෇
ۚ

被保険者が、次のすべてに該当したとき
①੹೚開始ظの属する日からその日を含めて90日を経過した日のཌ日（以下、「が
ん保障の੹೚開始日」といいます。ただし、がん保障の੹೚開始日以後に復活
が行われた場合は、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）以後の保険ظ
間中に次の条件のすべてを満たす別表２に定める抗がん剤治療（以下、「抗が
ん剤治療」といいます。）を受けたとき
❞がん保障の੹೚開始日以後に診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療
を直接の目的とする抗がん剤治療
❟別表２に定めるެ的医療保険制度（以下、「ެ的医療保険制度」といいます。）
にもとづく医科診療報ु点数表（以下、「医科診療報ु点数表」といいます。）
またはެ的医療保険制度にもとづく歯科診療報ु点数表（別表２）（以下、「歯
科診療報ु点数表」といいます。）により別表22に定める抗がん剤（以下、「抗
がん剤」といいます。）にかかる薬剤ྉまたは処ํせんྉがࢉ定される抗が
ん剤治療

②第31条（年ྸの計ࢉ）第２項に定めるとこΖにより計ࢉした、支払事由に該当
した時の被保険者の年ྸが80ࡀະ満のとき

支払事由に該当する日が
属する月͝とに、

基本給෇ֹۚ

被
保
険
者

(２)
ホ
ル
モ
ン
剤
治
療
給
෇
ۚ

被保険者が、次のすべてに該当したとき
①がん保障の੹೚開始日以後の保険ظ間中に次の条件のすべてを満たす別表２に
定めるホルモン剤治療（以下、「ホルモン剤治療」といいます。）を受けたとき
❞がん保障の੹೚開始日以後に診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療
を直接の目的とするホルモン剤治療
❟医科診療報ु点数表または歯科診療報ु点数表により別表23に定めるホルモ
ン剤（以下、「ホルモン剤」といいます。）にかかる薬剤ྉまたは処ํせんྉ
がࢉ定されるホルモン剤治療

②第31条第２項に定めるとこΖにより計ࢉした、支払事由に該当した時の被保険
者の年ྸが80ࡀະ満のとき

支払事由に該当する日が
属する月͝とに、
基本給෇ֹۚの20ˋ

被
保
険
者

(３)
放
射
ઢ
治
療
給
෇
ۚ

被保険者が、がん保障の੹೚開始日以後の保険ظ間中に次の条件のすべてを満た
す放射ઢ治療を受けたとき
①がん保障の੹೚開始日以後に診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療を
直接の目的とする放射ઢ治療
②別表２に定める病Ӄまたは診療ॴ（以下、「病Ӄまたは診療ॴ」といいます。）
における放射ઢ治療
③医科診療報ु点数表に放射ઢ治療ྉのࢉ定対象としてྻڍされている放射ઢ治
療。ただし、血液র射は除きます。（歯科診療報ु点数表に放射ઢ治療ྉのࢉ
定対象としてྻڍされている放射ઢ治療のうち医科診療報ु点数表においても
放射ઢ治療ྉのࢉ定対象としてྻڍされている放射ઢ治療を含みます。）

放射ઢ治療１回につき、
基本給෇ֹۚ

被
保
険
者
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෇ۚڅ
の種類

෷事༝ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ

(４)
手
ज़
給
෇
ۚ

被保険者が、がん保障の੹೚開始日以後の保険ظ間中に次の条件のすべてを満た
す手ज़を受けたとき
①がん保障の੹೚開始日以後に診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療を
直接の目的とする手ज़
②病Ӄまたは診療ॴにおける手ज़
③次の❞または❟のいずれかに該当する手ज़
❞医科診療報ु点数表に手ज़ྉのࢉ定対象としてྻڍされている手ज़（歯科診
療報ु点数表に手ज़ྉのࢉ定対象としてྻڍされている手ज़のうち医科診療
報ु点数表においても手ज़ྉのࢉ定対象としてྻڍされている手ज़を含みま
す。）
❟医科診療報ु点数表に༌血ྉのࢉ定対象としてྻڍされている骨髄移২ज़
（別表２）

手ज़１回につき、
基本給෇ֹۚ

被
保
険
者

(５)
が
ん
治
療
支
ԉ
給
෇
ۚ

被保険者が、がん保障の੹೚開始日以後の保険ظ間中に、ॳめてがんと診断確定
されたとき

基本給෇ֹۚʷ５

被
保
険
者

２．前項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人の場合には、保険ܖ໿者を抗がん剤治療給෇ۚ、ホルモン剤治療給෇ۚ、放射
ઢ治療給෇ۚ、手ज़給෇ۚおよびがん治療支ԉ給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがその
を保険ূ݊に記載したときは、被保険者を抗がん剤治療給෇ۚ、ホルモン剤治療給෇ۚ、放射ઢ治療給෇ۚ、手ज़給෇ۚࢫ
およびがん治療支ԉ給෇ۚの受取人とします。

（෷ʹؔするิଇࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̑৚ 抗がん剤治療またはホルモン剤治療については、次の各号に定める場合に応じて当該各号に定める日に、被保険者が抗
がん剤治療またはホルモン剤治療を受けたものとして取りѻいます。
(１) ஫射による౤༩が医ࢣ（؃護ࢣなど医ࢣの医療行為をิ助する業務にै事する者を含みます。以下本号において同じ。）

により行われた場合
医ࢣにより当該抗がん剤またはホルモン剤が౤༩された日

(２) 経口による౤༩が行われた場合
医ࢣが作成した処ํせんに基づく当該抗がん剤またはホルモン剤の౤薬ظ間に属する日のうち、当該抗がん剤またはホ
ルモン剤を౤༩すべきとされた日（ただし、被保険者が生ଘしている日に限ります。）

(３) 前２号に該当しない場合
医ࢣが当該抗がん剤またはホルモン剤を処ํした日

２．同一の月に抗がん剤治療給෇ۚの支払事由に該当する日がෳ数回ある場合には、第４条（給෇ۚの支払）第１項の規定にか
かわらず、その月の࠷ॳに支払事由に該当した抗がん剤治療についてのみ抗がん剤治療給෇ۚを支払います。

３．同一の月にホルモン剤治療給෇ۚの支払事由に該当する日がෳ数回ある場合には、第４条第１項の規定にかかわらず、その
月の࠷ॳに支払事由に該当したホルモン剤治療についてのみホルモン剤治療給෇ۚを支払います。

４．抗がん剤治療およびホルモン剤治療について、医科診療報ु点数表または歯科診療報ु点数表により抗がん剤またはホルモ
ン剤にかかる薬剤ྉまたは処ํせんྉがࢉ定されることには、医科診療報ु点数表、歯科診療報ु点数表または厚生労働大
臣が定める診断群分類点数表によりࢉ定される診療報ुに、抗がん剤またはホルモン剤にかかる薬剤ྉまたは処ํせんྉに
૬当するඅ用が含まれる場合を含みます。

５．被保険者が第４条第１項に定める放射ઢ治療をෳ数回受けた場合には、第４条第１項の規定にかかわらず、放射ઢ治療給෇
ۚが支払われることとなった直前の放射ઢ治療を受けた日からその日を含めて60日以内に受けた放射ઢ治療については、放
射ઢ治療給෇ۚを支払いません。
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６．被保険者が第４条第１項に定める手ज़を同一の日にෳ数回受けた場合（１回の手ज़が２日以上にわたった場合には、その手
ज़の開始日をその手ज़を受けた日とみなします。）には、第４条第１項の規定にかかわらず、いずれか１回の手ज़について
のみ手ज़給෇ۚを支払います。

７．被保険者が第４条第１項に定める手ज़を受けた場合で、その手ज़が医科診療報ु点数表において手ज़ྉが１日につきࢉ定さ
れるものとして定められている手ज़を受けたときは、その手ज़については、第４条第１項の規定にかかわらず、その手ज़を
受けた１日目についてのみ手ज़給෇ۚを支払います。

８．被保険者が第４条第１項に定める同一の手ज़をෳ数回受けた場合で、それらの手ज़が医科診療報ु点数表において一連の治
療過程に連続して受けた場合でも手ज़ྉが１回のみࢉ定されるものとして定められる手ज़に該当するときは、第４条第１項
の規定にかかわらず、いずれか１回の手ज़についてのみ手ज़給෇ۚを支払います。

（度ݶ෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ６৚ 抗がん剤治療給෇ۚ、ホルモン剤治療給෇ۚおよびがん治療支ԉ給෇ۚの支払限度は次のとおりです。

෇ۚの種類څ ౓ݶ෷ࢧ

抗がん剤治療給෇ۚ 支払月数を通ࢉして36ϱ月

ホルモン剤治療給෇ۚ 支払月数を通ࢉして60ϱ月

がん治療支ԉ給෇ۚ １回限り

（ٻ෇ۚの੥څ）
ୈ̓৚ 給෇ۚの支払事由が生じたときは、保険ܖ໿者または支払事由が生じた給෇ۚの受取人は、஗଺なくձࣾに通知してく
ださい。

２．支払事由が生じた給෇ۚの受取人は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、その給෇ۚを੥ٻしてください。

（෷৔ॴࢧΑͼ͓ظ࣌෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̔৚ 給෇ۚは、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて５Ӧ業日以内に、ձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した
場ॴで支払います。

２．給෇ۚを支払うために確認がඞ要な次の各号に͛ܝる場合において、保険ܖ໿のక݁時から給෇ۚ੥ٻ時までにձࣾに提出
されたॻ類だけでは確認ができないときは、それぞれ当該各号に定める事項の確認（ձࣾの指定した医ࢣによる診断を含み
ます。）を行います。この場合には、前項の規定にかかわらず、給෇ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日
のཌ日からその日を含めて30日を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚの੥ٻをした者にそのࢫを通知します。
(１) 給෇ۚの支払事由発生の有ແの確認がඞ要な場合

給෇ۚの支払事由に該当する事࣮の有ແ
(２) 給෇ۚ支払の免੹事由に該当する可能性がある場合

給෇ۚの支払事由が発生した原因
(３) 告知義務ҧ反に該当する可能性がある場合

ձࣾが告知をٻめた事項および告知義務ҧ反にࢸった原因
(４) この໿׺に定める重大事由、ٗ࠮または不法取得目的に該当する可能性がある場合

前２号に定める事項、第23条（重大事由による解除）第１項第４号①からᶇまでに該当する事࣮の有ແまたは保険ܖ໿
者もしくは被保険者の保険ܖ໿క݁の目的もしくは給෇ۚ੥ٻの意図に関する保険ܖ໿のక݁時から給෇ۚ੥ٻ時まで
における事࣮

３．前項の確認をするため、次の各号に͛ܝる事項についての特別なরձ΍調ࠪが不可ܽな場合には、前２項にかかわらず、給
෇ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて当該各号に定める日数（各号のうちෳ数
に該当する場合には、それぞれに定める日数のうち࠷も多い日数）を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚの੥ٻ
をした者にそのࢫを通知します。
(１) 前項各号に定める事項についての医療機関または医ࢣに対するরձのうち、রձઌの指定するॻ໘等のํ法に限定され

るরձ 30日
(２) 前項第２号から第４号に定める事項についてのห護࢜法（昭和24年法律第205号）にもとづくরձその他の法令にもとづ

くরձ 90日
(３) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項についてのڀݚ機関等のઐ໳機関による医学または工学等の科学ٕज़的

な特別の調ࠪ、分ੳまたはؑ定 90日
(４) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項に関し、保険ܖ໿者または被保険者を被ٙ者として、૞ࠪ、起ૌその他
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の刑事手続が開始されたことが報道等から明らかである場合における、前項第１号、第２号または第４号に定める事項
に関する、ૹக、起ૌ、൑ܾ等の刑事手続の݁果についての࡯ݕ、࡯ܯ等の૞ࠪ機関またはࡋ൑ॴに対するরձ 180
日

(５) 前項各号に定める事項についての日本国外における調ࠪ 90日
(６) 前項各号に定める事項についてのࡂ害ٹ助法（昭和22年法律第118号）が適用された஍Ҭにおける調ࠪ 60日
４．前２項に͛ܝるඞ要な事項の確認に際し、保険ܖ໿者、被保険者または給෇ۚの受取人が、正当な理由なく当該確認を๦͛、
またはこれに応じなかったとき（ձࣾの指定した医ࢣによるඞ要な診断に応じなかったときを含みます。）は、ձࣾは、こ
れにより当該事項の確認が஗Ԇしたظ間の஗଺の੹೚をෛわず、その間は給෇ۚを支払いません。

（อܖݥ໿のফ໓）
ୈ９৚ 被保険者が保険ظ間中に死๢したときは、この保険ܖ໿は消໓します。この場合、保険ܖ໿者（保険ܖ໿者と被保険者

が同一人の場合には、その法定૬続人）は、஗଺なくձࣾに通知してください。

̑ɽอݥྉの෷ࠐの໔除

（อݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ10৚ 次の各号のいずれかに定める保険ྉの払込を免除する場合（以下、「保険ྉの払込の免除事由」といいます。）に該当し
たときは、ձࣾは、ক来に޲かって保険ྉの払込を免除します。

อݥྉの෷ࠐの໔除事༝ อݥྉの෷ࠐの໔除事༝ʹ該当ͯ͠΋อݥྉの෷ࠐΛ໔除͠ͳ͍৔߹

(１) 被保険者が、੹೚開始ظ（復活が行われた場
合には、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。以下
同じ。）以後に発生した不慮の事故（別表３）
による傷害を直接の原因として、その事故の
日からその日を含めて180日以内に、別表20に
定める身体障害の状態（以下、「身体障害の状
態」といいます。）に該当したとき。この場合、
੹೚開始ظ前にすでにあった障害状態に੹೚
開始ظ以後の傷害を原因とする障害状態が新
たに加わって身体障害の状態に該当したとき
を含みます。

次のいずれかにより被保険者が保険ྉの払込の免除事由に該当したとき
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とする事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持たないで運転している間に生じ
た事故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転またはこれに૬当する運転をし
ている間に生じた事故

(２) 被保険者が、がん保障の੹೚開始日以後にॳ
めてがんと診断確定されたとき

ʕ

２．被保険者が、次のいずれかにより身体障害の状態に該当した場合で、その原因により身体障害の状態に該当した被保険者の
数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅにӨڹを及΅すときは、保険ྉの払込を免除しないことがあります。
(１) ஍਒、෾Րまたは௡波によるとき
(２) ઓ૪その他の変ཚによるとき
３．第１項の規定により保険ྉの払込が免除された場合には、保険ྉは、保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、引き続き払込
があったものとして取りѻいます。

４．保険ྉの払込が免除された保険ܖ໿については、保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、第26条（基本給෇ֹۚの減ֹ）の
規定は適用しません。

５．保険ྉの払込を免除したときは、保険ূ݊に表示します。

（อݥྉの෷ࠐの໔除の੥ٻ）
ୈ11৚ 保険ྉの払込の免除事由が生じたときは、保険ܖ໿者または被保険者は஗଺なくձࣾに通知してください。
２．保険ܖ໿者は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、保険ྉの払込の免除を੥ٻしてください。
３．本条の保険ྉの払込の免除の੥ٻについては第８条（給෇ۚの支払時ظおよび支払場ॴ）の規定を準用します。

６ɽอݥྉの෷ࠐ

（อݥྉの෷ࠐ）
ୈ12৚ 保険ྉの払込ํ法〈回数〉は月払です。
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２．第２回以後の保険ྉは、保険ྉ払込ظ間中、ຖ回第13条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）第１項に定める払込ํ法にैい、月
単位のܖ໿応当日（ܖ໿応当日のない場合は、その月の末日とします。以下同じ。）の属する月のॳ日から末日までのظ間（以
下、「払込ظ月」といいます。）内に払い込んでください。

３．前項で払い込むべき保険ྉは、その払込ظ月の月単位のܖ໿応当日から次の月単位のܖ໿応当日の前日までのظ間に対応す
る保険ྉとします。

４．第２項の保険ྉが、月単位のܖ໿応当日の前日までに払い込まれ、かつ、その日までに保険ܖ໿が消໓した場合には、ձࣾ
は、その払い込まれた保険ྉを保険ܖ໿者に払い໭します。

５．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに給෇ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、
その支払うべき給෇ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。

６．給෇ۚが前項のະ払込保険ྉに不足する場合には、保険ܖ໿者は、第14条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間の満ྃ日までにະ払込保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は
༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、給෇ۚを支払いません。

７．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに保険ྉの払込の免除事由が生じた場合には、保
険ܖ໿者は、第２項の保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は༛予ظ間満
ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、保険ྉの払込を免除しません。

（อݥྉの෷ํࠐ๏〈ܦ࿏〉）
ୈ13৚ 第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は、ձࣾと保険ྉの口࠲ৼସの取ѻを提ܞしているۚ༥機関等（以下、「提ܞ

ۚ༥機関」といいます。この場合、ձࣾが保険ྉのऩೲ業務をҕୗしている機関の指定するۚ༥機関等を含みます。）の口
。ৼସによるํ法とします࠲

２．保険ྉは、払込ظ月中のձࣾの定めた日（以下、「ৼସ日」といいます。）に、保険ܖ໿者が指定する提ۚܞ༥機関の口࠲（以
下、「指定口࠲」といいます。）から保険ྉ૬当ֹをձࣾの口࠲にৼりସえることにより、ձࣾに払い込まれるものとします。
ただし、ৼସ日が提ۚܞ༥機関のٳ業日に該当する場合は、ཌӦ業日をৼସ日とします。

３．前項の場合、ৼସ日に保険ྉの払込があったものとします。
４．第２項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、ձࣾが指定したํ法により、保険ྉをձࣾの本ࣾまた
はձࣾの指定した場ॴに払い込むことができます。

５．前項の保険ྉの払込がなかった場合には、ཌ月分のৼସ日に再度ཌ月分と合わせて２ϱ月分の保険ྉの口࠲ৼସを行います。
６．前項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、第14条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間内に、ձࣾが指定したํ法により、払込ظ月の過͗た保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込ん
でください。

７．保険ܖ໿者は、指定口࠲を提ۚܞ༥機関の他の口࠲に変ߋすることができます。この場合、あらかじめձࣾおよび当該提ܞ
ۚ༥機関にਃし出てください。

８．提ۚܞ༥機関が保険ྉの口࠲ৼସの取ѻをఀࢭした場合には、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合には、
保険ܖ໿者は、指定口࠲を他の提ۚܞ༥機関に変ߋしてください。

９．ձࣾまたは提ۚܞ༥機関の事情により、ձࣾは、ৼସ日を変ߋすることがあります。この場合、ձࣾはそのࢫをあらかじめ
保険ܖ໿者に通知します。

10．同一の指定口࠲から２件以上の保険ܖ໿の保険ྉをৼりସえる場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対しそのৼସॱংを指定で
きないものとします。

11．ձࣾは、口࠲ৼସにより払い込まれた保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

̓ɽ༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ

（༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ）
ୈ14৚ 第２回以後の保険ྉの払込については、払込ظ月のཌ月ॳ日から末日までが༛予ظ間となります。
２．༛予ظ間内に保険ྉが払い込まれないときは、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失います。

（༛༧ؒظ中ʹอݥ事故が生ͨ͡৔߹）
ୈ15৚ ༛予ظ間中に給෇ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、その支払うべき給෇ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。
２．前項の場合、第12条（保険ྉの払込）第６項の規定を準用します。
３．༛予ظ間中に保険ྉの払込の免除事由が生じた場合には、保険ܖ໿者は、༛予ظ間満ྃ日までにະ払込保険ྉを払い込んで

ください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、保険
ྉの払込を免除しません。
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̔ɽอܖݥ໿の෮׆

（อܖݥ໿の෮׆）
ୈ16৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿が効力を失った日からその日を含めて１年以内であれ͹、ձࣾの承୚を得て、保険ܖ໿を復活
することができます。

２．保険ܖ໿者が本条の復活を੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．ձࣾが本条の復活を承୚したときは、保険ܖ໿者は、ձࣾの指定した日までに、Ԇ଺保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定
した場ॴに払い込んでください。

４．第１条（੹೚開始ظ）第１項の規定は、本条の場合に準用します。
５．保険ܖ໿を復活した場合には、保険ূ݊を発行しません。

９ɽอܖݥ໿のऔফ、ແޮ͓Αͼղ除

（Αるऔফʹٗ࠮）
ୈ17৚ 保険ܖ໿者または被保険者のٗ࠮により保険ܖ໿をక݁または復活したときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことがで
きます。この場合、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（不๏औಘ໨的ʹΑるແޮ）
ୈ18৚ 保険ܖ໿者が給෇ۚを不法に取得する目的または他人に給෇ۚを不法に取得させる目的をもって保険ܖ໿をక݁または

復活したときは、保険ܖ໿をແ効とし、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（がんอ障の੹೚։࢝೔લのがん਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ19৚ 被保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までにがんと診断確定されていた場合は、保険ܖ
໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、保険ܖ໿または保険ܖ໿の復活はແ効とします。（上皮内新生物
と診断確定された場合は本条のແ効の対象とはなりません。）

２．前項の場合、すでに払い込まれた保険ྉ（復活の際のແ効の場合には、復活の際のԆ଺保険ྉおよび復活以後の保険ྉとし
ます。）は次のとおり取りѻいます。
(１) 告知前に、被保険者ががんと診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者がともに知らなかった場合には、

保険ܖ໿者に払い໭します。
(２) 告知前に、被保険者ががんと診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者のいずれか一人でも知っていた場

合には、払い໭しません。
(３) 告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までに被保険者ががんと診断確定されていた場合には、保険ܖ໿者に払い໭

します。
３．本条の適用がある場合は、第21条（告知義務ҧ反による解除）および第23条（重大事由による解除）の規定は適用しません。

（知義຿ࠂ）
ୈ20৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちձࣾॴ定のॻ໘で告知をٻめた事

項について、保険ܖ໿者または被保険者は、そのॻ໘により告知してください。また、ձࣾの指定する医ࢣが口頭で質問し
た事項については、その医ࢣに口頭で告知してください。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ）
ୈ21৚ 前条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者または被保険者が、故意または重大な過失により、事

࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛た場合には、ձࣾは、ক来に޲って保険ܖ໿を解除することができます。
２．ձࣾは、給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除すること

ができます。この場合、ձࣾは、給෇ۚの支払または保険ྉの払込の免除を行いません。もし、すでに給෇ۚを支払ってい
たときは、そのฦؐを੥ٻし、また、すでに保険ྉの払込を免除していたときは、払込を免除した保険ྉの払込がなかった
ものとして取りѻいます。

３．前項の規定にかかわらず、給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由の発生が解除の原因となった事࣮によらなかっ
たことを、保険ܖ໿者、被保険者または給෇ۚの受取人がূ明したときは、給෇ۚを支払いまた保険ྉの払込を免除します。

４．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾはそのࢫを保険ܖ໿者に通知します。ただし、保険ܖ໿者またはそのॅ
ॴもしくは居ॴが不明であるか、その他正当な理由により保険ܖ໿者に通知できない場合には、被保険者に通知します。
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（อܖݥ໿Λղ除Ͱ͖な͍৔߹）
ୈ22৚ ձࣾは、次のいずれかの場合には、前条の規定による保険ܖ໿の解除をすることができません。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知っていたときまたは過失のため知らなかったとき
(２) ձࣾのために保険ܖ໿のక݁のഔ介を行うことができる者（ձࣾのために保険ܖ໿のక݁の୅理を行うことができる者

を除き、以下、本条において「保険ഔ介者」といいます。）が、保険ܖ໿者または被保険者が第20条（告知義務）に規定
する告知をすることを๦͛たとき

(３) 保険ഔ介者が、保険ܖ໿者または被保険者に対し第20条に規定する告知をしないことをקめたとき、または事࣮でない
ことを告͛ることをקめたとき

(４) 保険ܖ໿のక݁または復活後、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知った日（正当な理由により解除の通知ができない場合
には、その通知ができる日）からその日を含めて１Χ月を経過したとき

(５) ੹೚開始ظの属する日からその日を含めて２年をこえて保険ܖ໿が有効にܧ続したとき。ただし、੹೚開始ظの属する
日から２年以内に解除の原因となる事࣮にもとづいて給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じていた場
合を除きます。

２．前項第２号および第３号の場合には、各号に規定する保険ഔ介者の行為がなかったとしても、保険ܖ໿者または被保険者が、
第20条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、事࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛たと認められる
場合には、適用しません。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ23৚ ձࣾは、次の各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、ক来に޲かってこの保険ܖ໿を解除することができます。
(１) 保険ܖ໿者または被保険者が、この保険ܖ໿の給෇ۚを࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故টக（ະ਱

を含みます。）をした場合
(２) この保険ܖ໿の給෇ۚの੥ٻに関し、給෇ۚの受取人にٗ࠮行為（ະ਱を含みます。）があった場合
(３) 他の保険ܖ໿との重ෳによって、被保険者にかかる給෇ֹۚ等の合計ֹが著しく過大であって、保険制度の目的に反す

る状態がもたらされるおそれがある場合
(４) 保険ܖ໿者または被保険者が、次のいずれかに該当するとき

①๫力ஂ、๫力ஂһ（๫力ஂһでなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、๫力ஂ準構成һ、๫力ஂ関ا܎
業その他の反ࣾձ的੎力（以下、「反ࣾձ的੎力」といいます。）に該当すると認められること
②反ࣾձ的੎力に対してۚࢿ等を提供し、または便ٓを供༩するなどの関༩をしていると認められること
③反ࣾձ的੎力を不当にར用していると認められること
ᶆ保険ܖ໿者または給෇ۚの受取人が法人の場合、反ࣾձ的੎力がその法人の経Ӧを支഑し、またはその法人の経Ӧに
࣮質的に関༩していると認められること
ᶇその他反ࣾձ的੎力とࣾձ的に非難されるべき関܎を有していると認められること

(５) 他の保険ܖ໿が重大事由によって解除され、または保険ܖ໿者または被保険者が他の保険者との間でక݁した保険ܖ໿
もしくは共ܖࡁ໿が重大事由により解除されるなどにより、ձࣾの保険ܖ໿者または被保険者に対する৴པを損ない、
この保険ܖ໿をܧ続することをظ଴しえない前４号に͛ܝる事由と同等の事由がある場合

２．ձࣾは、給෇ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除すること
ができます。この場合には、前項各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による給෇ۚの支払または保険ྉの払込
の免除事由による保険ྉの払込免除は行いません。もし、すでに給෇ۚを支払っていたときは、そのฦؐを੥ٻし、また、
保険ྉの払込を免除していたときは、払込を免除した保険ྉの払込がなかったものとして取りѻいます。

３．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、第21条（告知義務ҧ反による解除）第４項の規定を準用します。

10ɽղ໿͓Αͼ෷໭ۚ

（ղ໿）
ୈ24৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かって保険ܖ໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（෷໭ۚ）
ୈ25৚ この保険ܖ໿には、解໿その他により保険ܖ໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。
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11ɽܖ໿内༰のมߋ

（ֹݮ෇ֹۚのڅຊج）
ୈ26৚ 保険ܖ໿者は、基本給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の基本給෇ֹۚは、ձࣾの定めるֹۚ以上で
あることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．基本給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

12ɽอܖݥ໿ऀ

（อܖݥ໿ऀのมߋ）
ୈ27৚ 保険ܖ໿者は、被保険者およびձࣾの同意を得て、そのݖརおよび義務のすべてを第ࡾ者に承ܧさせることができます。
２．保険ܖ໿者が本条の変ߋを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（อܖݥ໿ऀの୅表ऀ）
ୈ28৚ 保険ܖ໿者が２人以上あるときは、୅表者１人を定めてください。その୅表者は、他の保険ܖ໿者を୅理するものとし
ます。

２．前項の୅表者が定まらないときまたはそのॅॴもしくは居ॴが不明であるときは、ձࣾが保険ܖ໿者の１人に対してした行
為は、他の者に対しても効力を生じます。

３．保険ܖ໿者が２人以上ある場合には、その੹೚は連帯とします。

（อܖݥ໿ऀのॅॴのมߋ）
ୈ29৚ 保険ܖ໿者がॅॴ（通৴ઌを含みます。以下、本条において同じ。）を変ߋしたときは、すみ΍かにձࣾの本ࣾまたは

ձࣾの指定した場ॴに通知してください。
２．前項の通知がなく、保険ܖ໿者のॅॴをձࣾが確認できなかった場合には、ձࣾの知った࠷後のॅॴあてに発した通知は、
通常౸ୡに要するظ間を経過した時に、保険ܖ໿者に౸ୡしたものとみなします。

13ɽඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ

（ඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ）
ୈ30৚ 被保険者が保険ܖ໿のܧ続中にどのような৬業にै事し、またはどこに転居もしくはཱྀ行しても、ձࣾは、保険ܖ໿を
解除せず、または保険ྉの変ߋもしないで保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。ただし、第23条（重大事由による解除）第１項第
４号の規定により保険ܖ໿を解除する場合には、本条の規定は適用しません。

14ɽ೥ྸの͓ࢉܭΑͼܖ໿೥ྸ·ͨ͸性別のޡΓのॲཧ

（೥ྸのࢉܭ）
ୈ31৚ 被保険者のܖ໿年ྸはܖ໿日における満年で計ࢉし、１年ະ満の୺数は切りࣺてます。
２．保険ܖ໿క݁後の被保険者の年ྸは、前項のܖ໿年ྸに、年単位のܖ໿応当日͝とに１ࡀを加えて計ࢉします。

（Γのॲཧޡ໿೥ྸ͓Αͼ性別のܖ）
ୈ32৚ 保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の年ྸにޡりがあった場合、ܖ໿日およびޡりの事࣮が発見された日における࣮際の年
ྸがձࣾの定める範囲外であったときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことができるものとし、すでに払い込まれた保険ྉ
を保険ܖ໿者に払い໭し、その他のときはձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

２．保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の性別にޡりがあった場合には、ձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

120



15ɽܖ໿ऀ഑౰

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ33৚ この保険ܖ໿に対するܖ໿者഑当はありません。

16ɽޮ࣌

（ޮ࣌）
ୈ34৚ 給෇ۚその他この保険ܖ໿による諸支払ۚの支払または保険ྉの払込の免除を੥ٻするݖརは、３年間੥ٻがない場合
には消໓します。

17ɽ管ࡋ׋൑ॴ

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ35৚ この保険ܖ໿における給෇ۚの੥ٻに関するૌুについては、ձࣾの本ࣾまたは給෇ۚの受取人（給෇ۚの受取人が２
人以上いるときは、その୅表者とします。）のॅॴ஍を管׋する高等ࡋ൑ॴ（本庁とします。）のॴࡏ஍を管׋する஍ํࡋ൑
ॴをもって、合意による管ࡋ׋൑ॴとします。

２．この保険ܖ໿における保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、前項の規定を準用します。

18ɽΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ

（ΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ）
ୈ36৚ 保険ܖ໿者（保険ܖ໿者となる者を含みます。以下、本条において同じとします。）が、インターωット（電子通৴機
器による電気通৴回ઢをいい、情報処理機器等の通৴手ஈを含みます。以下、同じとします。）をഔ介として保険ܖ໿のਃ
込を行う場合には、この特則を適用します。

２．この特則を適用した場合、次のとおり取りѻいます。
(１) 保険ܖ໿者と被保険者は同一人であることを要します。
(２) 保険ܖ໿者は、インターωット上にձࣾがઃけたਃ込ը໘（以下、「ਃ込ը໘」といいます。）においてਃ込に܎るॴ要

事項を入力（音声ࣝ別機能によるものを含みます。以下、同じとします。）し、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ
৴することにより、保険ܖ໿のਃ込を行うものとします。

(３) 第20条（告知義務）を次のとおりಡみସえます。
「保険ܖ໿のక݁の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちਃ込ը໘でձࣾが告知をٻめた事項について、
保険ܖ໿者は、そのਃ込ը໘に入力して、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ৴することにより告知してください。」

(４) ձࣾは、保険ܖ໿者により入力されたॴ要事項の受৴をもって、保険ܖ໿のਃ込があったものとします。

19ɽଞのอܖݥ໿Λղ໿͠、ಉ࣌ʹ͜のอܖݥ໿Λక݁ͨ͠৔߹の特ଇ

（ଞのอܖݥ໿Λղ໿͠、ಉ࣌ʹ͜のอܖݥ໿Λక݁ͨ͠৔߹の特ଇ）
ୈ37৚ ձࣾが認めたํ法により、ձࣾが定める他の保険ܖ໿を解໿し、同時にこの保険ܖ໿をక݁した場合で、被保険者が、

告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までに上皮内新生物と診断確定されていた場合は、保険ܖ໿者また
は被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、保険ܖ໿はແ効とします。

２．前項の場合、すでに払い込まれた保険ྉは次のとおり取りѻいます。
(１) 告知前に、被保険者が上皮内新生物と診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者がともに知らなかった場

合には、保険ܖ໿者に払い໭します。
(２) 告知前に、被保険者が上皮内新生物と診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者のいずれか一人でも知っ

ていた場合には、払い໭しません。
(３) 告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までに被保険者が上皮内新生物と診断確定されていた場合には、保険ܖ໿者

に払い໭します。
３．本条の適用がある場合は、第21条（告知義務ҧ反による解除）および第23条（重大事由による解除）の規定は適用しません。
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（備考）
治療を直接の目的とする手ज़
治療を൐わない診断・ࠪݕ（生ݕ、腹腔ࠪݕڸなど）のための手ज़などは、「治療を直接の目的とする手ज़」には該当しません。
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認知症保険（払戻金なし）普通保険約款 目次

この保険の趣旨
１．保険期間の始期および責任開始
第１条 保険ظ間の始ظ
第２条 ੹೚開始

２．認知症の定義および診断確定
第３条 認知症の定義および診断確定

３．給付金の支払
第４条 給෇ۚの支払
第５条 給෇ۚの支払に関するิ則
第６条 給෇ۚの੥ٻ
第７条 給෇ۚの支払時ظおよび支払場ॴ
第８条 保険ܖ໿の消໓

４．保険料の払込
第９条 保険ྉの払込
第10条 保険ྉの払込ํ法〈経路〉

５．猶予期間および保険契約の失効
第11条 ༛予ظ間および保険ܖ໿の失効
第12条 ༛予ظ間中に保険事故が生じた場合

６．保険契約の復活
第13条 保険ܖ໿の復活

７．保険契約の取消、無効および解除
第14条 による取消ٗ࠮
第15条 不法取得目的によるແ効
第16条 ੹೚開始日前の認知症診断確定によるແ効
第17条 告知義務
第18条 告知義務ҧ反による解除
第19条 保険ܖ໿を解除できない場合
第20条 重大事由による解除

８．解約および払戻金
第21条 解໿
第22条 払໭ۚ

９．契約内容の変更
第23条 認知症診断給෇ֹۚの減ֹ

10．保険契約者
第24条 保険ܖ໿者の変ߋ
第25条 保険ܖ໿者の୅表者
第26条 保険ܖ໿者のॅॴの変ߋ

11．被保険者の職業、転居および旅行
第27条 被保険者の৬業、転居およびཱྀ行

12．年齢の計算および契約年齢または性別の誤りの処理
第28条 年ྸの計ࢉ
第29条 りの処理ޡ໿年ྸおよび性別のܖ

13．契約者配当
第30条 ໿者഑当ܖ

14．時効
第31条 時効

15．管轄裁判所
第32条 管ࡋ׋൑ॴ

16．特則
第33条 インターωットによるਃ込に関する特則

第34条 介護給෇特໿（払໭ۚなし）または精神疾患
併発入Ӄ特໿（払໭ۚなし）が෇加された場
合の特則
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認知症อݥ（෷໭ۚな͠）ී௨อݥ໿׺

͜のอݥのझࢫ
この保険は、被保険者がॴ定の認知症に該当した場合に、ॴ定の給෇ۚを支払うことを主な内容とするものです。

１ɽอؒظݥの͓ظ࢝Αͼ੹೚։࢝

（อؒظݥのظ࢝）
ୈ１৚ ձࣾは、次の時を保険ظ間の始ظとします。
(１) 保険ܖ໿のਃ込を承୚した後に第１回保険ྉを受け取った場合

第１回保険ྉを受け取った時
(２) 第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った後に保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合

第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った時（告知前に受け取った場合には、告知の時）
２．前項の保険ظ間の始ظの属する月のཌ月１日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間はこの日を基準として計ࢉします。
３．ձࣾが保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿者に対し、次の各号に定める事項を記載した保険ূ݊を発行します。
(１) ձ໊ࣾ
(２) 保険ܖ໿者の໊ࢯまたは໊শ
(３) 被保険者の໊ࢯおよびܖ໿時の年ྸ
(４) 保険ظ間
(５) 認知症診断給෇ۚのֹ
(６) 保険ྉおよびその払込ํ法
(７) ໿日ܖ
(８) 保険ূ݊を作成した年月日

（੹೚։࢝）
ୈ２৚ 保険ظ間の始ظの属する日からその日を含めて１年を経過した日のཌ日を੹೚開始日とし、ձࣾは、その日から保険ܖ

໿上の੹೚をෛいます。

２ɽ認知症の定義͓Αͼ਍அ֬定

（認知症の定義͓Αͼ਍அ֬定）
ୈ３৚ この保険ܖ໿において「認知症」とは、別表26に定める認知症をいいます。
２．認知症の診断確定は、次の各号のすべてのࠪݕによりなされることを要します。
(１) 認知機能ࠪݕ
(２) ը૾ࠪݕ
３．前項のࠪݕを受けられない場合で、他のॴ見によって認知症と医ࢣにより診断確定され、その診断確定のࠜ拠が合理的であ
ると認められるときは、ձࣾは、前項のࠪݕを行わないํ法による診断確定を認めることがあります。

３ɽڅ෇ۚのࢧ෷

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̐৚ この保険ܖ໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。
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෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳ͍ࢧ෇ۚΛڅ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋ࢧ
৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

認
知
症
診
断
給
෇
ۚ

被保険者が੹೚開始日（復活が行われた
場合は、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。
以下同じ。）以後に、੹೚開始日前を含
めてはじめて認知症と診断確定されたと
き

認知症診断給෇ֹۚ

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または
重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の薬物ґଘ

２．前項の規定にかかわらず、被保険者がઓ૪その他の変ཚにより認知症診断給෇ۚの支払事由に該当した場合で、その原因に
より支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾは、認知症診断
給෇ۚを࡟減して支払うことがあります。ただし、この場合でも、支払ֹが੹೚準備ۚを下まわることはありません。

３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人の場合には、保険ܖ໿者を認知症診断給෇ۚの受取人とします。ただし、保
険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保険者を認知症診断給෇ۚの受取人とします。

（෷ʹؔするิଇࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̑৚ 前条第１項に定める免੹事由に該当したことにより認知症診断給෇ۚが支払われない場合で、੹೚準備ۚがあるときは、

ձࣾは、੹೚準備ۚを保険ܖ໿者に支払います。ただし、保険ܖ໿者が故意または重大な過失により被保険者を認知症診断
給෇ۚの支払事由に該当させたことにより認知症診断給෇ۚが支払われない場合には、੹೚準備ۚを支払いません。

（ٻ෇ۚの੥څ）
ୈ６৚ 給෇ۚの支払事由が生じたときは、保険ܖ໿者または支払事由が生じた給෇ۚの受取人は、஗଺なくձࣾに通知してく
ださい。

２．支払事由が生じた給෇ۚの受取人は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、その給෇ۚを੥ٻしてください。

（෷৔ॴࢧΑͼ͓ظ࣌෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̓৚ 給෇ۚは、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて５Ӧ業日以内に、ձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した
場ॴで支払います。

２．給෇ۚを支払うために確認がඞ要な次の各号に͛ܝる場合において、保険ܖ໿のక݁時から給෇ۚ੥ٻ時までにձࣾに提出
されたॻ類だけでは確認ができないときは、それぞれ当該各号に定める事項の確認（ձࣾの指定した医ࢣによる診断を含み
ます。）を行います。この場合には、前項の規定にかかわらず、給෇ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日
のཌ日からその日を含めて30日を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚの੥ٻをした者にそのࢫを通知します。
(１) 給෇ۚの支払事由発生の有ແの確認がඞ要な場合

給෇ۚの支払事由に該当する事࣮の有ແ
(２) 給෇ۚ支払の免੹事由に該当する可能性がある場合

給෇ۚの支払事由が発生した原因
(３) 告知義務ҧ反に該当する可能性がある場合

ձࣾが告知をٻめた事項および告知義務ҧ反にࢸった原因
(４) この໿׺に定める重大事由、ٗ࠮または不法取得目的に該当する可能性がある場合

前２号に定める事項、第20条（重大事由による解除）第１項第４号①からᶇまでに該当する事࣮の有ແまたは保険ܖ໿
者もしくは被保険者の保険ܖ໿క݁の目的もしくは給෇ۚ੥ٻの意図に関する保険ܖ໿のక݁時から給෇ۚ੥ٻ時まで
における事࣮

３．前項の確認をするため、次の各号に͛ܝる事項についての特別なরձ΍調ࠪが不可ܽな場合には、前２項にかかわらず、給
෇ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて当該各号に定める日数（各号のうちෳ数
に該当する場合には、それぞれに定める日数のうち࠷も多い日数）を経過する日とします。この場合、ձࣾは給෇ۚの੥ٻ
をした者にそのࢫを通知します。
(１) 前項各号に定める事項についての医療機関または医ࢣに対するরձのうち、রձઌの指定するॻ໘等のํ法に限定され

るরձ 30日
(２) 前項第２号から第４号に定める事項についてのห護࢜法（昭和24年法律第205号）にもとづくরձその他の法令にもとづ

くরձ 90日
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(３) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項についてのڀݚ機関等のઐ໳機関による医学または工学等の科学ٕज़的
な特別の調ࠪ、分ੳまたはؑ定 90日

(４) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項に関し、保険ܖ໿者または被保険者を被ٙ者として、૞ࠪ、起ૌその他
の刑事手続が開始されたことが報道等から明らかである場合における、前項第１号、第２号または第４号に定める事項
に関する、ૹக、起ૌ、൑ܾ等の刑事手続の݁果についての࡯ݕ、࡯ܯ等の૞ࠪ機関またはࡋ൑ॴに対するরձ 180
日

(５) 前項各号に定める事項についての日本国外における調ࠪ 90日
(６) 前項各号に定める事項についてのࡂ害ٹ助法（昭和22年法律第118号）が適用された஍Ҭにおける調ࠪ 60日
４．前２項に͛ܝるඞ要な事項の確認に際し、保険ܖ໿者、被保険者または給෇ۚの受取人が、正当な理由なく当該確認を๦͛、
またはこれに応じなかったとき（ձࣾの指定した医ࢣによるඞ要な診断に応じなかったときを含みます。）は、ձࣾは、こ
れにより当該事項の確認が஗Ԇしたظ間の஗଺の੹೚をෛわず、その間は給෇ۚを支払いません。

（อܖݥ໿のফ໓）
ୈ̔৚ 次の各号のいずれかに該当した場合、この保険ܖ໿は消໓します。
(１) 被保険者が認知症診断給෇ۚの支払事由に該当したとき
(２) 被保険者が死๢したとき。この場合、保険ܖ໿者（保険ܖ໿者と被保険者が同一人の場合には、その法定૬続人）は、

஗଺なくձࣾに通知してください。

̐ɽอݥྉの෷ࠐ

（อݥྉの෷ࠐ）
ୈ９৚ 保険ྉの払込ํ法〈回数〉は月払です。
２．第２回以後の保険ྉは、保険ྉ払込ظ間中、ຖ回第10条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）第１項に定める払込ํ法にैい、月
単位のܖ໿応当日の属する月のॳ日から末日までのظ間（以下、「払込ظ月」といいます。）内に払い込んでください。

３．前項で払い込むべき保険ྉは、その払込ظ月の月単位のܖ໿応当日から次の月単位のܖ໿応当日の前日までのظ間に対応す
る保険ྉとします。

４．第２項の保険ྉが、月単位のܖ໿応当日の前日までに払い込まれ、かつ、その日までに保険ܖ໿が消໓した場合には、ձࣾ
は、その払い込まれた保険ྉを保険ܖ໿者（認知症診断給෇ۚを支払うときは認知症診断給෇ۚの受取人）に払い໭します。

５．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに給෇ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、
その支払うべき給෇ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。

（อݥྉの෷ํࠐ๏〈ܦ࿏〉）
ୈ10৚ 第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は、ձࣾと保険ྉの口࠲ৼସの取ѻを提ܞしているۚ༥機関等（以下、「提ܞ

ۚ༥機関」といいます。この場合、ձࣾが保険ྉのऩೲ業務をҕୗしている機関の指定するۚ༥機関等を含みます。）の口
。ৼସによるํ法とします࠲

２．保険ྉは、払込ظ月中のձࣾの定めた日（以下、「ৼସ日」といいます。）に、保険ܖ໿者が指定する提ۚܞ༥機関の口࠲（以
下、「指定口࠲」といいます。）から保険ྉ૬当ֹをձࣾの口࠲にৼりସえることにより、ձࣾに払い込まれるものとします。
ただし、ৼସ日が提ۚܞ༥機関のٳ業日に該当する場合は、ཌӦ業日をৼସ日とします。

３．前項の場合、ৼସ日に保険ྉの払込があったものとします。
４．第２項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、ձࣾが指定した経路により、保険ྉをձࣾの本ࣾまた
はձࣾの指定した場ॴに払い込むことができます。

５．前項の保険ྉの払込がなかった場合には、ཌ月分のৼସ日に再度ཌ月分と合わせて２ϱ月分の保険ྉの口࠲ৼସを行います。
６．前項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、第11条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間内に、ձࣾが指定した経路により、払込ظ月の過͗た保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込ん
でください。

７．保険ܖ໿者は、指定口࠲を提ۚܞ༥機関の他の口࠲に変ߋすることができます。この場合、あらかじめձࣾおよび当該提ܞ
ۚ༥機関にਃし出てください。

８．提ۚܞ༥機関が保険ྉの口࠲ৼସの取ѻをఀࢭした場合には、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合には、
保険ܖ໿者は、指定口࠲を他の提ۚܞ༥機関に変ߋしてください。

９．ձࣾまたは提ۚܞ༥機関の事情により、ձࣾは、ৼସ日を変ߋすることがあります。この場合、ձࣾはそのࢫをあらかじめ
保険ܖ໿者に通知します。

10．同一の指定口࠲から２件以上の保険ܖ໿の保険ྉをৼりସえる場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対しそのৼସॱংを指定で
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きないものとします。
11．ձࣾは、口࠲ৼସにより払い込まれた保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

̑ɽ༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ

（༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ）
ୈ11৚ 第２回以後の保険ྉの払込については、払込ظ月のཌ月ॳ日から末日までが༛予ظ間となります。
２．༛予ظ間内に保険ྉが払い込まれないときは、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失います。

（༛༧ؒظ中ʹอݥ事故が生ͨ͡৔߹）
ୈ12৚ ༛予ظ間中に給෇ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、その支払うべき給෇ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。

６ɽอܖݥ໿の෮׆

（อܖݥ໿の෮׆）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿が効力を失った日からその日を含めて１年以内であれ͹、ձࣾの承୚を得て、保険ܖ໿を復活
することができます。

２．保険ܖ໿者が本条の復活を੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．ձࣾが本条の復活を承୚したときは、保険ܖ໿者は、ձࣾの指定した日までに、Ԇ଺保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定
した場ॴに払い込んでください。この場合、ձࣾは、次のいずれか஗い時から、復活後の保険ܖ໿上の੹೚をෛい、その੹
೚が開始される日を復活日とします。
(１) Ԇ଺保険ྉを受け取った時
(２) 告知の時
４．前項の規定にかかわらず、復活日が第２条（੹೚開始）に定める੹೚開始日の前日以前の場合には、ձࣾは、第２条に定め
る੹೚開始日から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。

５．保険ܖ໿を復活した場合には、保険ূ݊を発行しません。

̓ɽอܖݥ໿のऔফ、ແޮ͓Αͼղ除

（Αるऔফʹٗ࠮）
ୈ14৚ 保険ܖ໿者または被保険者のٗ࠮により保険ܖ໿をక݁または復活したときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことがで
きます。この場合、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（不๏औಘ໨的ʹΑるແޮ）
ୈ15৚ 保険ܖ໿者が給෇ۚを不法に取得する目的または他人に給෇ۚを不法に取得させる目的をもって保険ܖ໿をక݁または
復活したときは、保険ܖ໿をແ効とし、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（੹೚։࢝೔લの認知症਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ16৚ 被保険者が、告知前または告知の時から੹೚開始日の前日までに認知症と診断確定されていた場合は、保険ܖ໿者また
は被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、保険ܖ໿または保険ܖ໿の復活はແ効とします。

２．前項の場合、すでに払い込まれた保険ྉ（復活の際のແ効の場合には、復活の際のԆ଺保険ྉおよび復活以後の保険ྉとし
ます。）は次のとおり取りѻいます。
(１) 告知前に、被保険者が認知症と診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者がともに知らなかった場合には、

保険ܖ໿者に払い໭します。
(２) 告知前に、被保険者が認知症と診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者のいずれか一人でも知っていた

場合には、払い໭しません。
(３) 告知の時から੹೚開始日の前日までに被保険者が認知症と診断確定されていた場合には、保険ܖ໿者に払い໭します。

３．本条の適用がある場合は、第18条（告知義務ҧ反による解除）および第20条（重大事由による解除）の規定は適用しません。

（知義຿ࠂ）
ୈ17৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちձࣾॴ定のॻ໘で告知をٻめた事
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項について、保険ܖ໿者または被保険者は、そのॻ໘により告知してください。また、ձࣾの指定する医ࢣが口頭で質問し
た事項については、その医ࢣに口頭で告知してください。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ）
ୈ18৚ 前条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者または被保険者が、故意または重大な過失により、事

࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛た場合には、ձࣾは、ক来に޲って保険ܖ໿を解除することができます。
２．ձࣾは、給෇ۚの支払事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除することができます。この場合、ձࣾは、
給෇ۚの支払を行いません。もし、すでに給෇ۚを支払っていたときは、そのฦؐを੥ٻします。

３．前項の規定にかかわらず、給෇ۚの支払事由の発生が解除の原因となった事࣮によらなかったことを、保険ܖ໿者、被保険
者または給෇ۚの受取人がূ明したときは、給෇ۚを支払います。

４．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾはそのࢫを保険ܖ໿者に通知します。ただし、保険ܖ໿者またはそのॅ
ॴもしくは居ॴが不明であるか、その他正当な理由により保険ܖ໿者に通知できない場合には、被保険者に通知します。

（อܖݥ໿Λղ除Ͱ͖な͍৔߹）
ୈ19৚ ձࣾは、次の各号のいずれかの場合には、前条の規定による保険ܖ໿の解除をすることができません。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知っていたときまたは過失のため知らなかったとき
(２) ձࣾのために保険ܖ໿のక݁のഔ介を行うことができる者（ձࣾのために保険ܖ໿のక݁の୅理を行うことができる者

を除き、以下、本条において「保険ഔ介者」といいます。）が、保険ܖ໿者または被保険者が第17条（告知義務）に規定
する告知をすることを๦͛たとき

(３) 保険ഔ介者が、保険ܖ໿者または被保険者に対し第17条に規定する告知をしないことをקめたとき、または事࣮でない
ことを告͛ることをקめたとき

(４) 保険ܖ໿のక݁または復活後、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知った日（正当な理由により解除の通知ができない場合
には、その通知ができる日）からその日を含めて１Χ月を経過したとき

(５) 保険ظ間の始ظの属する日（復活が行われた場合は、࠷後の復活の日。以下、本号において同じ。）からその日を含めて
２年をこえて保険ܖ໿が有効にܧ続したとき。ただし、保険ظ間の始ظの属する日から２年以内に解除の原因となる事
࣮にもとづいて給෇ۚの支払事由が生じていた場合を除きます。

２．前項第２号および第３号の場合には、各号に規定する保険ഔ介者の行為がなかったとしても、保険ܖ໿者または被保険者が、
第17条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、事࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛たと認められる
場合には、適用しません。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ20৚ ձࣾは、次の各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、ক来に޲かってこの保険ܖ໿を解除することができます。
(１) 保険ܖ໿者または被保険者が、この保険ܖ໿の給෇ۚを࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故টக（ະ਱

を含みます。）をした場合
(２) この保険ܖ໿の給෇ۚの੥ٻに関し、給෇ۚの受取人にٗ࠮行為（ະ਱を含みます。）があった場合
(３) 他の保険ܖ໿との重ෳによって、被保険者にかかる給෇ֹۚ等の合計ֹが著しく過大であって、保険制度の目的に反す

る状態がもたらされるおそれがある場合
(４) 保険ܖ໿者または被保険者が、次のいずれかに該当するとき

①๫力ஂ、๫力ஂһ（๫力ஂһでなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、๫力ஂ準構成һ、๫力ஂ関ا܎
業その他の反ࣾձ的੎力（以下、「反ࣾձ的੎力」といいます。）に該当すると認められること
②反ࣾձ的੎力に対してۚࢿ等を提供し、または便ٓを供༩するなどの関༩をしていると認められること
③反ࣾձ的੎力を不当にར用していると認められること
ᶆ保険ܖ໿者または給෇ۚの受取人が法人の場合、反ࣾձ的੎力がその法人の経Ӧを支഑し、またはその法人の経Ӧに
࣮質的に関༩していると認められること
ᶇその他反ࣾձ的੎力とࣾձ的に非難されるべき関܎を有していると認められること

(５) 他の保険ܖ໿が重大事由によって解除され、または保険ܖ໿者または被保険者が他の保険者との間でక݁した保険ܖ໿
もしくは共ܖࡁ໿が重大事由により解除されるなどにより、ձࣾの保険ܖ໿者または被保険者に対する৴པを損ない、
この保険ܖ໿をܧ続することをظ଴しえない前４号に͛ܝる事由と同等の事由がある場合

２．ձࣾは、給෇ۚの支払事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除することができます。この場合には、前
項各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による給෇ۚの支払は行いません。もし、すでに給෇ۚを支払っていた
ときは、そのฦؐを੥ٻします。

３．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、第18条（告知義務ҧ反による解除）第４項の規定を準用します。
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̔ɽղ໿͓Αͼ෷໭ۚ

（ղ໿）
ୈ21৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かって保険ܖ໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（෷໭ۚ）
ୈ22৚ この保険ܖ໿には、第５条（給෇ۚの支払に関するิ則）の規定により੹೚準備ۚを支払う場合を除き、解໿その他に
より保険ܖ໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

９ɽܖ໿内༰のมߋ

（認知症਍அڅ෇ֹۚのֹݮ）
ୈ23৚ 保険ܖ໿者は、認知症診断給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の認知症診断給෇ֹۚは、ձࣾの定め
るֹۚ以上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．認知症診断給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。

10ɽอܖݥ໿ऀ

（อܖݥ໿ऀのมߋ）
ୈ24৚ 保険ܖ໿者は、被保険者およびձࣾの同意を得て、そのݖརおよび義務のすべてを第ࡾ者に承ܧさせることができます。
２．保険ܖ໿者が本条の変ߋを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

（อܖݥ໿ऀの୅表ऀ）
ୈ25৚ 保険ܖ໿者が２人以上あるときは、୅表者１人を定めてください。その୅表者は、他の保険ܖ໿者を୅理するものとし
ます。

２．前項の୅表者が定まらないときまたはそのॅॴもしくは居ॴが不明であるときは、ձࣾが保険ܖ໿者の１人に対してした行
為は、他の者に対しても効力を生じます。

３．保険ܖ໿者が２人以上ある場合には、その੹೚は連帯とします。

（อܖݥ໿ऀのॅॴのมߋ）
ୈ26৚ 保険ܖ໿者がॅॴ（通৴ઌを含みます。以下、本条において同じ。）を変ߋしたときは、すみ΍かにձࣾの本ࣾまたは

ձࣾの指定した場ॴに通知してください。
２．前項の通知がなく、保険ܖ໿者のॅॴをձࣾが確認できなかった場合には、ձࣾの知った࠷後のॅॴあてに発した通知は、
通常౸ୡに要するظ間を経過した時に、保険ܖ໿者に౸ୡしたものとみなします。

11ɽඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ

（ඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ）
ୈ27৚ 被保険者が保険ܖ໿のܧ続中にどのような৬業にै事し、またはどこに転居もしくはཱྀ行しても、ձࣾは、保険ܖ໿を
解除せず、または保険ྉの変ߋもしないで保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。ただし、第20条（重大事由による解除）第１項第
４号の規定により保険ܖ໿を解除する場合には、本条の規定は適用しません。

12ɽ೥ྸの͓ࢉܭΑͼܖ໿೥ྸ·ͨ͸性別のޡΓのॲཧ

（೥ྸのࢉܭ）
ୈ28৚ 被保険者のܖ໿年ྸはܖ໿日における満年で計ࢉし、１年ະ満の୺数は切りࣺてます。
２．保険ܖ໿క݁後の被保険者の年ྸは、前項のܖ໿年ྸに、年単位のܖ໿応当日͝とに１ࡀを加えて計ࢉします。
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（Γのॲཧޡ໿೥ྸ͓Αͼ性別のܖ）
ୈ29৚ 保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の年ྸにޡりがあった場合、ܖ໿日およびޡりの事࣮が発見された日における࣮際の年
ྸがձࣾの定める範囲外であったときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことができるものとし、すでに払い込まれた保険ྉ
を保険ܖ໿者に払い໭し、その他のときはձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

２．保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の性別にޡりがあった場合には、ձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

13ɽܖ໿ऀ഑౰

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ30৚ この保険ܖ໿に対するܖ໿者഑当はありません。

14ɽޮ࣌

（ޮ࣌）
ୈ31৚ 給෇ۚその他この保険ܖ໿による諸支払ۚの支払を੥ٻするݖརは、３年間੥ٻがない場合には消໓します。

15ɽ管ࡋ׋൑ॴ

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ32৚ この保険ܖ໿における給෇ۚの੥ٻに関するૌুについては、ձࣾの本ࣾまたは給෇ۚの受取人（給෇ۚの受取人が２

人以上いるときは、その୅表者とします。）のॅॴ஍を管׋する高等ࡋ൑ॴ（本庁とします。）のॴࡏ஍を管׋する஍ํࡋ൑
ॴをもって、合意による管ࡋ׋൑ॴとします。

16ɽ特ଇ

（ΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ）
ୈ33৚ 保険ܖ໿者（保険ܖ໿者となる者を含みます。以下、本条において同じとします。）が、インターωット（電子通৴機
器による電気通৴回ઢをいい、情報処理機器等の通৴手ஈを含みます。以下、同じとします。）をഔ介として保険ܖ໿のਃ
込を行う場合には、この特則を適用します。

２．この特則を適用した場合、次のとおり取りѻいます。
(１) 保険ܖ໿者と被保険者は同一人であることを要します。
(２) 保険ܖ໿者は、インターωット上にձࣾがઃけたਃ込ը໘（以下、「ਃ込ը໘」といいます。）において保険ܖ໿のਃ込

に܎るॴ要事項を入力（音声認ࣝ機能によるものを含みます。以下、同じとします。）し、インターωットをഔ介として、
ձࣾにૹ৴することにより、保険ܖ໿のਃ込を行うものとします。

(３) 第17条（告知義務）を次のとおりಡみସえます。
「保険ܖ໿のక݁の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちਃ込ը໘でձࣾが告知をٻめた事項について、
保険ܖ໿者は、そのਃ込ը໘に入力して、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ৴することにより告知してください。」

(４) ձࣾは、保険ܖ໿者により入力されたॴ要事項の受৴をもって、保険ܖ໿のਃ込があったものとします。

（հڅޢ෇特໿（෷໭ۚな͠）·ͨ͸精神疾患ซ発ೖӃ特໿（෷໭ۚな͠）が෇Ճ͞Εͨ৔߹の特ଇ）
ୈ34৚ 認知症診断給෇ۚの支払事由に該当し認知症診断給෇ۚが支払われる場合で、この保険ܖ໿に介護給෇特໿（払໭ۚな

し）または精神疾患併発入Ӄ特໿（払໭ۚなし）が෇加されているときは、第８条（保険ܖ໿の消໓）第１号の規定にかか
わらず、この保険ܖ໿は消໓しません。

２．前項の場合、第９条（保険ྉの払込）の規定にかかわらず、認知症診断給෇ۚの支払事由が発生した日が属する月のཌ月以
後の保険ྉの払込は不要とし、保険ྉの払込に関する規定は適用しません。

３．認知症診断給෇ۚの支払事由発生時後、この保険ܖ໿に෇加された介護給෇特໿（払໭ۚなし）および精神疾患併発入Ӄ特
໿（払໭ۚなし）がすべて消໓した場合には、この保険ܖ໿は消໓します。

（備考）
薬物ґଘ
「薬物ґଘ」とは、平成21年３月23日総務省告示第176号に定められた分類項目中の分類൪号 '11.2、'12.2、'13.2、'14.2、'15.2、
'16.2、'18.2、'19.2に規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒω、アヘン、コΧイン、大麻、精神ࢗ激薬、֮ݬ薬
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等を含みます。
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低解約払戻金型終身保険普通保険約款 目次

この保険の趣旨
１．責任開始期
第１条 ੹೚開始ظ

２．保険金の支払
第２条 保険ۚの支払
第３条 保険ۚの支払に関するิ則
第４条 保険ۚの੥ٻ
第５条 保険ۚの支払時ظおよび支払場ॴ

３．保険料の払込の免除
第６条 保険ྉの払込の免除
第７条 保険ྉの払込の免除の੥ٻ

４．保険料の払込
第８条 保険ྉの払込
第９条 保険ྉの払込ํ法〈経路〉

５．猶予期間および保険契約の失効
第10条 ༛予ظ間および保険ܖ໿の失効

６．保険契約の復活
第11条 保険ܖ໿の復活

７．保険契約の取消、無効および解除
第12条 による取消ٗ࠮
第13条 不法取得目的によるແ効
第14条 告知義務
第15条 告知義務ҧ反による解除
第16条 保険ܖ໿を解除できない場合
第17条 重大事由による解除

８．解約および払戻金
第18条 解໿
第19条 払໭ۚ
第20条 者等による解໿ݖ࠴

９．契約内容の変更
第21条 保険ֹۚの減ֹ

10．死亡保険金受取人および保険契約者
第22条 死๢保険ۚ受取人の変ߋ
第23条 保険ܖ໿者の変ߋ
第24条 保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人の୅表者
第25条 保険ܖ໿者のॅॴの変ߋ

11．被保険者の職業、転居および旅行
第26条 被保険者の৬業、転居およびཱྀ行

12．年齢の計算および契約年齢または性別の誤りの処理
第27条 年ྸの計ࢉ
第28条 りの処理ޡ໿年ྸおよび性別のܖ

13．契約者配当
第29条 ໿者഑当ܖ

14．時効
第30条 時効

15．管轄裁判所
第31条 管ࡋ׋൑ॴ

16．契約内容の登録
第32条 ໿内容のొ࿥ܖ

17．特別条件をつける場合の特則
第33条 特別条件をつける場合の特則

18．インターネットによる申込に関する特則
第34条 インターωットによるਃ込に関する特則
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௿ղ໿෷໭ۚܕऴ身อීݥ௨อݥ໿׺

͜のอݥのझࢫ
この保険は、被保険者が死๢またはॴ定の高度障害状態に該当した場合に、死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚを支払うことを主
な内容とするものです。

１ɽ੹೚։ظ࢝

（੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ ձࣾは、次の時から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
(１) 保険ܖ໿のਃ込を承୚した後に第１回保険ྉを受け取った場合

第１回保険ྉを受け取った時
(２) 第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った後に保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合

第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った時（告知前に受け取った場合には、告知の時）
２．前項のձࣾの੹೚開始の日の属する月のཌ月１日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間はこの日を基準として計ࢉします。
３．ձࣾの੹೚開始の日からܖ໿日の前日までの間に、保険ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じたときは、前項

の規定にかかわらず、ձࣾの੹೚開始の日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間は、その日を基準として再計ࢉします。
この場合、保険ྉに௒過分があれ͹払い໭し、不足分があれ͹ྖऩします。ただし、保険ۚの支払があるときは、過不足分
を支払ֹۚと清ࢉします。

４．ձࣾが保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿者に対し、次の各号に定める事項を記載した保険ূ݊を発行します。
(１) ձ໊ࣾ
(２) 保険ܖ໿者の໊ࢯまたは໊শ
(３) 被保険者の໊ࢯおよびܖ໿時の年ྸ
(４) 死๢保険ۚ受取人の໊ࢯまたは໊শ
(５) 保険ظ間
(６) 保険ֹۚ
(７) 保険ྉおよびその払込ํ法
(８) ໿日ܖ
(９) 保険ূ݊を作成した年月日

２ɽอۚݥのࢧ෷

（อۚݥのࢧ෷）
ୈ２৚ この保険ܖ໿において支払う保険ۚは次のとおりです。

อۚݥ
の種類

อۚݥΛࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෷事༝ʯ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳ͍ࢧΛۚݥ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋อࢧ
৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

(１)
死
๢
保
険
ۚ

被保険者が死๢したとき

保険ֹۚ

死
๢
保
険
ۚ
受
取
人

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①੹೚開始ظ（復活が行われた場合は、࠷
後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）
の属する日からその日を含めて３年以内
の被保険者の自ࡴ
②保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人の故
意
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อۚݥ
の種類

෷事༝ࢧ ෷ֹࢧ डऔਓ ໔੹事༝

(２)
高
度
障
害
保
険
ۚ

被保険者が੹೚開始ظ以後に生じた傷害ま
たは疾病を直接の原因として別表10に定め
る高度障害状態（以下、「高度障害状態」
といいます。）に該当したとき。
この場合、੹೚開始ظ前にすでに生じてい
た障害状態に੹೚開始ظ以後の傷害または
疾病（੹೚開始ظ前にすでに生じていた障
害状態の原因となった傷害または疾病と因
果関܎のない傷害または疾病に限ります。）
を原因とする障害状態が新たに加わって高
度障害状態に該当したときを含みます。

保険ֹۚ

被
保
険
者

保険ܖ໿者または被保険者の故意により支
払事由に該当したとき

２．前項の規定にかかわらず、被保険者がઓ૪その他の変ཚにより死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの支払事由に該当した場合
で、その原因により支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾ
は、死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚを࡟減して支払うことがあります。ただし、この場合でも、支払ֹが੹೚準備ۚを下
まわることはありません。

３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が死๢保険ۚ受取人（死๢保険ۚの一部の受取人であ
る場合を含みます。）の場合、保険ܖ໿者を高度障害保険ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾ
がそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保険者を高度障害保険ۚの受取人とします。

（อۚݥのࢧ෷ʹؔするิଇ）
ୈ３৚ 被保険者の生死が不明の場合でも、ձࣾが死๢したものと認めたときは、死๢保険ۚを支払います。
２．死๢保険ۚ受取人が故意に被保険者を死๢させた場合で、その受取人が死๢保険ۚの一部の受取人であるときは、その一部

を免੹とし、死๢保険ۚからその受取人に支払うこととしていた部分を除いた残ֹをその他の死๢保険ۚ受取人に支払いま
す。

３．高度障害保険ۚを支払う前に死๢保険ۚの支払੥ٻを受け、死๢保険ۚが支払われるときは、ձࣾは、高度障害保険ۚを支
払いません。

４．高度障害保険ۚが支払われた場合には、その支払後に死๢保険ۚの支払੥ٻを受けても、ձࣾは、これを支払いません。
５．前条第１項に定める免੹事由に該当したことにより死๢保険ۚが支払われない場合には、ձࣾは、੹೚準備ۚ（第２項に該
当する場合には、支払われない保険ۚ部分と同じׂ合の੹೚準備ۚ）を保険ܖ໿者に支払います。ただし、保険ܖ໿者が故
意に被保険者を死๢させたことにより死๢保険ۚが支払われない場合には、੹೚準備ۚを支払いません。

６．高度障害保険ۚが支払われた場合には、被保険者が高度障害状態に該当した時から保険ܖ໿は消໓したものとします。
７．前条第１項第２号に定める支払事由にかかわらず、被保険者が੹೚開始ظ前に生じた疾病または傷害（以下、本項において
「疾病等」といいます。）を直接の原因として、੹೚開始ظ以後に高度障害状態に該当した場合は、次のとおりとします。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが、告知等により知っていたその疾病等に関する事࣮にもとづいて承୚した場合

には、その承୚した範囲内で高度障害保険ۚを支払います。ただし、事࣮の一部が告知されなかったことにより、その
疾病等に関する事࣮をձࣾが正確に知ることができなかった場合を除きます。

(２) その疾病等について、੹೚開始ظ前に被保険者が医ࢣの診࡯を受けたことがなく、かつ、ࠪݕ（健߁診断、人間ドック
を含みます。）において異常の指ఠを受けたことがない場合には、高度障害保険ۚを支払います。ただし、その疾病等に
よる症状について、保険ܖ໿者または被保険者が認ࣝまたは自֮していた場合を除きます。

（อۚݥの੥ٻ）
ୈ̐৚ 保険ۚの支払事由が生じたときは、保険ܖ໿者または支払事由が生じた保険ۚの受取人は、஗଺なくձࣾに通知してく

ださい。
２．支払事由が生じた保険ۚの受取人は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、その保険ۚを੥ٻしてください。

（อۚݥのࢧ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ 保険ۚは、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて５Ӧ業日以内に、ձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した

場ॴで支払います。
２．保険ۚを支払うために確認がඞ要な次の各号に͛ܝる場合において、保険ܖ໿のక݁時から保険ۚ੥ٻ時までにձࣾに提出
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されたॻ類だけでは確認ができないときは、それぞれ当該各号に定める事項の確認（ձࣾの指定した医ࢣによる診断を含み
ます。）を行います。この場合には、前項の規定にかかわらず、保険ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日
のཌ日からその日を含めて30日を経過する日とします。この場合、ձࣾは保険ۚの੥ٻをした者にそのࢫを通知します。
(１) 保険ۚの支払事由発生の有ແの確認がඞ要な場合

保険ۚの支払事由に該当する事࣮の有ແ
(２) 保険ۚ支払の免੹事由に該当する可能性がある場合

保険ۚの支払事由が発生した原因
(３) 告知義務ҧ反に該当する可能性がある場合

ձࣾが告知をٻめた事項および告知義務ҧ反にࢸった原因
(４) この໿׺に定める重大事由、ٗ࠮または不法取得目的に該当する可能性がある場合

前２号に定める事項、第17条（重大事由による解除）第１項第４号①からᶇまでに該当する事࣮の有ແまたは保険ܖ໿者、
被保険者もしくは死๢保険ۚ受取人の保険ܖ໿క݁の目的もしくは保険ۚ੥ٻの意図に関する保険ܖ໿のక݁時から保
険ۚ੥ٻ時までにおける事࣮

３．前項の確認をするため、次の各号に͛ܝる事項についての特別なরձ΍調ࠪが不可ܽな場合には、前２項にかかわらず、保
険ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて当該各号に定める日数（各号のうちෳ数
に該当する場合には、それぞれに定める日数のうち࠷も多い日数）を経過する日とします。この場合、ձࣾは保険ۚの੥ٻ
をした者にそのࢫを通知します。
(１) 前項各号に定める事項についての医療機関または医ࢣに対するরձのうち、রձઌの指定するॻ໘等のํ法に限定され

るরձ 30日
(２) 前項第２号から第４号に定める事項についてのห護࢜法（昭和24年法律第205号）にもとづくরձその他の法令にもとづ

くরձ 90日
(３) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項についてのڀݚ機関等のઐ໳機関による医学または工学等の科学ٕज़的

な特別の調ࠪ、分ੳまたはؑ定 90日
(４) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項に関し、保険ܖ໿者、被保険者または死๢保険ۚ受取人を被ٙ者として、

૞ࠪ、起ૌその他の刑事手続が開始されたことが報道等から明らかである場合における、前項第１号、第２号または第
４号に定める事項に関する、ૹக、起ૌ、൑ܾ等の刑事手続の݁果についての࡯ݕ、࡯ܯ等の૞ࠪ機関またはࡋ൑ॴに
対するরձ 180日

(５) 前項各号に定める事項についての日本国外における調ࠪ 90日
(６) 前項各号に定める事項についてのࡂ害ٹ助法（昭和22年法律第118号）が適用された஍Ҭにおける調ࠪ 60日

４．前２項に͛ܝるඞ要な事項の確認に際し、保険ܖ໿者、被保険者または保険ۚの受取人が、正当な理由なく当該確認を๦͛、
またはこれに応じなかったとき（ձࣾの指定した医ࢣによるඞ要な診断に応じなかったときを含みます。）は、ձࣾは、こ
れにより当該事項の確認が஗Ԇしたظ間の஗଺の੹೚をෛわず、その間は保険ۚを支払いません。

３ɽอݥྉの෷ࠐの໔除

（อݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ６৚ 次に定める保険ྉの払込を免除する場合（以下、「保険ྉの払込の免除事由」といいます。）に該当したときは、ձࣾは、
ক来に޲かって保険ྉの払込を免除します。

อݥྉの෷ࠐの໔除事༝
อݥྉの෷ࠐの໔除事༝ʹ該当ͯ͠΋
อݥྉの෷ࠐΛ໔除͠ͳ͍৔߹

被保険者が、੹೚開始ظ以後に発生した不慮の事故（別表３）
による傷害を直接の原因として、その事故の日からその日を含
めて180日以内に別表17に定める身体障害の状態（以下、「身体
障害の状態」といいます。）に該当したとき。
この場合、੹೚開始ظ前にすでに生じていた障害状態に੹೚開
始ظ以後の傷害を原因とする障害状態が新たに加わって身体障
害の状態に該当したときを含みます。

次のいずれかにより被保険者が保険ྉの払込の免除事由に該
当したとき
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とする事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持たないで運転してい
る間に生じた事故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転またはこれに૬当す
る運転をしている間に生じた事故

２．被保険者が、次のいずれかにより身体障害の状態に該当した場合で、その原因により身体障害の状態に該当した被保険者の
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数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅにӨڹを及΅すときは、保険ྉの払込を免除しないことがあります。
(１) ஍਒、෾Րまたは௡波によるとき
(２) ઓ૪その他の変ཚによるとき
３．第１項の規定により保険ྉの払込が免除された場合には、保険ྉは、保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、引き続き払込

があったものとして取りѻいます。
４．保険ྉの払込が免除された保険ܖ໿については、保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、第21条（保険ֹۚの減ֹ）の規定
は適用しません。

５．保険ྉの払込を免除したときは、保険ূ݊に表示します。
６．本条の保険ྉの払込の免除については、第３条（保険ۚの支払に関するิ則）第７項の規定を準用します。

（อݥྉの෷ࠐの໔除の੥ٻ）
ୈ̓৚ 保険ྉの払込の免除事由が生じたときは、保険ܖ໿者または被保険者は஗଺なくձࣾに通知してください。
２．保険ܖ໿者は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、保険ྉの払込の免除を੥ٻしてください。
３．本条の保険ྉの払込の免除の੥ٻについては第５条（保険ۚの支払時ظおよび支払場ॴ）の規定を準用します。

̐ɽอݥྉの෷ࠐ

（อݥྉの෷ࠐ）
ୈ̔৚ 保険ྉの払込ํ法〈回数〉は月払です。
２．第２回以後の保険ྉは、保険ྉ払込ظ間中、ຖ回第９条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）第１項に定める払込ํ法にैい、月
単位のܖ໿応当日（ܖ໿応当日のない場合は、その月の末日とします。以下同じ。）の属する月のॳ日から末日までのظ間（以
下、「払込ظ月」といいます。）内に払い込んでください。

３．前項で払い込むべき保険ྉは、その払込ظ月の月単位のܖ໿応当日から次の月単位のܖ໿応当日の前日までのظ間に対応す
る保険ྉとします。

４．第２項の保険ྉが、月単位のܖ໿応当日の前日までに払い込まれ、かつ、その日までに保険ܖ໿が消໓した場合には、ձࣾ
は、その払い込まれた保険ྉを保険ܖ໿者（保険ۚを支払うときは保険ۚの受取人）に払い໭します。

５．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに保険ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、
その支払うべき保険ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。

６．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに保険ྉの払込の免除事由が生じた場合には、保
険ܖ໿者は、第２項の保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は༛予ظ間満
ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、保険ྉの払込を免除しません。

（อݥྉの෷ํࠐ๏〈ܦ࿏〉）
ୈ９৚ 第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は、ձࣾと保険ྉの口࠲ৼସの取ѻを提ܞしているۚ༥機関等（以下、「提ܞ

ۚ༥機関」といいます。この場合、ձࣾが保険ྉのऩೲ業務をҕୗしている機関の指定するۚ༥機関等を含みます。）の口
。ৼସによるํ法とします࠲

２．保険ྉは、払込ظ月中のձࣾの定めた日（以下、「ৼସ日」といいます。）に、保険ܖ໿者が指定する提ۚܞ༥機関の口࠲（以
下、「指定口࠲」といいます。）から保険ྉ૬当ֹをձࣾの口࠲にৼりସえることにより、ձࣾに払い込まれるものとします。
ただし、ৼସ日が提ۚܞ༥機関のٳ業日に該当する場合は、ཌӦ業日をৼସ日とします。

３．前項の場合、ৼସ日に保険ྉの払込があったものとします。
４．第２項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、ձࣾが指定した経路により、保険ྉをձࣾの本ࣾまた
はձࣾの指定した場ॴに払い込むことができます。

５．前項の保険ྉの払込がなかった場合には、ཌ月分のৼସ日に再度ཌ月分と合わせて２ϱ月分の保険ྉの口࠲ৼସを行います。
６．前項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、第10条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間内に、ձࣾが指定した経路により、払込ظ月の過͗た保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込ん
でください。

７．保険ܖ໿者は、指定口࠲を提ۚܞ༥機関の他の口࠲に変ߋすることができます。この場合、あらかじめձࣾおよび当該提ܞ
ۚ༥機関にਃし出てください。

８．提ۚܞ༥機関が保険ྉの口࠲ৼସの取ѻをఀࢭした場合には、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合には、
保険ܖ໿者は、指定口࠲を他の提ۚܞ༥機関に変ߋしてください。

９．ձࣾまたは提ۚܞ༥機関の事情により、ձࣾは、ৼସ日を変ߋすることがあります。この場合、ձࣾはそのࢫをあらかじめ
保険ܖ໿者に通知します。
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10．同一の指定口࠲から２件以上の保険ܖ໿の保険ྉをৼりସえる場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対しそのৼସॱংを指定で
きないものとします。

11．ձࣾは、口࠲ৼସにより払い込まれた保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

̑ɽ༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ

（༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ）
ୈ10৚ 第２回以後の保険ྉの払込については、払込ظ月のཌ月ॳ日から末日までが༛予ظ間となります。
２．༛予ظ間内に保険ྉが払い込まれないときは、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失います。この場合には、保険
。することができますٻ໿者は、解໿払໭ۚを੥ܖ

３．༛予ظ間中に保険ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、その支払うべき保険ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。
４．༛予ظ間中に保険ྉの払込の免除事由が生じた場合には、保険ܖ໿者は、༛予ظ間満ྃ日までにະ払込保険ྉを払い込んで
ください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失い、ձࣾは、保険
ྉの払込を免除しません。

６ɽอܖݥ໿の෮׆

（อܖݥ໿の෮׆）
ୈ11৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿が効力を失った日からその日を含めて３年以内であれ͹、ձࣾの承୚を得て、保険ܖ໿を復活
することができます。ただし、保険ܖ໿者が解໿払໭ۚを੥ٻした場合には、保険ܖ໿を復活することはできません。

２．保険ܖ໿者が本条の復活を੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．ձࣾが本条の復活を承୚したときは、保険ܖ໿者は、ձࣾの指定した日までに、Ԇ଺保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定
した場ॴに払い込んでください。

４．第１条（੹೚開始ظ）第１項の規定は、本条の場合に準用します。
５．保険ܖ໿を復活した場合には、保険ূ݊を発行しません。

̓ɽอܖݥ໿のऔফ、ແޮ͓Αͼղ除

（Αるऔফʹٗ࠮）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者または被保険者のٗ࠮により保険ܖ໿をక݁または復活したときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことがで
きます。この場合、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（不๏औಘ໨的ʹΑるແޮ）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者が保険ۚを不法に取得する目的または他人に保険ۚを不法に取得させる目的をもって保険ܖ໿をక݁または
復活したときは、保険ܖ໿をແ効とし、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（知義຿ࠂ）
ୈ14৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、支払事由または保険ྉの払込の免除事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちձ
ࣾॴ定のॻ໘で告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者または被保険者は、そのॻ໘により告知してください。また、ձࣾ
の指定する医ࢣが口頭で質問した事項については、その医ࢣに口頭で告知してください。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ）
ୈ15৚ 前条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者または被保険者が、故意または重大な過失により、事
࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛た場合には、ձࣾは、ক来に޲って保険ܖ໿を解除することができます。

２．ձࣾは、保険ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除すること
ができます。この場合、ձࣾは、保険ۚの支払または保険ྉの払込の免除を行いません。もし、すでに保険ۚを支払ってい
たときは、そのฦؐを੥ٻし、また、すでに保険ྉの払込を免除していたときは、払込を免除した保険ྉの払込がなかった
ものとして取りѻいます。

３．前項の規定にかかわらず、保険ۚの支払事由の発生または保険ྉの払込の免除事由の発生が、解除の原因となった事࣮によ
らなかったことを、保険ܖ໿者、被保険者または保険ۚの受取人がূ明したときは、保険ۚを支払いまたは保険ྉの払込を
免除します。
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４．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾはそのࢫを保険ܖ໿者に通知します。ただし、保険ܖ໿者またはそのॅ
ॴもしくは居ॴが不明であるか、その他正当な理由により保険ܖ໿者に通知できない場合には、被保険者または保険ۚの受
取人に通知します。

５．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾは、解໿払໭ۚを保険ܖ໿者に支払います。

（อܖݥ໿Λղ除Ͱ͖な͍৔߹）
ୈ16৚ ձࣾは、次のいずれかの場合には、前条の規定による保険ܖ໿の解除をすることができません。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知っていたときまたは過失のため知らなかったとき
(２) ձࣾのために保険ܖ໿のక݁のഔ介を行うことができる者（ձࣾのために保険ܖ໿のక݁の୅理を行うことができる者

を除き、以下、本条において「保険ഔ介者」といいます。）が、保険ܖ໿者または被保険者が第14条（告知義務）に規定
する告知をすることを๦͛たとき

(３) 保険ഔ介者が、保険ܖ໿者または被保険者に対し第14条に規定する告知をしないことをקめたとき、または事࣮でない
ことを告͛ることをקめたとき

(４) 保険ܖ໿のక݁または復活後、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知った日（正当な理由により解除の通知ができない場合
には、その通知ができる日）からその日を含めて１Χ月を経過したとき

(５) ੹೚開始ظの属する日からその日を含めて２年をこえて保険ܖ໿が有効にܧ続したとき。ただし、੹೚開始ظの属する
日から２年以内に解除の原因となる事࣮にもとづいて保険ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じていた場
合を除きます。

２．前項第２号および第３号の場合には、各号に規定する保険ഔ介者の行為がなかったとしても、保険ܖ໿者または被保険者が、
第14条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、事࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛たと認められる
場合には、適用しません。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ17৚ ձࣾは、次の各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、ক来に޲かってこの保険ܖ໿を解除することができます。
(１) 保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人が、死๢保険ۚ（他の保険ܖ໿の死๢保険ۚを含み、保険種類および給෇の໊শの

೗Կを問いません。）を࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故টக（ະ਱を含みます。）をした場合
(２) 保険ܖ໿者または被保険者が、この保険ܖ໿の高度障害保険ۚを࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故ট

க（ະ਱を含みます。）をした場合
(３) この保険ܖ໿の保険ۚの੥ٻに関し、保険ۚの受取人にٗ࠮行為（ະ਱を含みます。）があった場合
(４) 保険ܖ໿者、被保険者または保険ۚの受取人が、次のいずれかに該当するとき

①๫力ஂ、๫力ஂһ（๫力ஂһでなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、๫力ஂ準構成һ、๫力ஂ関ا܎
業その他の反ࣾձ的੎力（以下、「反ࣾձ的੎力」といいます。）に該当すると認められること

②反ࣾձ的੎力に対してۚࢿ等を提供し、または便ٓを供༩するなどの関༩をしていると認められること
③反ࣾձ的੎力を不当にར用していると認められること
ᶆ保険ܖ໿者または保険ۚの受取人が法人の場合、反ࣾձ的੎力がその法人の経Ӧを支഑し、またはその法人の経Ӧに
࣮質的に関༩していると認められること
ᶇその他反ࣾձ的੎力とࣾձ的に非難されるべき関܎を有していると認められること

(５) 他の保険ܖ໿が重大事由によって解除され、または保険ܖ໿者、被保険者または死๢保険ۚ受取人が他の保険者との間
でక݁した保険ܖ໿もしくは共ܖࡁ໿が重大事由により解除されるなどにより、ձࣾの保険ܖ໿者、被保険者または死
๢保険ۚ受取人に対する৴པを損ない、この保険ܖ໿をܧ続することをظ଴しえない前４号に͛ܝる事由と同等の事由
がある場合

２．ձࣾは、保険ۚの支払事由または保険ྉの払込の免除事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除すること
ができます。この場合には、前項各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による保険ۚ（前項第４号のみに該当し
た場合で、前項第４号①からᶇまでに該当した者が保険ۚの受取人のみであり、その保険ۚの受取人が保険ۚの一部の受取
人であるときは、保険ۚのうち、その受取人に支払われるべき保険ۚをいいます。以下、本項において同じ。）の支払また
は保険ྉの払込の免除事由による保険ྉの払込の免除は行いません。もし、すでに保険ۚを支払っていたときは、そのฦؐ
を੥ٻし、また、保険ྉの払込を免除していたときは、払込を免除した保険ྉの払込がなかったものとして取りѻいます。

３．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、第15条（告知義務ҧ反による解除）第４項の規定を準用します。
４．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾは、解໿払໭ۚを保険ܖ໿者に支払います。
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̔ɽղ໿͓Αͼ෷໭ۚ

（ղ໿）
ୈ18৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かって保険ܖ໿を解໿し、解໿払໭ۚを੥ٻすることができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（෷໭ۚ）
ୈ19৚ 解໿払໭ۚは、保険ྉ払込年月数により計ࢉしたֹۚに、解໿払໭ۚの水準を低くするׂ合（７ׂとします。）を乗じ
て計ࢉします。

２．ձࣾは、保険ূ݊を交෇する際に、ձࣾの定める経過年数に応じて計ࢉした解໿払໭ֹۚを保険ܖ໿者に通知します。
３．解໿払໭ۚの支払時ظおよび支払場ॴについては、第５条（保険ۚの支払時ظおよび支払場ॴ）の規定を準用します。

（౳ʹΑるղ໿ऀݖ࠴）
ୈ20৚ 保険ܖ໿者以外の者で保険ܖ໿の解໿をすることができる者（以下、「ݖ࠴者等」といいます。）による保険ܖ໿の解໿
は、解໿の੥ٻの通知がձࣾに౸着した時から１ϱ月を経過した日に効力を生じます。

２．前項の通知が行われた場合でも、通知の時において次の各号のすべてを満たす保険ۚの受取人が、保険ܖ໿者の同意を得て、
前項のظ間が経過するまでに、ॴ定のֹۚ（解໿の੥ٻの通知がձࣾに౸着した日に解໿の効力が生じたとすれ͹ձࣾが࠴
。を通知したときは、前項の解໿はその効力を生じませんࢫ者等に支払い、かつձࣾにそのݖ࠴者等に支払うべきֹۚ）をݖ

(１) 保険ܖ໿者の਌଒、被保険者の਌଒または被保険者本人であること
(２) 保険ܖ໿者でないこと
３．保険ۚの受取人が前項の通知をするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾに提出してください。
４．第１項の解໿の੥ٻの通知がձࣾに౸着した日以後、解໿の効力が生じるまで、または第２項の規定により効力が生じない

こととなるまでに、保険ۚの支払事由が生じ、ձࣾが保険ۚを支払うべきときは、支払うべきֹۚの限度で、第２項に定め
るॴ定のֹۚをݖ࠴者等に支払います。この場合、支払うべきֹۚからݖ࠴者等に支払ったֹۚをࠩし引いた残ֹを、保険
ۚの受取人に支払います。

９ɽܖ໿内༰のมߋ

（อֹۚݥのֹݮ）
ୈ21৚ 保険ܖ໿者は、保険ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の保険ֹۚは、ձࣾの定めるֹۚ以上であること
を要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．保険ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

10ɽࢮ๢อۚݥडऔਓ͓Αͼอܖݥ໿ऀ

（ߋडऔਓのมۚݥ๢อࢮ）
ୈ22৚ 保険ܖ໿者またはその承ܧ人は、死๢保険ۚの支払事由が発生するまでは、被保険者の同意を得て、ձࣾに対する通知
により、死๢保険ۚ受取人を変ߋすることができます。

２．保険ܖ໿者が本条の変ߋをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾに提出してください。
３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。
４．第１項の通知がձࣾに౸ୡする前に変ߋ前の死๢保険ۚ受取人に死๢保険ۚを支払ったときは、その支払後に変ߋ後の死๢
保険ۚ受取人から死๢保険ۚの੥ٻを受けても、ձࣾはこれを支払いません。

５．死๢保険ۚ受取人が死๢保険ۚの支払事由の発生以前に死๢したときは、その法定૬続人を死๢保険ۚ受取人とします。
６．前項の規定により死๢保険ۚ受取人となった者が死๢した場合に、この者に法定૬続人がいないときは、前項の規定により
死๢保険ۚ受取人となった者のうち生ଘしている他の死๢保険ۚ受取人を死๢保険ۚ受取人とします。

７．前２項により死๢保険ۚ受取人となった者が２人以上いる場合、その受取ׂ合はۉ等とします。

（อܖݥ໿ऀのมߋ）
ୈ23৚ 保険ܖ໿者は、被保険者およびձࣾの同意を得て、そのݖརおよび義務のすべてを第ࡾ者に承ܧさせることができます。
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２．保険ܖ໿者が本条の変ߋを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（อܖݥ໿ऀ·ͨ͸ࢮ๢อۚݥडऔਓの୅表ऀ）
ୈ24৚ 保険ܖ໿者が２人以上あるときまたは死๢保険ۚ受取人が２人以上あるときは、各୅表者１人を定めてください。その
୅表者は、それぞれ他の保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人を୅理するものとします。

２．前項の୅表者が定まらないときまたはそのॅॴもしくは居ॴが不明であるときは、ձࣾが保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取
人の１人に対してした行為は、他の者に対しても効力を生じます。

３．保険ܖ໿者が２人以上ある場合には、その੹೚は連帯とします。

（อܖݥ໿ऀのॅॴのมߋ）
ୈ25৚ 保険ܖ໿者がॅॴ（通৴ઌを含みます。以下、本条において同じ。）を変ߋしたときは、すみ΍かにձࣾの本ࣾまたは

ձࣾの指定した場ॴに通知してください。
２．前項の通知がなく、保険ܖ໿者のॅॴをձࣾが確認できなかった場合には、ձࣾの知った࠷後のॅॴあてに発した通知は、
通常౸ୡに要するظ間を経過した時に、保険ܖ໿者に౸ୡしたものとみなします。

11ɽඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ

（ඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ）
ୈ26৚ 被保険者が保険ܖ໿のܧ続中にどのような৬業にै事し、またはどこに転居もしくはཱྀ行しても、ձࣾは、保険ܖ໿を
解除せず、または保険ྉの変ߋもしないで保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。ただし、第17条（重大事由による解除）第１項第
４号の規定により保険ܖ໿を解除する場合には、本条の規定は適用しません。

12ɽ೥ྸの͓ࢉܭΑͼܖ໿೥ྸ·ͨ͸性別のޡΓのॲཧ

（೥ྸのࢉܭ）
ୈ27৚ 被保険者のܖ໿年ྸはܖ໿日における満年で計ࢉし、１年ະ満の୺数は切りࣺてます。
２．保険ܖ໿క݁後の被保険者の年ྸは、前項のܖ໿年ྸに、年単位のܖ໿応当日͝とに１ࡀを加えて計ࢉします。

（Γのॲཧޡ໿೥ྸ͓Αͼ性別のܖ）
ୈ28৚ 保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の年ྸにޡりがあった場合、ܖ໿日およびޡりの事࣮が発見された日における࣮際の年
ྸがձࣾの定める範囲外であったときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことができるものとし、すでに払い込まれた保険ྉ
を保険ܖ໿者に払い໭し、その他のときはձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

２．保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の性別にޡりがあった場合には、ձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

13ɽܖ໿ऀ഑౰

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ29৚ この保険ܖ໿に対するܖ໿者഑当はありません。

14ɽޮ࣌

（ޮ࣌）
ୈ30৚ 保険ۚその他この保険ܖ໿による諸支払ۚの支払または保険ྉの払込の免除を੥ٻするݖརは、３年間੥ٻがない場合
には消໓します。

15ɽ管ࡋ׋൑ॴ

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ31৚ この保険ܖ໿における保険ۚの੥ٻに関するૌুについては、ձࣾの本ࣾまたは保険ۚの受取人（保険ۚの受取人が２
人以上いるときは、その୅表者とします。）のॅॴ஍を管׋する高等ࡋ൑ॴ（本庁とします。）のॴࡏ஍を管׋する஍ํࡋ൑

140



ॴをもって、合意による管ࡋ׋൑ॴとします。
２．この保険ܖ໿における保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、前項の規定を準用します。

16ɽܖ໿内༰のొ࿥

（໿内༰のొ࿥ܖ）
ୈ32৚ ձࣾは、保険ܖ໿者および被保険者の同意を得て、次の事項を一般ࣾஂ法人生໋保険ڠձ（以下、「ڠձ」といいます。）
にొ࿥します。
(１) 保険ܖ໿者ならびに被保険者の໊ࢯ、生年月日、性別およびॅॴ（܊、۠、ࢢまでとします。）
(２) 死๢保険ۚのֹۚ
(３) （。後の復活の日とします。以下、第２項において同じ࠷、復活が行われた場合は）໿日ܖ
(４) 当ձ໊ࣾ
２．前項のొ࿥のظ間は、ܖ໿日から５年（ܖ໿日において被保険者が満15ࡀະ満の場合は、ܖ໿日から５年または被保険者が
満15ࡀにୡする日までのظ間のうちいずれか௕いظ間）以内とします。

同組合連合ձ（以下、「各生໋保険ձࣾ等」といいます。）は、第１項の規ڠ೶業ࡁձ加ໍの各生໋保険ձࣾおよび全国共ڠ．３
定によりొ࿥された被保険者について、保険ܖ໿（死๢保険ۚのある保険ܖ໿をいいます。また、死๢保険ۚまたはࡂ害死
๢保険ۚのある特໿を含みます。以下、本条において同じ。）のਃ込（復活、復چ、保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加
のਃ込を含みます。）を受けたときまたはߋ新日において被保険者が満15ࡀະ満の場合に保険ܖ໿がߋ新されるときは、ڠ
ձに対して第１項の規定によりొ࿥された内容についてরձすることができるものとします。この場合、ڠձからその݁果
の連བྷを受けるものとします。

４．各生໋保険ձࣾ等は、第２項のొ࿥のظ間中に保険ܖ໿のਃ込があった場合、前項によって連བྷされた内容を保険ܖ໿の承
୚（復活、復چ、保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加の承୚を含みます。以下、本条において同じ。）の൑断のࢀ考とす
ることができるものとします。

５．各生໋保険ձࣾ等は、ܖ໿日（復活、復چ、保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加が行われた場合は、࠷後の復活、復چ、
保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加の日とします。以下、本項において同じ。）から５年（ܖ໿日において被保険者が満
ܖ間）以内に保険ظ間のうちいずれか௕いظにୡする日までのࡀ໿日から５年または被保険者が満15ܖ、ະ満の場合はࡀ15
໿について死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの੥ٻを受けたときは、ڠձに対して第１項の規定によりొ࿥された内容につ
いてরձし、その݁果を死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの支払の൑断のࢀ考とすることができるものとします。

６．各生໋保険ձࣾ等は、連བྷされた内容を承୚の൑断または支払の൑断のࢀ考とする以外に用いないものとします。
。ձおよび各生໋保険ձࣾ等は、ొ࿥または連བྷされた内容を他にެ開しないものとしますڠ．７
８．保険ܖ໿者または被保険者は、ొ࿥または連བྷされた内容について、ձࣾまたはڠձにরձすることができます。また、そ

の内容が事࣮と૬ҧしていることを知ったときは、そのగ正を੥ٻすることができます。
９．第３項、第４項および第５項中、被保険者、保険ܖ໿、死๢保険ۚ、ࡂ害死๢保険ۚ、保険ֹۚ、高度障害保険ۚとあるの
は、೶業ڠ同組合法に基づく共ܖࡁ໿においては、それぞれ、被共ࡁ者、共ܖࡁ໿、死๢共ࡂ、ۚࡁ害死๢共ۚࡁ、共ۚࡁ
ֹ、後Ҩ障害共ۚࡁとಡみସえます。

17ɽ特別৚݅Λつ͚る৔߹の特ଇ

（特別৚݅Λつ͚る৔߹の特ଇ）
ୈ33৚ 保険ܖ໿のక݁の際、被保険者の健߁状態その他がձࣾの定めるඪ準と適合しないときは、ձࣾは、そのة険の種類お
よび程度に応じて、次の各号のうちいずれか１つまたは２つを併用するํ法により、この保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
(１) 保険ۚ࡟減支払法

ձࣾの定める保険ۚ࡟減ظ間内に、被保険者が死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの支払事由に該当したときは、第２条（保
険ۚの支払）第１項の規定にかかわらず、ܖ໿日からその日を含めて保険ۚの支払事由に該当した時までの経過ظ間に
応じ、第２条第１項に定める保険ۚの支払ֹに、次表に定めるׂ合を乗じたֹۚを死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの
支払ֹとします。ただし、その原因が別表３に定める不慮の事故または別表６に定める感染症によるときは、第２条第
１項に定める支払ֹを死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの支払ֹとします。
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経過ظ間
間ظ減࡟

１年以内
１年௒
２年以内

２年௒
３年以内

３年௒
４年以内

４年௒
５年以内

１年 50ˋ ʕ ʕ ʕ ʕ

２年 30ˋ 60ˋ ʕ ʕ ʕ

３年 25ˋ 50ˋ 75ˋ ʕ ʕ

４年 20ˋ 40ˋ 60ˋ 80ˋ ʕ

５年 15ˋ 30ˋ 45ˋ 60ˋ 80ˋ

(２) 特別保険ྉྖऩ法
①ී通保険ྉにձࣾの定める特別保険ྉを加ࢉしたֹۚをこの保険ܖ໿の払込保険ྉとします。
②特別保険ྉにかかる解໿払໭ۚについては、第19条（払໭ۚ）第１項の規定を適用して計ࢉします。

18ɽΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ

（ΠンλʔωοτʹΑるਃࠐʹؔする特ଇ）
ୈ34৚ 保険ܖ໿者（保険ܖ໿者となる者を含みます。以下、本条において同じとします。）が、インターωット（電子通৴機
器による電気通৴回ઢをいい、情報処理機器等の通৴手ஈを含みます。以下、同じとします。）をഔ介として保険ܖ໿のਃ
込を行う場合には、この特則を適用します。

２．この特則を適用した場合、次のとおり取りѻいます。
(１) 保険ܖ໿者と被保険者は同一人であることを要します。
(２) 保険ܖ໿者は、インターωット上にձࣾがઃけたਃ込ը໘（以下、「ਃ込ը໘」といいます。）において保険ܖ໿のਃ込

に܎るॴ要事項を入力（音声認ࣝ機能によるものを含みます。以下、同じとします。）し、インターωットをഔ介として、
ձࣾにૹ৴することにより、保険ܖ໿のਃ込を行うものとします。

(３) 第14条（告知義務）を次のとおりಡみସえます。
「保険ܖ໿のక݁の際、支払事由または保険ྉの払込の免除事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちਃ込ը໘でձ
ࣾが告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者は、そのਃ込ը໘に入力して、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ৴
することにより告知してください。」

(４) ձࣾは、保険ܖ໿者により入力されたॴ要事項の受৴をもって、保険ܖ໿のਃ込があったものとします。
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１年定期保険普通保険約款 目次

この保険の趣旨
１．責任開始期
第１条 ੹೚開始ظ

２．保険契約の更新および保険期間
第２条 保険ܖ໿のߋ新
第３条 保険ظ間

３．保険金の支払
第４条 保険ۚの支払
第５条 保険ۚの支払に関するิ則
第６条 保険ۚの੥ٻ
第７条 保険ۚの支払時ظおよび支払場ॴ

４．保険料の払込
第８条 保険ྉの払込
第９条 保険ྉの払込ํ法〈経路〉

５．猶予期間および保険契約の失効
第10条 ༛予ظ間および保険ܖ໿の失効

６．保険契約の復活
第11条 保険ܖ໿の復活

７．保険契約の取消、無効および解除
第12条 による取消ٗ࠮
第13条 不法取得目的によるແ効
第14条 告知義務
第15条 告知義務ҧ反による解除
第16条 保険ܖ໿を解除できない場合
第17条 重大事由による解除

８．解約および払戻金
第18条 解໿
第19条 払໭ۚ

９．契約内容の変更
第20条 保険ֹۚの減ֹ

10．死亡保険金受取人および保険契約者
第21条 死๢保険ۚ受取人の変ߋ
第22条 保険ܖ໿者の変ߋ
第23条 保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人の୅表者
第24条 保険ܖ໿者のॅॴの変ߋ

11．被保険者の職業、転居および旅行
第25条 被保険者の৬業、転居およびཱྀ行

12．年齢の計算および契約年齢または性別の誤りの処理
第26条 年ྸの計ࢉ
第27条 りの処理ޡ໿年ྸおよび性別のܖ

13．契約者配当
第28条 ໿者഑当ܖ

14．時効
第29条 時効

15．管轄裁判所
第30条 管ࡋ׋൑ॴ

16．契約内容の登録
第31条 ໿内容のొ࿥ܖ

17．インターネットによる申込等に関する特則
第32条 インターωットによるਃ込等に関する特則
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１೥定ظอීݥ௨อݥ໿׺

͜のอݥのझࢫ
この保険は、被保険者が保険ظ間中に死๢またはॴ定の高度障害状態に該当した場合に、死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚを支
払うことを主な内容とするものです。

１ɽ੹೚։ظ࢝

（੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ ձࣾは、次の時から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。
(１) 保険ܖ໿のਃ込を承୚した後に第１回保険ྉを受け取った場合

第１回保険ྉを受け取った時
(２) 第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った後に保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合

第１回保険ྉ૬当ֹを受け取った時（告知前に受け取った場合には、告知の時）
２．前項のձࣾの੹೚開始の日の属する月のཌ月１日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間はこの日を基準として計ࢉします。
３．ձࣾの੹೚開始の日からܖ໿日の前日までの間に、保険ۚの支払事由が生じたときは、前項の規定にかかわらず、ձࣾの੹

೚開始の日をܖ໿日とし、ܖ໿年ྸおよび保険ظ間は、その日を基準として再計ࢉします。この場合、保険ྉに௒過分があ
れ͹払い໭し、不足分があれ͹ྖऩします。ただし、保険ۚの支払があるときは、過不足分を支払ֹۚと清ࢉします。

４．ձࣾが保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿者に対し、次の各号に定める事項を記載した保険ূ݊を発行します。
(１) ձ໊ࣾ
(２) 保険ܖ໿者の໊ࢯまたは໊শ
(３) 被保険者の໊ࢯおよびܖ໿時の年ྸ
(４) 死๢保険ۚ受取人の໊ࢯまたは໊শ
(５) 保険ظ間
(６) 保険ֹۚ
(７) 保険ྉおよびその払込ํ法
(８) ໿日ܖ
(９) 保険ূ݊を作成した年月日

２ɽอܖݥ໿のߋ新͓Αͼอؒظݥ

（อܖݥ໿のߋ新）
ୈ２৚ この保険ܖ໿の保険ظ間が満ྃする場合、保険ܖ໿者が保険ظ間満ྃの日の２ि間前までに保険ܖ໿をߋ新しないࢫを
ձࣾに通知しない限り、保険ܖ໿（保険ظ間満ྃの日までの保険ྉが払い込まれている保険ܖ໿に限ります。）は、保険ظ
間満ྃの日のཌ日にߋ新されるものとし、この日をߋ新日とします。

２．前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合には、ձࣾは本条のߋ新を取りѻいません。
(１) 間満ྃの日のཌ日における被保険者の年ظの保険（。といいます「໿ܖ新後ߋ」以下、本条において）໿ܖ新後の保険ߋ

ྸがձࣾの定める範囲をこえる場合
(２) この保険ܖ໿のߋ新時に、ձࣾがこの保険ܖ໿のక݁を取りѻっていない場合
。の保険ֹۚと同一とします（。といいます「໿ܖ新前ߋ」以下、本条において）໿ܖ新前の保険ߋ、໿の保険ֹۚはܖ新後ߋ．３
。および保険ྉ཰が適用されます׺新時のී通保険໿ߋ、໿にはܖ新後ߋ．４
。しますࢉ新時の被保険者の年ྸにより計ߋ、໿の保険ྉはܖ新後ߋ．５
、新日の属する月の末日までに払い込んでください。この場合、第８条（保険ྉの払込）ߋ、໿の第１回保険ྉはܖ新後ߋ．６

第９条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）および第10条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）の規定を準用します。
７．༛予ظ間内に前項の保険ྉの払込がないときは、ߋ新はなかったものとし、保険ܖ໿は、ߋ新前ܖ໿の保険ظ間満ྃ日にさ
かの΅って消໓するものとします。

８．本条の規定によりこの保険ܖ໿がߋ新された場合には、第１条（੹೚開始ظ）、第４条（保険ۚの支払）、第５条（保険ۚの
支払に関するิ則）、第15条（告知義務ҧ反による解除）および第16条（保険ܖ໿を解除できない場合）の適用に際しては、
。間とみなしますظ続した保険ܧ間をظ໿の保険ܖ新後ߋ間とظ໿の保険ܖ新前ߋ

９．この保険ܖ໿がߋ新されたときは、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合に、保険ূ݊は発行しません。
新時に取りѻっているձࣾॴ定の同種の保険種類によりߋ、໿のక݁を取りѻっていないときはܖ新時にձࣾがこの保険ߋ．10
。新されることがありますߋ
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（อؒظݥ）
ୈ３৚ この保険ܖ໿の保険ظ間は、ܖ໿日およびߋ新日からその日を含めて１年とします。

３ɽอۚݥのࢧ෷

（อۚݥのࢧ෷）
ୈ̐৚ この保険ܖ໿において支払う保険ۚは次のとおりです。

อۚݥ
の種類

อۚݥΛࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෷事༝ʯ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳ͍ࢧΛۚݥ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋อࢧ
৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

(１)
死
๢
保
険
ۚ

被保険者が保険ظ間中に死๢したとき

保険ֹۚ

死
๢
保
険
ۚ
受
取
人

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①੹೚開始ظ（復活が行われた場合は、࠷
後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）
の属する日からその日を含めて３年以内
の被保険者の自ࡴ
②保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人の故
意

(２)
高
度
障
害
保
険
ۚ

被保険者が੹೚開始ظ以後に生じた傷害ま
たは疾病を直接の原因として保険ظ間中に
別表10に定める高度障害状態（以下、「高
度障害状態」といいます。）に該当したと
き
この場合、੹೚開始ظ前にすでに生じてい
た障害状態に੹೚開始ظ以後の傷害または
疾病（੹೚開始ظ前にすでに生じていた障
害状態の原因となった傷害または疾病と因
果関܎のない傷害または疾病に限ります。）
を原因とする障害状態が新たに加わって高
度障害状態に該当したときを含みます。

保険ֹۚ

被
保
険
者

保険ܖ໿者または被保険者の故意により支
払事由に該当したとき

２．前項の規定にかかわらず、被保険者がઓ૪その他の変ཚにより死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの支払事由に該当した場合
で、その原因により支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この保険の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾ
は、死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚを࡟減して支払うか、または支払わないことがあります。

３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が死๢保険ۚ受取人（死๢保険ۚの一部の受取人であ
る場合を含みます。）の場合、保険ܖ໿者を高度障害保険ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾ
がそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保険者を高度障害保険ۚの受取人とします。

（อۚݥのࢧ෷ʹؔするิଇ）
ୈ̑৚ 被保険者の生死が不明の場合でも、ձࣾが死๢したものと認めたときは、死๢保険ۚを支払います。
２．死๢保険ۚ受取人が故意に被保険者を死๢させた場合で、その受取人が死๢保険ۚの一部の受取人であるときは、その一部
を免੹とし、死๢保険ۚからその受取人に支払うこととしていた部分を除いた残ֹをその他の死๢保険ۚ受取人に支払いま
す。

３．保険ظ間満ྃ日において、被保険者の障害状態の回復の見込がないことが明らかでないために、高度障害保険ۚの支払事由
に該当しない場合で、保険ظ間満ྃ後も引続きその状態がܧ続し、かつ、その回復の見込がないことが明らかになったとき
は、ձࣾは、保険ظ間満ྃ日に高度障害状態に該当したものとみなして、高度障害保険ۚを支払います。

４．高度障害保険ۚを支払う前に死๢保険ۚの支払੥ٻを受け、死๢保険ۚが支払われるときは、ձࣾは、高度障害保険ۚを支
払いません。

５．高度障害保険ۚが支払われた場合には、その支払後に死๢保険ۚの支払੥ٻを受けても、ձࣾは、これを支払いません。
６．高度障害保険ۚが支払われた場合には、被保険者が高度障害状態に該当した時から保険ܖ໿は消໓したものとします。
７．前条第１項第２号に定める支払事由にかかわらず、被保険者が੹೚開始ظ前に生じた疾病または傷害（以下、本項において
「疾病等」といいます。）を直接の原因として、੹೚開始ظ以後に高度障害状態に該当した場合は、次のとおりとします。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが、告知等により知っていたその疾病等に関する事࣮にもとづいて承୚した場合
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には、その承୚した範囲内で高度障害保険ۚを支払います。ただし、事࣮の一部が告知されなかったことにより、その
疾病等に関する事࣮をձࣾが正確に知ることができなかった場合を除きます。

(２) その疾病等について、੹೚開始ظ前に被保険者が医ࢣの診࡯を受けたことがなく、かつ、ࠪݕ（健߁診断、人間ドック
を含みます。）において異常の指ఠを受けたことがない場合には、高度障害保険ۚを支払います。ただし、その疾病等に
よる症状について、保険ܖ໿者または被保険者が認ࣝまたは自֮していた場合を除きます。

（อۚݥの੥ٻ）
ୈ６৚ 保険ۚの支払事由が生じたときは、保険ܖ໿者または支払事由が生じた保険ۚの受取人は、஗଺なくձࣾに通知してく

ださい。
２．支払事由が生じた保険ۚの受取人は、஗଺なくඞ要ॻ類（別表１）を提出して、その保険ۚを੥ٻしてください。
３．高度障害保険ۚの受取人が被保険者で、被保険者に高度障害保険ۚを੥ٻできない特別な事情があるときは、੥ٻ時におい

て次のいずれかの条件を満たしている者が、その事情をձࣾにਃし出て、ձࣾが承୚した場合、被保険者の୅理人として高
度障害保険ۚを੥ٻすることができます。ただし、故意に高度障害保険ۚの支払事由を生じさせた者または故意に被保険者
を高度障害保険ۚの੥ٻができない状態に該当させた者は、被保険者の୅理人としての取ѻを受けることができません。
(１) 被保険者と同居または被保険者と生計を一にする被保険者のށ੶上の഑偶者
(２) 被保険者と同居または被保険者と生計を一にする被保険者の３਌等内の਌଒
４．前項の場合、ձࣾが高度障害保険ۚを支払った後に、重ෳして高度障害保険ۚの੥ٻを受けても、ձࣾは、高度障害保険ۚ
を支払いません。

（อۚݥのࢧ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̓৚ 保険ۚは、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて５Ӧ業日以内に、ձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した
場ॴで支払います。

２．保険ۚを支払うために確認がඞ要な次の各号に͛ܝる場合において、保険ܖ໿のక݁時から保険ۚ੥ٻ時までにձࣾに提出
されたॻ類だけでは確認ができないときは、それぞれ当該各号に定める事項の確認（ձࣾの指定した医ࢣによる診断を含み
ます。）を行います。この場合には、前項の規定にかかわらず、保険ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日
のཌ日からその日を含めて30日を経過する日とします。この場合、ձࣾは保険ۚの੥ٻをした者にそのࢫを通知します。
(１) 保険ۚの支払事由発生の有ແの確認がඞ要な場合

保険ۚの支払事由に該当する事࣮の有ແ
(２) 保険ۚ支払の免੹事由に該当する可能性がある場合

保険ۚの支払事由が発生した原因
(３) 告知義務ҧ反に該当する可能性がある場合

ձࣾが告知をٻめた事項および告知義務ҧ反にࢸった原因
(４) この໿׺に定める重大事由、ٗ࠮または不法取得目的に該当する可能性がある場合

前２号に定める事項、第17条（重大事由による解除）第１項第４号①からᶇまでに該当する事࣮の有ແまたは保険ܖ໿者、
被保険者もしくは死๢保険ۚ受取人の保険ܖ໿క݁の目的もしくは保険ۚ੥ٻの意図に関する保険ܖ໿のక݁時から保
険ۚ੥ٻ時までにおける事࣮

３．前項の確認をするため、次の各号に͛ܝる事項についての特別なরձ΍調ࠪが不可ܽな場合には、前２項にかかわらず、保
険ۚを支払うべきظ限は、ඞ要ॻ類がձࣾに౸着した日のཌ日からその日を含めて当該各号に定める日数（各号のうちෳ数
に該当する場合には、それぞれに定める日数のうち࠷も多い日数）を経過する日とします。この場合、ձࣾは保険ۚの੥ٻ
をした者にそのࢫを通知します。
(１) 前項各号に定める事項についての医療機関または医ࢣに対するরձのうち、রձઌの指定するॻ໘等のํ法に限定され

るরձ 30日
(２) 前項第２号から第４号に定める事項についてのห護࢜法（昭和24年法律第205号）にもとづくরձその他の法令にもとづ

くরձ 90日
(３) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項についてのڀݚ機関等のઐ໳機関による医学または工学等の科学ٕज़的

な特別の調ࠪ、分ੳまたはؑ定 90日
(４) 前項第１号、第２号または第４号に定める事項に関し、保険ܖ໿者、被保険者または死๢保険ۚ受取人を被ٙ者として、

૞ࠪ、起ૌその他の刑事手続が開始されたことが報道等から明らかである場合における、前項第１号、第２号または第
４号に定める事項に関する、ૹக、起ૌ、൑ܾ等の刑事手続の݁果についての࡯ݕ、࡯ܯ等の૞ࠪ機関またはࡋ൑ॴに
対するরձ 180日

(５) 前項各号に定める事項についての日本国外における調ࠪ 90日
(６) 前項各号に定める事項についてのࡂ害ٹ助法（昭和22年法律第118号）が適用された஍Ҭにおける調ࠪ 60日
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４．前２項に͛ܝるඞ要な事項の確認に際し、保険ܖ໿者、被保険者または保険ۚの受取人が、正当な理由なく当該確認を๦͛、
またはこれに応じなかったとき（ձࣾの指定した医ࢣによるඞ要な診断に応じなかったときを含みます。）は、ձࣾは、こ
れにより当該事項の確認が஗Ԇしたظ間の஗଺の੹೚をෛわず、その間は保険ۚを支払いません。

̐ɽอݥྉの෷ࠐ

（อݥྉの෷ࠐ）
ୈ̔৚ 保険ྉの払込ํ法〈回数〉は月払です。
２．第２回以後の保険ྉは、保険ྉ払込ظ間中、ຖ回第９条（保険ྉの払込ํ法〈経路〉）第１項に定める払込ํ法にैい、月
単位のܖ໿応当日の属する月のॳ日から末日までのظ間（以下、「払込ظ月」といいます。）内に払い込んでください。

３．前項で払い込むべき保険ྉは、その払込ظ月の月単位のܖ໿応当日から次の月単位のܖ໿応当日の前日までのظ間に対応す
る保険ྉとします。

４．第２項の保険ྉが、月単位のܖ໿応当日の前日までに払い込まれ、かつ、その日までに保険ܖ໿が消໓した場合には、ձࣾ
は、その払い込まれた保険ྉを保険ܖ໿者（保険ۚを支払うときは保険ۚの受取人）に払い໭します。

５．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、月単位のܖ໿応当日以後末日までに保険ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、
その支払うべき保険ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。

（อݥྉの෷ํࠐ๏〈ܦ࿏〉）
ୈ９৚ 第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は、ձࣾと保険ྉの口࠲ৼସの取ѻを提ܞしているۚ༥機関等（以下、「提ܞ

ۚ༥機関」といいます。この場合、ձࣾが保険ྉのऩೲ業務をҕୗしている機関の指定するۚ༥機関等を含みます。）の口
。ৼସによるํ法とします࠲

２．保険ྉは、払込ظ月中のձࣾの定めた日（以下、「ৼସ日」といいます。）に、保険ܖ໿者が指定する提ۚܞ༥機関の口࠲（以
下、「指定口࠲」といいます。）から保険ྉ૬当ֹをձࣾの口࠲にৼりସえることにより、ձࣾに払い込まれるものとします。
ただし、ৼସ日が提ۚܞ༥機関のٳ業日に該当する場合は、ཌӦ業日をৼସ日とします。

３．前項の場合、ৼସ日に保険ྉの払込があったものとします。
４．第２項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、ձࣾが指定した経路により、保険ྉをձࣾの本ࣾまた
はձࣾの指定した場ॴに払い込むことができます。

５．前項の保険ྉの払込がなかった場合には、ཌ月分のৼସ日に再度ཌ月分と合わせて２ϱ月分の保険ྉの口࠲ৼସを行います。
６．前項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、保険ܖ໿者は、第10条（༛予ظ間および保険ܖ໿の失効）第１項に定め
る༛予ظ間内に、ձࣾが指定した経路により、払込ظ月の過͗た保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込ん
でください。

７．保険ܖ໿者は、指定口࠲を提ۚܞ༥機関の他の口࠲に変ߋすることができます。この場合、あらかじめձࣾおよび当該提ܞ
ۚ༥機関にਃし出てください。

８．提ۚܞ༥機関が保険ྉの口࠲ৼସの取ѻをఀࢭした場合には、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。この場合には、
保険ܖ໿者は、指定口࠲を他の提ۚܞ༥機関に変ߋしてください。

９．ձࣾまたは提ۚܞ༥機関の事情により、ձࣾは、ৼସ日を変ߋすることがあります。この場合、ձࣾはそのࢫをあらかじめ
保険ܖ໿者に通知します。

10．同一の指定口࠲から２件以上の保険ܖ໿の保険ྉをৼりସえる場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対しそのৼସॱংを指定で
きないものとします。

11．ձࣾは、口࠲ৼସにより払い込まれた保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

̑ɽ༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ

（༛༧͓ؒظΑͼอܖݥ໿のࣦޮ）
ୈ10৚ 第２回以後の保険ྉの払込については、払込ظ月のཌ月ॳ日から末日までが༛予ظ間となります。
２．༛予ظ間内に保険ྉが払い込まれないときは、保険ܖ໿は༛予ظ間満ྃ日のཌ日から効力を失います。
３．༛予ظ間中に保険ۚの支払事由が生じた場合には、ձࣾは、その支払うべき保険ۚからະ払込保険ྉをࠩし引きます。

６ɽอܖݥ໿の෮׆

（อܖݥ໿の෮׆）
ୈ11৚ 保険ܖ໿者は、保険ܖ໿が効力を失った日からその日を含めて３Χ月以内であれ͹、ձࣾの承୚を得て、保険ܖ໿を復

̍
೥
ఆ
ظ
อ
ݥ
ී
௨
อ
ݥ
約
款

147

約
款



活することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の復活を੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．ձࣾが本条の復活を承୚したときは、保険ܖ໿者は、ձࣾの指定した日までに、Ԇ଺保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定
した場ॴに払い込んでください。

４．第１条（੹೚開始ظ）第１項の規定は、本条の場合に準用します。
５．保険ܖ໿を復活した場合には、保険ূ݊を発行しません。

̓ɽอܖݥ໿のऔফ、ແޮ͓Αͼղ除

（Αるऔফʹٗ࠮）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者または被保険者のٗ࠮により保険ܖ໿をక݁または復活したときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことがで
きます。この場合、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（不๏औಘ໨的ʹΑるແޮ）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者が保険ۚを不法に取得する目的または他人に保険ۚを不法に取得させる目的をもって保険ܖ໿をక݁または
復活したときは、保険ܖ໿をແ効とし、すでに払い込んだ保険ྉは払い໭しません。

（知義຿ࠂ）
ୈ14৚ 保険ܖ໿のక݁または復活の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちձࣾॴ定のॻ໘で告知をٻめた事
項について、保険ܖ໿者または被保険者は、そのॻ໘により告知してください。また、ձࣾの指定する医ࢣが口頭で質問し
た事項については、その医ࢣに口頭で告知してください。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ）
ୈ15৚ 前条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、保険ܖ໿者または被保険者が、故意または重大な過失により、事
࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛た場合には、ձࣾは、ক来に޲って保険ܖ໿を解除することができます。

２．ձࣾは、保険ۚの支払事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除することができます。この場合、ձࣾは、
保険ۚを支払いません。もし、すでに保険ۚを支払っていたときは、そのฦؐを੥ٻします。

３．前項の規定にかかわらず、保険ۚの支払事由の発生が解除の原因となった事࣮によらなかったことを、保険ܖ໿者、被保険
者または保険ۚの受取人がূ明したときは、保険ۚを支払います。

４．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、ձࣾはそのࢫを保険ܖ໿者に通知します。ただし、保険ܖ໿者またはそのॅ
ॴもしくは居ॴが不明であるか、その他正当な理由により保険ܖ໿者に通知できない場合には、被保険者または保険ۚの受
取人に通知します。

（อܖݥ໿Λղ除Ͱ͖な͍৔߹）
ୈ16৚ ձࣾは、次のいずれかの場合には、前条の規定による保険ܖ໿の解除をすることができません。
(１) 保険ܖ໿のక݁または復活の際、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知っていたときまたは過失のため知らなかったとき
(２) ձࣾのために保険ܖ໿のక݁のഔ介を行うことができる者（ձࣾのために保険ܖ໿のక݁の୅理を行うことができる者

を除き、以下、本条において「保険ഔ介者」といいます。）が、保険ܖ໿者または被保険者が第14条（告知義務）に規定
する告知をすることを๦͛たとき

(３) 保険ഔ介者が、保険ܖ໿者または被保険者に対し第14条に規定する告知をしないことをקめたとき、または事࣮でない
ことを告͛ることをקめたとき

(４) 保険ܖ໿のక݁または復活後、ձࣾが解除の原因となる事࣮を知った日（正当な理由により解除の通知ができない場合
には、その通知ができる日）からその日を含めて１Χ月を経過したとき

(５) ੹೚開始ظの属する日からその日を含めて２年をこえて保険ܖ໿が有効にܧ続したとき。ただし、੹೚開始ظの属する
日から２年以内に解除の原因となる事࣮にもとづいて保険ۚの支払事由が生じていた場合を除きます。

２．前項第２号および第３号の場合には、各号に規定する保険ഔ介者の行為がなかったとしても、保険ܖ໿者または被保険者が、
第14条の規定によりձࣾが告知をٻめた事項について、事࣮を告͛なかったかまたは事࣮でないことを告͛たと認められる
場合には、適用しません。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ17৚ ձࣾは、次の各号のいずれかに定める事由が生じた場合には、ক来に޲かってこの保険ܖ໿を解除することができます。
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(１) 保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人が、死๢保険ۚ（他の保険ܖ໿の死๢保険ۚを含み、保険種類および給෇の໊শの
೗Կを問いません。）を࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故টக（ະ਱を含みます。）をした場合

(２) 保険ܖ໿者または被保険者が、この保険ܖ໿の高度障害保険ۚを࠮取する目的または他人に࠮取させる目的で、事故ট
க（ະ਱を含みます。）をした場合

(３) この保険ܖ໿の保険ۚの੥ٻに関し、保険ۚの受取人にٗ࠮行為（ະ਱を含みます。）があった場合
(４) 保険ܖ໿者、被保険者または保険ۚの受取人が、次のいずれかに該当するとき

①๫力ஂ、๫力ஂһ（๫力ஂһでなくなった日から５年を経過しない者を含みます。）、๫力ஂ準構成һ、๫力ஂ関ا܎
業その他の反ࣾձ的੎力（以下、「反ࣾձ的੎力」といいます。）に該当すると認められること
②反ࣾձ的੎力に対してۚࢿ等を提供し、または便ٓを供༩するなどの関༩をしていると認められること
③反ࣾձ的੎力を不当にར用していると認められること
ᶆ保険ܖ໿者または保険ۚの受取人が法人の場合、反ࣾձ的੎力がその法人の経Ӧを支഑し、またはその法人の経Ӧに
࣮質的に関༩していると認められること
ᶇその他反ࣾձ的੎力とࣾձ的に非難されるべき関܎を有していると認められること

(５) 他の保険ܖ໿が重大事由によって解除され、または保険ܖ໿者、被保険者または死๢保険ۚ受取人が他の保険者との間
でక݁した保険ܖ໿もしくは共ܖࡁ໿が重大事由により解除されるなどにより、ձࣾの保険ܖ໿者、被保険者または死
๢保険ۚ受取人に対する৴པを損ない、この保険ܖ໿をܧ続することをظ଴しえない前４号に͛ܝる事由と同等の事由
がある場合

２．ձࣾは、保険ۚの支払事由が生じた後でも、前項の規定によりこの保険ܖ໿を解除することができます。この場合には、前
項各号に定める事由の発生時以後に生じた支払事由による保険ۚ（前項第４号のみに該当した場合で、前項第４号①からᶇ
までに該当した者が保険ۚの受取人のみであり、その保険ۚの受取人が保険ۚの一部の受取人であるときは、保険ۚのうち、
その受取人に支払われるべき保険ۚをいいます。以下、本項において同じ。）は支払いません。もし、すでに保険ۚを支払っ
ていたときは、そのฦؐを੥ٻします。

３．本条の規定により保険ܖ໿を解除するときは、第15条（告知義務ҧ反による解除）第４項の規定を準用します。

̔ɽղ໿͓Αͼ෷໭ۚ

（ղ໿）
ୈ18৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かって保険ܖ໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（෷໭ۚ）
ୈ19৚ この保険ܖ໿には解໿その他により保険ܖ໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

９ɽܖ໿内༰のมߋ

（อֹۚݥのֹݮ）
ୈ20৚ 保険ܖ໿者は、保険ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の保険ֹۚは、ձࣾの定めるֹۚ以上であること

を要します。
２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．保険ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

10ɽࢮ๢อۚݥडऔਓ͓Αͼอܖݥ໿ऀ

（ߋडऔਓのมۚݥ๢อࢮ）
ୈ21৚ 保険ܖ໿者またはその承ܧ人は、死๢保険ۚの支払事由が発生するまでは、被保険者の同意を得て、ձࣾに対する通知
により、死๢保険ۚ受取人を変ߋすることができます。

２．保険ܖ໿者が本条の変ߋをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾに提出してください。
３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。
４．第１項の通知がձࣾに౸ୡする前に変ߋ前の死๢保険ۚ受取人に死๢保険ۚを支払ったときは、その支払後に変ߋ後の死๢
保険ۚ受取人から死๢保険ۚの੥ٻを受けても、ձࣾはこれを支払いません。
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５．死๢保険ۚ受取人が死๢保険ۚの支払事由の発生以前に死๢したときは、その法定૬続人を死๢保険ۚ受取人とします。
６．前項の規定により死๢保険ۚ受取人となった者が死๢した場合に、この者に法定૬続人がいないときは、前項の規定により
死๢保険ۚ受取人となった者のうち生ଘしている他の死๢保険ۚ受取人を死๢保険ۚ受取人とします。

７．前２項により死๢保険ۚ受取人となった者が２人以上いる場合、その受取ׂ合はۉ等とします。

（อܖݥ໿ऀのมߋ）
ୈ22৚ 保険ܖ໿者は、被保険者およびձࣾの同意を得て、そのݖརおよび義務のすべてを第ࡾ者に承ܧさせることができます。
２．保険ܖ໿者が本条の変ߋを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ

い。
３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（อܖݥ໿ऀ·ͨ͸ࢮ๢อۚݥडऔਓの୅表ऀ）
ୈ23৚ 保険ܖ໿者が２人以上あるときまたは死๢保険ۚ受取人が２人以上あるときは、各୅表者１人を定めてください。その
୅表者は、それぞれ他の保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取人を୅理するものとします。

２．前項の୅表者が定まらないときまたはそのॅॴもしくは居ॴが不明であるときは、ձࣾが保険ܖ໿者または死๢保険ۚ受取
人の１人に対してした行為は、他の者に対しても効力を生じます。

３．保険ܖ໿者が２人以上ある場合には、その੹೚は連帯とします。

（อܖݥ໿ऀのॅॴのมߋ）
ୈ24৚ 保険ܖ໿者がॅॴ（通৴ઌを含みます。以下、本条において同じ。）を変ߋしたときは、すみ΍かにձࣾの本ࣾまたは

ձࣾの指定した場ॴに通知してください。
２．前項の通知がなく、保険ܖ໿者のॅॴをձࣾが確認できなかった場合には、ձࣾの知った࠷後のॅॴあてに発した通知は、
通常౸ୡに要するظ間を経過した時に、保険ܖ໿者に౸ୡしたものとみなします。

11ɽඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ

（ඃอऀݥの৬ۀ、స͓ډΑͼཱྀߦ）
ୈ25৚ 被保険者が保険ܖ໿のܧ続中にどのような৬業にै事し、またはどこに転居もしくはཱྀ行しても、ձࣾは、保険ܖ໿を

解除せず、または保険ྉの変ߋもしないで保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。ただし、第17条（重大事由による解除）第１項第
４号の規定により保険ܖ໿を解除する場合には、本条の規定は適用しません。

12ɽ೥ྸの͓ࢉܭΑͼܖ໿೥ྸ·ͨ͸性別のޡΓのॲཧ

（೥ྸのࢉܭ）
ୈ26৚ 被保険者のܖ໿年ྸはܖ໿日における満年で計ࢉし、１年ະ満の୺数は切りࣺてます。
２．保険ܖ໿క݁後の被保険者の年ྸは、前項のܖ໿年ྸに、年単位のܖ໿応当日͝とに１ࡀを加えて計ࢉします。

（Γのॲཧޡ໿೥ྸ͓Αͼ性別のܖ）
ୈ27৚ 保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の年ྸにޡりがあった場合、ܖ໿日およびޡりの事࣮が発見された日における࣮際の年
ྸがձࣾの定める範囲外であったときは、ձࣾは、保険ܖ໿を取り消すことができるものとし、すでに払い込まれた保険ྉ
を保険ܖ໿者に払い໭し、その他のときはձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

２．保険ܖ໿のਃ込の際、被保険者の性別にޡりがあった場合には、ձࣾの定めるํ法によりగ正して保険ܖ໿をܧ続します。

13ɽܖ໿ऀ഑౰

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ28৚ この保険ܖ໿に対するܖ໿者഑当はありません。

14ɽޮ࣌

（ޮ࣌）
ୈ29৚ 保険ۚその他この保険ܖ໿による諸支払ۚの支払を੥ٻするݖརは、３年間੥ٻがない場合には消໓します。
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15ɽ管ࡋ׋൑ॴ

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ30৚ この保険ܖ໿における保険ۚの੥ٻに関するૌুについては、ձࣾの本ࣾまたは保険ۚの受取人（保険ۚの受取人が２
人以上いるときは、その୅表者とします。）のॅॴ஍を管׋する高等ࡋ൑ॴ（本庁とします。）のॴࡏ஍を管׋する஍ํࡋ൑
ॴをもって、合意による管ࡋ׋൑ॴとします。

16ɽܖ໿内༰のొ࿥

（໿内༰のొ࿥ܖ）
ୈ31৚ ձࣾは、保険ܖ໿者および被保険者の同意を得て、次の事項を一般ࣾஂ法人生໋保険ڠձ（以下、「ڠձ」といいます。）
にొ࿥します。
(１) 保険ܖ໿者ならびに被保険者の໊ࢯ、生年月日、性別およびॅॴ（܊、۠、ࢢまでとします。）
(２) 死๢保険ۚのֹۚ
(３) （。後の復活の日とします。以下、第２項において同じ࠷、復活が行われた場合は）໿日ܖ
(４) 当ձ໊ࣾ
２．前項のొ࿥のظ間は、ܖ໿日から５年以内とします。
同組合連合ձ（以下、「各生໋保険ձࣾ等」といいます。）は、第１項の規ڠ೶業ࡁձ加ໍの各生໋保険ձࣾおよび全国共ڠ．３
定によりొ࿥された被保険者について、保険ܖ໿（死๢保険ۚのある保険ܖ໿をいいます。また、死๢保険ۚまたはࡂ害死
๢保険ۚのある特໿を含みます。以下、本条において同じ。）のਃ込（復活、復چ、保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加
のਃ込を含みます。）を受けたときは、ڠձに対して第１項の規定によりొ࿥された内容についてরձすることができるも
のとします。この場合、ڠձからその݁果の連བྷを受けるものとします。

４．各生໋保険ձࣾ等は、第２項のొ࿥のظ間中に保険ܖ໿のਃ込があった場合、前項によって連བྷされた内容を保険ܖ໿の承
୚（復活、復چ、保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加の承୚を含みます。以下、本条において同じ。）の൑断のࢀ考とす
ることができるものとします。

５．各生໋保険ձࣾ等は、ܖ໿日（復活、復چ、保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加が行われた場合は、࠷後の復活、復چ、
保険ֹۚの増ֹまたは特໿の中్෇加の日とします。以下、本項において同じ。）から５年以内に保険ܖ໿について死๢保
険ۚまたは高度障害保険ۚの੥ٻを受けたときは、ڠձに対して第１項の規定によりొ࿥された内容についてরձし、その
݁果を死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの支払の൑断のࢀ考とすることができるものとします。

６．各生໋保険ձࣾ等は、連བྷされた内容を承୚の൑断または支払の൑断のࢀ考とする以外に用いないものとします。
。ձおよび各生໋保険ձࣾ等は、ొ࿥または連བྷされた内容を他にެ開しないものとしますڠ．７
８．保険ܖ໿者または被保険者は、ొ࿥または連བྷされた内容について、ձࣾまたはڠձにরձすることができます。また、そ
の内容が事࣮と૬ҧしていることを知ったときは、そのగ正を੥ٻすることができます。

９．第３項、第４項および第５項中、被保険者、保険ܖ໿、死๢保険ۚ、ࡂ害死๢保険ۚ、保険ֹۚ、高度障害保険ۚとあるの
は、೶業ڠ同組合法にもとづく共ܖࡁ໿においては、それぞれ、被共ࡁ者、共ܖࡁ໿、死๢共ࡂ、ۚࡁ害死๢共ۚࡁ、共ࡁ
ֹۚ、後Ҩ障害共ۚࡁとಡみସえます。

17ɽΠンλʔωοτʹΑるਃࠐ౳ʹؔする特ଇ

（ΠンλʔωοτʹΑるਃࠐ౳ʹؔする特ଇ）
ୈ32৚ 保険ܖ໿者（保険ܖ໿者となる者を含みます。以下、本条において同じとします。）が、インターωット（電子通৴機
器による電気通৴回ઢをいい、情報処理機器等の通৴手ஈを含みます。以下、同じとします。）をഔ介として保険ܖ໿のਃ
込または保険ܖ໿の復活の੥ٻ（以下、本条において「保険ܖ໿のਃ込等」といいます。）を行う場合には、この特則を適
用します。

２．この特則を適用した場合、次のとおり取りѻいます。
(１) 保険ܖ໿者と被保険者は同一人であることを要します。
(２) 保険ܖ໿者は、インターωット上にձࣾがઃけたਃ込ը໘または復活੥ٻը໘（以下、「ਃ込ը໘等」といいます。）に

おいて保険ܖ໿のਃ込等に܎るॴ要事項を入力（音声ࣝ別機能によるものを含みます。以下、同じとします。）し、イン
ターωットをഔ介として、ձࣾにૹ৴することにより、保険ܖ໿のਃ込等を行うものとします。

(３) 第14条（告知義務）を次のとおりಡみସえます。
「保険ܖ໿のక݁または復活の際、支払事由の発生の可能性に関する重要な事項のうちਃ込ը໘等でձࣾが告知をٻめた
事項について、保険ܖ໿者は、そのਃ込ը໘等に入力して、インターωットをഔ介として、ձࣾにૹ৴することにより
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告知してください。」
(４) ձࣾは、保険ܖ໿者により入力されたॴ要事項の受৴をもって、保険ܖ໿のਃ込等があったものとします。
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がん特໿

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者ががんと診断確定された場合またはがんの治療を目的として入Ӄした場合に、ॴ定の給෇を行うことを主
な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」

といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。
２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ２৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

(１)
が
ん
診
断
給
෇
ۚ

被保険者がこの特໿の保険ظ間中に、次のいずれかに該当したとき
①この特໿の੹೚開始ظの属する日からその日を含めて90日を経過した日のཌ日（以
下、「がん保障の੹೚開始日」といいます。）以後に、ॳめて別表18に定める悪性新
生物（以下、「がん」といいます。）と診断確定されたとき
②次の条件のすべてを満たす別表２に定める入Ӄ（以下、「入Ӄ」といいます。）をし
たとき
❞がん保障の੹೚開始日（がん保障の੹೚開始日以後に復活が行われた場合は、࠷
後の復活の際の੹೚開始ظ。以下、本項において同じ。）以後に診断確定された
がんを直接の原因とする入Ӄ
❟がんの治療を目的とする別表２に定める病Ӄまたは診療ॴにおける入Ӄ
❠直前に支払われたがん診断給෇ۚの支払事由に該当した日からその日を含めて１
年を経過した日のཌ日以後の入Ӄ

がん診断給෇ֹۚ

被
保
険
者

(２)
上
皮
内
新
生
物
診
断
給
෇
ۚ

被保険者が、がん保障の੹೚開始日以後のこの特໿の保険ظ間中に、ॳめて別表19に
定める上皮内新生物（以下、「上皮内新生物」といいます。）と診断確定されたとき

がん診断給෇ֹۚの
50ˋ

被
保
険
者

２．前項において、がんまたは上皮内新生物の診断確定は、病理組織学的ॴ見により、医ࢣのࢿ格を持つ者によりなされること
を要します。ただし、病理組織学的ࠪݕが行われなかった場合においても、ձࣾが認めたその他のํ法で診断が確定された
場合には、その診断確定も認めます。

３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者を
がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保
険ূ݊に記載したときは、被保険者をがん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの受取人とします。

（がん਍அڅ෇͓ۚΑͼ上皮内新生物਍அڅ෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ３৚ がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの支払限度は次のとおりとします。
(１) がん診断給෇ۚ

この特໿の保険ظ間を通じ、６回とします。
(２) 上皮内新生物診断給෇ۚ
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この特໿の保険ظ間を通じ、１回とします。

（がん਍அڅ෇͓ۚΑͼ上皮内新生物਍அڅ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̐৚ がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以
下、「主໿׺」といいます。）の規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ̑৚ 主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の΄か、この特໿の保険ྉの払込の免除については、主໿׺の保険ྉの払込の免除に関する規定を準用します。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ６৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛
予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̓৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̔৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ

います。

（がんอ障の੹೚։࢝೔લのがん਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ９৚ 被保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日（復活が行われた場合には、࠷後の復活の際の੹೚開始
、໿者または被保険者のその事࣮の知ܖ以下、本条において同じ。）の前日までにがんと診断確定されていた場合は、保険。ظ
不知にかかわらず、この特໿またはこの特໿の復活はແ効とします。（上皮内新生物と診断確定された場合は本条のແ効の
対象とはなりません。）

２．前項の場合、すでに払い込まれたこの特໿の保険ྉ（復活の際のແ効の場合には、復活の際のこの特໿のԆ଺保険ྉおよび
復活以後のこの特໿の保険ྉとします。）は次のとおり取りѻいます。
(１) 告知前に、被保険者ががんと診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者がともに知らなかった場合には、

保険ܖ໿者に払い໭します。
(２) 告知前に、被保険者ががんと診断確定されていた事࣮を、保険ܖ໿者または被保険者のいずれか一人でも知っていた場

合には、払い໭しません。
(３) 告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までに被保険者ががんと診断確定されていた場合には、保険ܖ໿者に払い໭

します。
３．本条の適用がある場合は、第10条（告知義務および告知義務ҧ反による解除）および第11条（重大事由による解除）の規定

は適用しません。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ10৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について

は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ11৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。
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（がん਍அڅ෇ֹۚのֹݮ）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、がん診断給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後のがん診断給෇ֹۚは、ձࣾの定めるۚ

ֹ以上であることを要します。
２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．がん診断給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（特໿のফ໓）
ୈ14৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
(２) がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚが、いずれも第３条（がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの

支払限度）に定める支払限度にୡしたとき

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ15৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ16৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ17৚ この特໿の給෇ۚまたは保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ18৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ओܖ໿が特別৚݅෇ܖ໿の৔߹の特ଇ）
ୈ19৚ 主ܖ໿が特別条件෇ܖ໿の場合には、この特໿に指定疾病・指定部位不୲保法による特別条件が෇加されるものとし、
その指定疾病・指定部位および不୲保ظ間は、主ܖ໿の指定疾病・指定部位および不୲保ظ間と同一とします。

２．本条の規定によりこの特໿に特別条件を෇加した場合には、主໿׺の特別条件をつける場合の特則の規定を準用します。

（備考）
治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的とする入Ӄ」には該当しません。
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急性心筋梗塞・脳卒中特໿

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者が急性心筋梗塞または脳卒中の治療を目的として入Ӄした場合に、ॴ定の給෇を行うことを主な内容とす
るものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」
といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。

２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ２৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

(１)
急
性
心
筋
梗
塞
治
療
給
෇
ۚ

被保険者がこの特໿の保険ظ間中に次の条件のすべてを満たす別表２に定める入Ӄ
（以下、「入Ӄ」といいます。）をしたとき
①この特໿の੹೚開始ظ（復活が行われた場合は、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。以
下同じ。）以後に発病した別表９に定める急性心筋梗塞（以下、「急性心筋梗塞」と
いいます。）を直接の原因とする入Ӄ。ただし、すでに急性心筋梗塞治療給෇ۚが
支払われたことがある場合には、直前に支払われた急性心筋梗塞治療給෇ۚの支払
事由に該当した日からその日を含めて１年を経過した日のཌ日以後の入Ӄとしま
す。
②急性心筋梗塞の治療を目的とする別表２に定める病Ӄまたは診療ॴ（以下、「病Ӄ
または診療ॴ」といいます。）における入Ӄ

特໿給෇ֹۚ

被
保
険
者

(２)
脳
卒
中
治
療
給
෇
ۚ

被保険者がこの特໿の保険ظ間中に次の条件のすべてを満たす入Ӄをしたとき
①この特໿の੹೚開始ظ以後に発病した別表９に定める脳卒中（以下、「脳卒中」と
いいます。）を直接の原因とする入Ӄ。ただし、すでに脳卒中治療給෇ۚが支払わ
れたことがある場合には、直前に支払われた脳卒中治療給෇ۚの支払事由に該当し
た日からその日を含めて１年を経過した日のཌ日以後の入Ӄとします。
②脳卒中の治療を目的とする病Ӄまたは診療ॴにおける入Ӄ

特໿給෇ֹۚ

被
保
険
者

２．前項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者を急
性心筋梗塞治療給෇ۚおよび脳卒中治療給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保
険ূ݊に記載したときは、被保険者を急性心筋梗塞治療給෇ۚおよび脳卒中治療給෇ۚの受取人とします。

３．被保険者がこの特໿の੹೚開始ظ前に発病した急性心筋梗塞または脳卒中を直接の原因として入Ӄした場合でも、この特໿
の੹೚開始ظの属する日からその日を含めて２年を経過した後に開始した入Ӄは、この特໿の੹೚開始ظ以後の原因による
ものとみなします。

４．第１項に定める支払事由にかかわらず、被保険者がこの特໿の੹೚開始ظ前に発病した急性心筋梗塞または脳卒中を直接の
原因として、この特໿の੹೚開始ظ以後に急性心筋梗塞治療給෇ۚまたは脳卒中治療給෇ۚの支払事由に該当した場合は、
次のとおりとします。
(１) この特໿のక݁または復活の際、ձࣾが、告知等により知っていたその急性心筋梗塞または脳卒中に関する事࣮にもと

づいて承୚した場合には、その承୚した範囲内で急性心筋梗塞治療給෇ۚまたは脳卒中治療給෇ۚを支払います。ただ
し、事࣮の一部が告知されなかったことにより、その急性心筋梗塞または脳卒中に関する事࣮をձࣾが正確に知ること
ができなかった場合を除きます。

(２) その急性心筋梗塞または脳卒中について、この特໿の੹೚開始ظ前に被保険者が医ࢣの診࡯を受けたことがなく、かつ、
において異常の指ఠを受けたことがない場合には、急性心筋梗塞治療給෇ۚ（。診断、人間ドックを含みます߁健）ࠪݕ
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または脳卒中治療給෇ۚを支払います。ただし、その急性心筋梗塞または脳卒中による症状について、保険ܖ໿者また
は被保険者が認ࣝまたは自֮していた場合を除きます。

（急性心筋梗塞څྍ࣏෇͓ۚΑͼ脳卒中څྍ࣏෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ３৚ 急性心筋梗塞治療給෇ۚおよび脳卒中治療給෇ۚの支払限度は、この特໿の保険ظ間を通じ、それぞれ６回とします。

（急性心筋梗塞څྍ࣏෇͓ۚΑͼ脳卒中څྍ࣏෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̐৚ 急性心筋梗塞治療給෇ۚおよび脳卒中治療給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺
（以下、「主໿׺」といいます。）の規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ̑৚ 主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の΄か、この特໿の保険ྉの払込の免除については、主໿׺の保険ྉの払込の免除に関する規定を準用します。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ６৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛
予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̓৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̔৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ

います。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ９৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について

は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ10৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ11৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（特໿څ෇ֹۚのֹݮ）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者は、特໿給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の特໿給෇ֹۚは、ձࣾの定めるֹۚ以上で

あることを要します。
２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．特໿給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（特໿のফ໓）
ୈ13৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
(２) 急性心筋梗塞治療給෇ۚおよび脳卒中治療給෇ۚが、いずれも第３条（急性心筋梗塞治療給෇ۚおよび脳卒中治療給෇

ۚの支払限度）に定める支払限度にୡしたとき
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（特໿の෷໭ۚ）
ୈ14৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ15৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ16৚ この特໿の給෇ۚまたは保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ17৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ओܖ໿が特別৚݅෇ܖ໿の৔߹の特ଇ）
ୈ18৚ 主ܖ໿が特別条件෇ܖ໿の場合には、この特໿に指定疾病・指定部位不୲保法による特別条件が෇加されるものとし、
その指定疾病・指定部位および不୲保ظ間は、主ܖ໿の指定疾病・指定部位および不୲保ظ間と同一とします。

２．本条の規定によりこの特໿に特別条件を෇加した場合には、主໿׺の特別条件をつける場合の特則の規定を準用します。

（備考）
治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的とする入Ӄ」には該当しません。
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௨Ӄ特໿

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者がケガまたは病気の治療を目的として通Ӄした場合に、ॴ定の給෇を行うことを主な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」

といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。
２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ２৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

通
Ӄ
給
෇
ۚ

被保険者が、この特໿の保険ظ間中に次の条件のすべてを満たす別表２に定める通
Ӄ（ԟ診を含みます。以下、「通Ӄ」といいます。）をしたとき
①主ܖ໿の入Ӄ給෇ۚ（以下、「入Ӄ給෇ۚ」といいます。）が支払われる入Ӄのୀ
Ӄ日のཌ日から120日以内のظ間（以下、「通Ӄظ間」といいます。）における通
Ӄ
②上記①の入Ӄと同一の原因を直接の原因とする通Ӄ
③治療を目的とする別表２に定める病Ӄまたは診療ॴ΁の通Ӄ

１回の入Ӄのその通Ӄ
につき、
通Ӄ給෇ۚ日ֹ

ʷ
通Ӄ日数

被
保
険
者

２．前項の規定にかかわらず、次のいずれかにより、通Ӄ給෇ۚの支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この特໿の計ࢉ
の基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾは、通Ӄ給෇ۚを࡟減して支払い、または通Ӄ給෇ۚを支払わないことがありま
す。
(１) ஍਒、෾Րまたは௡波によるとき
(２) ઓ૪その他の変ཚによるとき
３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者を
通Ӄ給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保険者
を通Ӄ給෇ۚの受取人とします。

４．次のいずれかに該当する場合には通Ӄ給෇ۚは重ෳして支払いません。
(１) 被保険者が同一の日に２回以上通Ӄをしたとき（この場合、１回の通Ӄとみなします。）
(２) 被保険者が２以上の事由の治療を目的とした１回の通Ӄをしたとき
５．被保険者の通Ӄظ間中に通Ӄ給෇ۚ日ֹが変ߋされた場合には、通Ӄ給෇ۚの支払ֹは、各日現ࡏの通Ӄ給෇ۚ日ֹに応じ
て計ࢉします。

６．被保険者が入Ӄ給෇ۚの支払対象となる日に通Ӄしたときは、通Ӄの原因がその入Ӄの原因と同一であるか൱かにかかわら
ず、通Ӄ給෇ۚは支払いません。

７．被保険者が２回以上入Ӄした場合で、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の規定により１回の入Ӄとみ
なされる入Ӄにかかわる通Ӄについては、次のとおり取りѻいます。
(１) 。日としますࢉ間の起ظ終の入Ӄ給෇ۚが支払われる入ӃのୀӃ日のཌ日を通Ӄ࠷
(２) 間中の通ظ終の入Ӄ給෇ۚが支払われる入Ӄの入Ӄ日の前日までの間の通Ӄについては通Ӄ࠷、ॳの入ӃのୀӃ日後࠷

Ӄとみなします。
８．第１項に定める支払事由にかかわらず、被保険者がこの特໿の੹೚開始ظ前に生じた病気またはケガ（以下、本項において
「病気等」といいます。）を直接の原因として、この特໿の੹೚開始ظ以後に通Ӄ給෇ۚの支払事由に該当した場合は、次の
とおりとします。
(１) この特໿のక݁または復活の際、ձࣾが、告知等により知っていたその病気等に関する事࣮にもとづいて承୚した場合

には、その承୚した範囲内で通Ӄ給෇ۚを支払います。ただし、事࣮の一部が告知されなかったことにより、その病気
等に関する事࣮をձࣾが正確に知ることができなかった場合を除きます。

(２) その病気等について、この特໿の੹೚開始ظ前に被保険者が医ࢣの診࡯を受けたことがなく、かつ、ࠪݕ（健߁診断、
人間ドックを含みます。）において異常の指ఠを受けたことがない場合には、通Ӄ給෇ۚを支払います。ただし、その病
気等による症状について、保険ܖ໿者または被保険者が認ࣝまたは自֮していた場合を除きます。
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（௨Ӄڅ෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ３৚ 通Ӄ給෇ۚの支払限度は次のとおりです。
(１) １回の入Ӄ（主໿׺の規定により１回の入Ӄとみなされる場合を含みます。）のその通Ӄについての支払限度は、支払日

数30日とします。
(２) 通ࢉ支払限度は、支払日数1,095日とします。

（௨Ӄڅ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̐৚ 通Ӄ給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主໿׺の規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ̑৚ 主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の΄か、この特໿の保険ྉの払込の免除については、主໿׺の保険ྉの払込の免除に関する規定を準用します。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ６৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛
予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̓৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̔৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ

います。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ９৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について
は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ10৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ11৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（௨Ӄڅ෇ۚ೔ֹのֹݮ）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者は、通Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の通Ӄ給෇ۚ日ֹは、ձࣾの定めるֹۚ以

上であることを要します。
２．主ܖ໿の入Ӄ給෇ۚ日ֹの減ֹが行われた場合で、通Ӄ給෇ۚ日ֹがձࣾの定める限度を௒えたときは、通Ӄ給෇ۚ日ֹを
ձࣾの定める限度まで減ֹします。

３．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

４．通Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
５．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（特໿のফ໓）
ୈ13৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
(２) 通Ӄ給෇ۚの支払日数が、第３条（通Ӄ給෇ۚの支払限度）に定める通ࢉ支払限度にୡしたとき
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(３) 入Ӄ給෇ۚの支払日数が通ࢉ支払限度にୡしたとき

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ14৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ15৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ16৚ この特໿の給෇ۚまたは保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ17৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ओܖ໿が特別৚݅෇ܖ໿の৔߹の特ଇ）
ୈ18৚ 主ܖ໿が特別条件෇ܖ໿の場合には、この特໿に指定疾病・指定部位不୲保法による特別条件が෇加されるものとし、
その指定疾病・指定部位および不୲保ظ間は、主ܖ໿の指定疾病・指定部位および不୲保ظ間と同一とします。

２．本条の規定によりこの特໿に特別条件を෇加した場合には、主໿׺の特別条件をつける場合の特則の規定を準用します。

（備考）
治療を目的とする通Ӄ
治療ા置を൐わない薬剤・治療ࡐྉのߪ入・受取のみのための通Ӄなどは、「治療を目的とする通Ӄ」には該当しません。
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ೖӃҰۚ࣌特໿（෷໭ۚな͠）

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者が疾病または傷害の治療を目的として入Ӄした場合に、ॴ定の給෇を行うことを主な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」
といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。

２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ２৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳࢧ෇ۚΛڅ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋ࢧ
͍৔߹

入
Ӄ
一
時
給
෇
ۚ

被保険者がこの特໿の保険ظ間中に次の条
件のすべてを満たす別表２に定める入Ӄ
（以下、「入Ӄ」といいます。）をしたとき
ただし、入Ӄ一時給෇ۚが支払われたこと
がある場合には、直前に支払われた入Ӄ一
時給෇ۚの支払事由に該当した日からその
日を含めて60日を経過した日のཌ日以後に
次の条件のすべてを満たす入Ӄをしたと
き、または、直前に支払われた入Ӄ一時給
෇ۚの支払事由に該当した日からその日を
含めて60日を経過した日のཌ日に次の条件
のすべてを満たす入Ӄをしているときとし
ます。
①この特໿の੹೚開始ظ（復活が行われた
場合は࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。以
下同じ。）以後に生じた疾病（別表２に
定める異常分娩を含みます。以下同じ。）
または傷害を直接の原因とする入Ӄ
②治療を目的とする別表２に定める病Ӄま
たは診療ॴにおける入Ӄ

入Ӄ一時給෇ֹۚ

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当した
とき
①保険ܖ໿者または被保険者の故意また
は重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とす
る事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事
故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持
たないで運転している間に生じた事故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転
またはこれに૬当する運転をしている
間に生じた事故
ᶉ被保険者の薬物ґଘ

２．被保険者が、前項に定める入Ӄ一時給෇ۚの支払事由に該当した日に入Ӄを開始し、その入Ӄを開始した日からその日を含
めて60日を経過した日まで、前項の条件のすべてを満たす入Ӄをܧ続した場合、入Ӄ一時給෇ۚの支払事由に該当したもの
とします。

３．第１項の規定にかかわらず、次のいずれかにより、入Ӄ一時給෇ۚの支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この特໿
の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾは、入Ӄ一時給෇ۚを࡟減して支払い、または入Ӄ一時給෇ۚを支払わな
いことがあります。
(１) ஍਒、෾Րまたは௡波によるとき
(２) ઓ૪その他の変ཚによるとき
４．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者を
入Ӄ一時給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保
険者を入Ӄ一時給෇ۚの受取人とします。

５．被保険者がこの特໿の੹೚開始ظ前に生じた疾病または傷害を直接の原因として入Ӄした場合でも、この特໿の੹೚開始ظ
の属する日からその日を含めて２年を経過した後に開始した入Ӄは、この特໿の੹೚開始ظ以後の原因によるものとみなし
ます。

６．第１項に定める支払事由にかかわらず、被保険者がこの特໿の੹೚開始ظ前に生じた疾病または傷害を直接の原因として、
この特໿の੹೚開始ظ以後に入Ӄ一時給෇ۚの支払事由に該当した場合は、次のとおりとします。

(１) この特໿のక݁または復活の際、ձࣾが、告知等により知っていたその疾病または傷害に関する事࣮にもとづいて承୚

162



した場合には、その承୚した範囲内で入Ӄ一時給෇ۚを支払います。ただし、事࣮の一部が告知されなかったことにより、
その疾病または傷害に関する事࣮をձࣾが正確に知ることができなかった場合を除きます。

(２) その疾病または傷害について、この特໿の੹೚開始ظ前に被保険者が医ࢣの診࡯を受けたことがなく、かつ、ࠪݕ（健
診断、人間ドックを含みます。）において異常の指ఠを受けたことがない場合には、入Ӄ一時給෇ۚを支払います。た߁
だし、その疾病または傷害による症状について、保険ܖ໿者または被保険者が認ࣝまたは自֮していた場合を除きます。

（ೖӃҰڅ࣌෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ３৚ 入Ӄ一時給෇ۚの通ࢉ支払限度は、支払回数100回とします。

（ೖӃҰڅ࣌෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̐৚ 入Ӄ一時給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）

の規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ̑৚ 主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の΄か、この特໿の保険ྉの払込の免除については、主໿׺の保険ྉの払込の免除に関する規定を準用します。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ６৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̓৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̔৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ
います。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ９৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について
は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ10৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ11৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（ೖӃҰڅ࣌෇ֹۚのֹݮ）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者は、入Ӄ一時給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の入Ӄ一時給෇ֹۚは、ձࣾの定めるۚ
ֹ以上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．入Ӄ一時給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。

（特໿のফ໓）
ୈ13৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
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(２) 入Ӄ一時給෇ۚが、第３条（入Ӄ一時給෇ۚの支払限度）に定める支払限度にୡしたとき

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ14৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のߋ新）
ୈ15৚ 主ܖ໿がߋ新された際に、保険ܖ໿者からਃ出がないときは、この特໿も同時にߋ新されたものとします。
２．この特໿がߋ新された場合には、第２条（給෇ۚの支払）および第３条（入Ӄ一時給෇ۚの支払限度）の適用に際しては、

。間とみなしますظ続した保険ܧ間はظ新後の特໿の保険ߋ間とظ新前の特໿の保険ߋ
３．前項に定める他、この特໿のߋ新およびߋ新後の特໿の取ѻについては、主໿׺のߋ新に関する規定を準用します。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ16৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ17৚ この特໿の給෇ۚまたは保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ18৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ओܖ໿が特別৚݅෇ܖ໿の৔߹の特ଇ）
ୈ19৚ 主ܖ໿が特別条件෇ܖ໿の場合には、この特໿に指定疾病・指定部位不୲保法による特別条件が෇加されるものとし、
その指定疾病・指定部位および不୲保ظ間は、主ܖ໿の指定疾病・指定部位および不୲保ظ間と同一とします。

２．本条の規定によりこの特໿に特別条件を෇加した場合には、主໿׺の特別条件をつける場合の特則の規定を準用します。

（中్෇Ճする৔߹の特ଇ）
ୈ20৚ 第１条（特໿のక݁および੹೚開始ظ）第１項の規定にかかわらず、主ܖ໿のక݁後、主ܖ໿の保険ྉ払込ظ間中に、
保険ܖ໿者は被保険者の同意およびձࣾの承୚を得て、ձࣾの定める範囲でこの特໿を主ܖ໿に෇加してక݁（以下、「中
్෇加」といいます。）することができます。ただし、次のいずれかに該当する場合には、中్෇加を取りѻいません。

(１) 主ܖ໿が特別条件෇ܖ໿の場合。ただし、不୲保ظ間が満ྃしている場合を除きます。
(２) 主ܖ໿に保険ྉの払込の免除事由が発生している場合
２．ձࣾが中్෇加を承୚した場合、保険ܖ໿者は、中్෇加する日（以下、「中్෇加日」といいます。）を、ձࣾの定める範
囲内で、ਃ込日に応じて、主ܖ໿の月単位のܖ໿応当日（ܖ໿応当日のない場合は、その月の末日とします。以下、本条に
おいて同じ。）で定めるものとします。ただし、主ܖ໿の保険ྉ払込ظ間が終身以外の場合は、主ܖ໿の年単位のܖ໿応当
日で定めるものとします。

３．この特໿の第１回保険ྉは、主ܖ໿の払込ظ月内に主ܖ໿の保険ྉの払込ํ法〈経路〉にしたがい、主ܖ໿の保険ྉと同時
に払い込んでください。

４．この特໿の第１回保険ྉの払込については、同時に払い込む主ܖ໿の保険ྉと同じ༛予ظ間があります。
５．༛予ظ間内にこの特໿の第１回保険ྉが払い込まれない場合には、中్෇加はなかったものとします。
６．中్෇加した場合には、次のとおりとします。
(１) 第１条（特໿のక݁および੹೚開始ظ）第２項の規定にかかわらず、ձࣾは、中్෇加日からこの特໿の੹೚を開始し

ます。
(２) この特໿の第１回保険ྉの払込の༛予ظ間中に保険事故が発生した場合の取ѻは、主໿׺の第２回以後の保険ྉの払込

に関する規定を準用します。
(３) 第６条（特໿の保険ظ間、保険ྉ払込ظ間および保険ྉの払込）第１項の規定にかかわらず、主ܖ໿の保険ظ間が年で

定められている場合は、この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は、中్෇加日から主ܖ໿の保険ظ間および保険ྉ
払込ظ間の満ྃ時までとします。

(４) 中్෇加したこの特໿をߋ新する場合、ߋ新後のこの特໿の保険ظ間は主ܖ໿の保険ظ間と同一とします。
(５) この特໿の保険ྉは、中్෇加日における被保険者の満年ྸにより計ࢉします。
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（備考）
１．治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、疾病を直接の原因としない不妊手ज़、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的と
する入Ӄ」には該当しません。

２．薬物ґଘ
「薬物ґଘ」とは、平成21年３月23日総務省告示第176号に定められた分類項目中の分類൪号 '11.2、'12.2、'13.2、'14.2、'15.2、
'16.2、'18.2、'19.2に規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒω、アヘン、コΧイン、大麻、精神ࢗ激薬、֮ݬ薬
等を含みます。
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ઌਐҩྍ特໿2018

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者がケガまたは病気の治療を目的としてॴ定のઌਐ医療による療ཆを受けた場合に、ॴ定の給෇を行うこと
を主な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」
といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。

２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ２৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳࢧ෇ۚΛڅ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋ࢧ
͍৔߹

ઌ
ਐ
医
療
給
෇
ۚ

被保険者がこの特໿の保険ظ間中に次の条
件のすべてを満たす別表２に定める療ཆ
（以下、「療ཆ」といいます。）を受けたと
き
①この特໿の੹೚開始ظ（復活が行われた
場合は、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。
以下同じ。）以後に生じたケガまたは病
気（別表２に定める異常分娩を含みます。
以下同じ。）を直接の原因とする療ཆ
②別表２に定めるઌਐ医療（以下、「ઌਐ
医療」といいます。）による療ཆ

被保険者が受療した
ઌਐ医療にかかるٕ
ज़ྉの自ݾෛ୲ֹと
同ֹ
ただし、ެ的医療保
険制度（別表２）の
法律にもとづき給෇
の対象となるඅ用
（自ݾෛ୲部分を含
みます。）、ઌਐ医療
以外のධՁ療ཆのた
めのඅ用、બ定療ཆ
のためのඅ用、食事
療ཆのためのඅ用、
生活療ཆのためのඅ
用など、ઌਐ医療に
かかるٕज़ྉ以外の
අ用は含まれませ
ん。

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当した
とき
①保険ܖ໿者または被保険者の故意また
は重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の精神障害の状態を原因とす
る事故
ᶆ被保険者のట酔の状態を原因とする事
故
ᶇ被保険者が法令に定める運転ࢿ格を持
たないで運転している間に生じた事故
ᶈ被保険者が法令に定めるञ気帯び運転
またはこれに૬当する運転をしている
間に生じた事故
ᶉ被保険者の薬物ґଘ

２．前項の規定にかかわらず、次のいずれかにより、ઌਐ医療給෇ۚの支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この特໿の
計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾはઌਐ医療給෇ۚを࡟減して支払い、またはઌਐ医療給෇ۚを支払わないこ
とがあります。
(１) ஍਒、෾Րまたは௡波によるとき
(２) ઓ૪その他の変ཚによるとき
３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者を
ઌਐ医療給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保
険者をઌਐ医療給෇ۚの受取人とします。

４．第１項の規定にかかわらず、被保険者が受療したઌਐ医療のٕज़ྉと、すでに支払ったઌਐ医療給෇ۚの合計ֹが、第３条
（ઌਐ医療給෇ۚの支払限度）に定める支払限度を௒える場合、支払限度を௒えるֹについてはઌਐ医療給෇ۚを支払いま
せん。

５．被保険者がこの特໿の੹೚開始ظ前に生じたケガまたは病気を直接の原因として療ཆを受けた場合でも、この特໿の੹೚開
始ظの属する日からその日を含めて２年を経過した後に受けた療ཆは、この特໿の੹೚開始ظ以後の原因によるものとしま
す。

（ઌਐҩྍڅ෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ３৚ ઌਐ医療給෇ۚの支払限度は、支払ֹを通ࢉして2,000万ԁとします。
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（ઌਐҩྍڅ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̐৚ ઌਐ医療給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）

の規定を準用します。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ̑৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は10年とします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ６৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̓৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ
います。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ̔৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について
は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ９৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ10৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（特໿のফ໓）
ୈ11৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
(２) ઌਐ医療給෇ۚの支払ֹが、第３条（ઌਐ医療給෇ۚの支払限度）に定める支払限度にୡしたとき

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ12৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のߋ新）
ୈ13৚ この特໿の保険ظ間が満ྃする場合、保険ܖ໿者が特໿の保険ظ間満ྃの日の２ि間前までに特໿をߋ新しないࢫをձ
ࣾに通知しない限り、特໿（特໿の保険ظ間満ྃの日までの保険ྉが払い込まれている特໿に限ります。）は、特໿の保険
。新されますߋ間満ྃの日のཌ日にظ

２．前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合には、ձࣾは本条のߋ新を取りѻいません。
(１) 間満ྃの日のཌ日における被保険者の年ྸがձࣾの定める範囲をこえる場合ظ新後の特໿の保険ߋ
(２) この特໿のߋ新時に、ձࣾがこの特໿のక݁を取りѻっていない場合
新されることがあߋしてߋ間を変ظ間は、10年とします。ただし、ձࣾの定めるとこΖにより、保険ظ新後の特໿の保険ߋ．３

ります。
。新時の特໿条項および保険ྉ཰が適用されますߋ、新後の特໿にはߋ．４
。しますࢉ新時の被保険者の年ྸにより計ߋ、新後の特໿の保険ྉはߋ．５
໿の保険ྉとともに払い込んでܖの属する月の末日までに主（໿応当日ܖ）新日ߋ新後の特໿の第１回保険ྉは、特໿のߋ．６

ください。この場合、主໿׺の保険ྉ払込の༛予ظ間の規定を準用します。
７．本条の規定によりこの特໿がߋ新された場合には、第１条（特໿のక݁および੹೚開始ظ）、第２条（給෇ۚの支払）、第３
条（ઌਐ医療給෇ۚの支払限度）および第８条（告知義務および告知義務ҧ反による解除）の適用に際しては、ߋ新前の特
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໿の保険ظ間とߋ新後の特໿の保険ظ間をܧ続した保険ظ間とみなします。
８．この特໿がߋ新されたときは、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。
新されߋ新時に取りѻっているձࣾॴ定の同種の特໿によりߋ、新時にձࣾがこの特໿のక݁を取りѻっていないときはߋ．９
ることがあります。

10．ઌਐ医療特໿をこの特໿にߋ新させる場合には、前９項の規定を準用します。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ14৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ15৚ ઌਐ医療給෇ۚの੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（๏ྩ౳のվਖ਼ʹ൐͏ࢧ෷事༝のมߋ）
ୈ16৚ ձࣾは、この特໿の支払事由にかかわる法令等の改正によりެ的医療保険制度等が改正された場合で、特にඞ要と認め

たときには、主務官庁の認可を得て、ক来に޲かって、ઌਐ医療給෇ۚの支払事由を法令等の改正内容に応じて変ߋするこ
とがあります。

２．前項の規定によりઌਐ医療給෇ۚの支払事由を変ߋする場合には、変ߋ日の２ϱ月前までに保険ܖ໿者にそのࢫを通知しま
す。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ17৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ओܖ໿が特別৚݅෇ܖ໿の৔߹の特ଇ）
ୈ18৚ 主ܖ໿が特別条件෇ܖ໿の場合には、この特໿に指定疾病・指定部位不୲保法による特別条件が෇加されるものとし、
その指定疾病・指定部位および不୲保ظ間は、主ܖ໿の指定疾病・指定部位および不୲保ظ間と同一とします。

２．本条の規定によりこの特໿に特別条件を෇加した場合には、主໿׺の特別条件をつける場合の特則の規定を準用します。
３．本条の規定が適用されている特໿をߋ新する場合は、特໿の保険ظ間満ྃの日における特別条件と同一の条件を、ߋ新後の
特໿にも適用するものとします。

（ओܖ໿ʹอݥྉの෷ࠐの໔除のऔѻが͋る৔߹の特ଇ）
ୈ19৚ 主ܖ໿に保険ྉの払込の免除の取ѻがある場合で、主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、

同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．第13条（特໿のߋ新）の規定によりこの特໿がߋ新された場合には、本条の規定の適用に際しては、ߋ新前の特໿の保険ظ
間とߋ新後の特໿の保険ظ間をܧ続した保険ظ間とみなします。

（備考）
薬物ґଘ
「薬物ґଘ」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号に定められた分類項目中の分類൪号 '11.2、'12.2、'13.2、'14.2、'15.2、
'16.2、'18.2、'19.2に規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒω、アヘン、コΧイン、大麻、精神ࢗ激薬、֮ݬ薬
等を含みます。
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がん਍அڅ෇特໿（෷໭ۚな͠）

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者ががんもしくは上皮内新生物と診断確定された場合またはがんの治療を目的として入Ӄした場合に、ॴ定
の給෇を行うことを主な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」

といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。
２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（がん͓Αͼ上皮内新生物の定義͓Αͼ਍அ֬定）
ୈ２৚ この特໿において「がん」とは、別表18に定める悪性新生物をいいます。
２．この特໿において「上皮内新生物」とは、別表19に定める上皮内新生物をいいます。
３．がんまたは上皮内新生物の診断確定は、病理組織学的ॴ見により、医ࢣのࢿ格を持つ者によりなされることを要します。た

だし、病理組織学的ࠪݕが行われなかった場合においても、ձࣾが認めたその他のํ法で診断が確定された場合には、その
診断確定も認めます。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ３৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

(１)
が
ん
診
断
給
෇
ۚ

被保険者がこの特໿の保険ظ間中に、次のいずれかに該当したとき
①この特໿の੹೚開始ظの属する日からその日を含めて90日を経過した日のཌ日（以
下、「がん保障の੹೚開始日」といいます。）以後に、ॳめてがんと診断確定された
とき
②次の条件のすべてを満たす別表２に定める入Ӄ（以下、「入Ӄ」といいます。）をし
たとき
❞がん保障の੹೚開始日（がん保障の੹೚開始日以後に復活が行われた場合は、࠷
後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）以後に診断確定されたがんの治療を目
的とする入Ӄ
❟別表２に定める病Ӄまたは診療ॴにおける入Ӄ
❠直前に支払われたがん診断給෇ۚの支払事由に該当した日からその日を含めて１
年を経過した日のཌ日以後の入Ӄ

がん診断給෇ֹۚ

被
保
険
者

(２)
上
皮
内
新
生
物
診
断
給
෇
ۚ

被保険者が、がん保障の੹೚開始日以後のこの特໿の保険ظ間中に、ॳめて上皮内新
生物と診断確定されたとき

がん診断給෇ֹۚの
50ˋ

被
保
険
者

２．前項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者をが
ん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険
ূ݊に記載したときは、被保険者をがん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの受取人とします。
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（がん਍அڅ෇͓ۚΑͼ上皮内新生物਍அڅ෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ̐৚ がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの支払限度は次のとおりとします。
(１) がん診断給෇ۚ

この特໿の保険ظ間を通じ、６回とします。
(２) 上皮内新生物診断給෇ۚ

この特໿の保険ظ間を通じ、１回とします。

（がん਍அڅ෇͓ۚΑͼ上皮内新生物਍அڅ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以

下、「主໿׺」といいます。）の規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ６৚ 主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の΄か、この特໿の保険ྉの払込の免除については、主໿׺の保険ྉの払込の免除に関する規定を準用します。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ̓৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̔৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ９৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ

います。

（がんอ障の੹೚։࢝೔લのがん਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ10৚ 被保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までにがんと診断確定されていた場合は、保険ܖ
໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿またはこの特໿の復活はແ効とします。（上皮内新生物
と診断確定された場合は本条のແ効の対象とはなりません。）

２．前項の場合、主໿׺のがん保障の੹೚開始日前のがん診断確定によるແ効の規定を準用します。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ11৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について

は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ12৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（がん਍அڅ෇ֹۚのֹݮ）
ୈ14৚ 保険ܖ໿者は、がん診断給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後のがん診断給෇ֹۚは、ձࣾの定めるۚ
ֹ以上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．がん診断給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
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４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（特໿のফ໓）
ୈ15৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
(２) がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚが、いずれも第４条（がん診断給෇ۚおよび上皮内新生物診断給෇ۚの

支払限度）に定める支払限度にୡしたとき

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ16৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ17৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ18৚ この特໿の給෇ۚまたは保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ19৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ଞのอܖݥ໿Λղ໿͠、ಉ࣌ʹ͜の特໿Λ෇Ճͨ͠อܖݥ໿Λక݁ͨ͠৔߹の特ଇ）
ୈ20৚ ձࣾが認めたํ法により、ձࣾが定める保険ܖ໿を解໿し、同時にこの特໿を෇加した保険ܖ໿をక݁した場合で、被

保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までに上皮内新生物と診断確定されていた場合は、保険
。໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿はແ効としますܖ

２．前項の場合、主໿׺の他の保険ܖ໿を解໿し、同時にこの保険ܖ໿をక݁した場合の特則の規定を準用します。

（備考）
治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的とする入Ӄ」には該当しません。
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がんೖӃ特໿（෷໭ۚな͠）

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者ががんまたは上皮内新生物の治療を目的として入Ӄした場合に、ॴ定の給෇を行うことを主な内容とする
ものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」
といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。

２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（がん͓Αͼ上皮内新生物の定義͓Αͼ਍அ֬定）
ୈ２৚ この特໿において「がん」とは、別表18に定める悪性新生物をいいます。
２．この特໿において「上皮内新生物」とは、別表19に定める上皮内新生物をいいます。
３．がんまたは上皮内新生物の診断確定は、病理組織学的ॴ見により、医ࢣのࢿ格を持つ者によりなされることを要します。た

だし、病理組織学的ࠪݕが行われなかった場合においても、ձࣾが認めたその他のํ法で診断が確定された場合には、その
診断確定も認めます。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ３৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

入
Ӄ
給
෇
ۚ

被保険者が、この特໿の੹೚開始ظの属する日からその日を含めて90日を経過した日
のཌ日（以下、「がん保障の੹೚開始日」といいます。ただし、がん保障の੹೚開始
日以後に復活が行われた場合には、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）以後
の保険ظ間中に次の条件のすべてを満たす別表２に定める入Ӄ（以下、「入Ӄ」とい
います。）をしたとき
①がん保障の੹೚開始日以後に診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療を目的
とする入Ӄ
②別表２に定める病Ӄまたは診療ॴにおける入Ӄ

入Ӄ給෇ۚ日ֹ
ʷ

入Ӄ日数

被
保
険
者

２．前項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者を入
Ӄ給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保険者を
入Ӄ給෇ۚの受取人とします。

３．被保険者ががんまたは上皮内新生物以外の原因による入Ӄ中に、がんまたは上皮内新生物と診断確定され、そのがんまたは
上皮内新生物の治療を開始したときは、その治療を開始した日からがんまたは上皮内新生物の治療を目的として入Ӄしたも
のとみなします。

４．被保険者が入Ӄをし、その入Ӄ中またはୀӃ後にがんまたは上皮内新生物と診断確定された場合には、がん保障の੹೚開始
日からその診断確定された日の前日までの入Ӄ日数のうち、その診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療を目的とし
た入Ӄであるとձࣾが認めた入Ӄ日数についても、第１項の規定を適用します。

５．被保険者の入Ӄ中に入Ӄ給෇ۚ日ֹが変ߋされた場合には、入Ӄ給෇ۚの支払ֹは、各日現ࡏの入Ӄ給෇ۚ日ֹに応じて計
。しますࢉ

（ೖӃڅ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̐৚ 入Ӄ給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の規
定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ̑৚ 主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の΄か、この特໿の保険ྉの払込の免除については、主໿׺の保険ྉの払込の免除に関する規定を準用します。
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（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ６৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̓৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̔৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ

います。

（がんอ障の੹೚։࢝೔લのがん਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ９৚ 被保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までにがんと診断確定されていた場合は、保険ܖ
໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿またはこの特໿の復活はແ効とします。（上皮内新生物
と診断確定された場合は本条のແ効の対象とはなりません。）

２．前項の場合、主໿׺のがん保障の੹೚開始日前のがん診断確定によるແ効の規定を準用します。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ10৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について

は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ11৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（ೖӃڅ෇ۚ೔ֹのֹݮ）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、入Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の入Ӄ給෇ۚ日ֹは、ձࣾの定めるֹۚ以
上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．入Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
４．本条の減ֹを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（特໿のফ໓）
ୈ14৚ 主ܖ໿が消໓したときは、この特໿は消໓します。

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ15৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ16৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ17৚ この特໿の給෇ۚまたは保険ྉの払込の免除の੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。
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（ओ໿׺の४༻）
ୈ18৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ଞのอܖݥ໿Λղ໿͠、ಉ࣌ʹ͜の特໿Λ෇Ճͨ͠อܖݥ໿Λక݁ͨ͠৔߹の特ଇ）
ୈ19৚ ձࣾが認めたํ法により、ձࣾが定める保険ܖ໿を解໿し、同時にこの特໿を෇加した保険ܖ໿をక݁した場合で、被

保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までに上皮内新生物と診断確定されていた場合は、保険
。໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿はແ効としますܖ

２．前項の場合、主໿׺の他の保険ܖ໿を解໿し、同時にこの保険ܖ໿をక݁した場合の特則の規定を準用します。

（備考）
治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的とする入Ӄ」には該当しません。
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がんઌਐҩྍ特໿

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者ががんまたは上皮内新生物を原因としてॴ定のઌਐ医療による療ཆを受けた場合に、ॴ定の給෇を行うこ
とを主な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」

といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。
２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（がん͓Αͼ上皮内新生物の定義͓Αͼ਍அ֬定）
ୈ２৚ この特໿において「がん」とは、別表18に定める悪性新生物をいいます。
２．この特໿において「上皮内新生物」とは、別表19に定める上皮内新生物をいいます。
３．がんまたは上皮内新生物の診断確定は、病理組織学的ॴ見により、医ࢣのࢿ格を持つ者によりなされることを要します。た

だし、病理組織学的ࠪݕが行われなかった場合においても、ձࣾが認めたその他のํ法で診断が確定された場合には、その
診断確定も認めます。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ３৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

ઌ
ਐ
医
療
給
෇
ۚ

被保険者が、この特໿の੹೚開始ظの属する日からその日を含めて
90日を経過した日のཌ日（以下、「がん保障の੹೚開始日」といい
ます。ただし、がん保障の੹೚開始日以後に復活が行われた場合に
は、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。以下同じ。）以後の保険ظ間中
に次の条件のすべてを満たす別表２に定める療ཆ（以下、「療ཆ」
といいます。）を受けたとき
①がん保障の੹೚開始日以後に診断確定されたがんまたは上皮内新
生物を直接の原因とする療ཆ
②別表２に定めるઌਐ医療（以下、「ઌਐ医療」といいます。）によ
る療ཆ

被保険者が受療したઌਐ医療にかかる
ٕज़ྉの自ݾෛ୲ֹと同ֹ
ただし、ެ的医療保険制度（別表２）
の法律にもとづき給෇の対象となるඅ
用（自ݾෛ୲部分を含みます。）、ઌਐ
医療以外のධՁ療ཆのためのඅ用、બ
定療ཆのためのඅ用、食事療ཆのため
のඅ用、生活療ཆのためのඅ用など、
ઌਐ医療にかかるٕज़ྉ以外のඅ用は
含まれません。

被
保
険
者

２．前項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の給෇ۚの受取人の場合には、保険ܖ໿者をઌ
ਐ医療給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したときは、被保険
者をઌਐ医療給෇ۚの受取人とします。

３．第１項の規定にかかわらず、被保険者が受療したઌਐ医療のٕज़ྉと、すでに支払ったઌਐ医療給෇ۚの合計ֹが、第４条
（ઌਐ医療給෇ۚの支払限度）に定める支払限度を௒える場合、支払限度を௒えるֹについてはઌਐ医療給෇ۚを支払いま
せん。

（ઌਐҩྍڅ෇ۚのࢧ෷ݶ度）
ୈ̐৚ ઌਐ医療給෇ۚの支払限度は、支払ֹを通ࢉして2,000万ԁとします。

（ઌਐҩྍڅ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ ઌਐ医療給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）

の規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ６৚ 主໿׺の規定により主ܖ໿の保険ྉの払込が免除された場合には、同時にこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の΄か、この特໿の保険ྉの払込の免除については、主໿׺の保険ྉの払込の免除に関する規定を準用します。
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（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ̓৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は10年とします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̔৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ９৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ

います。

（がんอ障の੹೚։࢝೔લのがん਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ10৚ 被保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までにがんと診断確定されていた場合は、保険ܖ
໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿またはこの特໿の復活はແ効とします。（上皮内新生物
と診断確定された場合は本条のແ効の対象とはなりません。）

２．前項の場合、主໿׺のがん保障の੹೚開始日前のがん診断確定によるແ効の規定を準用します。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ11৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について

は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ12৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（特໿のফ໓）
ୈ14৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
(２) ઌਐ医療給෇ۚの支払ֹが、第４条（ઌਐ医療給෇ۚの支払限度）に定める支払限度にୡしたとき

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ15৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（特໿のߋ新）
ୈ16৚ この特໿の保険ظ間が満ྃする場合、保険ܖ໿者が特໿の保険ظ間満ྃの日の２ि間前までに特໿をߋ新しないࢫをձ

ࣾに通知しない限り、特໿（特໿の保険ظ間満ྃの日までの保険ྉが払い込まれている特໿に限ります。）は、特໿の保険
。新されますߋ間満ྃの日のཌ日にظ

２．前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合には、ձࣾは本条のߋ新を取りѻいません。
(１) 間満ྃの日のཌ日における被保険者の年ྸがձࣾの定める範囲をこえる場合ظ新後の特໿の保険ߋ
(２) この特໿のߋ新時に、ձࣾがこの特໿のక݁を取りѻっていない場合
新されることがあߋしてߋ間を変ظ間は、10年とします。ただし、ձࣾの定めるとこΖにより、保険ظ新後の特໿の保険ߋ．３
ります。

。新時の特໿条項および保険ྉ཰が適用されますߋ、新後の特໿にはߋ．４
。しますࢉ新時の被保険者の年ྸにより計ߋ、新後の特໿の保険ྉはߋ．５
໿の保険ྉとともに払い込んでܖの属する月の末日までに主（໿応当日ܖ）新日ߋ新後の特໿の第１回保険ྉは、特໿のߋ．６
ください。この場合、主໿׺の保険ྉ払込の༛予ظ間の規定を準用します。
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７．本条の規定によりこの特໿がߋ新された場合には、第１条（特໿のక݁および੹೚開始ظ）、第３条（給෇ۚの支払）、第４
条（ઌਐ医療給෇ۚの支払限度）、第６条（特໿の保険ྉの払込の免除）、第10条（がん保障の੹೚開始日前のがん診断確定
によるແ効）および第11条（告知義務および告知義務ҧ反による解除）の適用に際しては、ߋ新前の特໿の保険ظ間とߋ新
後の特໿の保険ظ間をܧ続した保険ظ間とみなします。

８．この特໿がߋ新されたときは、ձࣾは、そのࢫを保険ܖ໿者に通知します。
新されߋ新時に取りѻっているձࣾॴ定の同種の特໿によりߋ、新時にձࣾがこの特໿のక݁を取りѻっていないときはߋ．９
ることがあります。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ17৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ18৚ ઌਐ医療給෇ۚまたは保険ྉの払込の免除事由の੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用しま

す。

（๏ྩ౳のվਖ਼ʹ൐͏ࢧ෷事༝のมߋ）
ୈ19৚ ձࣾは、この特໿の支払事由にかかわる法令等の改正によりެ的医療保険制度等が改正された場合で、特にඞ要と認め
たときには、主務官庁の認可を得て、ক来に޲かって、ઌਐ医療給෇ۚの支払事由を法令等の改正内容に応じて変ߋするこ
とがあります。

２．前項の規定によりઌਐ医療給෇ۚの支払事由を変ߋする場合には、変ߋ日の２ϱ月前までに保険ܖ໿者にそのࢫを通知しま
す。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ20৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（ଞのอܖݥ໿Λղ໿͠、ಉ࣌ʹ͜の特໿Λ෇Ճͨ͠อܖݥ໿Λక݁ͨ͠৔߹の特ଇ）
ୈ21৚ ձࣾが認めたํ法により、ձࣾが定める保険ܖ໿を解໿し、同時にこの特໿を෇加した保険ܖ໿をక݁した場合で、被

保険者が、告知前または告知の時からがん保障の੹೚開始日の前日までに上皮内新生物と診断確定されていた場合は、保険
。໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿はແ効としますܖ

２．前項の場合、主໿׺の他の保険ܖ໿を解໿し、同時にこの保険ܖ໿をక݁した場合の特則の規定を準用します。
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հڅޢ෇特໿（෷໭ۚな͠）

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者がॴ定の認知症に該当し、かつ、ެ的介護保険制度における要介護１以上の状態に該当した場合に、ॴ定
の給෇を行うことを主な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼอؒظݥのظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」
といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。

２．この特໿の保険ظ間の始ظは主ܖ໿の保険ظ間の始ظと同一とします。

（特໿の੹೚։࢝）
ୈ２৚ この特໿の保険ظ間の始ظの属する日からその日を含めて１年を経過した日のཌ日をこの特໿の੹೚開始日とし、ձࣾ
は、その日からこの特໿上の੹೚をෛいます。

（認知症の定義͓Αͼ਍அ֬定）
ୈ３৚ この特໿において「認知症」とは、別表26に定める認知症をいいます。
２．認知症の診断確定は、次の各号のすべてのࠪݕによりなされることを要します。
(１) 認知機能ࠪݕ
(２) ը૾ࠪݕ
３．前項のࠪݕを受けられない場合で、他のॴ見によって認知症と医ࢣにより診断確定され、その診断確定のࠜ拠が合理的であ
ると認められるときは、ձࣾは、前項のࠪݕを行わないํ法による診断確定を認めることがあります。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̐৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳ͍ࢧ෇ۚΛڅ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋ࢧ
৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

要
介
護
給
෇
ۚ

被保険者が次のすべてに該当したとき
①この特໿の੹೚開始日（復活が行われた
場合は、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。
以下同じ。）以後に、この特໿の੹೚開
始日前を含めてはじめて認知症と診断確
定されたとき
②この特໿の੹೚開始日以後にެ的介護保
険制度（別表２）に基づき、要介護１以
上の状態（別表２）に該当すると認定さ
れ、その認定の有効ظ間中であるとき

要介護給෇ֹۚ

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または
重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の薬物ґଘ

２．前項の規定にかかわらず、被保険者がઓ૪その他の変ཚにより要介護給෇ۚの支払事由に該当した場合で、その原因により
支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この特໿の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾは、要介護給෇ۚを
。減して支払うことがあります。ただし、この場合でも、支払ֹがこの特໿の੹೚準備ۚを下まわることはありません࡟

３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の認知症診断給෇ۚの受取人の場合には、保
険ܖ໿者を要介護給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記載したとき
は、被保険者を要介護給෇ۚの受取人とします。

（ཁհڅޢ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ 要介護給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の
規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ６৚ 主ܖ໿の認知症診断給෇ۚが支払われる場合で、その支払事由の発生時に、要介護給෇ۚの支払事由が生じていないと
きは、ձࣾは、ক来に޲かってこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
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２．前項の規定によりこの特໿の保険ྉの払込が免除された場合には、この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の認知症診断給෇ۚの支払
事由（以下、本条において「特໿保険ྉの払込の免除事由」といいます。）の発生時以後、引き続き払込があったものとし
て取りѻいます。この場合、第７条（特໿の保険ظ間、保険ྉ払込ظ間および保険ྉの払込）第２項の規定は適用しません。

３．この特໿の保険ྉの払込が免除された場合、特໿保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、第14条（要介護給෇ֹۚの減ֹ）
の規定は適用しません。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ̓৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̔৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ９৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ
います。

（特໿の੹೚։࢝೔લの認知症਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ10৚ 被保険者が、告知前または告知の時からこの特໿の੹೚開始日の前日までに認知症と診断確定されていた場合は、保険
。໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿またはこの特໿の復活はແ効としますܖ

２．前項の場合、主໿׺の੹೚開始日前の認知症診断確定によるແ効の規定を準用します。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ11৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について

は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ12৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（ཁհڅޢ෇ֹۚのֹݮ）
ୈ14৚ 保険ܖ໿者は、要介護給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の要介護給෇ֹۚは、ձࣾの定めるֹۚ以

上であることを要します。
２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．要介護給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。

（特໿のফ໓）
ୈ15৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 主ܖ໿が消໓したとき
(２) 要介護給෇ۚが支払われたとき
２．前項第１号の場合、主໿׺の規定により主ܖ໿の੹೚準備ۚが支払われるときは、ձࣾは、この特໿の੹೚準備ۚを保険ܖ
໿者に支払います。

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ16৚ この特໿には、前条第２項の規定によりこの特໿の੹೚準備ۚを支払う場合を除き、解໿その他により特໿が消໓した
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場合の払໭ۚはありません。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ17৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ18৚ この特໿の給෇ۚの੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（๏ྩ౳のվਖ਼ʹ൐͏ࢧ෷事༝のมߋ）
ୈ19৚ ձࣾは、この特໿の支払事由にかかわる法令等の改正によりެ的介護保険制度等が改正された場合で、特にඞ要と認め

たときには、主務官庁の認可を得て、ক来に޲かって、要介護給෇ۚの支払事由を法令等の改正内容に応じて変ߋすること
があります。

２．前項の規定により要介護給෇ۚの支払事由を変ߋする場合には、変ߋ日の２ϱ月前までに保険ܖ໿者にそのࢫを通知します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ20৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（備考）
薬物ґଘ
「薬物ґଘ」とは、平成21年３月23日総務省告示第176号に定められた分類項目中の分類൪号 '11.2、'12.2、'13.2、'14.2、'15.2、
'16.2、'18.2、'19.2に規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒω、アヘン、コΧイン、大麻、精神ࢗ激薬、֮ݬ薬
等を含みます。
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精神疾患ซ発ೖӃ特໿（෷໭ۚな͠）

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者がॴ定の認知症に該当した後に、ॴ定の精神疾患の治療を目的として入Ӄした場合に、ॴ定の給෇を行う
ことを主な内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼอؒظݥのظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」

といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。
２．この特໿の保険ظ間の始ظは主ܖ໿の保険ظ間の始ظと同一とします。

（特໿の੹೚։࢝）
ୈ２৚ この特໿の保険ظ間の始ظの属する日からその日を含めて１年を経過した日のཌ日をこの特໿の੹೚開始日とし、ձࣾ
は、その日からこの特໿上の੹೚をෛいます。

（認知症の定義͓Αͼ਍அ֬定）
ୈ３৚ この特໿において「認知症」とは、別表26に定める認知症をいいます。
２．認知症の診断確定は、次の各号のすべてのࠪݕによりなされることを要します。
(１) 認知機能ࠪݕ
(２) ը૾ࠪݕ
３．前項のࠪݕを受けられない場合で、他のॴ見によって認知症と医ࢣにより診断確定され、その診断確定のࠜ拠が合理的であ
ると認められるときは、ձࣾは、前項のࠪݕを行わないํ法による診断確定を認めることがあります。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̐৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷Θͳ͍ࢧ෇ۚΛڅ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋ࢧ
৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

精
神
疾
患
併
発
入
Ӄ
給
෇
ۚ

被保険者が次のすべてに該当したとき
①この特໿の੹೚開始日（復活が行われた
場合は、࠷後の復活の際の੹೚開始ظ。
以下同じ。）以後に、この特໿の੹೚開
始日前を含めてはじめて認知症と診断確
定されたとき
②①に該当した日以後、次の条件のすべて
を満たす別表２に定める入Ӄ（以下、「入
Ӄ」といいます。）をしたとき
❞この特໿の੹೚開始日以後に発病した
別表27に定める精神疾患（以下、「精
神疾患」といいます。）の治療を目的
とする入Ӄ
❟別表２に定める病Ӄまたは診療ॴにお
ける入Ӄ

入Ӄ給෇ۚ日ֹ
ʷ

入Ӄ日数

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当したと
き
①保険ܖ໿者または被保険者の故意または
重大な過失
②被保険者の൜ࡑ行為
③被保険者の薬物ґଘ

２．前項の規定にかかわらず、被保険者がઓ૪その他の変ཚにより精神疾患併発入Ӄ給෇ۚの支払事由に該当した場合で、その
原因により支払事由に該当した被保険者の数の増加が、この特໿の計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、ձࣾは、精神
疾患併発入Ӄ給෇ۚを࡟減して支払うか、または支払わないことがあります。

３．第１項の規定にかかわらず、保険ܖ໿者が法人で、かつ、保険ܖ໿者が主ܖ໿の認知症診断給෇ۚの受取人の場合には、保
険ܖ໿者を精神疾患併発入Ӄ給෇ۚの受取人とします。ただし、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾがそのࢫを保険ূ݊に記
載したときは、被保険者を精神疾患併発入Ӄ給෇ۚの受取人とします。

４．被保険者が精神疾患以外の原因による入Ӄ中に、精神疾患の治療を開始したときは、その治療を開始した日から精神疾患の
治療を目的として入Ӄしたものとみなします。

５．被保険者の入Ӄ中に入Ӄ給෇ۚ日ֹが変ߋされた場合には、精神疾患併発入Ӄ給෇ۚの支払ֹは、各日現ࡏの入Ӄ給෇ۚ日
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ֹに応じて計ࢉします。

（精神疾患ซ発ೖӃڅ෇ۚの੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ 精神疾患併発入Ӄ給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」とい

います。）の規定を準用します。

（特໿のอݥྉの෷ࠐの໔除）
ୈ６৚ 主ܖ໿の認知症診断給෇ۚが支払われる場合は、ձࣾは、ক来に޲かってこの特໿の保険ྉの払込を免除します。
２．前項の規定によりこの特໿の保険ྉの払込が免除された場合には、この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の認知症診断給෇ۚの支払

事由（以下、本条において「特໿保険ྉの払込の免除事由」といいます。）の発生時以後、引き続き払込があったものとし
て取りѻいます。この場合、第７条（特໿の保険ظ間、保険ྉ払込ظ間および保険ྉの払込）第２項の規定は適用しません。

３．この特໿の保険ྉの払込が免除された場合、特໿保険ྉの払込の免除事由の発生時以後、第14条（入Ӄ給෇ۚ日ֹの減ֹ）
の規定は適用しません。

（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ̓৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̔৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ９৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ

います。

（特໿の੹೚։࢝೔લの認知症਍அ֬定ʹΑるແޮ）
ୈ10৚ 被保険者が、告知前または告知の時からこの特໿の੹೚開始日の前日までに認知症と診断確定されていた場合は、保険
。໿者または被保険者のその事࣮の知、不知にかかわらず、この特໿またはこの特໿の復活はແ効としますܖ

２．前項の場合、主໿׺の੹೚開始日前の認知症診断確定によるແ効の規定を準用します。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ11৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について
は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ12৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（ೖӃڅ෇ۚ೔ֹのֹݮ）
ୈ14৚ 保険ܖ໿者は、入Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後の入Ӄ給෇ۚ日ֹは、ձࣾの定めるֹۚ以
上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．入Ӄ給෇ۚ日ֹを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。
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（特໿のফ໓）
ୈ15৚ 主ܖ໿が消໓したときは、この特໿は消໓します。
２．前項の場合、主໿׺の規定により主ܖ໿の੹೚準備ۚが支払われるときは、ձࣾは、この特໿の੹೚準備ۚを保険ܖ໿者に

支払います。

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ16৚ この特໿には、前条第２項の規定によりこの特໿の੹೚準備ۚを支払う場合を除き、解໿その他により特໿が消໓した
場合の払໭ۚはありません。

（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ17৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ18৚ この特໿の給෇ۚの੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（໿内༰のొ࿥ܖ）
ୈ19৚ ձࣾは、保険ܖ໿者および被保険者の同意を得て、次の事項を一般ࣾஂ法人生໋保険ڠձ（以下、「ڠձ」といいます。）

にొ࿥します。
(１) 保険ܖ໿者ならびに被保険者の໊ࢯ、生年月日、性別およびॅॴ（܊、۠、ࢢまでとします。）
(２) 入Ӄ給෇ۚの種類
(３) 入Ӄ給෇ۚの日ֹ
(４) （。後の復活の日とします。以下、第２項において同じ࠷、復活が行われた場合は）໿日ܖ
(５) 当ձ໊ࣾ
２．前項のొ࿥のظ間は、ܖ໿日から５年以内とします。
同組合連合ձ（以下、「各生໋保険ձࣾ等」といいます。）は、第１項の規ڠ೶業ࡁձ加ໍの各生໋保険ձࣾおよび全国共ڠ．３
定によりొ࿥された被保険者について、入Ӄ給෇ۚのある保険ܖ໿（入Ӄ給෇ۚのある特໿を含みます。以下、本条におい
て同じ。）のਃ込（復活、復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加のਃ込を含みます。）を受けた場合、ڠձに対
して第１項の規定によりొ࿥された内容についてরձすることができるものとします。この場合、ڠձからその݁果の連བྷ
を受けるものとします。

４．各生໋保険ձࣾ等は、第２項のొ࿥のظ間中に入Ӄ給෇ۚのある保険ܖ໿のਃ込があった場合、前項によって連བྷされた内
容を入Ӄ給෇ۚのある保険ܖ໿の承୚（復活、復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加の承୚を含みます。以下、
本条において同じ。）の൑断のࢀ考とすることができるものとします。

５．各生໋保険ձࣾ等は、ܖ໿日（復活、復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加が行われた場合は、࠷後の復活、
復چ、入Ӄ給෇ۚ日ֹの増ֹまたは特໿の中్෇加の日とします。以下、本項において同じ。）から５年以内に入Ӄ給෇ۚ
の੥ٻを受けたときは、ڠձに対して第１項の規定によりొ࿥された内容についてরձし、その݁果を入Ӄ給෇ۚの支払の
൑断のࢀ考とすることができるものとします。

６．各生໋保険ձࣾ等は、連བྷされた内容を承୚の൑断または支払の൑断のࢀ考とする以外に用いないものとします。
。ձおよび各生໋保険ձࣾ等は、ొ࿥または連བྷされた内容を他にެ開しないものとしますڠ．７
８．保険ܖ໿者または被保険者は、ొ࿥または連བྷされた内容について、ձࣾまたはڠձにরձすることができます。また、そ
の内容が事࣮と૬ҧしていることを知ったときは、そのగ正を੥ٻすることができます。

９．第３項、第４項および第５項中、被保険者、入Ӄ給෇ۚ、保険ܖ໿とあるのは、೶業ڠ同組合法にもとづく共ܖࡁ໿におい
ては、それぞれ、被共ࡁ者、入Ӄ共ۚࡁ、共ܖࡁ໿とಡみସえます。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ20৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（備考）
１．治療を目的とする入Ӄ
ඒ容上の処置、治療処置を൐わない人間ドックࠪݕのための入Ӄなどは、「治療を目的とする入Ӄ」には該当しません。

２．薬物ґଘ
「薬物ґଘ」とは、平成21年３月23日総務省告示第176号に定められた分類項目中の分類൪号 '11.2、'12.2、'13.2、'14.2、'15.2、
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'16.2、'18.2、'19.2に規定される内容によるものとし、薬物には、モルヒω、アヘン、コΧイン、大麻、精神ࢗ激薬、֮ݬ薬
等を含みます。
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ແ事故څ෇特໿（෷໭ۚな͠）

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者が主ܖ໿の認知症診断給෇ۚの支払事由に該当しない場合、３年͝とにॴ定の給෇を行うことを主な内容
とするものです。

（のҙ義ޠ༺）
ୈ１৚ この特໿において使用される用語の意義は次のとおりです。
(１) ແ事故൑定基準日

主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）に定めるܖ໿日（以下、「ܖ໿日」といいます。）から３年͝との年単
位のܖ໿応当日をいいます。

(２) ແ事故൑定ظ間
。間をいいますظ໿日またはແ事故൑定基準日からその直後に౸来するແ事故൑定基準日の前日までのܖ

（特໿のక͓݁Αͼอؒظݥのظ࢝）
ୈ２৚ この特໿は、主ܖ໿のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承
୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。

２．この特໿の保険ظ間の始ظは主ܖ໿の保険ظ間の始ظと同一とします。

（特໿の੹೚։࢝）
ୈ３৚ この特໿の保険ظ間の始ظの属する日からその日を含めて１年を経過した日のཌ日をこの特໿の੹೚開始日とし、ձࣾ
は、その日からこの特໿上の੹೚をෛいます。

（෷ࢧ෇ۚのڅ）
ୈ̐৚ この特໿において支払う給෇ۚは次のとおりです。

෇ۚڅ
の種類

෷事༝ʯͱ͍͍·すɻʣࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෇ۚΛڅ ෷ֹࢧ डऔਓ

ແ
事
故
給
෇
ۚ

被保険者が次のすべてに該当したとき
①ແ事故൑定ظ間満ྃ時までに主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）
に定める主ܖ໿の認知症診断給෇ۚ（以下、「認知症診断給෇ۚ」といいます。）の支
払事由に該当していないとき
②①のແ事故൑定ظ間満ྃ時に生ଘしているとき

ແ事故給෇ֹۚ

保
険
ܖ
໿
者

２．前項の支払事由に該当し、ແ事故給෇ۚを支払った後に、その支払の基準となるແ事故൑定ظ間中に認知症診断給෇ۚの支
払事由に該当していることが൑明したときは、ձࣾは、次のとおり取りѻいます。
(１) 認知症診断給෇ۚが支払われるときは、その支払うべき認知症診断給෇ۚからすでに支払ったແ事故給෇ۚをࠩし引き

ます。
(２) 主ܖ໿（主ܖ໿に෇加されている特໿を含みます。以下、本項において同じとします。）の੹೚準備ۚが支払われるとき

は、その支払うべきֹۚからすでに支払ったແ事故給෇ۚをࠩし引きます。
(３) 認知症診断給෇ۚもしくは主ܖ໿の੹೚準備ۚのいずれも支払われない場合または主ܖ໿の੹೚準備ۚがすでに支払っ

たແ事故給෇ۚに不足する場合には、保険ܖ໿者は、すでに支払ったແ事故給෇ۚまたはその不足するֹۚをձࣾにฦ
ؐすることを要します。

（ແ事故څ෇ۚのࢧ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ ແ事故給෇ۚは、その支払の基準となるແ事故൑定ظ間満ྃ日のཌӦ業日、またはそのແ事故൑定ظ間中の࠷終の払込

月のこの特໿の保険ྉが払い込まれたことをձࣾが確認した日のいずれか஗い日のཌ日からその日を含めて５Ӧ業日以内ظ
に、ձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴで支払います。

２．前項の規定にかかわらず、ձࣾがඞ要と認めた場合、ձࣾはඞ要ॻ類（別表１）の提出をٻめることがあります。この場合、
主໿׺の給෇ۚの੥ٻ、支払時ظおよび支払場ॴの規定を準用します。
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（特໿のอؒظݥ、อݥྉ෷͓ؒظࠐΑͼอݥྉの෷ࠐ）
ୈ６৚ この特໿の保険ظ間および保険ྉ払込ظ間は主ܖ໿と同じとします。
２．この特໿の保険ྉは、主ܖ໿の保険ྉと同時に払い込むものとします。
３．主ܖ໿の保険ྉが払い込まれ、この特໿の保険ྉが払い込まれない場合には、この特໿は、主໿׺に定める保険ྉ払込の༛

予ظ間満ྃ日のཌ日からক来に޲かって解໿されたものとします。
４．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、主໿׺に定める払込ظ月の満ྃ時にແ事故給෇ۚの支払事由が生じた場合には、保
険ܖ໿者は、主໿׺に定める༛予ظ間の満ྃ日までにະ払込保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれ
ない場合には、ձࣾは、ແ事故給෇ۚを支払いません。

５．第２項の保険ྉが払い込まれないまま、主໿׺に定める༛予ظ間の満ྃ時にແ事故給෇ۚの支払事由が生じた場合には、ձ
ࣾは、ແ事故給෇ۚを支払いません。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̓৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̔৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定により੥ٻされたこの特໿の復活を承୚したときは、主໿׺の規定を準用してこの特໿の復活を取りѻ
います。

（ओܖ໿が੹೚։࢝೔લの認知症਍அ֬定ʹΑΓແޮとなͬͨ৔߹のऔѻ）
ୈ９৚ 主ܖ໿が੹೚開始日前の認知症診断確定によるແ効の規定によりແ効となった場合には、この特໿またはこの特໿の復
活はແ効とします。

２．前項の場合、主໿׺の੹೚開始日前の認知症診断確定によるແ効の規定を準用します。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除ࠂ知義຿͓Αͼࠂ）
ୈ10৚ この特໿のక݁または復活に際しての告知義務、告知義務ҧ反による解除およびこの特໿を解除できない場合について
は、主໿׺の告知義務、告知義務ҧ反による解除および保険ܖ໿を解除できない場合の規定を準用します。

（ॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ11৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ12৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．保険ܖ໿者が本条の੥ٻをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してください。

（ແ事故څ෇ֹۚのֹݮ）
ୈ13৚ 保険ܖ໿者は、ແ事故給෇ֹۚを減ֹすることができます。ただし、減ֹ後のແ事故給෇ֹۚは、ձࣾの定めるֹۚ以
上であることを要します。

２．保険ܖ໿者が本条の減ֹを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに提出してくださ
い。

３．ແ事故給෇ֹۚを減ֹしたときは、減ֹ部分は解໿したものとして取りѻいます。

（特໿のফ໓）
ୈ14৚ 次の各号のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) 認知症診断給෇ۚの支払事由が生じたとき
(２) 主ܖ໿が前号以外の事由により消໓したとき
２．前項第１号の場合、主໿׺の規定により主ܖ໿の੹೚準備ۚが支払われるときは、ձࣾは、この特໿の੹೚準備ۚを保険ܖ

໿者に支払います。

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ15৚ この特໿には、前条第２項の規定によりこの特໿の੹೚準備ۚを支払う場合を除き、解໿その他により特໿が消໓した
場合の払໭ۚはありません。
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（特໿のܖ໿ऀ഑౰）
ୈ16৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ17৚ この特໿の給෇ۚの੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ18৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。
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ϦϏンά・χʔζ特໿

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者の༨໋が６ϱ月と൑断されるときに、死๢保険ۚの全部または一部について、保険ۚを支払うことを主な
内容とするものです。

（特໿のక͓݁Αͼ੹೚։ظ࢝）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の被保険者（以下、「被保険者」と

いいます。）の同意を得て、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」といいます。）のਃ出によって、主ܖ໿に෇加して
క݁します。

２．この特໿の੹೚開始ظは主ܖ໿の੹೚開始ظと同一とします。

（ֹۚݥ定อࢦ）
ୈ２৚ この特໿において、リϏング・χーζ保険ۚを支払う際に基準となるֹۚを「指定保険ֹۚ」といいます。
２．前項の指定保険ֹۚは、リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻの際、リϏング・χーζ保険ۚの受取人が、主ܖ໿の死๢保険ֹۚ

以下、かつ、ձࣾの定める範囲内で指定してください。

（อۚݥのࢧ෷）
ୈ３৚ この特໿において支払う保険ۚは次のとおりです。

อۚݥ
の種類

อۚݥΛࢧ෷͏৔߹ʢҎԼɺʮࢧ෷事༝ʯ
ͱ͍͍·すɻʣ

෷ֹࢧ डऔਓ
෷ΘͳࢧΛۚݥ෷事༝ʹ該当ͯ͠΋อࢧ
͍৔߹ʢҎԼɺʮ໔੹事༝ʯͱ͍͍·すɻʣ

リ
ビ
ン
グ
・
ニ
ー
ズ
保
険
金

被保険者の༨໋が６ϱ月以内と൑断される
場合

指定保険ֹۚから、
ձࣾの定める計ࢉに
より、リϏング・χー
ζ保険ۚの੥ٻ日か
ら６ϱ月間の指定保
険ֹۚに対応するར
息および保険ྉをࠩ
し引いたֹۚ

被
保
険
者

次のいずれかにより支払事由に該当した
とき
①保険ܖ໿者の故意
②被保険者の故意

２．前項の規定にかかわらず、被保険者がઓ૪その他の変ཚによりリϏング・χーζ保険ۚの支払事由に該当した場合で、その
原因により支払事由に該当した被保険者の数の増加が、リϏング・χーζ保険ۚの計ࢉの基ૅに重大なӨڹを及΅すときは、
ձࣾは、リϏング・χーζ保険ۚを࡟減して支払うことがあります。この場合、࡟減して支払うֹۚは、指定保険ֹۚに対
応する੹೚準備ۚを下まわることはありません。

３．リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日（第４条（リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ）第１項に定めるඞ要ॻ類がձࣾに౸ୡした日
をいいます。以下同じ。）が主ܖ໿の保険ظ間の満ྃ（主ܖ໿がߋ新される場合を除きます。）前１年以内である場合、ձࣾ
はリϏング・χーζ保険ۚを支払いません。

４．指定保険ֹۚは、前条第２項に定める΄か、被保険者がこの特໿の被保険者と同一である他の保険ܖ໿（以下本項において、
「他ܖ໿」といいます。）にリϏング・χーζ特໿を෇加している場合には、次に定めるとおりとします。
(１) この特໿のリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日が他ܖ໿のリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日より前である場合

リϏング・χーζ保険ۚの受取人（第４条（リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ）第２項に定める指定୅理੥ٻ人による੥
。人とします。以下本項において同じ。）が指定したֹۚを指定保険ֹۚとしますٻの場合は指定୅理੥ٻ

(２) この特໿のリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日が他ܖ໿のリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日と同一である場合
リϏング・χーζ保険ۚの受取人が指定したֹۚにかかわらず、次のֹۚを指定保険ֹۚとします。ただし、リϏング・
χーζ保険ۚの受取人が指定したこの特໿およびリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日を同一とする他ܖ໿のリϏング・χー
ζ保険ۚの合計ֹがձࣾの定めるֹۚをこえない場合には、リϏング・χーζ保険ۚの受取人が指定したֹۚを指定保
険ֹۚとします。

ձࣾの定めるֹۚ ʷ
リϏング・χーζ保険
ۚの受取人が指定した
ֹۚ

ʸ

この特໿のリϏング・χーζ保険ۚの受取人が指
定したֹۚおよびこの特໿のリϏング・χーζ保
険ۚと੥ٻ日を同一とする他ܖ໿のリϏング・
χーζ保険ۚの受取人が指定したֹۚの合計ֹ
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(３) この特໿のリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日が他ܖ໿のリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日より後である場合
ձࣾの定めるֹۚからリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日が前の他ܖ໿の特໿の指定保険ֹۚをࠩし引いたֹۚを指定保
険ֹۚの上限とします。

５．リϏング・χーζ保険ۚを支払った場合、次に定めるとおりとします。
(１) 指定保険ֹۚが主ܖ໿の死๢保険ֹۚの全部のとき

主ܖ໿は、リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日にさかの΅って消໓するものとします。
(２) 指定保険ֹۚが主ܖ໿の死๢保険ֹۚの一部のとき

主ܖ໿の死๢保険ֹۚは、指定保険ֹۚ分だけリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日にさかの΅って減ֹされたものとします。
６．リϏング・χーζ保険ۚを支払う前に被保険者が死๢しているときは、ձࣾは、リϏング・χーζ保険ۚを支払いません。
７．ձࣾは、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）に定める高度障害保険ۚまたは重度障害保険ۚを支払った
かまたは支払うこととした場合には、その後にリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻを受けても、これを支払いません。

８．リϏング・χーζ保険ۚを支払う前に、主໿׺に定める高度障害保険ۚまたは重度障害保険ۚの੥ٻを受け、主໿׺に定め
る高度障害保険ۚまたは重度障害保険ۚが支払われる場合には、リϏング・χーζ保険ۚは支払いません。

（ϦϏンά・χʔζอۚݥの੥ٻ）
ୈ̐৚ リϏング・χーζ保険ۚの受取人は、リϏング・χーζ保険ۚを੥ٻする場合には、ඞ要ॻ類（別表１）を提出してく
ださい。

２．リϏング・χーζ保険ۚの受取人が被保険者で、被保険者にリϏング・χーζ保険ۚを੥ٻできない特別な事情があるとき
は、保険ܖ໿者が被保険者の同意を得てあらかじめ指定した次のいずれかの条件を満たしている者（以下、「指定୅理੥ٻ人」
といいます。）が、その事情をձࣾにਃし出て、ձࣾが承୚した場合、被保険者の୅理人としてリϏング・χーζ保険ۚを
੥ٻすることができます。ただし、故意にリϏング・χーζ保険ۚの支払事由を生じさせた者または故意に被保険者をリϏ
ング・χーζ保険ۚの੥ٻができない状態に該当させた者は、被保険者の୅理人としての取ѻを受けることができません。
(１) 被保険者と同居または被保険者と生計を一にする被保険者のށ੶上の഑偶者
(２) 被保険者と同居または被保険者と生計を一にする被保険者の３਌等内の਌଒
３．前項に定める被保険者にリϏング・χーζ保険ۚを੥ٻできない特別な事情とは、次の各号に定めるとおりとします。
(１) リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻを行う意思表示がࠔ難であるとձࣾが認めた場合
(２) 傷病໊の告知を受けていない場合
(３) その他これに準じる状態であるとձࣾが認めた場合
４．指定୅理੥ٻ人が第２項の੥ٻを行う場合、指定୅理੥ٻ人は੥ٻ時において第２項の範囲内の者であることを要します。
５．第２項の規定により、ձࣾがリϏング・χーζ保険ۚを支払った後に、重ෳしてリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻを受けても、
ձࣾは、リϏング・χーζ保険ۚを支払いません。

６．保険ܖ໿者またはその承ܧ人は、被保険者の同意を得て、指定୅理੥ٻ人を変ߋすることができます。
７．保険ܖ໿者が前項の変ߋをするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾに提出してください。
８．第６項の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。

（ϦϏンά・χʔζอۚݥのࢧ෷ظ࣌とࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ リϏング・χーζ保険ۚの支払時ظおよび支払場ॴについては、主໿׺の保険ۚの支払時ظおよび支払場ॴに関する規
定を準用します。

（特໿อݥྉの෷ࠐ）
ୈ６৚ この特໿は保険ྉの払込を要しません。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̓৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̔৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際に別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定によって੥ٻされた復活を承୚したときは、主໿׺の復活の規定を準用して、この特໿の復活を取りѻ
います。

（特໿のࠂ知義຿͓Αͼࠂ知義຿ҧ൓ʹΑるղ除）
ୈ９৚ この特໿に関する告知義務および告知義務ҧ反による解除については、主໿׺の告知義務および告知義務ҧ反による解
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除の規定を準用します。

（特໿のॏେ事༝ʹΑるղ除）
ୈ10৚ この特໿の重大事由による解除については、主໿׺の重大事由による解除の規定を準用します。

（特໿のղ໿）
ୈ11৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。
２．この特໿が解໿されたときは、保険ূ݊に表示します。

（特໿のফ໓）
ୈ12৚ 次のいずれかに該当したときは、この特໿は消໓します。
(１) リϏング・χーζ保険ۚが支払われたとき
(２) 主ܖ໿が消໓したとき

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ13৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ14৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（管ࡋ׋൑ॴ）
ୈ15৚ リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻに関するૌুについては、主໿׺の管ࡋ׋൑ॴの規定を準用します。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ16৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、主໿׺の規定を準用します。

（ओܖ໿が特別৚݅෇ܖ໿の৔߹の特ଇ）
ୈ17৚ 主ܖ໿が、保険ۚ࡟減支払法が適用されている特別条件෇ܖ໿の場合で、保険ۚ࡟減ظ間中にリϏング・χーζ保険ۚ
の੥ٻがあったときは、第３条（保険ۚの支払）第１項の規定にかかわらず、次の第１号に定めるֹۚから第２号に定める
ֹۚをࠩし引いたֹۚを支払います。
(１) 指定保険ֹۚから、ձࣾの定める計ࢉにより、リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日から６ϱ月間の指定保険ֹۚに対応す

るར息をࠩし引いたֹۚに、リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日における主໿׺に定めるׂ合を乗じたֹۚ
(２) リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日から６ϱ月間の指定保険ֹۚに対応する保険ྉ

（ओܖ໿が௕ظచݮ定ظอݥ（෷໭ۚな͠）の৔߹の特ଇ）
ୈ18৚ この特໿が௕ظచ減定ظ保険（払໭ۚなし）に෇加されている場合には、次のとおり取りѻいます。
(１) 第２条（指定保険ֹۚ）第２項の規定中、「主ܖ໿の死๢保険ֹۚ」は「リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日の６ϱ月後の

応当日における保険ֹۚ」とಡみସえます。
(２) 第３条（保険ۚの支払）第４項の規定は次のとおりಡみସえます。
「４．リϏング・χーζ保険ۚを支払った場合、次に定めるとおりとします。
(１) 指定保険ֹۚがリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日の６ϱ月後の応当日における主ܖ໿の死๢保険ֹۚの全部のとき

主ܖ໿はリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日にさかの΅って消໓するものとします。
(２) 指定保険ֹۚがリϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日の６ϱ月後の応当日における主ܖ໿の死๢保険ֹۚの一部のとき

主ܖ໿の基本保険ֹۚは、リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日６ϱ月後の応当日における主ܖ໿の死๢保険ֹۚと
指定保険ֹۚのׂ合と同ൺ཰で、リϏング・χーζ保険ۚの੥ٻ日にさかの΅って減ֹされたものとします。 」
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特໿ٻ定୅ཧ੥ࢦ

͜の特໿のझࢫ
この特໿は、被保険者と受取人が同一人である保険ۚ等の支払事由が生じた場合で、保険ۚ等の受取人が保険ۚ等を੥ٻできな
い特別な事情があるときに、保険ۚ等の受取人に୅わって、あらかじめ指定されたॴ定の୅理人が੥ٻすることができることを
主な内容とするものです。

（特໿のక݁）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の被保険者（以下、「被保険者」と

いいます。）の同意を得て、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」といいます。）のਃ出によって、主ܖ໿に෇加して
క݁します。

（特໿の対象となるอۚݥ౳）
ୈ２৚ この特໿の対象となる保険ۚ、給෇ۚまたはその他保険ۚに準じる保険給෇（保険ྉの払込の免除を含みます。以下、
「保険ۚ等」といいます。）は、この特໿が෇加された主ܖ໿および主ܖ໿に෇加されている特໿（以下、「各特໿」といい
ます。）の保険ۚ等のうち、次のとおりとします。

(１) 被保険者と受取人が同一人である保険ۚ等
(２) 被保険者と保険ܖ໿者が同一人である場合の保険ྉの払込の免除

（อۚݥ౳の୅ཧ੥ٻ）
ୈ３৚ 保険ܖ໿者は被保険者の同意を得て次の各号の範囲内であらかじめ１人の者（以下、「指定୅理੥ٻ人」といいます。）

を指定してください。ただし、保険ۚ等の受取人（保険ྉの払込の免除の場合は保険ܖ໿者。以下同じ。）が法人である場
合を除きます。
(１) 被保険者のށ੶上の഑偶者
(２) 被保険者の３਌等内の਌଒
(３) 次の範囲内の者。ただし、ձࣾॴ定のॻ類等によりその事࣮が確認でき、かつ、保険ۚ等の受取人のために保険ۚ等を

੥ٻすべき適当な理由があるとձࣾが認めた者に限ります。
①被保険者と同居し、または、被保険者と生計を一にしている者
②被保険者の療ཆ؃護に౒め、または、被保険者のࡒ産管理を行っている者
③その他前①および②に͛ܝる者と同等の者

２．保険ۚ等の受取人が保険ۚ等を੥ٻできない次の各号に定める特別な事情（以下、「特別な事情」）といいます。）があると
きは、指定୅理੥ٻ人はඞ要ॻ類（別表１）および特別な事情のଘࡏをূ明するॻ類を提出して、保険ۚ等を੥ٻすること
ができます。
(１) 保険ۚ等の੥ٻを行う意思表示がࠔ難であるとձࣾが認めた場合
(２) 悪性新生物等のձࣾが認める傷病໊の告知を受けていない場合
(３) その他前２号に準じる状態であるとձࣾが認めた場合
３．指定୅理੥ٻ人が前項の੥ٻを行う場合、指定୅理੥ٻ人は੥ٻ時において第１項の範囲内の者であることを要します。
４．第２項の規定により、ձࣾが指定୅理੥ٻ人に保険ۚ等を支払った場合には、その後重ෳして保険ۚ等の受取人からその保
険ۚ等の੥ٻを受けても、ձࣾはこれを支払いません。

５．故意に保険ۚ等の支払事由（保険ྉの払込の免除事由を含みます。）を生じさせた者または故意に保険ۚ等の受取人を第２
項第１号または第３号に定める状態に該当させた者は、指定୅理੥ٻ人としての取ѻを受けることができません。

（߹Ͱ͖な͍৔ٻ౳Λ੥ۚݥਓがอٻ定୅ཧ੥ࢦ）
ୈ̐৚ 保険ۚ等の受取人が保険ۚ等を੥ٻできない特別な事情があり、かつ、指定୅理੥ٻ人が次の各号のいずれかに該当す
るときは、第２項に定める者（以下、「୅理੥ٻ人」といいます。）が、ඞ要ॻ類（別表１）および特別な事情のଘࡏをূ明
するॻ類を提出して、保険ۚ等の受取人の୅理人として保険ۚ等を੥ٻすることができます。ただし、保険ۚ等の受取人が
法人である場合を除きます。
(１) 指定୅理੥ٻ人が死๢しているとき
(２) 指定୅理੥ٻ人が੥ٻ時に前条第１項に定める範囲外であるとき
(３) 指定୅理੥ٻ人が保険ۚ等を੥ٻできない特別な事情があるとき
(４) 前条第５項に該当するとき
２．次の者を୅理੥ٻ人とします。
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(１) ੥ٻ時において、被保険者と同居し、または、被保険者と生計を一にしている主ܖ໿または各特໿の死๢保険ۚ受取人
(２) 前号に該当する者がいない場合または前号に該当する者が保険ۚ等を੥ٻできない特別な事情がある場合には、੥ٻ時

において、被保険者と同居し、または、被保険者と生計を一にしている被保険者のށ੶上の഑偶者
(３) 前２号に該当する者がいない場合または前２号に該当する者が保険ۚ等を੥ٻできない特別な事情がある場合には、੥

時において、被保険者と同居し、または、被保険者と生計を一にしている被保険者の３਌等内の਌଒ٻ
(４) 前３号に該当する者がいない場合または前３号に該当する者が保険ۚ等を੥ٻできない特別な事情がある場合には、੥

すべき適当な理由がある者としてձࣾが認めた者ٻ時において、前３号に該当する者と同等の保険ۚ等を੥ٻ
３．前項の場合、前項第１号に該当する死๢保険ۚ受取人が２人以上のときには、୅表者１໊を定めて੥ٻしてください。その

୅表者は他の死๢保険ۚ受取人を୅理するものとします。
４．第１項の規定により、ձࣾが୅理੥ٻ人に保険ۚ等を支払った場合には、その後重ෳしてその保険ۚ等の੥ٻを受けても、
ձࣾはこれを支払いません。

５．故意に保険ۚ等の支払事由（保険ྉの払込の免除事由を含みます。）を生じさせた者または故意に保険ۚ等の受取人を前条
第２項第１号または第３号に定める状態に該当させた者は、୅理੥ٻ人としての取ѻを受けることができません。

（อۚݥ౳の੥ࢧ、ٻ෷͓ظ࣌Αͼࢧ෷৔ॴ）
ୈ̑৚ 保険ۚ等の୅理੥ٻについては、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の保険ۚ等の੥ٻ、支払時ظ
および支払場ॴに関する規定を準用します。

（知義຿ҧ൓ʹΑるղ除͓Αͼॏେ事༝ʹΑるղ除の௨知ࠂ）
ୈ６৚ この特໿が෇加されている場合には、主ܖ໿または各特໿の告知義務ҧ反による解除および重大事由による解除の通知

については、主໿׺または各特໿の特໿条項における告知義務ҧ反による解除および重大事由による解除に関する規定に定
める΄か、正当な理由により保険ܖ໿者、被保険者または保険ۚ等の受取人のいずれにも通知できない場合には、ձࣾは、
指定୅理੥ٻ人または୅理੥ٻ人に通知します。

（特໿อݥྉの෷ࠐ）
ୈ̓৚ この特໿は保険ྉの払込を要しません。

（特໿のࣦޮ）
ୈ̔৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ９৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際に別ஈのਃ出がないときは、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定によって੥ٻされた復活を承୚したときは、主໿׺の復活の規定を準用して、この特໿の復活を取りѻ

います。

（特໿のղ໿）
ୈ10৚ 保険ܖ໿者は、ক来に޲かってこの特໿を解໿することができます。

（特໿のফ໓）
ୈ11৚ 主ܖ໿が消໓したとき、この特໿は消໓します。

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ12৚ この特໿には、解໿その他により特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ13৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（ߋਓのมٻ定୅ཧ੥ࢦ）
ୈ14৚ 保険ܖ໿者またはその承ܧ人は、被保険者の同意を得て、ձࣾに対する通知により、指定୅理੥ٻ人を変ߋすることが
できます。

２．保険ܖ໿者が本条の変ߋを੥ٻするときは、ඞ要ॻ類（別表１）をձࣾに提出してください。
３．本条の変ߋを行ったときは、保険ূ݊に表示します。
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４．第１項の通知がձࣾに౸ୡした場合には、指定୅理੥ٻ人の変ߋは、保険ܖ໿者がその通知をした時から効力を生じます。
ただし、その通知がձࣾに౸ୡする前に変ߋ前の指定୅理੥ٻ人に保険ۚ等を支払ったときは、その支払後に変ߋ後の指定
୅理੥ٻ人から保険ۚ等の੥ٻを受けても、ձࣾはこれを支払いません。

（ओ໿׺の୅ཧ੥ٻʹؔするن定の不ద༻）
ୈ15৚ この特໿が෇加されている場合、主໿׺または各特໿の特໿条項中、指定୅理੥ٻ人または保険ۚ等の受取人の୅理人
による保険ۚ等の੥ٻに関する規定は適用しません。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ16৚ この特໿条項に別ஈの定めのない場合には、主໿׺の規定を準用します。

（特໿Λ෇Ճする৔߹の特ଇ）
ୈ17৚ 主ܖ໿の੹೚開始ظ以後においても、被保険者の同意を得て、保険ܖ໿者からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合には、

この特໿をక݁します。
２．この特໿を主ܖ໿に෇加したときは、保険ূ݊に表示します。

（ओܖ໿が݈ؐ߁෇特ଇ෇ऴ身ҩྍอ2018ݥの৔߹の特ଇ）
ୈ18৚ この特໿が健ؐ߁෇特則෇終身医療保険2018に෇加されている場合には、第２条（特໿の対象となる保険ۚ等）を次の
とおりಡみସえます。

「ୈ２৚ この特໿の対象となる保険ۚ、給෇ۚまたはその他保険ۚに準じる保険給෇（保険ྉの払込の免除を含みます。以下、
「保険ۚ等」といいます。）は、この特໿が෇加された主ܖ໿および主ܖ໿に෇加されている特໿（以下、「各特໿」とい
います。）の保険ۚ等のうち、次のとおりとします。
(１) 被保険者と受取人（健ؐ߁෇給෇ۚの場合は被保険者と保険ܖ໿者）が同一人である保険ۚ等
(２) 被保険者と保険ܖ໿者が同一人である場合の保険ྉの払込の免除」
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อݥྉΫϨδοτΧʔυࢧ෷特໿

（特໿のద༻）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）క݁の際または保険ྉ払込ظ間の中్において、保険ܖ
໿者から、ձࣾの指定するクレジットΧード（以下、「指定Χード」といいます。）により保険ྉを払い込むࢫのਃ出があり、
かつ、ձࣾがこれを承୚した場合に適用します。

２．前項の指定Χードは、保険ܖ໿者が、ձࣾの指定するクレジットΧード発行ձࣾ（以下、「Χードձࣾ」といいます。）との
間でక݁されたձһ規໿等（以下、「ձһ規໿等」といいます。）にもとづき、Χードձࣾよりି༩されまたは使用を認めら
れたものであることを要します。

（੹೚։ظ࢝）
ୈ２৚ この特໿が適用された場合には、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の規定にかかわらず、ձࣾは、

保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿のਃ込を受けた時または被保険者に関する告知を受けた時のいずれか஗い時
から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。

（อݥྉの෷ࠐ）
ୈ３৚ 保険ྉは、主໿׺の保険ྉの払込の規定にかかわらず、ձࣾが指定Χードの有効性の確認（ར用限度内であること等の
確認を含みます。以下同じ。）を得た上で、次の時に、指定Χードにより保険ྉ૬当ֹをܾࡁすること（以下、「クレジット
Χード支払」といいます。）によってձࣾに払い込まれるものとします。
(１) 第１回保険ྉの場合は、ձࣾがクレジットΧード支払を承୚した時
(２) 第２回以後の保険ྉの場合は、払込ظ月中のձࣾの定めた日
２．同一の指定Χードで２件以上の保険ܖ໿のクレジットΧード支払を行う場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対してܾࡁॱংを
指定できないものとします。

３．保険ܖ໿者は、Χードձࣾのձһ規໿等にしたがい、保険ྉ૬当ֹをΧードձࣾに支払うことを要します。
４．ձࣾが指定Χードの有効性の確認を得た後で、ձࣾがΧードձࣾより保険ྉ૬当ֹをྖऩできなかった場合には、その払込

。月中の保険ྉ（第１回保険ྉを含みます。）については、クレジットΧード支払がなかったものとして取りѻいますظ
５．ձࣾは、クレジットΧード支払により払い込まれた保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

（ୈ１ճอݥྉʹつ͍ͯΫϨδοτΧʔυࢧ෷がͰ͖な͍৔߹のऔѻ）
ୈ̐৚ 第１回保険ྉからクレジットΧード支払を行う場合で、第１回保険ྉについて、次のいずれかに該当したことによりク
レジットΧード支払ができなかったときは、主໿׺の規定にかかわらず、保険ܖ໿者は、੹೚開始ظの属する月のཌʑʑ月
の５日（以下、「第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日」といいます。）までに、ձࣾが指定したํ法により、第１回保険ྉおよび
主໿׺に定める払込ظ月の過͗た第２回以後の保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込んでください。
(１) ձࣾが指定Χードの有効性の確認を得られなかったとき
(２) ձࣾが指定Χードの有効性の確認を得た後で、ձࣾがΧードձࣾより保険ྉ૬当ֹをྖऩできなかったとき
２．前項に規定する第１回保険ྉの払込があった場合、第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は主໿׺に定める口࠲ৼସ（以
下、「口࠲ৼସ」といいます。）によるํ法に変ߋしたものとします。

（ୈ１ճอݥྉの不෷͍ʹΑるແޮ）
ୈ̑৚ 前条第１項に該当する場合で、第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに第１回保険ྉの払込がないときは、ձࣾは、保険

。໿をແ効とします。ただし、第６条（第１回保険ྉの払込前に保険事故が生じた場合）第１項に該当する場合を除きますܖ
２．本条の規定によって保険ܖ໿をແ効とした場合、੹೚準備ۚその他の払໭ۚの払໭しはありません。

（ୈ１ճอݥྉの෷ࠐલʹอݥ事故が生ͨ͡৔߹）
ୈ６৚ ձࣾが、クレジットΧード支払を承୚する前または第４条（第１回保険ྉについてクレジットΧード支払ができない場

合の取ѻ）第１項に該当したことにより第１回保険ྉの払込がないまま、第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに主໿׺の規
定にもとづいて保険ۚまたは給෇ۚ（以下、「保険ۚ等」といいます。）の支払事由が生じたときは、第１回保険ྉを支払う
べきֹۚからࠩし引きます。ただし、第２回以後の保険ྉについて、主໿׺の規定にもとづいてࠩし引くべきະ払込保険ྉ
がある場合は、第１回保険ྉと合わせて支払うべきֹۚからࠩし引きます。

２．前項の場合、保険ۚ等が第１回保険ྉ（前項ただしॻのະ払込保険ྉを含みます。以下、本項において同じ。）に不足する
ときは、保険ܖ໿者は第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに第１回保険ྉを払い込んでください。第１回保険ྉの払込がな
い場合には、ձࣾは支払事由の発生により支払うべき保険ۚ等を支払いません。
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３．ձࣾがクレジットΧード支払を承୚する前または第４条第１項に該当したことにより第１回保険ྉの払込がないまま、第１
回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに主໿׺の規定にもとづいて保険ྉの払込の免除事由が生じた場合には、保険ܖ໿者は、第
１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに第１回保険ྉを払い込んでください。ただし、第２回以後の保険ྉについて、ະ払込保
険ྉがある場合は、第１回保険ྉと合わせたະ払込保険ྉを払い込んでください。このະ払込保険ྉが払い込まれない場合
には、ձࣾは、保険ྉの払込を免除しません。

（ߋ定Χʔυのมࢦ）
ୈ̓৚ 保険ܖ໿者は、指定Χードを他の指定Χードに変ߋすることができます。
２．保険ܖ໿者は、保険ྉのクレジットΧード支払の取ѻをఀࢭする場合には、あらかじめձࣾにਃし出て、他の保険ྉの払込

ํ法〈経路〉に変ߋしてください。

（特໿のফ໓）
ୈ̔৚ つ͗の事由に該当したときは、この特໿は消໓します。第１号から第３号までに該当する場合、ձࣾはそのࢫを保険ܖ
໿者に通知します。
(１) 第２回以後の保険ྉについて、ձࣾが指定Χードの有効性の確認を得られなかったとき
(２) 第２回以後の保険ྉについて、ձࣾがΧードձࣾより保険ྉ૬当ֹをྖऩできなかったとき
(３) 第２回以後の保険ྉについて、Χードձࣾが保険ྉのクレジットΧード支払の取ѻをఀࢭしたとき
(４) 保険ܖ໿が消໓または失効したとき
(５) 他の保険ྉの払込ํ法〈経路〉に変ߋしたとき
２．前項第１号から第３号の規定により、この特໿が消໓した場合、第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉は口࠲ৼସによる
ํ法に変ߋしたものとします。

３．第２回以後の保険ྉの払込ํ法〈経路〉を他の保険ྉの払込ํ法〈経路〉に変ߋした場合には、ձࣾは、保険ྉの払込ํ法
〈経路〉の変ߋが完ྃするまでの間、ձࣾの定める他の払込ํ法を認めることがあります。

（ओ໿׺のن定の४༻）
ୈ９৚ この特໿条項に別ஈの定めがない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（૯߹อ障อݥʹ෇Ճする৔߹の特ଇ）
ୈ10৚ この特໿を総合保障保険に෇加する場合は第２条（੹೚開始ظ）を適用しません。

（３େ疾病อݥྉ෷ࠐ໔除特໿が෇Ճ͞Ε͍ͯる৔߹の特ଇ）
ୈ11৚ ３大疾病保険ྉ払込免除特໿が෇加されている場合には、第６条（第１回保険ྉの払込前に保険事故が生じた場合）第

３項の規定中、「主໿׺の規定」は「３大疾病保険ྉ払込免除特໿の特໿条項の規定」とಡみସえます。

（認知症อݥ（෷໭ۚな͠）ʹ෇Ճする৔߹の特ଇ）
ୈ12৚ この特໿を認知症保険（払໭ۚなし）に෇加する場合は、次の各号のとおり取りѻいます。
(１) 第２条（੹೚開始ظ）を次のとおりಡみସえます。
「（保険ظ間の始ظ）
第２条 この特໿が適用された場合には、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の規定にかかわらず、

ձࣾは、保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿のਃ込を受けた時または被保険者に関する告知を受けた時の
いずれか஗い時を保険ظ間の始ظとします。」

(２) 第４条（第１回保険ྉについてクレジットΧード支払ができない場合の取ѻ）第１項の規定中、「੹೚開始ظ」は「保険
。とಡみସえます「ظ間の始ظ
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ୈ１ճอݥྉ࠲ޱৼସ特໿

（特໿のద༻）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」
といいます。）からਃ出があり、ձࣾがこれを承୚した場合に適用します。

（੹೚։ظ࢝）
ୈ２৚ この特໿が適用された場合には、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の規定にかかわらず、ձࣾは、

保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿のਃ込を受けた時または被保険者に関する告知を受けた時のいずれか஗い時
から保険ܖ໿上の੹೚をෛいます。

（ୈ１ճอݥྉの෷ࠐ〈ܦ࿏〉）
ୈ３৚ 第１回保険ྉの払込ํ法〈経路〉は、ձࣾと保険ྉの口࠲ৼସの取ѻを提ܞしているۚ༥機関等（以下、「提ۚܞ༥機関」

といいます。この場合、ձࣾが保険ྉのऩೲ業務をҕୗしている機関の指定するۚ༥機関等を含みます。）の口࠲ৼସによ
るํ法とします。

２．第１回保険ྉは、ձࣾの定めた日（以下、「ৼସ日」といいます。）に、保険ܖ໿者が指定する提ۚܞ༥機関の口࠲（以下、
「指定口࠲」といいます。）から第１回保険ྉ૬当ֹをձࣾの口࠲にৼりସえることにより、ձࣾに払い込まれるものとしま
す。ただし、ৼସ日が提ۚܞ༥機関のٳ業日に該当する場合は、ཌӦ業日をৼସ日とします。

３．前項のৼସを行う場合で、第１回保険ྉと主໿׺に定める第２回以後の保険ྉのৼସ日が同日となる場合には、合ࢉした保
険ྉの口࠲ৼସを行います。

４．前２項の場合、ৼସ日に保険ྉの払込があったものとします。
５．第３項に該当しない場合で、第２項の規定による第１回保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、ཌ月のৼସ日に、第１回保険ྉと
第２回以後の保険ྉを合ࢉして保険ྉの口࠲ৼସを行います。

６．第３項または第５項の規定による保険ྉの口࠲ৼସが不能の場合、主໿׺の規定にかかわらず、保険ܖ໿者は、੹೚開始ظ
の属する月のཌʑʑ月の５日（以下、「第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日」といいます。）までに、ձࣾが指定したํ法により、
第１回保険ྉおよび主໿׺に定める払込ظ月の過͗た第２回以後の保険ྉをձࣾの本ࣾまたはձࣾの指定した場ॴに払い込
んでください。

７．ձࣾまたは提ۚܞ༥機関の事情により、ձࣾはৼସ日を変ߋすることがあります。この場合、ձࣾはそのࢫをあらかじめ保
険ܖ໿者に通知します。

８．同一の指定口࠲から２件以上の保険ܖ໿の保険ྉをৼりସえる場合には、保険ܖ໿者は、ձࣾに対しそのৼସॱংを指定で
きないものとします。

９．ձࣾは、口࠲ৼସにより払い込まれた第１回保険ྉについてはྖऩূを発行しません。

（ୈ１ճอݥྉの෷ࠐલʹอݥ事故が生ͨ͡৔߹）
ୈ̐৚ 第１回保険ྉの払込がないまま、第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに主໿׺の規定にもとづいて保険ۚまたは給෇ۚ
（以下、「保険ۚ等」といいます。）の支払事由が生じたときは、第１回保険ྉを支払うべきֹۚからࠩし引きます。ただし、
第２回以後の保険ྉについて、主໿׺の規定にもとづいてࠩし引くべきະ払込保険ྉがある場合は、第１回保険ྉと合わせ
て支払うべきֹۚからࠩし引きます。

２．前項の場合、保険ۚ等が第１回保険ྉ（前項ただしॻのະ払込保険ྉを含みます。以下、本項において同じ。）に不足する
ときは、保険ܖ໿者は第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに第１回保険ྉを払い込んでください。第１回保険ྉの払込がな
い場合には、ձࣾは支払事由の発生により支払うべき保険ۚ等を支払いません。

３．第１回保険ྉの払込がないまま、第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに主໿׺の規定にもとづいて保険ྉの払込の免除事由
が生じた場合には、保険ܖ໿者は、第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに第１回保険ྉを払い込んでください。ただし、第
２回以後の保険ྉについて、ະ払込保険ྉがある場合は、第１回保険ྉと合わせたະ払込保険ྉを払い込んでください。こ
のະ払込保険ྉが払い込まれない場合には、ձࣾは、保険ྉの払込を免除しません。

（ୈ１ճอݥྉの不෷͍ʹΑるແޮ）
ୈ̑৚ 第１回保険ྉの払込ظ間満ྃ日までに第１回保険ྉの払込がないときは、ձࣾは、保険ܖ໿をແ効とします。ただし、

前条第１項に該当する場合を除きます。
２．本条の規定によって保険ܖ໿をແ効とした場合、੹೚準備ۚその他の払໭ۚの払໭しはありません。
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（特໿のղ໿）
ୈ６৚ この特໿のみの解໿は取りѻいません。

（ओ໿׺のن定の४༻）
ୈ̓৚ この特໿条項に別ஈの定めがない場合には、その性質がڐされないものを除き主໿׺の規定を準用します。

（૯߹อ障อݥʹ෇Ճする৔߹の特ଇ）
ୈ̔৚ この特໿を総合保障保険に෇加する場合は第２条（੹೚開始ظ）を適用しません。

（３େ疾病อݥྉ෷ࠐ໔除特໿が෇Ճ͞Ε͍ͯる৔߹の特ଇ）
ୈ９৚ ３大疾病保険ྉ払込免除特໿が෇加されている場合には、第４条（第１回保険ྉの払込前に保険事故が生じた場合）第

３項の規定中、「主໿׺の規定」は「３大疾病保険ྉ払込免除特໿の特໿条項の規定」とಡみସえます。

（認知症อݥ（෷໭ۚな͠）ʹ෇Ճする৔߹の特ଇ）
ୈ10৚ この特໿を認知症保険（払໭ۚなし）に෇加する場合は、次の各号のとおり取りѻいます。
(１) 第２条（੹೚開始ظ）を次のとおりಡみସえます。
「（保険ظ間の始ظ）
第２条 この特໿が適用された場合には、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）の規定にかかわらず、

ձࣾは、保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿のਃ込を受けた時または被保険者に関する告知を受けた時の
いずれか஗い時を保険ظ間の始ظとします。」

(２) 第３条（第１回保険ྉの払込〈経路〉）第６項の規定中、「੹೚開始ظ」は「保険ظ間の始ظ」とಡみସえます。

ୈ
̍
ճ
อ
ݥ
ྉ
ޱ
࠲
ৼ
ସ
ಛ
約

197

約
款



อ݊ূݥ不発ߦ特໿

（特໿のక݁）
ୈ１৚ この特໿は、主たる保険ܖ໿（以下、「主ܖ໿」といいます。）のక݁の際、主ܖ໿の保険ܖ໿者（以下、「保険ܖ໿者」
といいます。）からਃ出があり、ձࣾが承୚した場合に、主ܖ໿に෇加してక݁します。

（อ݊ূݥの不発͓ߦΑͼอܖݥ໿のঝ୚）
ୈ２৚ ձࣾは、この特໿が෇加された場合、主ܖ໿のී通保険໿׺（以下、「主໿׺」といいます。）および主ܖ໿に෇加され
た特໿の特໿条項（以下、「特໿条項」といいます。）に定める保険ূ݊（以下、「保険ূ݊」といいます。）を発行せず、保
険ূ݊΁の表示または記載は行いません。

２．主໿׺の規定にかかわらず、ձࣾが保険ܖ໿のਃ込を承୚した場合には、保険ܖ໿者に対し電࣓的ํ法（電子情報処理組織
を使用するํ法その他の情報通৴ٕज़をར用するํ法。以下同じ。）により通知します。なお、ձࣾは電࣓的ํ法による通
知に୅えてその他のํ法を用いる場合があります。

（อܖݥ໿の内༰のి࣓的ํ๏ʹΑるఏڙ）
ୈ３৚ ձࣾは、保険ܖ໿者に対し、保険ܖ໿の内容に関する次の各号に定める事項を電࣓的ํ法により提供します。なお、各
事項に変ߋが生じた場合、変ߋ後の内容とします。
(１) 主ܖ໿および主ܖ໿に෇加された特໿の໊শ
(２) ໿日ܖ
(３) 保険ܖ໿者の໊ࢯまたは໊শ
(４) 被保険者の໊ࢯおよびܖ໿時の年ྸ
(５) 死๢保険ۚ受取人の໊ࢯまたは໊শ
(６) 保険ظ間
(７) 保険ۚ、給෇ۚのֹ
(８) 保険ྉおよびその払込ํ法
(９) 保険ྉの払込を免除したときは、そのࢫ
(10) 前８号に定める事項以外の事項で、主໿׺または特໿条項の定めるとこΖにより、保険ܖ໿క݁時に指定またはબ୒し

た事項
(11) 保険ܖ໿に解໿払໭ۚがある場合には、ձࣾの定める経過年数に応じて計ࢉした解໿払໭ֹۚ
(12) 指定୅理੥ٻ人の໊ࢯ
(13) 保険ܖ໿者が法人の場合で、主໿׺または特໿条項に定めるとこΖにより高度障害保険ۚおよび給෇ۚの受取人を被保

険者に指定する場合、そのࢫ
(14) 指定疾病・指定部位不୲保法による特別条件をつける場合、対象となる指定疾病または指定部位
(15) 続ׂ引特໿を෇加する場合、ׂ引ֹ、ׂ引ポイント数および保険ྉランクܧ

（੥ٻॻྨ）
ୈ̐৚ 主໿׺および特໿条項の別表に定める੥ٻॻ類のうち、保険ূ݊の提出は不要とします。

（特໿อݥྉの෷ࠐ）
ୈ̑৚ この特໿は保険ྉの払込を要しません。

（特໿のࣦޮ）
ୈ６৚ 主ܖ໿が効力を失ったときは、この特໿も同時に効力を失います。

（特໿の෮׆）
ୈ̓৚ 主ܖ໿の復活੥ٻの際、この特໿についても同時に復活の੥ٻがあったものとします。
２．ձࣾは、前項の規定によって੥ٻされた復活を承୚したときは、主໿׺の復活の規定を準用して、この特໿の復活を取りѻ

います。

（特໿のղ໿）
ୈ̔৚ この特໿のみの解໿は取りѻいません。
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（特໿のফ໓）
ୈ９৚ 主ܖ໿が消໓したとき、この特໿は消໓します。

（特໿の෷໭ۚ）
ୈ10৚ この特໿には、特໿が消໓した場合の払໭ۚはありません。

（໿ऀ഑౰ܖ）
ୈ11৚ この特໿に対するܖ໿者഑当ۚはありません。

（ओ໿׺の४༻）
ୈ12৚ この特໿条項に別ஈの定めがない場合には、主໿׺の規定を準用します。
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別表１ ੥ٻॻྨ

１．保険ۚ等の੥ٻにඞ要なॻ類
〈ऴ身ҩྍอ2018ݥ、がん特໿、急性心筋梗塞・脳卒中特໿、௨Ӄ特໿、ೖӃҰۚ࣌特໿（෷໭ۚな͠）〉

項目 ඞཁॻ類

入Ӄ給෇ۚ
がん診断給෇ۚ
上皮内新生物診断給෇ۚ
急性心筋梗塞治療給෇ۚ
脳卒中治療給෇ۚ
入Ӄ一時給෇ۚ

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による入Ӄした病Ӄまたは診療ॴの入Ӄূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

手ज़給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による手ज़を受けた病Ӄまたは診療ॴの手ज़ূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

放射ઢ治療給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による放射ઢ治療を受けた病Ӄまたは診療ॴの放射ઢ治療ূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

骨髄ドナー給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による骨髄װ細胞または末ধ血װ細胞の࠾取手ज़を受けた病Ӄまたは診療

ॴの骨髄װ細胞または末ধ血װ細胞の࠾取ূ明ॻ
(３) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(４) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(５) 保険ূ݊

健ؐ߁෇給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 被保険者のॅ民ථ
(３) 保険ܖ໿者のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(４) 保険ূ݊

通Ӄ給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による入Ӄした病Ӄまたは診療ॴの入Ӄূ明ॻ
(４) ձࣾॴ定の༷式による通Ӄした病Ӄまたは診療ॴの通Ӄূ明ॻ
(５) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(６) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(７) 保険ূ݊

保険ྉの払込の免除 (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) 保険ূ݊

（備考）
ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提出以
外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。
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〈女性疾病อݥ〉

項目 ඞཁॻ類

女性疾病支ԉ給෇ۚ
女性特定ガン治療給෇ۚ

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による入Ӄした病Ӄまたは診療ॴの入Ӄূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

乳房再ݐ給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による乳房再ݐज़を受けた病Ӄまたは診療ॴの手ज़ূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

死๢保険ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの死๢ূ明ॻ（ただし、ձࣾが認めた場合は医ࢣの死๢診断ॻ

または死体ݕҊॻとします。）
(３) 被保険者のॅ民ථ
(４) 受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(５) 保険ূ݊

（備考）
１．ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提
出以外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。

２．官ެॺ、ձࣾ、工場、組合等のஂ体（ஂ体の୅表者を含みます。以下、「ஂ体」といいます。）を保険ܖ໿者および死๢保険
ۚ受取人とし、そのஂ体から給༩等の支払を受けるै業һを被保険者とする保険ܖ໿の場合、保険ܖ໿者であるஂ体が当該
保険ܖ໿の死๢保険ۚの全部またはその૬当部分をҨ଒ิঈ規程等に基づく死๢ୀ৬ۚまたはீҚۚ等（以下、「死๢ୀ৬
ۚ等」といいます。）として死๢ୀ৬ۚ等の受給者に支払うときは、死๢保険ۚの੥ٻの際、第１号または第２号のいずれ
かおよび第３号のॻ類の提出もඞ要とします。ただし、死๢ୀ৬ۚ等の受給者が２人以上であるときは、そのうち１人から
の提出で足りるものとします。
(１) 死๢ୀ৬ۚ等の受給者の੥ٻ内容確認ॻ
(２) 死๢ୀ৬ۚ等の受給者に死๢ୀ৬ۚ等を支払ったことをূするॻ類
(３) 保険ܖ໿者であるஂ体が受給者本人であることを確認したॻ類
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〈ऴ身がんྍ࣏อݥ（෷໭ۚな͠）、がん਍அڅ෇特໿（෷໭ۚな͠）、がんೖӃ特໿（෷໭ۚな͠）〉

項目 ඞཁॻ類

抗がん剤治療給෇ۚ
ホルモン剤治療給෇ۚ
がん治療支ԉ給෇ۚ

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(４) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(５) 保険ূ݊

放射ઢ治療給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による放射ઢ治療を受けた病Ӄまたは診療ॴの放射ઢ治療ূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

手ज़給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による手ज़を受けた病Ӄまたは診療ॴの手ज़ূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

がん診断給෇ۚ
上皮内新生物診断給෇ۚ
入Ӄ給෇ۚ

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による入Ӄした病Ӄまたは診療ॴの入Ӄূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

保険ྉの払込の免除 (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 不慮の事故であることをূするॻ類
(３) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(４) 保険ূ݊

（備考）
ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提出以
外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。
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〈認知症อݥ（෷໭ۚな͠）、հڅޢ෇特໿（෷໭ۚな͠）、精神疾患ซ発ೖӃ特໿（෷໭ۚな͠）、ແ事故څ෇特໿（෷໭ۚな͠）〉

項目 ඞཁॻ類

認知症診断給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(４) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(５) 保険ূ݊

要介護給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ެ的介護保険制度における要介護認定の݁果をূするॻ類
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

精神疾患併発入Ӄ給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ձࣾॴ定の༷式による入Ӄした病Ӄまたは診療ॴの入Ӄূ明ॻ
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

ແ事故給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 被保険者のॅ民ථ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(３) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本

（備考）
ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提出以
外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。
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〈௿ղ໿෷໭ۚܕऴ身อ１、ݥ೥定ظอݥ〉

項目 ඞཁॻ類

死๢保険ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの死๢ূ明ॻ（ただし、ձࣾが認めた場合は医ࢣの死๢診断ॻ

または死体ݕҊॻとします。）
(３) 被保険者のॅ民ථ
(４) 受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(５) 保険ূ݊

高度障害保険ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) 被保険者のॅ民ථ
(４) 受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(５) 保険ূ݊

保険ྉの払込の免除（低解
໿払໭ۚ型終身保険）

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 不慮の事故であることをূするॻ類
(３) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(４) 保険ূ݊

（備考）
１．ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提
出以外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。

２．官ެॺ、ձࣾ、工場、組合等のஂ体（ஂ体の୅表者を含みます。以下、「ஂ体」といいます。）を保険ܖ໿者および死๢保険
ۚ受取人とし、そのஂ体から給༩等の支払を受けるै業һを被保険者とする保険ܖ໿の場合、保険ܖ໿者であるஂ体が当該
保険ܖ໿の保険ۚの全部またはその૬当部分をҨ଒ิঈ規程等に基づく死๢ୀ৬ۚまたはீҚۚ等（以下、「死๢ୀ৬ۚ等」
といいます。）として被保険者または死๢ୀ৬ۚ等の受給者に支払うときは、死๢保険ۚまたは高度障害保険ۚの੥ٻの際、
第１号または第２号のいずれかおよび第３号のॻ類の提出もඞ要とします。ただし、死๢ୀ৬ۚ等の受給者が２人以上であ
るときは、そのうち１人からの提出で足りるものとします。
(１) 被保険者または死๢ୀ৬ۚ等の受給者の੥ٻ内容確認ॻ
(２) 被保険者または死๢ୀ৬ۚ等の受給者に死๢ୀ৬ۚ等を支払ったことをূするॻ類
(３) 保険ܖ໿者であるஂ体が受給者本人であることを確認したॻ類

〈ઌਐҩྍ特໿2018、がんઌਐҩྍ特໿〉

項目 ඞཁॻ類

ઌਐ医療給෇ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) ઌਐ医療にかかるٕज़ྉの支出をূするॻ類
(４) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ（ただし、受取人と同一人の場合は不要とします。）
(５) 給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ
(６) 保険ূ݊

（備考）
ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提出以
外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。
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〈ϦϏンά・χʔζ特໿〉

項目 ඞཁॻ類

リϏング・χーζ保険ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) 被保険者のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ
(４) 保険ূ݊

リϏング・χーζ保険 （ۚ指
定୅理੥ٻ人が੥ٻする場
合）

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの診断ॻ
(３) 被保険者および指定୅理੥ٻ人のށ੶ঞ本
(４) 指定୅理੥ٻ人のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ
(５) 被保険者または指定୅理੥ٻ人の健߁保険被保険者ূのࣸし
(６) 保険ূ݊

（備考）
ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提出以
外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。

〈特໿ٻ定୅ཧ੥ࢦ〉

項目 ඞཁॻ類

保険ۚ等の指定୅理੥ٻま
たは୅理੥ٻ

(１) ී通保険໿׺および特໿条項に定める保険ۚ等の੥ٻॻ類
(２) 被保険者および指定୅理੥ٻ人または୅理੥ٻ人のށ੶ঞ本
(３) 指定୅理੥ٻ人または୅理੥ٻ人のॅ民ථおよびҹؑূ明ॻ
(４) 被保険者、指定୅理੥ٻ人または୅理੥ٻ人の健߁保険被保険者ূのࣸし
(５) 指定୅理੥ٻ人または୅理੥ٻ人が被保険者の治療අの支払を行っていることをূするྖ

ऩূのࣸし
(６) 指定୅理੥ٻ人または୅理੥ٻ人がܖ໿にもとづき被保険者の療ཆ؃護またはࡒ産管理を

行っているときは、そのܖ໿ॻのࣸし
(７) 保険ূ݊

（備考）
ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提出以
外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。
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２．その他の੥ٻにඞ要なॻ類

項目 ඞཁॻ類

保険ܖ໿の復活 (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 被保険者についてのձࣾॴ定の告知ॻ

入Ӄ給෇ۚ日ֹの減ֹ
がん診断給෇ֹۚの減ֹ
特໿給෇ֹۚの減ֹ
通Ӄ給෇ۚ日ֹの減ֹ
入Ӄ一時給෇ֹۚの減ֹ
女性疾病支ԉ給෇ֹۚの減
ֹ
基本給෇ֹۚの減ֹ
認知症診断給෇ֹۚの減ֹ
要介護給෇ֹۚの減ֹ
ແ事故給෇ֹۚの減ֹ
保険ֹۚの減ֹ
死๢保険ۚ受取人の変ߋ
保険ܖ໿者の変ߋ
指定୅理੥ٻ人の変ߋ
特໿の解໿

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 保険ܖ໿者のҹؑূ明ॻ
(３) 保険ূ݊

解໿または解໿払໭ۚ (１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 保険ܖ໿者のҹؑূ明ॻ
(３) 保険ূ݊

被保険者の死๢の場合の払
໭ۚ（終身医療保険2018健
（෇特則෇ؐ߁

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) ձࣾॴ定の༷式による医ࢣの死๢ূ明ॻ（ただし、ձࣾが認めた場合は医ࢣの死๢診断ॻ

または死体ݕҊॻとします。）
(３) 被保険者のॅ民ථ
(４) 保険ܖ໿者のҹؑূ明ॻ
(５) 保険ূ݊

保険ۚ・給෇ۚの受取人に
よる保険ܖ໿のଘ続（終身
医療保険2018健ؐ߁෇特則
෇・低解໿払໭ۚ型終身保
険）

(１) ձࣾॴ定の੥ٻॻ
(２) 者等に支払うべきֹۚの支払をূするॻ類ݖ࠴
(３) 保険ۚ・給෇ۚの受取人のށ੶ঞ本およびҹؑূ明ॻ

（備考）
ձࣾは、上記以外のॻ類の提出をٻめること、上記のॻ類のうち不ඞ要と認めたॻ類を省ུすることまたは上記のॻ類の提出以
外のձࣾの定めるํ法を認めることがあります。
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別表２

〈ऴ身ҩྍอ2018ݥ〉
１．入Ӄ
「入Ӄ」とは、医ࢣ（ॊ道੔復ࢣ法に定めるॊ道੔復ࢣを含みます。以下同じ。）による治療（ॊ道੔復ࢣによるࢪज़を含みます。
以下同じ。）がඞ要であり、かつ自୐等での治療がࠔ難なため、３に定める病Ӄまたは診療ॴに入り、常に医ࢣの管理下におい
て治療にઐ೦することをいいます。

２．異常分娩
「異常分娩」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統
計分類提要 ICD－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目「分娩（基本分類コードＯ80からＯ84）」のうち、基本分類コー
ドＯ80.1およびＯ81からＯ84をいいます。

３．病Ӄまたは診療ॴ
「病Ӄまたは診療ॴ」とは、次の各号のいずれかをいいます。
(１) 医療法に定める日本国内にある病Ӄまたは患者をऩ容するࢪઃを有する診療ॴ（࢛肢における骨ં、脱ӓ、೧࠳または

ଧ๾に関しࢪज़を受けるため、ॊ道੔復ࢣ法に定めるࢪज़ॴにऩ容された場合には、そのࢪज़ॴを含みます。）
(２) 前号の場合と同等の日本国外にある医療ࢪઃ

４．ެ的医療保険制度
「ެ的医療保険制度」とは、次のいずれかの法律にもとづく医療保険制度をいいます。
(１) 健߁保険法
(２) 国民健߁保険法
(３) 国Ոެ務һ共ࡁ組合法
(４) ஍ํެ務һ等共ࡁ組合法
(５) 法ࡁ৬һ共ڭߍ立学ࢲ
(６) ધһ保険法
(７) 高ྸ者の医療の確保に関する法律

５．医科診療報ु点数表
「医科診療報ु点数表」とは、手ज़または放射ઢ治療を受けた時点において、厚生労働省告示にもとづき定められている医科診
療報ु点数表をいいます。

６．歯科診療報ु点数表
「歯科診療報ु点数表」とは、手ज़または放射ઢ治療を受けた時点において、厚生労働省告示にもとづき定められている歯科診
療報ु点数表をいいます。

７．骨髄移২ज़
「骨髄移২ज़」とは、組織の機能に障害がある者に対し組織の機能の回復または෇༩を目的として骨髄װ細胞を༌஫することを
いい、末ধ血װ細胞移২およびᢌ帯血װ細胞移২についても骨髄移২とみなします。ただし、移২はヒトからヒト΁の同種移২
に限り、異種移২は含みません。

８．骨髄װ細胞または末ধ血װ細胞の࠾取手ज़
「骨髄װ細胞または末ধ血װ細胞の࠾取手ज़」とは、組織の機能に障害がある者に対して骨髄װ細胞または末ধ血װ細胞を移২
することを目的として骨髄װ細胞を࠾取する手ज़または末ধ血װ細胞を࠾取する手ज़をいいます。ただし、骨髄װ細胞または末
ধ血װ細胞の提供者と受容者が同一人となる自Ո移২の場合を除きます。

〈女性疾病อݥ〉
１．入Ӄ
「入Ӄ」とは、医ࢣによる治療がඞ要であり、かつ自୐等での治療がࠔ難なため、２に定める病Ӄまたは診療ॴに入り、常に医
。の管理下において治療にઐ೦することをいいますࢣ
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２．病Ӄまたは診療ॴ
「病Ӄまたは診療ॴ」とは、次の各号のいずれかをいいます。
(１) 医療法に定める日本国内にある病Ӄまたは患者をऩ容するࢪઃを有する診療ॴ
(２) 前号の場合と同等の日本国外にある医療ࢪઃ

３．乳房の切除ज़
「乳房の切除ज़」とは、皮膚を切開し、病変部を切除する手ज़をいいます。ただし、診断および生ݕ等のࠪݕのための手ज़を除
きます。

４．乳房再ݐज़
「乳房再ݐज़」とは、乳房の切除ज़により૕失された乳房の形態を皮膚ห（皮膚のܽ損部分を被෴するための২皮ज़は含みません。）
または人工物を用いて正常に近い形態に໭すことを目的とする手ज़をいいます。

〈ऴ身がんྍ࣏อݥ（෷໭ۚな͠）〉
１．抗がん剤治療
「抗がん剤治療」とは、౤薬または処ํされた時点で、別表22に定める抗がん剤を౤༩することにより、がんまたは上皮内新生
物を破壊またはこれらの発ҭ・増殖を્ࢭすることを目的とした治療法をいいます。

２．ホルモン剤治療
「ホルモン剤治療」とは、がん細胞の発ҭ・増殖をଅਐするホルモンと፰抗する他のホルモン、またはホルモンの生成΍作用を
減ऑさせる薬剤を౤༩する療法のうち、౤薬または処ํされた時点で、別表23に定めるホルモン剤を౤༩することにより、がん
細胞の発ҭ・増殖を્ࢭすることを目的とした治療法をいいます。

３．ެ的医療保険制度
「ެ的医療保険制度」とは、次のいずれかの法律にもとづく医療保険制度をいいます。
(１) 健߁保険法
(２) 国民健߁保険法
(３) 国Ոެ務һ共ࡁ組合法
(４) ஍ํެ務һ等共ࡁ組合法
(５) 法ࡁ৬һ共ڭߍ立学ࢲ
(６) ધһ保険法
(７) 高ྸ者の医療の確保に関する法律

４．医科診療報ु点数表
「医科診療報ु点数表」とは、抗がん剤治療、ホルモン剤治療、放射ઢ治療または手ज़を受けた時点において、厚生労働省告示
にもとづき定められている医科診療報ु点数表をいいます。

５．歯科診療報ु点数表
「歯科診療報ु点数表」とは、抗がん剤治療、ホルモン剤治療、放射ઢ治療または手ज़を受けた時点において、厚生労働省告示
にもとづき定められている歯科診療報ु点数表をいいます。

６．病Ӄまたは診療ॴ
「病Ӄまたは診療ॴ」とは、次の各号のいずれかをいいます。
(１) 医療法に定める日本国内にある病Ӄまたは診療ॴ
(２) 前号の場合と同等の日本国外にある医療ࢪઃ

７．骨髄移২ज़
「骨髄移২ज़」とは、組織の機能に障害がある者に対し組織の機能の回復または෇༩を目的として骨髄װ細胞を༌஫することを
いい、末ধ血װ細胞移২およびᢌ帯血װ細胞移২についても骨髄移২とみなします。ただし、移২はヒトからヒト΁の同種移২
に限り、異種移২は含みません。
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〈がん特໿、急性心筋梗塞・脳卒中特໿、がん਍அڅ෇特໿（෷໭ۚな͠）、がんೖӃ特໿（෷໭ۚな͠）〉
１．入Ӄ
「入Ӄ」とは、医ࢣによる治療がඞ要であり、かつ自୐等での治療がࠔ難なため、２に定める病Ӄまたは診療ॴに入り、常に医
。の管理下において治療にઐ೦することをいいますࢣ

２．病Ӄまたは診療ॴ
「病Ӄまたは診療ॴ」とは、次の各号のいずれかをいいます。
(１) 医療法に定める日本国内にある病Ӄまたは患者をऩ容するࢪઃを有する診療ॴ
(２) 前号の場合と同等の日本国外にある医療ࢪઃ

〈௨Ӄ特໿〉
１．通Ӄ
「通Ӄ」とは、医ࢣ（ॊ道੔復ࢣ法に定めるॊ道੔復ࢣを含みます）による治療（ॊ道੔復ࢣによるࢪज़を含みます。）がඞ要な
ため、２に定める病Ӄまたは診療ॴにおける外来、またはԟ診により、治療を受けることをいいます。

２．病Ӄまたは診療ॴ
「病Ӄまたは診療ॴ」とは、次の各号のいずれかをいいます。
(１) 医療法に定める日本国内にある病Ӄまたは診療ॴ（࢛肢における骨ં、脱ӓ、೧࠳またはଧ๾に関しࢪज़を受けるため

のॊ道੔復ࢣ法に定めるࢪज़ॴを含みます。）
(２) 前号の場合と同等の日本国外にある医療ࢪઃ

〈ೖӃҰۚ࣌特໿（෷໭ۚな͠）〉
１．入Ӄ
「入Ӄ」とは、医ࢣ（ॊ道੔復ࢣ法に定めるॊ道੔復ࢣを含みます。以下同じ。）による治療（ॊ道੔復ࢣによるࢪज़を含みます。
以下同じ。）がඞ要であり、かつ自୐等での治療がࠔ難なため、２に定める病Ӄまたは診療ॴに入り、常に医ࢣの管理下におい
て治療にઐ೦することをいいます。

２．病Ӄまたは診療ॴ
「病Ӄまたは診療ॴ」とは、次の各号のいずれかをいいます。
(１) 医療法に定める日本国内にある病Ӄまたは患者をऩ容するࢪઃを有する診療ॴ（࢛肢における骨ં、脱ӓ、೧࠳または

ଧ๾に関しࢪज़を受けるため、ॊ道੔復ࢣ法に定めるࢪज़ॴにऩ容された場合には、そのࢪज़ॴを含みます。）
(２) 前号の場合と同等の日本国外にある医療ࢪઃ

３．異常分娩
「異常分娩」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統
計分類提要 ICD－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目「分娩（基本分類コードＯ80からＯ84）」のうち、基本分類コー
ドＯ80.1およびＯ81からＯ84をいいます。

〈ઌਐҩྍ特໿2018、がんઌਐҩྍ特໿〉
１．療ཆ
「療ཆ」とは、診࡯、薬剤または治療ࡐྉの支給および処置、手ज़その他の治療をいいます。

２．異常分娩
「異常分娩」とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号にもとづく厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統
計分類提要 ICD－10（2003年版）準拠」に記載された分類項目「分娩（基本分類コードＯ80からＯ84）」のうち、基本分類コー
ドＯ80.1およびＯ81からＯ84をいいます。

３．ઌਐ医療
「ઌਐ医療」とは、ެ的医療保険制度の法律にもとづくධՁ療ཆのうち、厚生労働大臣が定めるઌਐ医療（ઌਐ医療͝とに厚生
労働大臣が定めるࢪઃ基準に適合する病Ӄまたは診療ॴにおいて行われるものに限ります。）をいいます。ただし、療ཆを受け
た日現ެࡏ的医療保険制度の法律に定める療ཆの給෇に関する規定において給෇対象となっている療ཆは除きます。
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４．ެ的医療保険制度
「ެ的医療保険制度」とは、次のいずれかの法律にもとづく医療保険制度をいいます。
(１) 健߁保険法
(２) 国民健߁保険法
(３) 国Ոެ務һ共ࡁ組合法
(４) ஍ํެ務һ等共ࡁ組合法
(５) 法ࡁ৬һ共ڭߍ立学ࢲ
(６) ધһ保険法
(７) 高ྸ者の医療の確保に関する法律

〈հڅޢ෇特໿（෷໭ۚな͠）〉
１．ެ的介護保険制度
「ެ的介護保険制度」とは、介護保険法にもとづく介護保険制度をいいます。

２．要介護１以上の状態
「要介護１以上の状態」とは、平成11年４月30日厚生省令第58号「要介護認定等に܎る介護認定৹ࠪձによる৹ࠪ及び൑定の基
準等に関する省令」に定める要介護１から要介護５までのいずれかの状態をいいます。

〈精神疾患ซ発ೖӃ特໿（෷໭ۚな͠）〉
１．入Ӄ
「入Ӄ」とは、医ࢣによる治療がඞ要であり、かつ自୐等での治療がࠔ難なため、２に定める病Ӄまたは診療ॴに入り、常に医
。の管理下において治療にઐ೦することをいいますࢣ

２．病Ӄまたは診療ॴ
「病Ӄまたは診療ॴ」とは、次の各号のいずれかをいいます。
(１) 医療法に定める日本国内にある病Ӄまたは患者をऩ容するࢪઃを有する診療ॴ
(２) 前号の場合と同等の日本国外にある医療ࢪઃ
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別表３ 対象となる不慮の事故

対象となる不慮の事故とは、急激かつ偶発的な外来の事故とします（急激・偶発・外来の定義は表１によるものとし、備考に事
故を例示します。）。ただし、表２の事故は除外します。

表１ 急激・偶発・外来の定義

用語 定義

１．急激 事故から傷害の発生までの経過が直接的で、時間的間隔のないことをいいます。（慢性、反復性、
持続性の強いものは該当しません。）

２．偶発 事故の発生または事故による傷害の発生が被保険者にとって予見できないことをいいます。（被
保険者の故意にもとづくものは該当しません。）

３．外来 事故が被保険者の身体の外部から作用することをいいます。（身体の内部的原因によるものは該
当しません。）

備考 急激かつ偶発的な外来の事故の例

該当例 非該当例

次のような事故は、表１の定義をすべて満たす場合は、急激
かつ偶発的な外来の事故に該当します。
・交通事故
・不慮の転落・転倒
・不慮の溺水
・窒息

次のような事故は、表１の定義のいずれかを満たさないため、
急激かつ偶発的な外来の事故に該当しません。
・高山病・乗物酔いにおける原因
・飢餓
・過度の運動
・騒音
・処刑

表２ 除外する事故

項目 除外する事故

１．疾病の発症等における
軽微な外因

疾病または体質的な要因を有する者が軽微な外因により発症しまたはその症状が増悪した場合に
おける、その軽微な外因となった事故

２．疾病の診断・治療上の
事故

疾病の診断または治療を目的とした医療行為、医薬品等の使用および処置における事故

３．疾病による障害の状態
にある者の窒息等

疾病による呼吸障害、嚥下障害または精神神経障害の状態にある者の、食物その他の物体の吸入
または嚥下による気道閉塞または窒息

４．気象条件による過度の
高温

気象条件による過度の高温にさらされる事故（熱中症（日射病・熱射病）の原因となったものを
いいます。）

５．接触皮膚炎、食中毒な
どの原因となった事故

次の症状の原因となった事故
(１) 洗剤、油脂およびグリース、溶剤その他の化学物質による接触皮膚炎
(２) 外用薬または薬物接触によるアレルギー、皮膚炎など
(３) 細菌性食中毒ならびにアレルギー性、食餌性または中毒性の胃腸炎および大腸炎
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別表６ 対象となる感染症

対象となる感染症とは、次のいずれかをいいます。
(１) 平成27年２月13日総務省告示第35号に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の内容については、厚生労働省

大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要 ICD-10（2013年版）準拠」によるものとします。

分類項目 基本分類コード

コレラ Ａ00

腸チフス Ａ01.0

パラチフスＡ Ａ01.1

細菌性赤痢 Ａ03

腸管出血性大腸菌感染症 Ａ04.3

ペスト Ａ20

ジフテリア Ａ36

急性灰白髄炎〈ポリオ〉 Ａ80

ラッサ熱 Ａ96.2

クリミヤ・コンゴ〈Crimean － Congo〉出血熱 Ａ98.0

マールブルグ〈Marburg〉ウイルス病 Ａ98.3

エボラ〈Ebola〉ウイルス病 Ａ98.4

痘瘡 Ｂ03

重症急性呼吸器症候群［SARS］（ただし、病原体がコロナウイルス属 SARS コロナウイルスであ
るものに限ります。）

Ｕ04

(２) 新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属のコロナウイルスであり、令和２年１月に、中華人民共
和国から世界保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報告されたものに限ります。以下同じ。）
ただし、新型コロナウイルス感染症が「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」第６条第２項、第
３項、第４項、第７項第３号または第８項の疾病に該当している間に支払事由が生じた場合に限ります。
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別表９ 対象となる急性心筋梗塞、脳卒中

対象となる「急性心筋梗塞」、「脳卒中」とは、表１によって定義づけられる疾病とし、かつ、平成６年10月12日総務庁告示第75
号にもとづく、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要、ICD －10（2003年版）準拠」に記載
された分類項目中、表２の基本分類コードに規定される内容によるものをいいます。

表１ 対象となる急性心筋梗塞、脳卒中

疾病名 疾病の定義

急性心筋梗塞 冠状動脈の閉塞または急激な血液供給の減少により、その関連部分の心筋が壊死に陥った疾病であり、
原則として以下の３項目を満たす疾病
(１) 典型的な胸部痛の病歴
(２) 新たに生じた典型的な心電図の梗塞性変化
(３) 心筋細胞逸脱酵素の一時的な上昇

脳卒中 脳血管の異常（脳組織の梗塞、出血、ならびに頭蓋外部からの塞栓が含まれる。）により脳の血液の循
環が急激に障害されることによって、24時間以上持続する中枢神経系の脱落症状を引き起こした疾病

表２

疾病名 分類項目 基本分類コード

急性心筋梗塞 虚血性心疾患（Ｉ20 ～ Ｉ25）のうち、

・急性心筋梗塞 Ｉ21

・再発性心筋梗塞 Ｉ22

脳卒中 脳血管疾患（Ｉ60 ～ Ｉ69）のうち、

・くも膜下出血 Ｉ60

・脳内出血 Ｉ61

・脳梗塞 Ｉ63
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別表10 対象となる高度障害状態

対象となる高度障害状態とは、次のいずれかの状態をいいます。
(１) 両眼の視力を全く永久に失ったもの
(２) 言語またはそしゃくの機能を全く永久に失ったもの
(３) 中枢神経系または精神に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの
(４) 胸腹部臓器に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの
(５) 両上肢とも、手関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの
(６) 両下肢とも、足関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの
(７) １上肢を手関節以上で失い、かつ、１下肢を足関節以上で失ったかまたはその用を全く永久に失ったもの
(８) １上肢の用を全く永久に失い、かつ、１下肢を足関節以上で失ったもの

（備考）
１．眼の障害（視力障害）
(１) 視力の測定は、万国式試視力表により、１眼ずつ、きょう正視力について測定します。
(２)「視力を全く永久に失ったもの」とは、視力が0.02以下になって回復の見込のない場合をいいます。
(３) 視野狭さくおよび眼瞼下垂による視力障害は視力を失ったものとはみなしません。
２．言語またはそしゃくの障害
(１)「言語の機能を全く永久に失ったもの」とは、次の３つの場合をいいます。

①語音構成機能障害で、口唇音、歯舌音、口蓋音、こう頭音の４種のうち、３種以上の発音が不能となり、その回復の
見込がない場合
②脳言語中枢の損傷による失語症で、音声言語による意思の疎通が不可能となり、その回復の見込がない場合
③声帯全部のてき出により発音が不能な場合

(２)「そしゃくの機能を全く永久に失ったもの」とは、流動食以外のものは摂取できない状態で、その回復の見込のない場合
をいいます。

３．常に介護を要するもの
「常に介護を要するもの」とは、食物の摂取、排便・排尿・その後始末および衣服着脱・起居・歩行・入浴のいずれもが自分で
はできず常に他人の介護を要する状態をいいます。
４．上・下肢の障害
「上・下肢の用を全く永久に失ったもの」とは、完全にその運動機能を失ったものをいい、上・下肢の完全運動麻ひ、または上・
下肢においてそれぞれ３大関節（上肢においては肩関節、ひじ関節および手関節、下肢においてはまた関節、ひざ関節および足
関節）の完全強直で、回復の見込のない場合をいいます。

〈身体部位の各名称〉
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別表14 対象となる疾病（「女性疾病」）

対象となる疾病（「女性疾病」）とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の
内容については、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要、ICD －10（2003年版）準拠」によ
るものとします。

女性疾病の種類 分類項目 基本分類コード

悪性新生物 乳房の悪性新生物 Ｃ50

女性生殖器の悪性新生物 Ｃ51 ～ Ｃ58

その他の部位の続発性悪性新生物（Ｃ79）中の

・卵巣の続発性悪性新生物 Ｃ79.6

上皮内新生物 乳房の上皮内癌 Ｄ05

子宮頚（部）の上皮内癌 Ｄ06

その他および部位不明の生殖器の上皮内癌（Ｄ07）中の

・子宮内膜 Ｄ07.0

・外陰部 Ｄ07.1

・膣 Ｄ07.2

・その他および部位不明の女性生殖器 Ｄ07.3

良性新生物 乳房の良性新生物 Ｄ24

子宮平滑筋腫 Ｄ25

子宮のその他の良性新生物 Ｄ26

卵巣の良性新生物 Ｄ27

その他および部位不明の女性生殖器の良性新生物 Ｄ28

女性生殖器の性状不詳または不明の新生物 Ｄ39

その他および部位不明の性状不詳または不明の新生物（Ｄ48）中の

・乳房の新生物 Ｄ48.6

卵巣機能障害 卵巣機能障害 Ｅ28

関節リウマチ 血清反応陽性関節リウマチ Ｍ05

その他の関節リウマチ Ｍ06

若年性関節炎 Ｍ08

他に分類される疾患における若年性関節炎 Ｍ09

乳房および女性生殖
器の疾患と障害

乳房の障害 Ｎ60 ～ Ｎ64

女性骨盤臓器の炎症性疾患 Ｎ70 ～ Ｎ77

女性生殖器の非炎症性障害 Ｎ80 ～ Ｎ98
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女性疾病の種類 分類項目 基本分類コード

妊娠、分娩および産
じょく〈褥〉の合併
症

流産に終わった妊娠 Ｏ00 ～ Ｏ08

妊娠、分娩および産じょく〈褥〉における浮腫、たんぱく〈蛋白〉尿および高
血圧性障害

Ｏ10 ～ Ｏ16

主として妊娠に関連するその他の母体障害 Ｏ20 ～ Ｏ29

胎児および羊膜腔に関連する母体ケアならびに予想される分娩の諸問題 Ｏ30 ～ Ｏ48

分娩の合併症 Ｏ60 ～ Ｏ75

単胎自然分娩（Ｏ80）中の

・自然骨盤位分娩 Ｏ80.1

鉗子分娩および吸引分娩による単胎分娩 Ｏ81

帝王切開による単胎分娩 Ｏ82

その他の介助単胎分娩 Ｏ83

多胎分娩 Ｏ84

主として産じょく〈褥〉に関連する合併症 Ｏ85 ～ Ｏ92

その他の産科的病態、他に分類されないもの Ｏ94 ～ Ｏ99

別表15 対象となる悪性新生物（「女性特定ガン」）

対象となる悪性新生物（「女性特定ガン」）とは、平成６年10月12日総務庁告示第75号に定められた分類項目中下記のものとし、
分類項目の内容については、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要、ICD －10（2003年版）
準拠」によるものとします。

分類項目 基本分類コード

乳房の悪性新生物 Ｃ50

女性生殖器の悪性新生物 Ｃ51 ～ Ｃ58

その他の部位の続発性悪性新生物（Ｃ79）中の

・卵巣の続発性悪性新生物 Ｃ79.6

乳房の上皮内癌 Ｄ05

子宮頚（部）の上皮内癌 Ｄ06

その他および部位不明の生殖器の上皮内癌（Ｄ07）中の

・子宮内膜 Ｄ07.0

・外陰部 Ｄ07.1

・膣 Ｄ07.2

・その他および部位不明の女性生殖器 Ｄ07.3
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別表17 対象となる身体障害の状態

対象となる身体障害の状態とは、次のいずれかの状態をいいます。
(１) １眼の視力を全く永久に失ったもの
(２) 両耳の聴力を全く永久に失ったもの
(３) １上肢を手関節以上で失ったもの
(４) １上肢の用または１上肢の３大関節中の２関節の用を全く永久に失ったもの
(５) １下肢を足関節以上で失ったもの
(６) １下肢の用または１下肢の３大関節中の２関節の用を全く永久に失ったもの
(７) 10手指の用を全く永久に失ったもの
(８) １手の第１指（母指）および第２指（示指）を含んで４手指を失ったもの
(９) 10足指を失ったもの
(10) 脊柱に著しい奇形または著しい運動障害が永久に残ったもの

（備考）
１．眼の障害（視力障害）
(１) 視力の測定は、万国式試視力表により、1眼ずつ、きょう正視力について測定します。
(２)「視力を全く永久に失ったもの」とは、視力が0.02以下になって回復の見込のない場合をいいます。
(３) 視野狭さくおよび眼瞼下垂による視力障害は視力を失ったものとはみなしません。

２．耳の障害（聴力障害）
(１) 聴力の測定は、日本工業規格（昭和57年８月14日改定）に準拠したオージオメータで行います。
(２)「聴力を全く永久に失ったもの」とは、周波数500・1,000・2,000ヘルツにおける聴力レベルをそれぞれａ・ｂ・ｃデシ

ベルとしたとき、

の値が90デシベル以上（耳介に接しても大声語を理解しえないもの）で回復の見込のない場合をいいます。ただし、器
質性難聴に限ります。

３．上・下肢の障害
（1）「上・下肢の用を全く永久に失ったもの」とは、完全にその運動機能を失ったものをいい、上・下肢の完全運動麻ひ、ま

たは上・下肢においてそれぞれ３大関節（上肢においては肩関節、ひじ関節および手関節、下肢においてはまた関節、
ひざ関節および足関節）の完全強直で、回復の見込のない場合をいいます。

（2）「関節の用を全く永久に失ったもの」とは、関節の完全強直で、回復の見込のない場合、または人工骨頭または人工関節
をそう入置換した場合をいいます。

４．手指の障害
(１)「手指を失ったもの」とは、第１指（母指）においては指節間関節、その他の手指は近位指節間関節以上を失ったものを

いいます。
(２)「手指の用を全く永久に失ったもの」とは手指の末節の２分の１以上を失った場合、または手指の中手指節間関節もしく

は近位指節間関節（第１指（母指）においては指節間関節）の運動範囲が生理的運動範囲の２分の１以下で回復の見込
のない場合をいいます。

５．足指の障害
「足指を失ったもの」とは、足指全部を失ったものをいいます。
６．脊柱の障害
(１)「脊柱の著しい奇形」とは、脊柱の奇形が通常の衣服を着用しても外部からみて明らかにわかる程度以上のものをいいま

す。
(２)「脊柱の著しい運動障害」とは、頸椎における完全強直の場合、または胸椎以下における前後屈、左右屈および左右回旋

の３種の運動のうち２種以上の運動が生理的範囲の２分の１以下に制限された場合をいいます。
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別表18 悪性新生物

１．悪性新生物とは、平成21年３月23日総務庁告示第176号に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の内容については、
厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要 ICD-10（2003年版）準拠」によるものとします。

分類項目 基本分類コード

口唇、口腔および咽頭の悪性新生物 Ｃ00～Ｃ14

消化器の悪性新生物 Ｃ15～Ｃ26

呼吸器および胸腔内臓器の悪性新生物 Ｃ30～Ｃ39

骨および関節軟骨の悪性新生物 Ｃ40～Ｃ41

皮膚の黒色腫およびその他の皮膚の悪性新生物 Ｃ43～Ｃ44

中皮および軟部組織の悪性新生物 Ｃ45～Ｃ49

乳房の悪性新生物 Ｃ50

女性生殖器の悪性新生物 Ｃ51～Ｃ58

男性生殖器の悪性新生物 Ｃ60～Ｃ63

腎尿路の悪性新生物 Ｃ64～Ｃ68

眼、脳およびその他の中枢神経系の部位の悪性新生物 Ｃ69～Ｃ72

甲状腺およびその他の内分泌腺の悪性新生物 Ｃ73～Ｃ75

部位不明確、続発部位および部位不明の悪性新生物 Ｃ76～Ｃ80

リンパ組織、造血組織および関連組織の悪性新生物 Ｃ81～Ｃ96

独立した（原発性）多部位の悪性新生物 Ｃ97

真正赤血球増加症〈多血症〉 Ｄ45

骨髄異形成症候群 Ｄ46

リンパ組織、造血組織および関連組織の性状不詳または不明のその他の新生物（Ｄ47）のうち
・慢性骨髄増殖性疾患
・本態性（出血性）血小板血症

Ｄ47.1
Ｄ47.3

リンパ細網組織および細網組織球系（Ｄ76）のうち
・ランゲルハンス〈Langerhans〉細胞組織球症、他に分類されないもの Ｄ76.0

２．前１において「悪性新生物」とは、厚生労働省大臣官房統計情報部編「国際疾病分類－腫瘍学 第３版」中、新生物の性状
を表す第５桁コードが次のものをいいます。

第５桁性状コード番号

／３ ･･･悪性、原発部位
／６ ･･･悪性、転移部位

悪性、続発部位
／９ ･･･悪性、原発部位又は転移部位の別不詳
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別表19 上皮内新生物

１．上皮内新生物とは、平成21年３月23日総務庁告示第176号に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の内容につい
ては、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要 ICD-10（2003年版）準拠」によるものとし
ます。

分類項目 基本分類コード

上皮内新生物 Ｄ00～Ｄ07,D09

２．前１において｢上皮内新生物｣とは、厚生労働省大臣官房統計情報部編「国際疾病分類－腫瘍学 第３版」中、新生物の性状
を表す第５桁コードが次のものをいいます。

第５桁性状コード番号

／２ ･･･上皮内癌
上皮内 非浸潤性 非侵襲性
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別表20 対象となる身体障害の状態

対象となる身体障害の状態とは、次のいずれかの状態をいいます。
(１) １眼の視力を全く永久に失ったもの
(２) 両耳の聴力を全く永久に失ったもの
(３) 言語またはそしゃくの機能を全く永久に失ったもの
(４) 中枢神経系または精神に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの
(５) 胸腹部臓器に著しい障害を残し、終身常に介護を要するもの
(６) １上肢を手関節以上で失ったもの
(７) １上肢の用または１上肢の３大関節中の２関節の用を全く永久に失ったもの
(８) １下肢を足関節以上で失ったもの
(９) １下肢の用または１下肢の３大関節中の２関節の用を全く永久に失ったもの
(10) 10手指の用を全く永久に失ったもの
(11) １手の第１指（母指）および第２指（示指）を含んで４手指を失ったもの
(12) 10足指を失ったもの
(13) 脊柱に著しい奇形または著しい運動障害が永久に残ったもの

（備考）
１．眼の障害（視力障害）
(１) 視力の測定は、万国式試視力表により、１眼ずつ、きょう正視力について測定します。
(２)「視力を全く永久に失ったもの」とは、視力が0.02以下になって回復の見込のない場合をいいます。
(３) 視野狭さくおよび眼瞼下垂による視力障害は視力を失ったものとはみなしません。
２．耳の障害（聴力障害）
(１) 聴力の測定は、日本工業規格（昭和57年８月14日改定）に準拠したオージオメータで行います。
(２)「聴力を全く永久に失ったもの」とは、周波数500・1,000・2,000ヘルツにおける聴力レベルをそれぞれａ・ｂ・ｃデシ

ベルとしたとき、

の値が90デシベル以上（耳介に接しても大声語を理解しえないもの）で回復の見込のない場合をいいます。ただし、器
質性難聴に限ります。

３．言語またはそしゃくの障害
（１）「言語の機能を全く永久に失ったもの」とは、次の３つの場合をいいます。

①語音構成機能障害で、口唇音、歯舌音、口蓋音、こう頭音の４種のうち、３種以上の発音が不能となり、その回復の
見込がない場合
②脳言語中枢の損傷による失語症で、音声言語による意思の疎通が不可能となり、その回復の見込がない場合
③声帯全部のてき出により発音が不能な場合

（２）「そしゃくの機能を全く永久に失ったもの」とは、流動食以外のものは摂取できない状態で、その回復の見込のない場合
をいいます。

４. 常に介護を要するもの
「常に介護を要するもの」とは、食物の摂取、排便・排尿・その後始末および衣服着脱・起居・歩行・入浴のいずれもが自分で
はできず常に他人の介護を要する状態をいいます。
５．上・下肢の障害
(１)「上・下肢の用を全く永久に失ったもの」とは、完全にその運動機能を失ったものをいい、上・下肢の完全運動麻ひ、ま

たは上・下肢においてそれぞれ３大関節（上肢においては肩関節、ひじ関節および手関節、下肢においてはまた関節、
ひざ関節および足関節）の完全強直で、回復の見込のない場合をいいます。

(２)「関節の用を全く永久に失ったもの」とは、関節の完全強直で、回復の見込のない場合、または人工骨頭または人工関節
をそう入置換した場合をいいます。

６．手指の障害
(１)「手指を失ったもの」とは、第１指（母指）においては指節間関節、その他の手指は近位指節間関節以上を失ったものを

いいます。
(２)「手指の用を全く永久に失ったもの」とは手指の末節の２分の１以上を失った場合、または手指の中手指節間関節もしく

は近位指節間関節（第１指（母指）においては指節間関節）の運動範囲が生理的運動範囲の２分の１以下で回復の見込
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のない場合をいいます。
７．足指の障害
「足指を失ったもの」とは、足指全部を失ったものをいいます。
８．脊柱の障害
(１)「脊柱の著しい奇形」とは、脊柱の奇形が通常の衣服を着用しても外部からみて明らかにわかる程度以上のものをいいま

す。
(２)「脊柱の著しい運動障害」とは、頸椎における完全強直の場合、または胸椎以下における前後屈、左右屈および左右回旋

の３種の運動のうち２種以上の運動が生理的範囲の２分の１以下に制限された場合をいいます。

別表21 対象となる心疾患、脳血管疾患、糖尿病、高血圧性疾患、肝疾患、腎疾患、膵疾患

対象となる心疾患、脳血管疾患、糖尿病、高血圧性疾患、肝疾患、腎疾患、膵疾患とは、平成21年３月23日総務庁告示第176号
に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の内容については、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死
因統計分類提要、ICD－10（2003年版）準拠」によるものとします。

疾病名 分類項目 基本分類コード

１．心疾患 慢性リウマチ性心疾患 Ｉ05～Ｉ09

虚血性心疾患 Ｉ20～Ｉ25

肺性心疾患および肺循環疾患 Ｉ26～Ｉ28

その他の型の心疾患 Ｉ30～Ｉ52

２．脳血管疾患 脳血管疾患 Ｉ60～Ｉ69

３．糖尿病 糖尿病 Ｅ10～Ｅ14

４．高血圧性疾患 高血圧性疾患 Ｉ10～Ｉ15

大動脈瘤および解離 Ｉ71

５．肝疾患 ウイルス肝炎 Ｂ15～Ｂ19

肝疾患 Ｋ70～Ｋ77

６．腎疾患 糸球体疾患 Ｎ00～Ｎ08

腎尿細管間質性疾患 Ｎ10～Ｎ16

腎不全 Ｎ17～Ｎ19

７．膵疾患 急性膵炎 Ｋ85

その他の膵疾患 Ｋ86

他に分類される疾患における膵の障害 Ｋ87.1
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別表22 対象となる抗がん剤

対象となる抗がん剤とは、抗がん剤治療を受けた時点において、がんまたは上皮内新生物を適応症として厚生労働大臣により承
認されている次の(１)および(２)のすべてを満たす薬剤をいいます。
(１) 厚生労働大臣による製造販売の承認時に、被保険者が診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療に対する効能また

は効果が認められたこと
(２) 世界保健機関の解剖治療化学分類法による医薬品分類のうちＬ01（抗悪性腫瘍薬）、Ｌ03（免疫賦活薬）、Ｌ04（免疫抑

制薬）、Ｖ10（治療用放射性医薬品）に分類されること

別表23 対象となるホルモン剤

対象となるホルモン剤とは、ホルモン剤治療を受けた時点において、がんまたは上皮内新生物を適応症として厚生労働大臣によ
り承認されている次の(１)および(２)のすべてを満たす薬剤をいいます。
(１) 厚生労働大臣による製造販売の承認時に、被保険者が診断確定されたがんまたは上皮内新生物の治療に対する効能また

は効果が認められたこと
(２) 世界保健機関の解剖治療化学分類法による医薬品分類のうちＬ02（内分泌療法）に分類されること
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別表26 対象となる認知症

１．対象となる認知症とは、次の各号のすべてに該当する「器質性認知症」をいいます。
(１) 脳内に後天的におこった器質的な病変あるいは損傷を有すること
(２) 正常に成熟した脳が、前号による器質的障害により破壊されたために、一度獲得された知能が持続的かつ全般的に低下

したものであること

２．前１の「器質性認知症」、「器質的な病変あるいは損傷」および「器質的障害」とは、次の各号のとおりとします。
(１)「器質性認知症」

「器質性認知症」とは、平成27年２月13日総務省告示第35号に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の内容に
ついては、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要 ICD-10（2013年版）準拠」による
ものとします。

分類項目 基本分類コード

アルツハイマー〈Alzheimer〉病の認知症 Ｆ00

血管性認知症 Ｆ01

ピック〈Pick〉病の認知症 Ｆ02.0

クロイツフェルト・ヤコブ〈Creutzfeldt-Jakob〉病の認知症 Ｆ02.1

ハンチントン〈Huntington〉病の認知症 Ｆ02.2

パーキンソン〈Parkinson〉病の認知症 Ｆ02.3

ヒト免疫不全ウイルス［HIV］病の認知症 Ｆ02.4

他に分類されるその他の明示された疾患の認知症 Ｆ02.8

詳細不明の認知症 Ｆ03

せん妄、アルコールその他の精神作用物質によらないもの（Ｆ05）のうち
・せん妄、認知症に重なったもの Ｆ05.1

神経系のその他の変性疾患、他に分類されないもの（Ｇ31）のうち
・神経系のその他の明示された変性疾患（ただし、レヴィ小体型認知症に限ります。） Ｇ31.8

2013年版以後の厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要」において、上記疾病以外に該当する疾
病がある場合には、その疾病も含むものとします。
(２)「器質的な病変あるいは損傷」、「器質的障害」
「器質的な病変あるいは損傷」、「器質的障害」とは、各種の病因または傷害によって引き起こされた組織学的に認められ
る病変あるいは損傷、障害のことをいいます。

別表27 対象となる精神疾患

対象となる精神疾患とは、平成27年２月13日総務省告示第35号に定められた分類項目中下記のものとし、分類項目の内容につい
ては、厚生労働省大臣官房統計情報部編「疾病、傷害および死因統計分類提要 ICD-10（2013年版）準拠」によるものとします。

分類項目 基本分類コード

統合失調症、統合失調型障害及び妄想性障害 Ｆ20 ～ Ｆ29

気分［感情］障害 Ｆ30 ～ Ｆ39

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 Ｆ40 ～ Ｆ48

摂食障害 Ｆ50

非器質性睡眠障害 Ｆ51
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取扱代理店（お問い合わせ先）

2023年4月作成

1-2022-028（2023.4.1） 120-233-25-2304

0120-977-010（無料） 0120-977-002（無料）

楽天保険の総合窓口（ご契約者様およびご加入を検討いただいているお客様専用のお問い合わせ窓口）

保険に関するお問い合わせ

注意喚起情報
ご契約のしおり－約款

東京都港区南青山2-6-21
楽天クリムゾンハウス青山 〒107-0062
https://www.rakuten-life.co.jp/

楽天生命保険株式会社

保険金・給付金の請求（保険金・給付金ダイヤル）

2023年 4月

終身医療保険 2018［無配当］
終身医療保険 2018 健康還付特則付［無配当］
女性疾病保険［無配当］
終身がん治療保険（払戻金なし）［無配当］
認知症保険（払戻金なし）［無配当］
低解約払戻金型終身保険［無配当］
１年定期保険［無配当］

受付時間 9:00～18:00　年末年始を除く　　※当社委託先が承ります。
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